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第1部　序 説

第1章　この研究の対象

第1節　この研究の対象

　この研究の対象は，現代日本語動詞のアスペクトとテンスである。

　具体的な形式についていえば，つぎの八種の語形のアスペクト・テンス的な

性格についてしらべたものである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注）
　アスペクトについては，完成椙と継続相のアスペクト動詞「する」と「して

いる」がどのような対立をもつかという観点から，それぞれの形式の実現する

アスペクト的意味と，それを実現する条件について記述した。

　テンスについては，完成相と継続相で非過去形と過去形の対立のしかたがち

がうので，それぞれのアスペクト動詞ごとに，二形の対立に着目して，それぞ

れの語形の実現するテンス的意味と，それを実現する条件について記述した。

　アスペクト動詞についても，テンス語形についても，基本的な意味のほかに，

基本的でない意味を実現したり，また，アスペクトやテンスから解放されたり

しているものがあるので，そうしたことについても記述した。また，テンスの

記述にあたっては，そこで実現しているアスペクト的意味と関連させて記述し

た。

　継続相のアスペクト動詞には，ほんらいのアスペクト動詞としての用法のほ

かに，完成権のテンス形式としてとらえるほうが適切であるとおもわれるもの

があるので，それについては，ひとつの部をたてて記述した。（第V王部）

　この研究の対象となる形式は，アスペクトについては，完成相と継続相のア

（注）　完成相と継続相の対5ン：というとらえかたは，奥爾靖雌工977によるものである。



2　第1部門序　　説

スペクト動詞であり，テンスについては，それぞれのアスペクト動詞のいいお

わり形ののべたて・断定形の非過去形および過去形である。また，そのうちの

みとめの動詞だけをあつかった。このみとめの動詞は，ふつう体とていねい体

をふくんでいる。したがって，形式についていえば，さいしょにあげた八つの

語形をあつかったわけである。

　アスペクトとテンスは，動詞の形態論的なカテゴリーである。つまり，それ

を実現する形式は，動詞の語形変化のシステム一画爾のパラダイムーのな

かに，語形（広義）として位置づけられている。アスペクト動詞とテンス語形

は，このように動詞のパラダイムのなかに位置するものであるので，まず，そ

のことについて，のべておかなければならない。

第2節　現代日本語動詞のパラダイム

1）動詞のとらえかた

　動詞は，語い的な意味において動作・変化などの運動過程をあらわすものを

中心として，文中で述語になることを基本的な統語論的機能とし，動詞的な形

態論的カテゴり一によって語形変化する単語グループである。動詞からいわゆ

る助動詞をきりはなして，従来の暖房張形のなかにとじこめるとき，動詞は，

動詞の部分となって，完全なすがたをもった動詞であることをやめる。なぜな

ら，それは，動詞の形態論的なカテゴリーをうしなうからである。

　このことについて，鈴木重幸！972は，つぎのようにのべている。

　　　われわれは，いわゆる助詞（全部）と助動詞（大部分）を独立の単語とはみと

　　めず，単語の文法的な部分だとみとめるたちばをとる。ということは，たとえば，

　　つぎのような形式は，すべて動詞だとみとめることである。

　　　くとき〉　よむ（すぎさらず〉一よんだ（すぎさり）

　　　〈きもち〉　よむ・よんだ（のべたて）一よもう（さそいかけ）一よめ（命令）

　　　〈みとめ方〉　よむ（みとめ）一よまない（うちけし）

　　　〈ていねいさ〉　よむ（ふつうのいい方）一よみます（ていねいないい方）

　これらの形式は，それぞれの（）のところにしめしたような文法的な意味に

れについてはあとでいちいちとりあげる）で対立し，左の〈〉にしめしたよう

な，一般的な文法的な意味（すなわち，文法的なカテゴリー）のもとに統一して，



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第1章　この研究の対’象　3

　　それぞれ系列をなしている。そして，それぞれの系列には共通の形式「よむ」が

　　あり，それによって，それぞれの系列はおたがいにむすびついている。このよう

　　にして，ここにあげられた動詞は，他のここにあげられていない動詞とともに，

　対立し，統一しながら，全部で一つの復雑な体系をなして存在しているのである。

　　こうした体系は，いわゆる助詞・助動詞を動詞からきりはなさずに，それをとも

　　なった全部を動詞とみなすことによってとらえられるものである。助詞・助動詞

　　を動詞からきりはなせば，fよむ」と「よんだ3，「よむ」と「よもう」とは，別の

　　ところであつかうことになるからである。

　　　これまでの学校文法は，助詞・助動詞を動詞からきりはなしてあつかったため

　　に，こうした動詞の文法的なカテゴ1）　一一とその文法的な意味を体系としてとらえ

　　ることができず，主としていわゆるf六つの活用形」の作り方と，助詞・助動詞

　への接続関係という形武的なことしかあっかわなかったのである。

　　　いわゆる助詞・助動詞を動詞からきりはなさずに，それをともなった形を動詞

　やその文法的な形とみなすと，動詞の種類やその文法的な形は非常におおくの数

　　にのぼるが，それらは，いくつかの文法的な意味をあわせもっていて，それぞれ

　　の文法的な意味によって対立しながら統一して，全体で動詞の形態論的な体系を

　　なしているのである。だから，われわれは，この形態論的な体系にしたがって，

　　それぞれの動詞の種類やその文法的な形をとりあげていくことになる。

　このようなたちばにたって，はじめに，動詞の語形変化（活用）の全体像を

スケッチしておきたい。

　2）基本的な語形変化

　動詞の文法的な形（語形）は，ひとつの複雑な体系をなしているのだが，そ

の基本は，ていねいさとみとめかたによってつくられた四つの文法的派生動詞

（つぎのページの表のよこの系列）が，それぞれ，おなじ一定の語形変化（狭

義〉の体系（たての系列）をもっているというかたちでとらえることができる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注2＞
　狭i義の語形は，その構文的な機能から，いいおわり形，連体形，中止形，条

件・譲歩形にわけられる。いいおわり形は，述語となって，文をいいおわると

きの形である。連体形は体欝へっつくときの形であり，申止形は文を途中でと

（注1）広義では，文法的派生動講や文法的くみあわせ動講も語形である。

（1・／三2）伝統的な爆文目ミでは，「終止形llを特定のJII　t：かぎっていて，やはり文をいいおわるときの形で

　ある命令形を，終止形からはずしている。「終止形」というと，誤解されるおそれがあるので，こ

　こでは，「いいおわり形」といっておく。



基
本

的
な
語
形
変
化

瑛
ミ
ミ
　
　
　
　
　
て
い
ね
い
さ

@　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
み
と
め
か
た

ふ
　

　
つ

　
　

う
て

　
　

い
　

　
ね

　
　

い

み
と
め

う
ち
け
し

み
と
め

う
ち
け
し

、
難
，

，
編
　
タ
ン
え
・
録
、

灘
教
澹

よ
む

よ
ま
な
い

よ
み
ま
す

よ
み
ま
せ
ん

非
過

去
形

よ
む

謔
�
ｾ

よ
ま
な
い

謔
ﾜな

か
っ

た

よ
み
ま
す

謔
ﾝま

し
た

断
定
形

過
去

形

よ
み
ま
せ
ん

謔
ﾝ
ま
せ
ん
で
し
た

の
べ

た

ﾄ
　

形
非

過
玄

形
い
い
お

墲
闌

`
推
量
形

過
玄
形

よ
む

だ
ろ

う

謔
�
ｾだ

ろ
う

よ
ま
な
い
だ
ろ
う

謔
ﾜな

か
っ
た
だ
ろ
う

よ
む
で
し
ょ
う

謔
�
ｾ
で
し
ょ
う

よ
ま
な
い
で
し
ょ
う

謔
ﾜ
な
か
っ
た
で
し
ょ
う

さ
そ
い
か
け
形

よ
も

う
（
よ
む
ま
い
）

よ
み
ま
し
ょ
う

（
よ

み
ま

す
ま

い
）

命
令
形

よ
め

よ
む

な
よ

み
な

さ
い

非
過

去
形

（
よ

み
ま

せ
ん

）

iよ
み

ま
せ

ん
で

し
た

）
連
体
形

過
去
形

よ
む

謔
�
ｾ

よ
ま
な
い

謔
ﾜな

か
っ

た

（
よ

み
ま

す
）

iよ
み

ま
し

た
）

中
止

形
第

～
中

止
形

謫
�
ﾙ止

形

よ
み

謔
�

ﾅ

よ
ま
ず
（
に
）

謔
ﾜな

い
で

よ
み

ま
し

て
よ

み
ま

せ
ん

で
し

て

条
件
・

�
煬
`

第
一

条
件

形

謫
�
�
曙
`

謗
O条

件
形

謗
l条

件
形

謖
ﾜ条

件
形

よ
め
ば

謔
�
ｾら

謔
ﾞと

謔
ﾞな

ら

謔
�
ｾな

ら

よ
ま

な
け

れ
ば

謔
ﾜな

か
っ
た
ら

謔
ﾜな

い
と

謔
ﾜな

い
な
ら

謔
ﾜな

か
っ
た
な
ら

（
よ
み
ま
す
れ
ば
）

謔
ﾝま

し
た

ら

謔
ﾝ
ま
す
と

謔
ﾝま

す
な

ら

謔
ﾝま

し
た

な
ら

よ
み

ま
せ

ん
で

し
た

な
ら

謔
ﾝ
ま
せ
ん
と

iよ
み

ま
せ

ん
な

ら
）

iよ
み
ま
せ
ん
で
し
た
な
ら
）

第
一
譲
歩
形

謫
�
�
煬
`

よ
ん

で
も

謔
�
ｾっ

て

よ
ま
な
く
て
も

謔
ﾜな

く
た

っ
て

よ
み

ま
し

て
も

iよ
み

ま
し

た
っ

て
〉

（
よ
み
ま
せ
ん
で
も
）

iよ
み
ま
せ
ん
で
し
た
っ
て
）

戯 露 一 蜜 い 溝 （ 隷



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第1章　この研究の対『象　5

めるときの形である。条件・譲歩形は，有効あるいは無効な条件をさしだす従

属句節につかわれる形である。

　いいおわり形は，ムードのカテゴリーをもつ。ムードは，文のあらわすこと
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（践三1＞
がらと現実の関係にかかわるカテゴリーであるが，ここでは，そのうちの，き

きてに対する態度の面からの，のべたて形，さそいかけ形，命令形を，現実に

対する関係の面からの断定形と推量形をかかげた。

　いいおわり形のなかののべたて形と連体形とは，テンスのカテゴリーをもつ。

テンスは，発話時を基準にした前後関係のあらわしかたに関するカテゴリーで

あるが，連体形のばあいには，主節のしめす時を基準にする相対的テンスなど
　　　　　　　　　（注2）
にうつるものがおおい。

　なお，これらの語形の位置づけと名づけば，それぞれの語形のもつ基本的な

統語論的機能や形態論的意味にもとづいているのであって，こうした基本的な

形は，多機能的，多義的であるのがふつうである。

　また，まえのページにしめした語形変化の表は，基本的な語形しかあげてい

ないが，精密な記述のためには，圏的に旛じてさらにくわしいものが必要であ

る。そのばあい，このみちすじのうえにたって，ひろげることが可能であるし，

また，実際に，拡大した表がつくられている。（高橋太郎1975，鈴木璽幸1977）

　3）文法的な派生磯馴やくみあわせ動詞が嚢現手段となる動詞のカテゴリー

　うけみ，使役の「よまれる］「よませる」のような文法的派生動詞や，持続の

なかにあることをあらわす「している」，こころみをあらわす「よんでみる」の

ような文法的くみあわせ動詞は，そのそれぞれが，基本的な語形表をもつとい

う形で，2＞でのべたこととかかわる。fよまれる」は，まずくよまれる，よま

れない，よまれます，よまれません〉の四つにわかれ，そのそれぞれが，〈よま

れる，よまれた，…，よまれたって〉のように，狭義の語形変化をする。「よん

でいる」も，くよんでいる，よんでいない，よんでいます，よんでいません〉の

ように四つにわかれて，そのそれぞれが語形変化する。こうして，ひろい意味

での語形が全体として一一…つの体系をきずきあげているのである。

　文法的な派生動調やくみあわせ動詞が表現手段となる動詞のカテゴリーには，

Gl滋〉　ムードに対応する文のカテゴり一は，モダリティといわれる。
（婁i三2）　　i～；石藻膏ヌく碕～　1974
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ボイス，アスペクト，やりもらい，もくろみなどがある。

　ボイスは，動作の主体，客体，ひきおこし手などの動作メンバーと，主語，

補譜（村警語，目的語）などの文メンバーとのかかわDの表現に関するカテゴ

リーである。主体を主語にし，客体を補語にする能動（よむ），客体を主語に

し，主体を補語にするうけみ（よまれる），ひきおこし手を主語にし，主体（，客

体）を補語にする使役（よませる）などがある。

　アスペクトは，動作の，基準時間とかかわるすがたの表現に関するカテゴリ

ーである。基準時間によって分割されない完成相（よむ）と，分割される継続

相（よんでいる）がある。

　やりもらいは，動作のサービス的な性格に関するカテゴリーである。これに

はボイス的な側面と境遇的な側面があり，前者では，「よんでやる」と「よんで

くれる」の主語がサービスのほどこし手，「よんでもらう」の主語がサービスの

うけ手である。また，後者では，「よんでやる」と「よんでもらう」の主語が話

し手または話し手のがわのもの，あるいは，話題の中心として視点をおかれた

聞き手または第三者であり，fよんでくれる」は，サービスのうけ手がそれらで

ある。

　もくろみは，一定の意図をもっておこなう動作の表現に関するカテゴリーで，

こころみをあらわす「よんでみる」，みせびらかしをあらわす「よんでみせる」

などがある。

　このほか，「よまれる」「およみになる」などの尊敬や「およみするjfおよみ

もうしあげる」などの謙譲も，文法的な派生動詞またはくみあわせ動詞である。

　以上にあげたのは，代表的なものだけであって，それらの中問的なもの，複

合的なものがいろいろとあって，それらが全体として体系をなしている。

　また，そのほかに，「よみたい」「よみやすい」「よみそうだ3などの，：文法的

派生形容詞もあって，さらに複雑な体系をなしている。

　こうしたものは，それぞれが一つの（広義の）語形であって，一定のカテゴ

リーのなかにあり，単語の文法的な形としての独立性をもっていて，単に助動

詞の樒互承接といった結合性だけでは記述しきれるものでない点は，重要であ

る。
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第3節　アスペクト語形とテンス語形の
　　　　　パラダイム上の位置づけ

　1）アスペクト動講のテンス語形

　完成相「よむ」と継続掘「よんでいる」の対立は，狭義の語形変化の表のな

かにはない。それは，語形つくりの手つづきからいえば，もとの動詞と文法的

くみあわせ動詞の対立だからである。このふたつの形式（広義の語形）は，そ

れぞれ，完成根動詞，継続相動詞として，第2節の2）にしめしたような基本

的な語形変化のパラダイムをもっている。そのいいおわり・のべたて・断定形

の非過去形と過去形がこれらアスペクト動詞のテンス語形ということになるの

である。

　アスペクト動詞は，この基本的な語形表ぜんたいにひろがっていて，テンス

語形にしばられているわけではない。たとえば，つぎのア）では，〈彼女がやっ

てきた〉という動作が成立した時間は，〈店をあける〉という動作のおわったあ

とにあって，この動作を分割していないが，イ）では，基準時問がこの動作の

持続過程のなかにあって，これを分割している。

　　ア）　彼が店をあけると，彼女がやってきた。

　　イ）彼が店をあけていると，彼女がやってきた。

　このように，条件形をとっていても，完成椙と継続相は対立しているのであ

る。

　アスペクト動詞は，いろんな機能やムードの形をとることができるのだが，

この報告では，テンスとのかかわりあいをみることに主眼があるので，アスペ

クト動調のテンス語形にしぼって，分析をこころみた。第1節にあげた八つの

語形は，このようにして，もとめたものである。

　2）ムードのなかにあるテンス

　第2節の2）の基本的な語形変化の表にしめしたように，非過去形と過去形

の「よむ」「よんだ」は，のべたて・断定形でもある。このことは，単にパラダ

イムの形式においてのみそうなのではなくて，文法的意味においてテンスはム

ードのなかにあるのである。
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　のべたて・断定形は，現実の動作をそのままとらえてつたえることを基本的

な意味とするムード形式である。非過去形「よむ」と過去形「よんだ」の基本

的なテンス的意味は，この基本的なムード的意味のなかで成立するのであり，

そのムード的意味が基本的でなくなると，テンス的意味も影響をうける。たと

えば，現実に反することを仮想してのべるばあいには，未来の動作を過去形で

のべることができる。

　　ウ）もしきみがなおしてくれなかったら，あした，おれは，まちがったま

　　　まよんだよ。

　この報告のなかでは，特別のばあいをのぞいて，このことにいちいち言及し

ないが，いつも，のべたて・断定形でもあるテンス語形のことについて記述し

ているのであって，その前提なしでのべているわけではない。

第4節　アスペクト動詞と局面動詞など

　1）局面動詞

　動作の時聞的な側瞬にかかわるカテゴリーとして，テンス，アスペク1・のほ

かに局面がある。局面というのは，動詞のあらわす動作の過程のどの部分（局
　　　　　　　　　　　　　　　　（撞．1）
礪〉であるかに関するカテゴり一である。「よみはじめる」はよむ動作をおこす

ことをあらわし，「よみおわる」はよむ動作をおわることをあらわす。このよう

な観点から「しはじめる」「しだす」「しかける」「しつづける」「しおわる」な

どの文法的複合動詞を局面動詞としてとらえることができる。局面動詞は，ア

スペクト動詞とくらべて権対的に語い的な性格がつよく，ふつうの動詞と同様，

ヂよみはじめる」と「よみはじめている」，「よみつづける」と「よみつづけて

いる」のように，完成相と継続網に対立してアスペクト動詞となる。

　従来のアスペクト研究では，継続相が一定の局面のなかにあるすがたをあら

わすことと，局面動詞が局面をかたちづくる動作をあらわすこととが混同され

て，その区鋼があいまいであったが，奥田1978以後，局礪動詞の研究がはじま
　　（注2）
っている。

（注1）出田小技1984は、これを「局凝i」とよんでいる。

（技2＞金田一春彦1955，高橋太郎1969，鈴木重囲1972，吉規武時1973なども，このあやまちをおかし

　ている。現在，藤井1お美による局菌i動詞の研究がすすめられているが，まだガリ版ずりの段階で，

　公刊されていない。
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　「してしまう」は，文法的くみあわせ動詞であるが，基本的な文法的意味の

観点から局面動詞といえる。

　2）「していく」fしてくる」「しておく」「してある」ヂしつつある」など

　ヂしていく」「してくる」などの文法的くみあわせ動詞は，現在の冒前の動作

をあらわすとき，動作が進行過程のなかにあるすがたをあらわす（第H部第2

章）。そのばあいには，「していく」と「していっている」が対立せず，進行相と

もいうべきアスペクト的意味を実現しているとおもわれるが，この形式全体を

とおしてみたばあいには，アスペクト動詞といえないものが多い。

　「しておく」も，「しておく」と「しておいている」の対立がなく，それ自身

が完成相のような側面をもっているが，そのアスペクト的な性格は，まだ検討

されていない。「してある」は，「しておく」とボイス的な対立をもっているよ

うにみえるが，動作主体がしめされないので，ボイス的な対立とはいいきれな

い。「してある」は状態持続のなかにあるという継続摺アスペクトと共通する性

格をもっているが，動作との関係がたちきられているので，アスペクトとはい

えないだろう。

　「しつつある」は，動作が運動の局面のなかにあるすがたをあらわす文法的

くみあわせ動詞であり，その実現する意味の観点から，継続相のアスペクト動

詞だということができる。けれども，それは，動作や変化が運動の局面のなか

にあることを積極的にのべたてるときにだけっかわれる特殊な形式である。
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酬2章分析の観点
　この研究をすすめるにあたって，基本的にたったたちば，あるいは留意した

だいじな点などについてのべておく。

第1節　アスペクトについて

　1）対立のたちば

　金田一春彦1955は，現代日本語動詞のアスペクトを，「動作相」と「状態相」

の対立としてとらえた。しかし，その後，これをうけついだ多くの研究は，「状

態相」のなかの進行の状態と結果り状態の対立に興味の中心をおいて，もとに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛注1）
なる，おおきな対立のことをわすれがちであった。この研究は，金田一1955が

提起した，アスペクトをめぐる二者の対立をみるたちばにもどるものである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（蓬2）
　2）形態論醜な対立としての完成根と継続相

　金田一1955は，アスペクトを二者の対立としてとらえたが，それは，動作相

に属する諸形式と状態相に属する諸形式の対立であって，ひとつの動詞の形式

としての「する」と「している」の対：立ではなかった。それはアスペクト的な

意味の観点からみた動作栢グループと状態根グループの対立であって，パラダ

イムのなかの二形式の形態論的な対立ではなかった。その後，鈴木重幸1957は，

形態論的な対立として，「する」と「している」をうちだしたが，「する」の形

を「基本態」とよび，実質的には，その対立のありかたをとらえられなかった。

この形態論的な対立をアスペクト的な形式と意味の統一として，形態論的な対

立のかたちでとらえたのは，奥田靖雄1977であった。そこでは，rスル」と「シ

テイル」の形はそれぞれ「完成相」，「継続相」とよばれ，その基本的なアスペ

クト的意味は，前者が「ひとまとまりの動作をさしだすこと」「分割をゆるさな

いglobalityのなかに動作をさしだすこと」であり，後者は「継続のなかにある

（注1＞高橋太郎1969も，そのひとつである。

（注2）この項は，奥田靖雄1977の，これにかかわる記述を要約したものである。
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動作をさしだすこと」であるとされた。

　この研究は，このたちばにたつ。

　3）アスペクト形弐の，局画動詞からの分離

　鈴木重幸1972は，「すがた」（アスペクト）をつぎのように解説している。

　　　ここでいうすがたとは，ヨーロッパの文法論でいうアスペクト　aspectをさす。

　　動詞のあらわす動きは，ふつういくつかの過程的な部分からなりたっている。た

　　とえば，「あるく」「およぐ」などは，動きのはじまり，持続部，おわりからなり

　　たっているし，「しぬ」「こわれる」は，状態変化とその結果からなりたっている。

　　動詞のすがたとは，おおまかにいって，動詞のあらわす動きのどの過程的な部分

　　をとりたてて問題にするかという文法的なカテゴリーである。動詞のさししめす

　　動きが文のなかであらわされるときには，一定のときになりたつ（なりたった）

　　ものとして表現されるが，その一定のときにおいて，動詞の語い的な意味のどの

　　過程的な部分が問題にされているかをあらわすのがすがたのカテゴリーである。

　　　B本語では，こうしたすがたをあらわすために，すがた動詞が発達している。

　　こうしたすがた動詞のもとになる単純な動詞（「いる」「ある」「しまう」のような

　　たすける動詞とくみあわさっていないもの）は基本的には，動詞のさししめす動

　　きの過程全体をあらわす。これに対して，すがた動詞は，その動きの過程的な部

　　分をとりだしてあらわすのである。

　　（注〉すがた動詞のもとになる単純なくみたての動詞を，すがた動講に合して単純態とよんでおく。

　これは，あいまいないいかたをしているが，高橋太郎1979は，これをもっと

局面動詞のほうへよせてしまっている。

　　　動詞のあらわすうごきの過程のどの部分を問題にするかという，文法的な

　　意味を「すがた（aspect）」という。

　　　　　　　　　　（うごきがつづく）
（　　　ツクリ・・ジメルツク・テイル、，ク。テシマウうごきがはじまる）　↓　　1　　　　　壱　（うごきがおわる）

　　　つくる　　　ツクッテ　アル
　　（うごき）　〈うごきの結果がのこる〉

アスペクトをこのようなものとして，とらえたために，「している」の形は，

「する」の形よりも，むしろ，「しはじめる」「してしまう」「してある」などと
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ならべられ，対比された。

　今回の研究では，アスペクト形式を局面をあらわす形式とは，きりはなして，

動作の非分割と分割の対立としてとらえた。なお，アスペクトは局面と無関係

ではないが，そのことは，5）でのべる。

　4）基準時間について

　角張新治1976Aには，「時狂的な中心」という用語をつかった，つぎのような
　　　く沫1）
記述がある。

　　　　　　　　　（注2）　　　　（療三3）
　　このように②の動詞の単純網が変化をあらわすのにたいして，これらの動詞の

　アスペクト相は，ある時間的な中心において，主体が，動詞でさししめされる動

　きがつくりだす一定の状態にあることをあらわしている。

　　時間的な中心とは，その時間において主体がある一定の状態にあるような，時

　間的な点，福のことである。

　　主体の一定の状態と旧聞的な中心とはある時問的な中心における主体の状態と

　いう関係において掘丁づけをうけている。

　　　2）修一郎がそこに入っていったとき、トシ子はジンジャエールをのんでいた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（冬の旅・188）

　　　3）しばらく二人は黙って出を歩いていた。（素足の娘・103）

　　そこに入っていったときがあらわす時間的な点において，主体はジンジャーエ

　ールをのむといううごきの継続の状態にあったのである。したがって，そこに入

　　っていったときは，アスペクト棺のんでいたにとって，ここでいう時間的な中心

　　としてはたらいている。

　　　3）のばあい，しばらくがあらわす時間的な幅にわたって，主体は，うごきの

　継続の状態にあったのである。これも時聞的な中心としてはたらいている。

　この，時間的中心をまたいでいるかいないかということは，継続相と完成掘

を区別する重要な特徴であるので，今圃の報告では，この概念をかりることに

した。ただし，この報告では，この概念をふんだんにつかうので，ひょっとし

（注1）角張薪治は，奥田靖雄の講義をさいていだ。奥田1977，1978にはヂ時1昔｝的な中心（テンポラル

　センター」の用語はないが，研究会の庸上等で，以前から奥田が使用してきた用語であるので，

　奥戸の影響があるとおもわれる。

（注2＞「②の動詞」というのは，「する」と「している」の爾形をもつ動詞のことである。

（注3，4）角張1976Aは，「する」を「単純相」，「している」を「アスペクト彬」とよんでいる。
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て角張1976Aやそのもとになった原書（B．H．＞1〈Hranxo，H』．1・i　BaHOBa，

Jl．A．　1／loep　isK　1956　rCoBpeMeHHbl　s’i　anr．a　s““s　cK　m’f　s13sJK－TeopeT“ye－

CK謡　Kypc　FpaMMaTUKM　　」Moc　i〈　Ba＞の概念のはんいを逸脱するかも
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注1）
しれないとかんがえ，それをおそれて，「晶晶身幅」という用語をつくった。

　5）アスペクト的な意味の実現と，動作の局面

　継続相は，持続過程のなかにあるすがたをあらわすのだが，それが，動作動
　　　　　　　　　　　　　　　　（注2）
詞のばあいと変化動調のばあいでことなる。前者では，勤詞のあらわす動作過

程のなかの運動の局面（動作の局面）のなかにあるすがたをあらわし，後者で

は，動詞のあらわす動作過程のなかの，結果の局面のなかにあるすがたをあら

わす。どちらも持続過程をなす局面のなかにあるすがたをあらわす点でおなじ

なのだが，その，とりだす周面はちがっている。そうすると，継続相のあらわ

すアスペクト的な意味は，動罰のあらわす動作過程のなかの一定の局面をとり

だして，その持続のなかにあるすがたをあらわす，あるいは，持続過程をなす

局面が基準階間をまたいでいるすがたをあらわす，ということになる。このよ

うなかたちで，継続相のアスペクト的な意味が実現するばあいに，局面がはい

りこんでくる。

　ところで，完成相のばあいのことなのだが，実は，こちらも，同様に局面を

とりだしている。たとえば，ヂ水道が2時にとまった。」とf2時から3時まで

とまった。」をくらべてみると，前者は，〈とまる〉という動作過程の変化の局

面をとりだしているし，後者は，結果の局面をとりだしている。後者がとりだ

している局面は，継続相をつかった「2時から3時までとまっていた。」のばあ

いと同じ局面である。では，完成相と継続桐がおなじことをいっているかとい

うと，それはちがう。継続相が持続過程をなす結果の周面のなかにあるすがた

をあらわしているのに対して，完成相は，結果の局面を，その始発から終了ま
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注3｝
でをふくめて，まるごとのすがたであらわしている。そうすると，完成梢のば

（波D筆者は，あえて異をとなえるつもりはないので，もし，こグ）報告における「基準時問」の概念

　が「時問的な中心」のはんい内におさまるならば，この新語をやめることにやぶさかでない。

（浅2）この「動作動詞」と「変化動詞」の用語は奥［H描77による，金田一1955の「継続動言lil　Jと「瞬

　間動詞」にあたる。

（1三｝三3）この両者のちがいについては，第11部第1章第1節および第W繍第1章第1節でくわしくのべ

　　る。
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あいも，動詞のあらわす動作過程の一定の局面をとりだして，それをまるごと

のすがたでさしだすというほうが，より正確だということになる。

　動作動詞のばあいにも，つぎのような例がある。

　　ア）　「うん」と信行はちょっとおじぎでもするようにうなずいてだまった。

　　　　ふたりはしばらくだまった。（暗夜70）

　まえの「だまった」は，動詞のあらわす〈だまる〉という動作過程の始発の

局面をとりだし，あとの「だまった」は，動作の局面をとりだしている。共通

しているのは，どちらも，その局面の始発から終了までをまるごとのすがたで

さしだしているということである。

　完成相のばあい，おおくの例は，運動の局面（動作動詞の動作の局面，変化

動詞の変化の局醸）をとりだしているので，その始発から終了までをふくめて，

まるごとのすがたでさしだすことは，結局は動作をまるごとさしだすことにな

るが，それでも変化動詞の変化の局面の終了の部分は結果の局面の始発と一致

し，変化の局顧をまるごとのすがたでさしだすことは，結果の局颪の始発の部

分をのぞいた残りの持続の部分をきりすてることになるので，「変化の局面をと

りだして，それをまるごとのすがたでさしだす」といったほうが，より正確に

なるだろう。

　このようにみていくと，アスペクトは，動詞のあらわす動作過程のなかの一

定の局舎をとりだして，それを非分割または分割のすがたでさしだすものとい

ういいかたが全体をおおうものとして，より適切だとかんがえられる。

　この報告では，基本的にこのたちばをとり，その場その場に応じて，「動作ま

たはその一定の局面を……」のように，ぼかしてかくことにした。

　6）アスペクト釣な意味の限定と展開

　アスペクトを非分割と分割の対立のなかでとらえ，そのアスペクト的意味が

典型的にあらわれているものを，基本的なアスペクト的意味が実現しているも

のとしてあつめ，そのほかのものをアスペクト的な意味がずれているものとし

て，何種類かにわけた。たとえば，眼前の移動動作を完成稲非過去形「いく」

「くる」などであらわすものは，「進行過程のなかにあるすがたをあらわすもの3

（第頁部第2章〉とした。また，「会はすでにはじまっていた。」のようなもの

は，「ある局面の完成後につぎの局面のなかにあるすがたをあらわすもの」（第m
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部第3章）として，基本的なアスペクト的な意味の実現するものからはずした。

　7）状態の持続過程のなかにあること

　継続相の形式をとりながら，動作，変化などの運動とかかわりをもたない状

態をあらわす動詞がある。

　　イ）　山がそびえている。

　　ウ）　家のなかはひっそりしていた。

　これらの動詞は，運動とかかわらず，また，したがって，動作過程の一局面

でもない。アスペクトを，動作またはその一定の局面をどのようなすがたでさ

しだすかに関するカテゴリーであるとするとき，このような，動作とかかわら

ないものは，アスペクトからはずれることになる。これらのあらわす状態は，

ふつうは，その始発と終了に無関心である。だから，まるごとというとらえか

たと対立しない。この点でも，アスペクトから，はずれていることになる。

　けれども，これらの状態は，基準時間をまたいで持続するという，継続相と

共通する側面をもっている。その点でアスペクトの側頂iをもっているというこ

とができる。そのことは，つぎのように，状態性をもたず，非分割と分割が問

題にならないものにれはアスペクトから解放されている。）とくらべると，ひ

とつの特徴となる。

　　エ）　かれのはなしはばかげている。

　　オ）　むすこの誕生Bと父の命日が一致していた。

　この報告では，状態の持続過程のなかにあることをあらわすものを，準アス

ペクトとよぶ。これにもいろいろのものがある。（第H部下3章，第lll部第4章）

　9）アスペクトからの解放（1）一modusの要漿のあるもの

　「おもう」「かんがえる」「感じる」などの完成絹非過去形で一人称の心的活

勤をのべるとき，あるいは，二人称の現在の心的活動をたずねるとき，アスペ

クトから解放される。

　　カ）　わたしはこれでよいとおもう。

　　キ）　おまえもそうかんがえるか。

　これらはテンスのうえで現在のことをあらわしているが，それが話しの時と

いう基準時間にまるごとおさまっているのか，それとも，基準時間をまたいで
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いるのかということに無関心である。

　アスペクトは，テンス，ムードからみれば対象的であって，その意味では，

根対的に語い的なものにちかい。つまり，動作のすがたを名づけているのであ

る。ところが，「おもう」「感じる」など一人称の心的活動をはきだすときには，

（あるいは，二人称の心的活動をはきださせるときには，）〈「おもう」と言う〉

という言語活動そのものとくおもう〉という活動の内容とが未分化であって，

完全に対象化できない。つまり，modusの要素とdictumの要素が未分化で，

対象化できないのである。（第II部第4章第1節）

　なお，一入称であっても，過去の「おもった」「感じた」などや，継続絹の

「おもっている」「かんがえている」などのばあいは，心的活動の内容が活動の

時間のぞとにあって，対象化できるので，それらは，基本的なアスペクト的意

味を実現する。

　心理活動とかかわるうごきにはいくつかの種類があって，それらが，いろん

なかたちで，また，いろんなどあいで，アスペクトの成立をさまたげている。

こうしたことについても考察した。

　9）アスペクトからの解放（2）一できごと過程のなかにない属性をあらわすもの

　文の名づけ的な意味において，述語ができごと過程のなかにない属性をあら

わすぼあい，アスペクトから解放される。

　名詞述語文は，その典型である。

　　ク）　クジラは動物である。

　　ケ）これはペンです。

　形容詞述語文のばあい，その述語が状態をあらわすばあいは準アスペクトの

意味をもつが（コ），性質をあらわすばあいには，アスペクトから解放される

（サ）。

　　コ）へやへはいると，まっくらだった。

　　サ）　にげたさかなはおおきかった。

　動詞述語文であっても，その動詞が述語として動作や状態などのできごと過

程のなかにない属性をあらわすばあいには，アスペクトから解放される。これ

には，7＞にあげたエ）やオ）のように継続相の形式をとるものと，つぎのシ）

のように完成絹の形式をとるものとがある。（第1賠際4章第2節，第II賠陳5章）
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　　シ）精神は性格とことなる。

〔1叢∴窪灘il三三三∴放

　動詞が動作性をうしなって形容詞やコピュラにちかづくと，脱アスペクト化

してくる。完成相形式にも継続相形式にもこれがある。

　　ス〉　あれは敬服にあたいする。

　　セ）　それはおひとによります。

　　ソ）　きのうの彼の発書は当を得ている。

　形式的に完成相と継続相が対立していても，どちらにしても，意味的にはア

スペクトから解放されているものもおおい。

　　タ）秀吉は子どものころ日吉丸といった。（いっていた。）

　　チ）　かれの怒暑は，もうれつをきわめていた。（きわめた。）

　完成相が「よく」でかざられたばあい，可能動詞になってあらわれるばあい

なども，形容詞にちかづくものがある。

　　ツ）　かれはよくたばこをすう。

　　テ）　この草はたべられる。

　述語をかたちづけている動詞が，単語の意味のレベルで動作そのものをあら

わしていても，述語のレベルで，その動作のできごと過程的な側面を捨象して，

その特徴的な面だけをひっぱりだしてのべると，できごと過程のなかにない属

性をさししめすことになって，アスペクトから解放される。（第H部第4章第3

節）

　　ト）　「この本，しってるか。」「いや，はじめて坐。」

　　ナ）　fここで負けたら，もうやるな。」「きついことをいうね。」

　これらの「みる」や「いう」は，一定の動作をあらわすという，動詞的な意

味が，Dっぱにいきている。ところが，これらの文は，動作・できごとからひ

っぱりだした特徴的な側面をあらわしていて，fみるのは，はじめてだ」，「いう

ことがきつい」と同じ樋値をもった発言となっている。このため，できごと過

程の側面とかかわるアスペクトから解放されている。

　これらは，つぎの例と同様，はなしの内容は直前過去のことであり，過去形

にすると，完成網としての基本的なアスペクト的意味がでてくる。
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　　二）　こらっ，またわらう！

過去のことでも，非過去形でいえるのが特徴でもある。

　　ヌ）　ギあいつ，とうとう自分で会社をつくったよ。」「そうか。さすがにあ

　　　　いつらしいことをする。」

　準アスペクトと脱アスペクトを区心したのは，この報告がはじめてであると

おもう。この報告では，動詞がアスペクトやテンスから解放される現象には，
　　　　　　　く　
とくに目をむけた。

第2節　テンスについて

　1）形態論的な対立としての葬過去形と過去形

　現代日本語の動詞は，テンスの面で，「する」と「した」に対立するが，この

ことは，伝統的な国文法では，とりあっかわなかった。なぜなら，「した」は，

「し」と「た」にわけ，「たjを助動詞として，動詞からきりはなしてしまった

からである。それでも，「た」については，過去あるいは完了の助動詞として，

まがりなりにも，そのテンス的性格の一端をとらえていたが，助動詞のつかな

い「する」のほうは，そのテンス的性格にまったくふれられなかった。

　こうしたなかで，金田一春彦1950，1955が「する」と「した」をそれぞれひ

とつの単位とみて，それをテンスの爵で対立させたことは画期的であり，テン

ス研究の出発点となった。金田一1955は，「動作相」のテンスをド不完了態」と

「完了態」の対立ととらえ，「状態稲」のテンスを「非過去態」と「過去態」の

対立としてとらえたのであった。

　その後，教科研1963は，「する」と「した」を，動詞の形態論的な形として，

パラダイムのなかに位置づけた。今回の報告は，このたちばにたつ。

　完成相の「する」と「した」のテンス的な意味の記述は，鈴木重幸1965，1979

にかなりくわしいものがみられ，今回の報告も，基本的に，それによるところ

カ｛おおきい。

2＞絶対的テンスと相対的テンス

テンスは，発話時を基準にした，動作や状態の時間位置のあらわしかたに関

（注）動詞の非動詞化は，高矯1974，1983A，　Cなどで追求されたものとつながる。
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するカテゴリー一・一である。これは，テンスの基本なのだが，テンスのなかには，

一定時を基準にした時間位置をあらわすもの，つまり相対的テンスがある。H

本語のテンスをすべて以前，以後，同時という網対的テンスで説明するのは，

もちろんあやまりであるが，いいおわり形のテンスについても，一定時以前と

いう絹対的テンスでとらえたほうがよいとおもわれるものがある。こうしたこ

とについても考察した。（第3節参照）

　3）ムードのなかにあるテンス

　第1章第2節の2）のパラダイムにしめしたように，テンス語形はムード語

形のなかにある。これが単に形式上の位置づけでなく，意味的にもテンスをム

ードのなかでとらえなければならないことは，第1章第3節2）でのべたとお

りである。そこでは，反実仮想のばあいにふれたが，決定の表現や発見，確認，

おもいだしのばあいなどについても，ムードによるテンスの変容がみられる。

（第V三日5章，第Vi陪［1第4章）

　完成梱非過去形が未来の動作をあらわすことは，現実をとらえてそのままっ

たえるという，のべたて断定形のムード的な性格と矛盾する。このばあいのこ

とについても（蝦V部第2章第1節，第3節）考察した。

　4）アスペクトとテンス

　完成粗と継続相では，葬過去形と過去形とのテンス的な対立のありかたがこ

となる。完成掘のばあいは，未来と過去の対立となり，継続相のばあいは，現

在と過去の対立となる。この事実については，金田一1955が動作癒と状態梱の

テンスのありかたのちがいについてのべて以来ずっといわれてきた。

　完成絹非過去形がアクチュアルな現在をあらわすことができないのは，発話

時という瞬闘のなかに，動作をまるごとのすがたでおさめることができないか
　　く　
らである。つまり，完成相非過去形が現在をあらわせないというテンス上の法

則は，それが動作をまるごとのすがたであらわすというアスペクト上の法則に

（注〉奥田197？は，つぎのようにのべている。「suruというアスペクチュアルなかたちが表現するア

　スペクチュアルな意味は，基本的には，《分割をゆるさないglobalityのなかに動作をさしだす》こ

　とである。このように理解しなければならない根拠は，なによりもまず，suruという導通相の動

　詞は，その現在形において，《アクチュアルな現在》をあらわすことができないという事実にある。
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よっておこっているのである。

　完成相の意味が実現していても，発話時のなかにおさまるような瞬聞的な動

作であれば，現在の動作をあらわすことができるし，また，完成相の形武をと

っていても，「いく」「くる」のようにアスペクト的な意味がずれていたり，「お

もう」のようにアスペクトから解放されていたりすれば，やはり現在の動作を

あらわすことができる。（第IV部第3章）一方，継続三三過去形が現在をあらわ

すといっても，持続過程の両はしのしめされた「展覧会は，先週から来週まで

ひらかれている。」のようなものは成立しない。（第VII部第1章第2節）こうした

ことは，アスペクト的な意味がテンスのありかたと密接にかかわっていること

を証拠だてている。

　つぎの二つは，どちらも，ひろげられた現在はばのなかで成立することがら

をあらわしている。

　　ア）　わたしは，このごろ毎欝八時間ねます。

　　イ）　彼女は，大学につとめている。

　けれども，この動作のあらわれかたはちがっている。ア）のばあいは，動作

は断続的におこっている。そして，これを話しているときは，その動作は実現

していない。それに対して，イ）はその動作はひとつの持続過程としてつなが

っていて，はなしているときも，その持続のなかにある。なぜそうなるのかと

いうと，完成相非過去形が現在のアクチュアルな動作をあらわせないのに対し

て，継続相非過去形は，現在から両方にのびた，ひらかれた持続過程のなかに

あることをあらわすからである。このことは，完成相のばあいに「ひろげられ

た現在」というものがもっている観在」との差異を，継続相のばあいはもっ

ていないということである。継続網のばあいは，ただの「現在」と薪ひろげら

れた現在」が質的なちがいをしめさないのである。（第V賠際1章第3節〉

　この報告では，いつもアスペクトと関連させながら，テンスについて記述し

た。

　S）現在点の精密度

　いまうえにみたように，現在という時間のはばは，継続禧非過去形にくらべ

て，完成相非過去形のばあいは，はるかにきびしいものとなっている。完成椙

非過去形であっても，アスペクトから解放されると，精密度がゆるくなる。つ
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ぎのようなばあい，テンスから解放されているというよりも，はばのややひろ

がった現在のことをのべているといったほうがよいだろう。（鐡V部第4章第2

節）

　　ウ）これこれ，また大きな声をだす。

　　エ）　「これ知ってますか。」「いや，はじめてみます。1

　実況放送のようなばあいは，亥ll々のうごきをつたえるので，現在点が精密に

なってくるが，極度に精密になったばあい，非過去形と過去形で現在点の位置

がちがってくる。非過去形のばあいは，発話の始発から終了までが現在点であ

り，過去形のばあいは，発話の終了時が現在点となる。（第V部第1章第1節4））

　　オ）　とりました。一るいへおくります。

　　カ）　ライトかまえています。とりま一一した。

　おおざっぱに発話時を現在というといっても，その現在はばをどの程度の精

密さと解釈するかによって，テンス的な意昧の理解がちがってくるので，必要

なばあいには，精密さの概念をいれて記述した。

　6）テンスからの解放

　完成梢と継続相の非過去形は，テンスから解放されることがある。

　たとえば，なりたつ時間に関係のない命題のなかでの動作や質的属性は，テ

ンスから解放される。

　　キ〉恋というものは，人間をわかくする。（河明300＞

　　ク）芸術はこれとことなる。（むら14＞

　　ケ）　このまよいのために，死をはやめるのはばかげている。（野火61）

　また，過去のものごとの質的属性を非過去形であらわすものも，テンスから

解放されている。

　　コ）　しかし，今までのところ，各文化層の測定数値の序列は，考古学的弓

　　　断ともだいたい一致している。（学問253）

　サ）　おれたちは，おなじHにうまれたのだが，うまれた時刻はちがう。

　テンスからの解放とアスペクトからの解放は，同時にあらわれることもある

し，かたほうだけがあらわれることもある。だから，その両者をつきあわせな

がらしらべた。
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　7）コンスタントな属性をあらわすもの

　紬がせまっている」「線路がはしっている」のように，コンスタントな質的

属性をあらわすものは，現在から両方にひろがっている点において，現在とつ

ながっているが，また，いつでもそうだということは，過去，現在，未来とい

うテンスから解放されているともいえる。これは，たぶん両者の中聞にあるの

だろう。

　風：景のもっているコンスタントな質的属性は，紀行文のなかなどでは，「山が

せまっていた」「線路がはしっていた」のように，過去形でかかれることがあ

る。ところで，その質的属性が現在でも持続していることがあきらかであるよ

うなばあいには，その過去形は，発見のニュアンスがつく。このあたりに，継

続稲の過去形と発見の関係をむすぶかぎがあるようにおもえたので，そのこと

についても考察した。（第VIII部第3章第1節）

第3節　完成相の分析的テンス形式に
　　　　　相当する継続相形式

　1）前非過凹形と前門査形に相当する「している」と「していた」

　高橋太郎1975は「『していた2の経験・記録をあらわす用法は，大過去と接し

ているともいえる」とかいているが，「している」「していた」という形式は，

一定の時以前に，動詞のあらわす動作がま，るごとのすがたで完成したというテ

ンス，アスペクト丁丁昧を実現する形式としてはたらくことがある。つまり，

アスペクト的には完成相の意味を，テンス的には，絹対的テンスとしての以前

の意味をあらわすテンス形式としてはたらくのである。分析的テンス形式とい

うのは，rして」と「いる」という二一単語でつくられたテンス形式という意味で

ある。これは，意味的には完成相のテンスをあらわしているが，形式は継続相

動詞というアスペクト形式をとっているので，うえのように名づけたのである。

（第VI部）

　〔前葬過去形に相当する形）

　　ア〉むすごはすでに大学を卒業している。……現在以前に完成（前現在）

　　イ）　わたしが死ぬまえに，むすごは大学を卒業している。

　　　　　　　　　　　　　　　……未来の一定時以前に完成（前未来）
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〔前過弓形に梢駕する形〕

ウ）　わたしが定年になるまえに，むすこは大学を卒業していた。

　　　　　　　　　　　　　　……過去の一定時以前に完成（前過虫）

　2）環在以前の動作やできごとの質化

　現在以前の動作をあらわす「している」が，脱アスペクト化して，過去の動

作やできごとの特徴的な側面をひっぱりだしてのべる文となったものがある。

　　エ）昨年の夏の大会は，A校が優勝している。

　　オ）彼は三年まえに一度離婚している。

　このようになると，過去のできごとの質的な属性をのべることになるので，

テンスから解放されたことになる。これにテンスをあたえて過去形にかえても，

さししめすことがらはかわらない。

　　カ）昨年の夏の大会は，A校が優勝していた。

　　キ）彼は三年まえに一度離婚していた。

　こうしてできた（テンス・）アスペクトから解放された記録の用法は，実況

放送の事後の解説にさかんにつかわれる。

　　ク）　ファール。バットのさきをかすめています。

　　ケ）　ファール。バットのさきをかすめていました。

　3＞非現実の仮定のばあいのテンスの諸形式

　動詞は，「する」rした」「している」「していた」などの，いろいろの形にな

って，葬現実の仮定の帰結の述語につかわれる。この四つの形は，形式的には，

前二者が完成楓後二者が継続絹であるが，そのはたらきからみると，この後

二者は，この節でのべている用法のものである。このようにとらえることによ

って，アスペクト的な意味をかえない諸テンス形式がムードによって変容した

ものととらえることができる。つまり，アスペクトとは関係なく，ムードとテ

ンスの関係として，とらえることができるのである。

　　コ）　おまえがもし知らせてくれなかったら，おれ，あしたいくよ。

　　サ）おまえがもし知らせてくれなかったら，おれ，あしたいったよ。

　　シ）おまえがもし知らせてくれなかったら，おれ，あしたいってるよ。

　　ス〉おまえがもし知らせてくれなかったら，おれ，あしたいってたよ。
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第3章　用例のための資料

　基本資料として，つぎのリストの作品のそれぞれ一定量のページから使用例

を採集した。また，必要におうじて，このリストの作品以外からも採集した。

それらについては，使用例のあとに作者と作品の名をフルネームでだした。

　なお，使用例のかなづかいは，すべて現代かなつかいにあらため，また，漢

字は，なるべくかなになおした。そのため，読点をおぎなったものもある。

1）　文学作品

　代　
　
　
む
　

む
　

　
　

　
リ
　
ハ
リ
　
ハ
リ
　

エ
　

ユ
　

ユ
　

エ
　

ユ
　

エ
　

エ
　

ユ
　

ユ
　

ユ
　

ユ
　

ユ
　

　

年
1
8
1
9
1
9
1
9
1
9
1
9
1
9
1
9
1
9
1
9
1
9
1
9
1
9
1
9
1
9
1
9
1
9
1
9
1
9
1
9

（作家名）

国木田独歩

泉　　鏡花

徳富健次郎

伊藤左千夫

島崎　藤村

田山　花野

二葉亭四迷

長塚　　節

森　　鴎外

有島　武郎

鈴木三重吉

夏目　漱石

徳田　秋声

芥川竜之介

倉田　百三

佐藤　春夫

久保照万太郎

i菊池　　寛

武者小路実篤

志賀　直哉

　（作品名）

武　蔵　野

高　野　聖

思出の記（上）

野菊の墓
破　　　戒

蒲　　　団

平　　　凡

±　　（上）

阿部一族
或る女（前）

桑　の　実

こ　こ　ろ

あらくれ
羅　生　門

出家とその弟子

田園の憂響

末　　　枯

恩讐の彼方に

友　　　情

暗夜行路

（出典）

岩波文庫

　lf

　ii

　JJ
〃

　
〃

11

〃

　
〃
　
　
　
1
1

　
　
　
　
　
〃

　
　
　
　
　
　
1
1

　
　
　
　
　
　
　
　
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1

　

丁
半
翻
馳
蠣
磁
細
概
口
際
騙
劉
朔
慰
二
三
糀
騰
熊
蔽



作
郎
二
鳥
弾
治
子
三
二
直
子
一
子
膠
質
星
順
子
二
成
‘
作
秀
雄
一
子
助
敦
雄
郎
彦
子

孝
善
浩
白
　

賢
合
有
喜
　

美
利
船
荷
「
擢
　

稲
知
康
健
平
門
聖
の
之
　

文
次
掌
文

　
　
　
　
　
　
百
　
多
　
芙
　
弥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
作

井
与
野
宗
見
沢
本
本
林
永
　
光
上
井
崎
生
見
多
下
端
木
山
　
市
警
田
島
羽
帯
宮
地

滝
長
宇
正
里
宮
宮
山
小
学
林
横
野
永
羅
室
高
佐
阿
川
島
中
堀
舟
岡
織
中
絶
大
田
円

　　　　　　　　第3章

無限抱擁i　　新潮文庫

青銅の基督　　　岩波文庫

子を貸し屋　　　新潮文庫

生まざりしならば　　〃

多情仏心（前）　　岩波文庫

銀河鉄道の夜　　　　”

伸子　　（上）　　　　　　〃

波　　　　　　　　　〃

蟹　工　船　　　　　〃

太陽のない街　　　　〃

放浪記　新潮文庫
機　　　械　　　　　〃

真知子（前〉　　岩波文庫

つゆのあとさき　　　〃

暢気眼鏡　　　新潮文庫

あにいもうと　　　　〃

故旧忘れ得べき　　〃

くれない　　　　　〃

冬　の　宿　　　岩波文庫

雪　　　国　　　　〃

生活の探究　　　新潮文庫

厚　物　咲　　　　　〃

風立ちぬ　　岩波文庫

木　　　石　　　新潮文庫

河　明　り　　　　　〃

夫婦善哉　　　　〃

李　　　陵　　　　　〃

厭がらせの年齢　　”

帰　　　郷　　　　　〃

落　　　城　　　　　〃

女　　　坂　　　　　〃

用例のための資料25

鰍
醐
費
録
鯖
興
野
波
よ
撫
灘
顛
磯
伊
興
齢
闇
闇
墾
蠕
勒
馳
柘
岡
岬
鞭
恥
嗣
轍
嫌
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　1949

　1949

　1950

　1950

　1951

　1952

　1952

　i954

　1954

　1955

　1959

序　　説

　小林　秀雄

　井上　　靖

　獅子　文：六

　井伏　鱒二

　大岡　昇：平

　野間　　宏

　伊藤　　整

　三島由紀夫

　中野　重治

　石原慎太郎

　石川　達三

私の人生観

闘　　　牛

自由学校

本H休診
野　　　火

真空地帯（上）

火　の　鳥

潮　　　騒

むらぎも

太陽の季節

人間の壁（上）

角川文庫

新潮文庫

　ll

　lt

　lt

岩波文庫

新潮文庫

　Jl

　ノノ

　tl

　ll

の
牛
由
巳
火
回
の
騒
ら
節
壁

私
闘
自
本
野
真
火
潮
む
季
の

2）論説文など

　（作品年代）

　　1916

　　1929
i920一一41

1919　’v　22

1950

（執筆者）

河上　　呼

出　　　隆

三木　　清

阿部　次郎

笠　信太郎

1937　石原　　純

1946　　武谷　三男

1948　　湯川　秀樹

1947

1936

1948

1961

坂田　二一

長岡半太郎

渡辺　　慧

梅梓　忠夫

　（作品名）

貧　乏　物　語

哲　学　以　前

人生論ノート

人　格　主　義

ものの見方に
ついて

社会事情と孝斗学

的精神

革命；期における

思惟の基準

物質世界の客観
性について

原子物理学の発
展とその方法

総長就業と廃業

原子党宣書

高　　崎　　山

　（出典）

岩波文庫

新潮文庫

　ノ1

角規文庫

　JJ

現代露本思想
大系25・禾斗学

の思想1
（筑摩書房）

　　tl

ノノ

1’

〃

　
〃

現代の教養i6・
学問の前線
（筑摩書房）

号
乏
学
生
格
の

二
階
哲
人
人
も

社会

革命

物質

子
長
言
崎

原
総
宣
高
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　　　・965梶信弥魏灘こ舗轡60宇宙

　　　・96・灘舗黎笛舗婆と　　〃　囎

　　　・965高瀬嶽鱗の暗号を　　tl　嚇

　　　・96・柴谷鰍鎗鰭監こ　〃　蛉

・964－65細細学学問働き　〃　学問
　　　1965　藤森　栄一　　旧石器の狩人　　　　　〃　　　旧石

　　　1966　　関　つとむ　　未知の墨を求めて　　　　　〃　　　未知

　　　1966　渥美　和彦　　人工心臓を体内に　　　　　〃　　　入工

3）シナリオ

　　　　　　　シナリオ作家協会編「年鑑代表シナリオ集」

　（年代）　（脚本作者）　　　　　　　　（作最名）　　　　　　　　　　（略号）

　1971　東　　陽一・前田　勝弘　やさしい日本人　　　　　　　やさ

　　〃　　土本　典昭　　　　　　　水俣　愚者さんとその世界　　水俣

　　〃　　鈴木　尚之　　　　　　　　娩という女　　　　　　　　　　娩と

　　〃　　森崎　　東・熊谷　　勲　女生きてます　　　　　　　　女生

　　〃　　藤田　敏八・峰尾　基三　八月の濡れた砂　　　　　　　八月

　　〃　　今子　正義・伊藤　畠洋　遊び　　　　　　　　　　　　遊び

　　〃　　山田　洋次・朝間　i義隆　男はつらいよ　寅次郎恋歌　　寅次

　1972　石森　史郎　　　　　　　約束　　　　　　　　　　　　約束

　　〃　　長谷部慶次・熊井　　啓　　忍ぶ川　　　　　　　　　　　　忍ぶ

　　〃　　神波　史男・松田　寛夫　女囚七〇一号　さそり　　　　女囚

　　〃　　石森　史郎　　　　　　　　旅の重さ　　　　　　　　　　　旅の

　1973　　　男IMSt　　　　実　　　　　　　　　　　　　　戒厳令　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　戒厳

　　〃　　橋本　　忍　　　　　　　　人間革命　　　　　　　　　　問：革

　　〃　　松田　昭三　　　　・　　時計は生きていた　　　　　　時計

　　〃土方鉄　　狭山の黒い雨　　 狭山

　　〃　　中島　丈博・斉藤　耕一　　津：軽じょんがら節　　　　　　　津軽

　　〃　　橋本　　忍　　　　　　　　日本沈没　　　　　　　　　　　日本
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1974　　　山田　　イ言夫

〃　　原　　一男

〃　　内田　栄一

〃　　新藤　兼人

〃　　橋本　　忍・山田

〃　　長谷川和彦

〃　　寺山　修司

　　　華麗なる一族

　　　極私的エロス・恋歌1974

　　　妹

　　　わが道

洋次　砂の器

　　　宵待草

　　　田園に死す

鞭
灘
妹
赫
吻
箭
耐

　引用例の略号のあとにそえた数字は，2作品をのぞいて場面番号である。「や

さしい日本人」と「閉園に死す」は，場面番号がなかったので，「P」をそえて

ページをかきいれた。

4）録音資料（ラジオの実況放送）

　　　　　　　（種　類）

　プロ野球　　阪神一広島

　　　〃　　　臣人一阪神

　選抜高校野球　　1981．4．

　大相撲夏場所　　1981．5．

　　　〃　名古屋場所　　1981．

　東京競馬　　1981．

1981．　4．　8．

1981．　4．10．

　　　　7．

li．8．　6R－v11R

（略号）

神広

　9神

　81

　5月

　7月

　OR
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第4章　参考文献

　引用した文献，直接参考にした文献は，つぎのとおりである。

荒井孝一1984「酒田方言の動詞のアスペクト」（日本方言研究会報告5．18．）
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工藤　浩　1982　「叙法謝詞の意味と機能　　その記述方法を求めて　　」（国

　　　　　　　　立国語研究所報告71「研究報告集』3　秀英出版）
　　　　　　　　工藤真由美　1976　「宇和島方雷のヨルとトル」（東京大学大学院レポート）

　　　　　　1982　「シテイル形式の意味記述」（武蔵大学「入文学会雑誌』13

　　　　　　　　－4）

　　　　　　1983「宇和島方書のアスペクト（1）」（『国文学解釈と鑑賞348－6）

鈴木重幸　1957　「日本語動詞のすがた（アスペクト）について　　～スルの

　　　　　　　　形と～シテイルの形」（言語学研究会報告）［金田一1976にあ

　　　　　　　　る］

　　　　　1965　「現代臼本語動詞のテンスー言いきりの述語に使われたば

　　　　　　　　あい一」（国立国語研究所fことばの研究』2　秀英出版）

　　　　　1972　「日本語文法・形態論』（むぎ書房）

　　　　　1977　「旨本語文法形態論の問題点」（『教育国語』51）

　　　　　1979　「現代E本語の動詞のテンスー終止的な述語につかわれた



30　第玉部序　　説

　　　　　　　　完成相の叙述法断定のばあい一」信語学研究会編嗜語の

　　　　　　　　研究』むぎ書房）

　　　　　1983　「形態論的なカテゴり一としてのアスペクト」（s金田一春彦

　　　　　　　　博士古稀記念論文集　第一巻　国語学編』三省堂）
　　　　　　　
須ee　一郎　1979　「日本語動詞のアスペクト・テンスーのべたて法・いいき

　　　　　　　　りのばあい一」（言語学研究会報告8．20．）

高橋太郎　1969　「すがたともくろみj（教育科学研究会国語部会文法講座テキ

　　　　　　　　スト）［金田一1976にある］

　　　　　1974　「連体形のもつ統語論的な機能と形態論的な性格の関係」（『教

　　　　　　　　育国語A39）［松本1978にある3

　　　　　1975　『幼児語の形態論的な分析一一一動詞・形容詞・述語名詞一』

　　　　　　　　（国立国語研究所報告55　秀英出版）

　　　　　1983A　「動詞の条件形の後置詞化」（渡辺実編幅凛乎の研究2明

　　　　　　　　治書院）

　　　　　1983B　fスルともシタともいえるとき」（『金田一春彦博士古稀記念

　　　　　　　　論文集　第一巻　国語学』三省堂）

　　　　　1983C　「構造と機能と意味一一動詞の中止形（～シテ）とその転成

　　　　　　　　をめぐって一」（触本語学誰VOL．2－12）

寺村秀夫　1971　「‘ダの意味と機能一一アスペクト・テンス・ムードの構文

　　　　　　　　的位置づけ一」（岩倉具実教授退職記念論文集出版後援会

　　　　　　　　編階語学と巳本語問題2くろしお出版）

藤井　正　1966　f「動詞十ている』の意味」（「国語研究室』〈東大＞5）［金田

　　　　　　　　一・1976にある］

　　　　　　　　　藤井由美1978　一一　1984「すがたをあらわすあわせ動詞」78．11．30．，隔面動詞～は

　　　　　じめる．～だす．～かける．」79，3．15．，f局面動詞　～はじめる」

　　　　　6．21．，「局面動詞」9．20．，「周面動詞　～つづける」80．3．13．，

　　　　　「局面動詞　～おわる」6．19．，「局薗動詞一～はじめる一一の意

　　　　　昧について」82．11．18．，「一局面動詞一獄～つづける2につい

　　　　　て」83．11．24．，「周面動詞　ge　一一つづけるasとy一一シテイルsの《継

　　　　　続性》をめぐって」1984．2．9．似上，言語学研究会報告）

松本泰丈編　1978　触本語研究の方法s（むぎ書房）



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第4章参考文献3エ

三上　章　1953　『現代語法序説一シンタクスの試み　　s（刀江書院）

山田小枝　1984　『アスペクト論沮（三ll多社）

吉川武時　1973「現代ff本語動詞のアスペクトの研究」（『Linguistic　Comiinu・

　　　　　nicationsm〈Monash大＞9）［金田一1976にある］

　　なお※印は，ガリ版ずリプリントである。
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第II部　完成相のアスペクト

　現代田本語動詞は，アスペクトのカテゴリーをもち，完成梢と継続桐に対立
　ニの

する。そして，その両形式は，さらにテンスによって非過去形と過虫形にわか

れる。このことによって，動詞は，アスペクト・テンスの観点から，つぎの四

つの語形をもっことになる。

　　　テンス
Aスペク

非過去形 過去形

完　成　相 する した

継　続　相 している していた

　この第II部は，完成相の語形Fする」と「した」のアスペクト的性格につい

て記述するものである。「完成相」という名づけば，このこつの語形の基本的な

アスペクト的意味にもとづいておこなわれたものであるが，これは，この形式

を名づけた用語であって，派生的な意味になるばあいも，形式としては完成相
　く　まこ　う

である。したがって，この部では，完成相の形式である「する」と「した］が

もつ，いろんなアスペクト的性格についてのべることになる。

第1章　動作のまるごとのすがた

第1節　完成相の基本的な意味

1）「まるごと」の意味

　完成相の基本的な意昧は，動詞のあらわす動作（広義），または，その一定の

局面を，分割することなく，始発から終了までふくめて，まるごとのすがたで

さしだすことである。完成相は，動詞のあらわす動作過程の運動または結果の

局面をとりだして，その局面のなかにあるすがたをあらわす継続網と対立する。

（注1）完成相と継卑ゴ己相の名づけと，そのとらえかたは，奥田靖雄1977にしたがった。

（注2＞金ll｛一春彦19551ま，アスペクト的意味に名づけられているので’，起述の体系がことなっている。
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　たとえば，ア）の「はしった」は，はしりはじめてからはしりおわるまでの

全動作過程を，分割することなく，まるごとのすがたでさしだしているが，イ〉

の「はしっていた」は，はしりはじめてからはしりおわるまでのあいだつづい

た持続過程のなかのどこかにあったことをあらわしている。

　　ア）太郎はさっき運動場をはしった。

　　イ〉　太郎はさっき運動場をはしっていた。

　また，ウ〉の「とまった」は変化過程をまるごとあらわしているが，エ〉の

fとまっている」は，その変化のあとに生じた結果である持続過程をなす局面

のなかのどこかにあることをあらわしている。

　　ウ）　とけいがとまった。

　　エ）　とけいがとまっている。

　動作動詞のばあい，継続縮であらわされるすがたは，完成相のあらわす全過

程のなかにふくまれている。「はしっていた」がとりだしているのは，はしりは

じめよりあとであり，はしりおわりよりまえである。この点で，「まるごと」と

いういいかたの意味がとらえやすい。それに対して，変化動詞のばあいは，完

成相であらわされる部分と継続相であらわされる部分がはなれてい’るので，「ま

るごと」ということがとらえにくい。

　　　はしりはじめ　　　　　　　　　　　　fはしりおわり

　　　　　はしる動作　　　　　　　　　（うごきの状態）

　　　　　　Lyi
　　　　イ）はしっていた

　　　　　ア〉はしった

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　v・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エ）とまっている
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L一．」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウ〉とまった

　けれども，変化動詞のあらわす語い的な意味は変化過程であり，この完成相

「とまった」は，その変化のはじまりから変化のおわりまでをすべてふくんで

おり，「変化をまるごとのすがたでさしだすjということもできる。

と

ま
る

変

化 （とまりの状態）
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　2）局薗のとらえかたによる多義性

　完成相の動詞は，一定の環境（文，文脈，場面〉のなかで，動作の特殊な局

面をさしだすことがある。このため，完成相の動詞がさししめすことがらが，

局面の点で多様になることがある。

　
　

ヘ
ノ
　
　
　

　
　

　

オ
カ
キ
ク
ケ

とけいが2時にとまった。

3時にうこいた。

4時にまたとまった。

とけいが2時から3時までとまった。

3時から4時までうこいた。

　このうち，オ），カ），キ）は変化の局面を

さししめしているが，ク）とケ）は，持続過

程をなす局面をさししめしている。この点で，

2

時
3
み
守

4
痔

　　IMIi
と
ま
っ
た
（
キ

う
こ
い
た
（
ヶ

う
こ
い
た
（
カ

と
ま
っ
た
（
ク

と
ま
っ
た
（
オ

「とまった」も「うこいた」も，とらえる国富によって多i義的になるといえる。

fとまった」のばあいは，オ）やキ）では変化の局面が，ク）では結果の局面

がとりだされており，「うこいた」のばあいは，カ）では始発の局面が，ケ）で

は運動の局面がとりだされている。

　このことについては，鈴木重幸1983もとりあげ，つぎのようにのべている。

　　変化動詞のうちのあるタイプでは，完成相は，あたらしい状態への変化（a）と，

　　そうした変化およびその結果の維持（b）とをそれぞれひとまとまりの変化としてあ

　　らわすことができる。

　　a　赤ちゃんがやっとねむった。

　　　　もうすぐ赤ちゃんがねむる。

　　b赤ちゃんが三十分ねむつた。

　　　　赤ちゃんはあしたまでねむるよ。

　　これらのちがいは，文や連語のレベルで，また，文脈，場爾によってしめされる。

　そして，その「変化動詞のうちのあるタイプ」には注があって，つぎのよう

にのべている。

　　注　「（率に）のる，すわる，たつ，ねる（＝横になる／ねむる〉，こしかける，

　　　よりかかる，しゃがむ，……ねむる，……（手に）もつ，にぎる，ぶらさがる，

　　……（花が）さく，……」などの類（鈴木1979十三ページ参照）。

　鈴木1983のあげたものよりは，もうすこし一般的なかたちで局面のとりだし

かたによる多義性をとりあげることができるだろう。
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　3）　「2時から3時までとまった」と「とまっていた」のちがい

　うえのク）やケ）のように持続過程をなす局面をとりだすばあいは，それが

さししめす事実を継続相でいうこともできる。

　　コ）　とけいが2時から3時までとまっていた。

　　サ〉　とけいが3時から4時までうこいていた。

　同様に，鈴木のbも，rねむっていた」，「ねむっているよ」といいかえることが

できるだろう。

　けれども，こうした持続過程をなす局面をとりだすばあいの完成相と継続相

は，おなじアスペクト的意味をあらわしているのではない。完成相のばあいは，

その持続過程をなす局面の始発と終了をふくめてまるごとのすがたであらわす

のであり，継続相のばあいは，その両はしをふくまず，その両はしにはさまれ

た時間のなかにあるすがたをあらわすのである。これを図にすれば，完成相は

実線にかこまれた部分を，継続相は点線でかこまれた部分をあらわすことにな

るだろう。

落 3　　　　　　　4
時一一一”一一・一一一、時

N

l
l

l

し＿＿＿＿＿

i

　　

　一一一一一一一一一一一一うこいていた（サ）

一一一一一一一一一一一一一 @とまっていた（コ）

うこいた（ケ）

とまった（ク）

　おなじく「2時から3時まで」といっても，ク）は（2一ユー）時から（3＋
よ）時までであり，。）は（　　12÷），寺から（、一よ塒ま監あるともいえ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ようか。さきにひいた鈴木1983が「そうした変化およびその結果の維持（b）」と

かいているが，その「そうした変化」というのは，その結果の局面の始発のこ

とを意味するのである。

　このコ）やサ）のように継続相がつかわれたばあいは，その状態が，そのあ

いだじゅうずっとつづいていることをあらわしている。鈴木1983は，さきほど
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の引用のあとでこの問題をとりあげて，「継続相の基本的な意味がとりたててい

る過程の側面は，そのどこをとっても，主体は原則としておなじ状態にあるの

である。」といっている。このことは，コ）やサ）には，つぎのように「いつみ

ても」という句をおぎなえるのに，ク）やケ）ではそれができないことからも

わかる。

　　シ）　とけいは，2時から3時まで，いつみても，とまっていた。

　　ス）　とけいは，3時から4時まで，いつみても，うこいていた。

　完成柑のばあいは，持続過程をなす局面をとりだしても，その局面の始発と

終了をふくめて，まるごとあらわしている。完成絹は一定の条件のもとにf動

詞のあらわす動作のことなった局面をとりだすけれども，その基本的なアスペ

クト的意味が実現しているかぎり，どの局面をとりだしても，まるごとのすが

たでさしだしているのである。

　4）二才の過程のいろんな部分

　いま3）でちょっと中断したが，2）でのべかけた「局面のいろいろ」のほ

うへ，はなしをもどさなければならない。さきに2＞の図でしめした，とけい

の例でもわかるように，事象の過程は，いくつかの部分からなりたっている。

a
b
C
d
e

2時　トマルという変化

2時～3時　トマルという変化の結果・・トマッテイルという状態

3時　トマッテイルという状態の終了＝ウゴクという動作の始発

3時～4時　ウゴイテイルという動作持続の状態

4時　ウゴイテイルという動作持続状態の終了＝トマルという変化

　そして，そのどの部分をとりだしても，それを完成相であらわすぼあいには，

その始発と終了をふくんで，まるごとのすがたでさしだすことになる。bにとっ

ては，aと。がそれぞれ始発と終了の局面をなし，　dにとっては，　cとeがそれぞれ

始発と終了の局面をなす。a，　c，　eは瞬間過程なので，その前後の部分全体を始

発，終了の局面とするのではないが，それぞれ前の部分の最終とあとの部分の

最：初が，始発の局面，終了の局面としてふくみこまれることになる。つまり，

「2時にとまった」というのは，（2一ユう時から，（2＋－）時までを，まる

　　　　　　　　　　　　　　　　　oo’　’　”　’　oo
ごとのすがたとしてさしだしている。

　このようにみてくると，完成相のアスペクトは，事象の過程のどこかの部分
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をとりだして，その前後の部分にひっかかるところを，始発，終了の局面とし

てひっくるめ，まるごとのすがたでさしだすものだということになる。

　§）鋤作動詞と変化動詞の局面の構成

　いま4）でa～eを事象の過程の部分として対等にみてきた。けれども，これ

は事象のレベルからみたからそうなったのであって，言語のレベルでみると，

それは，ちがったものとなる。

　「うごく」という動詞は，動作動詞であって，基本的に動作の部分（d）をあら

わす。そうすると，その過程は，始発の局函（c），動作（運動）の局禰（d），終了

の局面（e）からなることになる。また，「とまる」という動詞は，変化動詞であっ

て，基本的には変化の部分（a，e）をあらわす。そうすると，その過程は，変

化の局面（a，e）と結果の周面（b，　f）からなることになる。動作動詞のあら

わす動作過程は，始発の局面，動作（運動）の局面，終了の局面からなりたち，

変化動詞のあらわす変化過程は，変化（運鋤）の局爾と結果の局面からなりた

つのである。

　このように整理したあとで2）の例をみると，ケ）は動作動詞を動作（運動）

の局面でとらえたものであり，カ）は動作動詞を始発の局面でとらえたもので

ある。また，オ）とキ）は変化動詞を変化（運動）の局面でとらえたものであ

り，ク）は変化動詞を結果の局面でとらえたものである。それらは完成絹アス

ペクトとして実現しているので，それぞれその始発から終了までをふくみこん

で，まるごとのすがたでさしだしている。

　なお，ここでもっときちんというならば，「始発の局面から終了の賦払までを

ふくみこんで」といわなければならないだろう。けれども，周面の局面という

のははんざつであり，「動作の局面の局面」と「事象の局面」が混乱するおそれ

もあるので，この報告では，かんたんに「ある局面の始発と終了」ということ

にしておく。

　6）アスペクトと局面

　アスペクトは，動詞のあらわす過程のなかのどこかの局面をとりだして実現

している。たとえば，完成相の基本的なアスペクトのなかでは，動作動詞は動

作の局颪を，変化動詞は変化の局面をとりだして，完成相が成立するが，カ）
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の例では動作動詞の完成相が始発の局面をとりだしているし，ク）の例では変

化動詞の完成相が結果の局面をとりだしている。

　ということは，局灘は，過程の部分であるとともに，アスペクトを成立させ

る土台にもなっているということである。だから，完成相の意味記述は，いか

なる局面をとりだしてまるごとのすがたでさしだすかがのべられなければなら

ない。（継続相のばあいには，いかなる周面をとりだして，その局面のなかにあ

るすがたでさしだすかがのべられなければならない。〉

　もっとも，動作動詞の完成梱の基本的用法では，動作（運動）の局面をとり

だして，その始発と終了をふくめてまるごとさしだすので，けっきょく「動作

をまるごとのすがたでさしだす」のとおなじになる。したがって，後者のよう

な記述がゆるされる。けれども，変化動詞の完成相のばあいは，全過程のうち，

結果の局面の始発ののちの持続過程がきりすてられるので，やはり，「変化（運

動）の局面をまるごとのすがたでさしだす」といわないと，完全にならない。

　7）局面動詞について

　動詞のあらわす動作（広義）の過程のいくつかの局面については，それをあ

らわすための形式が分化している。「しはじめる」「しかける」「しおわる」「し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注1／
つづける」などがそれであり，それらは「局面動詞」とよばれる。局面動詞は，

動詞のあらわす動作過程の一定の局面をかたちづくる動作をあらわす動詞であ

る。

　局面動詞の性格が語い的であるか文法的であるかは問題のあるところである

が，アスペクト形式からみれば，網対的に語い的である。それらは，他のふつ

うの動調とおなじように，完成相と継続相の対立をもつからである。シバジメ

ル〈≒→シバジメテイル，シツヅケル←今シツヅケテイル，シオワル←→シオワ

ッテイル，など。この報告では，これらを他の動詞と同様にひとつの動詞とし

てあつかう。

（巨霊）局面動詞については，藤井由美による1978～1984の…連の研究があるが，いずれもガIJ版ずり

　で，ll糠されていない。なお，　Lil田小枝1984では，これを「場相アスペク｝」とよんでいる。

（注2）高矯太郎1969では，アスペクトを〆動詞のあらわす動作過穣のどの部分にあるかをあらわすか

　に関するカテゴリー」と定義していたので，局面動詞もアスペクト形式としてとらえていた。
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第2節　運動の局面でとらえる完成相

　前節で完成梱の基本的な意味は，動詞のあらわす過程の運動の局面，つまり

動作動詞では動作の局面，変化動詞では変化の二二に中心をおいて，その始発

から終了までをふくめてまるごとのすがたであらわすものが多いことをのべた。

この節では，そういうものをあつかう。

　　　　　　　　　（注）
　1）動作動詞と変イヒ動詞

　ここで動作動詞というのは，継続糟シテイルの形式にしたばあいに，その基

本的なアスペクト的意味が動作の局面をとりだして実現する動詞であり，変化

動詞というのは，そのばあいに，基本的なアスペクト的意味が結果の局面をと

りだして成立する動詞である。たとえば，つぎの「よむ」や「ながれる」は動

作動詞であり，「あく」や「おちる」は変化動詞である。動作動詞は，主体の動

作をあらわす動詞であって，動作後，主体の状態はもとにもどる。それに対し

て，変化動詞は，主体の変化をあらわす動詞であって，運動終了後，主体の状

態がかわっている。

　　（1）へやのすみに，電灯をひくくおろして，ねまきすがたの志乃が，てが

　　　みをよんでいる。（忍ぶ72）

　　（2）林中の道はしめり，露出した泥岩のかたむいた層理にそって，水がな

　　　がれていた。（野火72）

　　㈲　窓があいている。（砂の27）

　　（4）四十五才の重治の自いゆたかなほおにはかすかに青黒いかげがおちて

　　　いた。（落城14）

　「よむ」やドながれる」は完成相では動作の局面を，また，「あくjやfおち

る」は完成相では変化の局面をとらえて，そのアスペクト的意味が実現する。

　　（5）私はろう下の本ばこから，きょうはチェーホフをひっぱりだしてよん

　　　だ。（放浪16）

　　（6）とめどないなみだがほおにながれた。（落城28）

（試雀三）この用語は，奥1ま1靖雄1977による。金田一一春彦1955の「動作動詞」や齋1【i武時1973の「変化動

　詞」は，べつの概念をもっている。
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　　（7＞そのとき寸寸口のほうの戸があいた。（友情32＞

　　（8）石塊ははずれて闇におちた。（ない90＞

　動作の周面であるか，結果の局面であるかということは，継続相のアスペク

ト的意味のあらわれかたにとって，ひじょうにだいじなことである。けれども，

動作の局面であるか変化の局掻であるかということは，完成相のアスペクト的

意味のあらわれかたにとっては，それほど重大ではないとおもわれる。なぜな

ら，それはともに運動の局面であり，しかも，その動詞の基本的な語い的意味

があらわす過程のなかで中心的な局面だからである。つまり，完成稽のアスペ

クト的意味は，その動詞のあらわす過程の運動の局颪をとりだして，その始発

と終了をふくめてまるごとあらわすことであるといえばよいだろう。そして，

それは，また，その動詞のあらわす動作（や変化）をまるごとのすがたでさし

だすといっても，（記述の精密さが要求されないばあいには）よいだろう。

　なお，つぎの例のような力学的な運動をともなわない状態変化も，運動とし
　　　　　（注）
てとらえておく。

　　（9）なかの話しごえがびたりとしずまった。（伸子13）

　　㈹　いく時かすぎて，ぱっと電灯がともった。（多情58）

　　（11）なにごともなかったように，ふたたび静寂がよみがえった。（約束1）

　　（12）熱の昇り下りが断続し，松子のからだがよわった。（無限133）

　2）再帰的な動詞のばあい

　継続網のばあい，動作動詞と変化動詞の区別は，その運動がおわったあと，

主体に変化を生じないか生じるかによってきまる。動作主体の部分にはたらき

かける他動詞のばあい，動作動詞として実現するか，変化動詞として実現する

かが問題になる。つぎのはじめの2例は動作動詞として，あとの2例は変化動

詞として実現している。

　　（13）ポスターのまえで，野口，ひげをそっている。（やさp41）

　　（14）ふろからあがって，すがた見をみながら，おびをまいていた。

　　⑱　駅まえで次郎にあったら，めずらしく，きれいにひげをそっていた。

　　⑯　ふだん着の久留米がすりに，へこおびをまいている。（忍ぶ98）

（注）哲学では「力学的運動のみでなく，広く化学変化・生物進化・桂会発展などを含めて，物質の

　存夜と不可分に結びついた変化一般」（広辞苑）
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　このように，継続網のばあいは，動作動詞としてはたらくか変化動詞として

はたらくかがアスペクト的意味のちがいにおよぶのだが，完成相のばあいは，

要するに，運動の局面をとりだして，その始発と終了をふくめてまるごとあら

わすのであるから，そのようなちがいは問題にならない。動作でも変化でも，

どちらでもよいのである。

　　（17）野口はひげをそった。

　　㈹　私は手にからみついた母の髪の毛を指にぐるぐるとまきつけた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（死すp296）

　これは，運動の局面がまるごとのすがたでさしだされているかどうかに関心

があるのであって，そのあとの結果が主体の変化にあらわれているかどうかに

は無関心である。だから，つぎのような再帰的でないばあいと区別する必要が

ない。

　　㈲　ふみ台にのって，柱時計のねじをまく。（時計13）

　3）還動の局面

　以上にみてきたように，完成相のアスペクト的な意味が動詞のあらわす過程

の運動の局面をとりだすばあいには，動作動詞と変化動詞の区：別の必要はない。

　なお，このことは，すべてのばあいに動作動詞と変化動詞の区別が必要でな

いことを意味しない。その運動の局面以外の局面がとりだされるばあいは，両

者のちがいが生じる。このことについては，第3節以下でのべる。

第3節　動作の局面と始発の局面

　動作動詞の完成梱は，動詞のあらわす過程の動作（運動）の局薦をとりだし

てアスペクト的意味が実現するのがふつうであるが，動作の始発の局面をとり

だすばあいがある。このことについてのべる。

　の瞬問過程と持続過程

　動作動詞があらわす動作は，瞬間的に成立しておわるばあいと，一定の時間

はばを要するばあいとがある。つぎのまえ3例は前者であり，あと3例は後者

である。
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蛍子の左手がピクッとうこいた。（約束74）

彼は，その日も，朝の五時に起床した。（ない42）

くらいなかで敵味方もわからぬほどの乱闘のうちに，李陵の馬が流れ

矢にあたったとみえて，ガックリまえにのめった。（李陵165）
ば　か

白痴は首をまげて，かのへそをもてあそびながらうたった。（高野59）

彼女は，スラスラと《真槽》をかたった。（自由40）
　　　　おんな　　　み　たり

曝とぼくと碑と三人さびしくこの家にすんだ。偲出31＞

　瞬間過程のばあいは，その始発から終了までが瞬間的に成立する。持続過程

のばあいには，その両端のあいだに時間はばがある。しかし，その動作の局面

が旧聞的であっても持続的であっても，完成相は，要するに，その始発と終了

をふくめてまるごとのすがたでさしだすのであるから，その両者によって，ア

スペクト的な意味がかわるわけではない。実際問題としても，瞬闇過程なのか

持続・過程なのかわからない例もたくさんある。

　　伽）三池がはげしく内部からおした。（ない71）

　　㈱駒子は，すこし，色をなして，叔父のことばをはばんだ。（自由76）

　完成根の動作動詞は，動作の局面をとりだすかぎり，その周面が瞬聞過程を

なすか持続過程をなすかにかかわらず，その始発と終了をふくめて，まるごと

のすがたをあらわすのである。

　2）動作の局薗と始発の局蔭

　つぎのふたつの「みる」は，前者が瞬間過程を，後者が持続過程をあらわし

ている。

　㈱　玄関に，蛍子がたっていた。中年男一村井晋吉，ジWッとみた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（約束30）

　　㈱　安川は，めずらしそうにじろじろ伸子をみた。（伸子13）

　このふたつは，1）でのべたように，どちらも動作の局面をとりだしていて，

質的にことならない。ところが，つぎのようになると，事情がかわってくる。

つぎの2例も，さししめしているのは瞬間過程である。けれども，それは，瞬

問過程をなす動作の局面なのではなくて，持続過程をなす動作の，瞬間過程を

なす始発の局面である。

　　働　男の子は，なんともいわずに，ふと女の子の眼をみた。女の子もじつ
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　　　とみかえした。（多清12）

　　㈱　「＃は何をいうのだ。」と私は高のほうをみた。彼の口はゆがんだ笑い

　　　のかたちをつくっていたが，眼は憎悪でもえていた。（冬の56）

　これらの例では，fみる」という動詞は，まだみていない状態からみている状

態への移行をさししめしている。

　この「みる」を語い的な意味のレベルで基本的な意味からずれているという

かんがえかたも，いちおうできるかもしれない。しかし，そういうためには，

あまりにもあいまいである。前2例のうちのまえの例は「ふと」という副詞が

あってはっきりしているが，あとの例になると，あるいは，あとの見ている過

程もふくめて，「みた」といったのかもしれない。そして，じっさいにそういう

例も多いのである。

　さきに第1節の1）であげたカ〉の「とけいが3時にうこいた」という例も

始発の局面をとりだしていて，動作の局面をとりだすケ）の「3時から4時ま

でうこいた」とちがっているが，これを語い的意味のレベルでのちがいとみる

より，おなじ語い的意味をもつ動詞のあらわす動作過程の局面のちがいとみる

ほうがわかりやすい。野球の実況放送での「ランナーはしりました。」などにつ

いても，やはりそうだろう。

　3）始発の局面をとりだすぼあい（1）

　始発の局面に中心がおかれるのは，ふたつのばあいがあるが，そのひとつは，

その動詞のさししめす動作が瞬間過程であったり持続過程であったりするよう

な動詞（みる，うごく，だまる，など）のばあいである。これらの動詞は，一

定の文脈のなかで始発の局面をあらわす。2）であげた窃①や㈹がこれである。

　　勧　この時，私のレンズにも，あわいピンク色の雲をつらぬいてかがやく，

　　　銀色の星がうつった。（ホーキ星だ！〉私は，いきをのんでみつめた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（未タ…甕333）

　　（33＞　「うん」と信行はちょっとおじぎでもするようにうなずいてだまった。

　　　ふたりはしばらくだまった。（暗夜70）

　この，はじめの「だまった」がこれである。あとのヂだまった」は，持続過

程をなす動作の局面をとりだしている。

　　（34）あるB，こちらからたのみもしないのに，だしぬけに白い顔をみせた。



第1章　動作のまるごとのすがた　45

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈うヌミ妻齋50）

　（35）あかるい声とともに黒霞がかがやいた。きえていたほのおが急に息を

　　してもえたったように，その刹那に左衛子はあたらしいいのちの燃焼を

　　おぼえ，例になく野性的なちからづよい表情をみせていた。（帰郷312）

始発の局面か動作の局面かはっきりしないものもある。

　（36＞あ・，あぶねえと彼はさけんだが，ことばほどからだをずらさず，そ

　　のままたたみにひじをついてシミーズー枚の秋子を下からうちながめた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（故iE159）

　（37）蛍子，感謝するように中原をみて，それに線香をたてて，……しゃが

　　むと合掌した。中原はその背後にたってみている。（約束27）

　4）始発の局面をとりだすばあい（2＞

　もうひとつは，持続過程をなす動作をあらわす動作動詞のばあいであるが，

このばあいは，そとから観察しうる動作にかぎられ，その動作がはじまったと

たんにそれをみつけて話すという場面の二二がある。ひとにたべてもらいたく

ないものにだれかが手をつけたときに「あっ，たべた。」といったり，あかんぼ

うがはじめてあるきだしたのをみて，「あるいた，あるいた／」というようなば

あいであるが，実況放送のなかでよくあらわれる。

　　㈱　佐藤第2球，ランナーがはしりました。ボー。うった。⑳

　　（39）ワンスリーからピッチャー第5球。ランナーはしった。……エンドラ

　　　ンは3るいフェアフライになりました。（神山）
　　　　　　　　　　　　　　　　　おおずつ　　㈹佐多の海でた。佐多の海でた。臣砲こらえた。（5月）

　　働　岩波，あたまであたって，ほっと……岩波がよった。右がはいりまし

　　　た。（7Fl＞

　この用法は，動作のない状態からある状態への変化をあらわすという点で，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐ　動作動詞の変化動詞化というかんがえもなりたつかもしれない。

（注〉　このかんがえかたは，興鋸靖雄との欄入的な会話（1981＞のなかで’示唆されたものである。なお，

　このとき，與田は，飛行場をながめていて，「とんだ，とんだ。」という鯛などもあるだろうとつ

　けくわえた。
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第4節　結果の局面をふくみこむばあい

　1）結果の局面をふくみこむばあい

　さきに第1節の2）で，つぎのような例をあげた。

　　オ）　とけいが2時置にとまった。

　　ク）　とけいが2時から3時までとまった。

　この「とまる」は変化動詞であって，うこいている状態からとまっている状

態にうつる過程をあらわす。したがって，オ）のように変化の局面をとりだす

例がおおいのだが，ク）のように結果の局面をとりだして，基本的なアスペク

ト的意味が成立するばあいがある。変化動詞の完成相が結果の局面をとりだす

ためには，結果の局面の成立する時間的な位置をしめす状況語，または，時間

はばをしめす修飾語でかざられることが必要である。

　　サ）　あすは，屋上のタンク清掃のため，午前ちmpう水道がとまります。。

　　シ）教授の外遊中は，授業にあながあく。

　　ス）主人がかえるまで閉店した。

　　セ〉　しばらくのあいだくにへかえった。

　以上は，その動作によって主体の状態の変化する変化動詞のばあいであるが，

対象の状態を変化させる対象変化動詞のばあいにも，このことがおこりうる。

　　ソ〉変圧器の修理のため，五時まで電気をとめます。

　　タ）　おもてがさわがしかったので，二時間ほど門をしめた。。

　この種のものは，わりあいよくつかわれるようにおもうのだが，小説やシナ

リオのなかには，ひじょうにすくなかった。

　　吻　小よしをつれて，鈴むらさんは，大阪から京都のほうへしばらくあそ

　　　びにでた。（宋枯44＞

　　㈱　私はしばらく先生のことをわすれた。にこ13）

　ただし，文末述語でないものは，変化動詞にしても，対象変化動詞にしても，

わりあいにあるようである。

　　㈹　お品は勘次がちょっとの聞いなくなったので，ひどくさびしかった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（土35）

　　㈲　それにしても，よくまあながいあいだお母さまがおてばなしになった
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とおもいますよ。（真知26）

　2）あいまいなもの

　結果の局面の成立時間の位置やながさが明示されていないもので，変化の局

面をとりだしているのか，結果の局面をとりだしているのか，はっきりしない

ものがある。

　　㈹　武子がきてからは杉子もよくあそびにきた。いっしょに海にもはいつ

　　　た。野島もいままでより杉子とのんきに話すことができるようになった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（友情50＞

　この例では海からでたことについての記述がない。だから，はいってからで

るまで，ぜんぶのことをいっているともいえる。けれども，こんなばあいは，

はいればでるにきまっているのであるから，そのようにかんがえなくても，た

だ，はいることだけがのべられてあるのだといえるかもしれない。この種の例

はたくさんある。

　　（47）秋には，二人はまたやってきた。こんどは伊谷君もくわわった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（高IU奇28）

　　㈱　数年後，いま一度李陵は，北海のほとりの丸木小屡をたずねた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（李鯵ξ196）

　　㈲　いつもは衛律がそうしたばあいの接待役をひきうけるのだが，こんど

　　　は三二の友入がきたばあいとて，彼もひつばりだされて，宴につらなつ

　　　た。（李陵198）

　こうしたものがどちらなのか，かんがえればかんがえるほどわからなくなる。

おなじ「くわわった」というのでも，「きょうからあらてがくわわった」なら変

化の局面だし，「はじめの三臼問はベテランがくわわった」なら結果の局面だと

いうことになる。働がそのどちらかということがわからないのである。たぶん，

その結果の局面を動作の局面とする動作動詞のようになりかけているのだろう。

その点で，つぎにとりあげる3）や4）との中間だといえるだろう。

　3）動作動詞化（1）一瞬間的な動作

　もともと変化動詞であるものが，積極的にははじめの変化をあらわしながら，

消極的には，そのあと，もとへもどるところまでをふくんでいるものがある。
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たとえば，「おどろいてとびあがった」というばあい，あがったあと，地球の引

力ですぐまた下へおちるのだが，おちるほうのことは，ことばづらにはあらわ

れない。この「とびあがる」は，「台のうえにとびあがった」のドとびあがる」

とちがって，あがってからおちるまでをひとつの動作としてとらえている。だ

から，動作動詞化しているといってよいだろう。

　　㈹　老婆は，ひとめ下人をみると，まるでいしゆみにでもはじかれたよう

　　　に，とびあがった。（羅生12）

　「かおをしかめる」のばあいは，しばらくその状態をつづけることができな

いわけではないが，もしそうなら「しばらくかおをしかめたままでいた」のよ

うにいわなければならないだろう。「しかめる」は，もとにもどるところまでを

ふくめた動作動詞になっている。

　　㈱　あたまをなでると，（むすめは）かおをしかめた。（夫婦42）

　　働　行友は須賀のかおに眼をうつして，なにかにおどろかされたようにか

　　　おをそむけた。（女坂200）

　　（53）少女はかるくまゆをひきしめた。。（潮騒9）

　　㈹　彼は春光のみちあふれた海の反射に圏をほそめた。（潮騒56）

　　㈲　　［こめいわくではございましょうが，なにぶんよろしくねがいます」

　　　と，またつむりをさげた。（灯る93）

　　㈹　ことばはでそうになってのどにつまった。（潮騒67＞

　　（57＞中原のかおがかなしくゆがんだ。（約束98）

　　㈱　いたさにたえる蛍子のまゆがキュッとよった。（約束86）

　　（59）　「（略）」とていねいなあいさつをはじめたので，駒子は，赤面した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（自由74）

　これらは，変化のはじまりから結果のおわりまでを動作とする動作動詞にな

っているといったほフがよいだろっ。

　4）動作動詞化（2）一持続的な鋤作

　いまここでとりあげる動詞は，継続稲では，変化の結果の局面の持続か，動

作の局面の持続かが問題にされてきたものである。（吉用二時1973などが問題に

した「たっている」「すわっている」「ねている」など）

　これらの動詞は，完成相のばあいにも問題になる。第1節でとりあげた鈴木
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重幸1983のaとbがそれぞれこれにあたる。

　　a赤ちゃんがやっとねむった。

　　b赤ちゃんが三十分ねむつた。

　これらは，もともと変化動詞であり，結果の局面に中心をおいてアスペクト

的な意味があらわれる用法をへて，動作動詞化してきたのだといえないだろう

か。

　文脈があっても，どちらかわからない例もすくなくない。

　　㈹　寝床はもう一組おなじこたつにしいてあったが，旅憎はこれにはきた

　　　らず，よこにまくらをならべて，火の気のないねどこにねた。（高野10）

　　㈱　佐蔵は，その晩は，いつものように，太一をだいてねた。（子を175）

　慣用句や形象的ないいまわしになると，動作動詞化がすすむようである。

　　（62）彼が白石をもった。（無限41）

　　（63）飯がおわると，ねるまでのちょっとのあいだ，ストーブをかこんだ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（カニ81）

5）対象変化動詞のばあい

　対象変化動詞のばあいも，はっきりとそれとわかる例がみつからなかった。

つぎのようなものは，あいまいであるが，結果の局凝までふくんでいる可能性

がある。

　　（64）1936年北海道で皆既日食があるといえば，石井千尋氏や山崎文雄氏ら

　　　を派遺した。（根源106）

　　鯛　そして，その出身母胎を氏はそれぞれ大和，九州，越前の地方勢力に

　　　おいた。（学問256）

　　（66）東京臼Hも，朝環も，読売も，報知も，葉毎も，全東京市のすべての

　　　新聞が，こうした同じような記・；事を掲載した。（ない26）

　　㈹　東大でははじめてのゼミナールだったが，朝永氏は正規のゼミナール

　　　のほかに，“愚問会。というあつまりをひらいた。（根源110）

　そして，慣用句や形象的ないいまわしになると，結＝果の局面のおわりまでを

ふくめるものがおおくなって，動作動詞化がすすむことも，変化動詞とおなじ

である。

　　㈱　福永太兵衛の声がのどをつんざくと同時に，二人はむちをピシリとあ
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　　てた。（落城21）

　〈69）おくみはこういってまぎらしながら，ほしてあるふとんをそばへやつ

　　てうらがえして，もう一度たたみのうえへほうきをあてた。（桑の118）

　㈹　山国Jliの清流に沐浴して，観世音菩薩をいのりながら，渾身の力をこ

　　めて第一の槌をおろした。（中略）第三，第四，第五と，市九郎はけんめ

　　いに槌をおろした。（恩讐74～75）

　㈹　ロシア人たちはおわると，なにか叫声をあげて，かれらの手をちから

　　いっぱいにぎつた。（カニ47）

第5節　変化の局面と変化完成の局面

　変化動詞の完成稲は，変化の局繭をとりだして，その変化の始発から終了ま

でをふくめて，まるごとのすがたをあらわす。ところが，ある種の変化動詞は，

変化完成の局面をとりだして，その完成のすがたをあらわす。

　1）変化の始発から終了までの局面

　変化動詞は変化のはじまりから変化のおわりまでを運動過程としてあらわす。

この運動過程を変化の局面として，その両端をふくめて，まるごとのすがたで

さしだすのが，変化動詞の完成耀の基本である。つぎの諸例は，そうした基本

的な用法を実現している。

　　㈱　久下は，ズボンのかくしに両手をつっこんで，できるだけ背後のかざ

　　　り窓から放射されてる電灯の光線からからだをかくすようにしゃがんだ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ない83）

　　（73）そのとき勝手ロのほうの戸があいた。（友情32）

　　㈹　先生はくつをぬいだ。体日96）

　　㈲　私はおもわず騒をふせた。〈風立1GO）

　変化動詞のさししめす変化には，瞬澗的な変化とすこしずつの変化がある。

つぎのまえ3例は前者であり，あと3例は後者である。

　　㈹　二人はまたまえの沈黙にかえった。（多情18）

　　㈹　なかの話しごえがびたりとしずまった。（伸子13）

　　㈹　安吉のあたまに疑問のかげがうかんだ。（むら33）
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　　㈲　しだいにスピードをました。（約來87）

　　㈹駒子の幻想は，だらだら坂をおりるとともに，下落した。（自由27）

　　㈱　多数のポリオ患者が発生し，大きな社会問題に発展した。（暗号154＞

　この爾者のちがいがあっても，これらは，完成相として，その変化の局面を

まるごとのすがたでさしだしているのであって，アスペクトの点からは区別す

る必要がない。また，つぎの2例のように，おなじ動詞が旧聞的な変化をさし

しめしたり，持続的な変化をさししめしたりすることがあるが，これも，アス

ペクトの弼で区回する必要はないだろう。

　　圃林中の道ですら，頭上にひくく飛行機の爆音をきき，機銃掃射があっ

　　　た。兵隊たちはいそいで四散し，あたらしい死者と傷者が道ばたにふえ

　　　た。（野火96）

　　㈱　その後，葛崎山のサルは，ふえにふえた。（高崎15＞

　以上のように，変化動詞のさししめす変化にはいろいろのものがあるのだが，

それらが変化の局面をとりだして，それをまるごとのすがたでさしだしている

かぎり，これらのあいだにアスペクト的なちがいはみられない。

　2）変化の局颪と変化完成の局面

　すこしずつの変化のばあい，これを事象のレベルでとらえると，その変化が

すこしずつすすんでいって，ある時点で一定の水準に達する。このばあい，言

語的な表現がこの事象のレベルの変化のどこをとらえているかということを問

題にすると，1）にあげた変化のはじまりからおわりまでを変化とみるとらえか

たのほかに，水準に達したところを変化とみるとらえかたがあるようにおもう。

シミのついたハンカチをあらっていて，だいぶきれいになっても，完全にとれ

るまでは「まだおちない」といい，完全におちたところで，「ああ，おちた」と

いうようなことがあるだろう。今園の資料にはほとんどなかったが，もしその

ようないいかたがあるとすれば，局面のとらえかたに2種類あるといえるかも

しれない。つぎのヂできる」の4例のうち，まえ2例は変化の局面を，あと2

例は，変化完成の局面をとりだしている。

　　圃　先生のお宅から渋谷の駅まであるくあいだにまめができた。（私の25）

　　圃　だんだんなれてくるうちに，二三にも女を観察する余裕ができた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（木石63）
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　　㈹　うん，もうすこし……できた。（やさp35）

　　㈱御飯，もうすぐできます。（むら259）

　今國は可能動詞をはずしたが，fかけた！」「もうすぐよめます。」のようなも

のがあるはずである。これらを変化の局面の最終段階ととらえるか，変化の局

面の実現形式ととらえるかは問題のあるところであるが，このことがく完成構

とはなにか〉の問題ともかかわるとおもうので，可能動詞のばあいをふくめて，

今後の課題としてのこしたい。

3）経過をあらわす動詞のばあい

　「経過する」rたつ」「へるjなど，経過をあらわす動詞の完成相は，その経

過の過程をまるごとあらわすのがふつうである。

　　圃　その間五年を経過した。（総長356）

　　働　五百助が家をでて，もう，一週聞をへた。（同旨23）

　　（99＞そうして，いまだ音さたなしで二時聞ほどたった。（無限57）

　ところが，このなかの「経過する」が経過の終了の局颪をあらわすことがあ

る。野球放送では，つぎのようなことがよくいわれる。

　　（91）ただいま3時間を経過しました。

　　⑲2＞あと3分で3時聞20分を経過します。もう延長の可能性はありません。

　これは，あきらかに経過の終了に到達することをあらわしている。これがふ

つうのことか，それとも特殊なことかは，いまのところわからないが，いちお

うあげておく。

　なお，「ただいま先頭が一周します。」のようなものもあるとおもうが，例が

みつからなかった。

第6節　移動動詞の局面

　移動動詞は，継続相形式をとるばあい，変化動詞としてはたらき，その基本

的なアスペクト的意昧を実現する。完成相のばあいも，現在の目前の動作をあ
　　　　　　
らわす用法をのぞけば，やはり変化動詞としてはたらき，完成相の基本的な意

味を実現する。ただ，このばあい，どの局面をとりだすかが複雑なので，その

（注）　この用法については，第2章でのべる。
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ことについてのべる。

　重）出発，移鋤，旧藩

　移動動詞のあらわす移動の過程は，出発，移動，到着の三つの周面からなる。

語彙的な意味としては，この三つの部分をふくみこんでいて，「AからBへいく」

「CからDにかえる」のように，その全過程をあらわすことができるのだが，実

際の使用のなかでは，そのどこかの部分に焦点をあてることがおおい。

　継続栢のばあいは，変化動詞としてはたらいていて，結果の周面のなかにあ

ることをあらわすのだが，その結果をひきおこすモメントになるのは，「いく」

「くる」のばあいには鋼着のモメントであり，fかえる」のばあいには，出発ま

たは到着のモメントである。

　これに対して，完成相のばあいには，出発，移動，到着のどの局面をもとり

だすことができる。

　［出発の局剛

　　㈹　りんごはよくよくふきんでふいてつやをだすこと，水密桃には手をふ

　　　れぬこと，果物はほこりをきらうゆえ，始終はたきをかけることなど，

　　　念おしていった。（夫婦39）

　　（94）彼は，教室にでる時間のつこうがあるといって，まもなく中座してか

　　　えった。（伸子22）

　［移動の局剛

　　㈹駅のまえにまたせてあった古い，ちいさな自動車のところまで，私は

　　　節子をささえるようにしていった。（風立91）
　　　　　　　　おなりみち
　　四神濁から御成道をしゃべりながちきた。（無限88）

　［到着の周面］

　　働　あさの9時ごろ，私はなにをもとめるでもなしに，その教会へいった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（風立153）

　　働　あ，君，いいところへきた。（ない80＞

　囲　親旧は，十二時すこしまえにホテルにかえった。（伸子18）

　これらの移動過程のなかのどこをさすかは，文脈や場面によってきまる。し

かし，どれであっても，完成相の基本的な意味ははたらいている。
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　2）結果の局薗をふくみこむばあい

　移動動詞がつかわれるばあいも，結果の周面をふくみこむことがある。

　　伽）彼は会社の用事で，わずか三か月ばかり，この都市にきた。㈱子9）

　　（101）　これからしばらくくにへかえる。

　移動動詞はまた，片道の表現だけで往復をふくめてあらわすことがある。こ

のばあいは，動作動詞化しているといえるだろう。

　　（102）船長はまず照吉の家へいった。それから安夫の家へいった。夜に入っ

　　　　て新治の親方の十吉の家へいった。さいごに新治の家へきたのである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（言卓月馬蚤131）
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第2章　進行過程のなかにあるすがた

　「いく」「くる」などの移動動詞は，完成網非過去形のかたちで闘のまえの進

行動作をあらわすことができる。このばあい，動作の局面のなかにあって，始

発と終了の局面をふくんでいない。その点で，これは完成相の基本的なアスペ

クト的意味が実現されていない。これは，完成網の形式をとっているが，特殊

なアスペクト的意味を実現することになる。

第1節　進行過程のなかにあるすがたを
　　　　　あらわす「いく」と「くる」

　1）テンスのうえでの特殊牲

　のりものやひとがむこうからくるのをみつけたとき，そして，それをすぐさ

まひとにつたえるとき，「くる」と「きた」のどちらででもいうことができる。

　　（103）　なんだ，いたよ，むこうからくるよ，にこにこして。（寅次75＞

　　樋）　「きた，きた！」急短な爆音をたてて，サイドカーがはしってきた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ないIO）

　また，めのまえの動作を「いく」とドいった」のどちらででもあらわすこと

ができる。

　　（1紛　千代の富士があたまをつけにいく。（7月）

　　（1〔ゆ　右はず，岩波がきりにいった。（7B）

　目前の動作を非過去形であらわせることは，以前から非過虫形の特殊な用法
　　　　　　　　（注〉
として注目されてきた。なぜなら，日本語動詞の半過去形は，アクチュアルな

用法では，ふつうは現在をあらわさないからである。

　完成相の動詞が現在の動作をあらわすことができないのは，完成相が始発と

終了の両局面をふくみこんでまるごとあらわすために，現在という瞬聞には，

そのまるごとの動作がおさまりきらないからである。この説明は奥田靖雄1977

によってあたえられたものであって，原則的にはただしい。けれども，特殊な

ばあいには，完成網非過去形が現在の動作をあらわすことができる。それは，

（注）　金田一春彦1955，鈴木重幸1965，など。
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始発から終了までがまるごと発話時のなかにおさまるような動作のばあい，ア

スペクト的意味が基本的でないばあい，アスペクトから解放されているばあい

である。このことについては，第W部門3章でくわしくのべるが，この童の「い

く」やfくる」は，いまのべた第2のばあいに属する。

　2）進行過程のなかにあるすがた

　この用法で「いく」「くる」と発書するときは，移動動作はすでにはじまって

おり，また，まだおわっていない。つまり，ここでは，この形は，移動動作が

進行過程のなかにあることをあらわしている。この「いく」や「くる」のアス

ペクト的意味は，始発と終了をふくまず，その過程を分割するすがたでさしだ

している点において，継続相の基本的な意味と共通である。けれども，継続相

がとりだす三二の特徴が持続性であるのに対して，こちらは，進行性である点

がちがっている。つまり，持続性のばあいは，基準時闘（ここでは発話時）の

直前と直後がおなじ状態であるのに対して，進行性のばあいは，直後のほうが

直前よりもすすんだ状態にある。

　「していくj「してくる」という形武があるが，この形式のばあいも，同様

に，進行過程のなかにあることをあらわす。

　　（107）さらに大外からはグロリヤターーフがあがってまいります。（6R）

　　（108）その右からユイ……ユアースダイナがあがってまいりました。（6R）

　この形はかなりの動詞がこれになりうるもので，これを進行掘として，ひと

つのアスペクト形式とみとめられるかもしれない。もしそうだとすれば，この

「いく」と「くる」は，ヂしている」「してある」に対する「いる」「ある」のよ

うに，「していく」「してくる」となんらかの関係をもつものとして，特殊にあ

つかう必要があるだろう。しかし，このことは「してくる」「していく」のアス

ペクト的な性格を検討したうえでないとあきらかにならないので，ここでは考
　　　　　　　ラ
察を保留しておく。

　3）　「くる」とfきた」がおなじになる理出

　「くる」や「いく」が進行過程のなかにあるすがたをあらわすばあい，その

進行の局面をとりだしている。それに対して，過宏形であらわすばあいには，

（注〉「してくる」「していく」については，高橋太部1969と吉飛武時1973にくわしい記述がある。
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進行の局彌ではなくて，始発の局面をとりだして，それをまるごとのすがたで

さしだしている。つまり，すでにおわった始発の局面を過去形であらわすのと，

いま実現している進行の局面を非過去形であらわすのとが，おなじ動作をさし

しめすことになるのだといえないだろうか。

第2節　「いく」「くる」に準じる動詞

　「前進する」「バックする」のような方向性のある移動酒作，飴う」「（すも

うで）よる」のような移動の側爾をもつ動作，「はしる」のような移動のしかた

である動作などをあらわす動詞は，目前のうごきをあらわすばあいに，fいく」

やfくる」とおなじ特徴をもつ。「むかう」「つっこむ」なども，文のなかで移

動動作をあらわすときには同様で：ある。これらは，「いくjFくる」に準じる動

詞として位置づけることができるだろう。

　けれども，これらは，「いく」「くる」とちがって，基本的には動作動詞であ

り，継続相「している」は，その動作の持続過程をなす局瀬のなかにあること

をあらわす。そのため，「する」とfしている」がおなじことをあらわすことに

なる。

　実況放送などでは，このふたつの形がともにあらわれ，また，始発の周面に

中心をおいた完成相の過去形があらわれ，さまざまな形がみられる。

　なお，そのばあい，サ変動詞にあっては語幹だけの形もでてくる。そのこと

から，これらは要するに語い的な意味をあらわすだけであって，文法形式には

無関心なのだというかんがえもでるかもしれないが，穏前の他の動作にはこの

ような現象が生じないとすれば，進行性の動作の特徴としてとらえなければな

らないだろう。

　　（lee）　ぐんぐん打球はのびる。センターバックする。とった。（81）

　　（l19）　ショートバック。ショートバックしている。　とりました。（81＞

　　（lll）　レフト岩井けんめいにおう。ファールグラウンド，とれません。（81／

　　（112）　レフト，センターがおっている。ずうっとおっている。レフト，セン

　　　　ターがおっている。センターがおいついた。（81）

　　（l13）センターがおっていく。ずうっとおっていく。ワンバンド。ワン……

　　　　ぬかれました。（81）
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　（114）　セカンドけんめいにつっこむ。なおつっこむ。なおつっこんだ。とつ

　　　た。一一一るい送球。（臣神）

　（115）二るいから騰るいへむかう。（81）

　（116）　隆の里よる。隆の里よった。正……東よった。ぎゃくにすくいなげ。

　　　巨砲のかち。（7月）

　（117）　闘竜つっぱった。下竜おした。闘竜おした。おしだし。闘竜のかち。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5月〉

　（118）　土俵中央，はげしくつっぱっている。（5月）

　（1玉9）佐田の海でる。佐田の海でる。うわてがとれない。おっ，佐田の海で

　　　た。佐頒の海でた。巨砲こらえた。佐田の海でる。佐田の海よった。

　　　よりきり，佐田の海のかち。（5月）

実況放送以外にも，つぎのような例がある。

　（120）　ああ，血がながれる。ちょっとまってね，あかちゃんだけちょっとヨ

　　　ソにやらにやあ。（極私26）……お産のばめん。

第3節進行のようすをしめす副詞に
　　　　　かざられるばあい

　前節の例：文（1ee）には「ぐんぐん」という副詞があるが，「していく」「してくる3

の形式をとる動詞は，「ぐんぐん」「どんどん」「だんだん」「じりじり」「しだい

に」「つぎつぎと」「徐々に」のような進行をあらわす副詞でかざられることが

多い。

　完成相非過去形の動詞が述語になっていても，この構造にくみこまれて，こ

の種の副詞にかざられるばあいには，その述語になっている動詞が，その動作

が進行過程のなかにあることをしめすことがある。

　　（121）輸出港にりっぱなサルの収容所があり，全国に配置された捕獲人か

　　　　ら，そこへ定期的にサルがおくられてくる。サルはそこから，どんど

　　　　んとアメリカやヨーWッパへおくられる。（高崎46）
　　　　mu
　　（122）私たちの生活って，どんどん変化するのね。毎年ちがってるもの。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（くれ7）

　　（123）　そうですが。だんだんこういうところがすくなくなりますわ。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ttX’次48＞

　このいいかたは，現実を一般化してのべているともかんがえられるが，現実

にそうであるという報告の面をかねていることもたしかであって，ここでは，

その側面に注霞して，とりだしてみた。その側面では，現在進行過程のなかに

あることをのべている。あるいはいいすぎかもしれないが，問題提起として，

このような節をもうけておく。

　これらは，「していく」または「してくる」の形にかえることができる。その

ばあいも，アスペクト的な意味はそんなにかわらないとおもう。

　また，継続稲「している」にもかえられる。継続樵にしたほうが，つかえる

動詞のはばがひろがるようである。というのは，完成相でこのようなアスペク

ト的な意味になるのは特殊な用法であって，なんらかの条件にしばられている

のだとおもう。その条件はまだみつかっていない。

　なお，継続相のばあいは，その動作が持続のなかにあることをあらわす。

　　（124）　それに，強制開墾で由ろくはどんどんひらかれている。GEi石309）
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第3章　状態の持続のなかにあるすがた

第1節　「みえる」「きこえる」
　　　　　　「においがする」など

　1）テンスのうえでの特殊姓とアスペクトのうえでの特殊性（準アスペクト）

　「みえる」「きこえる」「においがする」などの動詞の非過去形が，話し手の

知覚によってとらえられたものや現象の現在の状態をあらわすことについては，

テンス研究のがわからすでに指摘されている。つぎの例は，鈴木重幸1965から

かりたものである。

　　（125）　ほら，トラックがまだみえるよ。（石坂洋次郎「青い山脈」）

　これは，完成相の形式をとりながら現在のことをあらわす点において，テン

スのうえで特殊なのだが，同時に，完成相の形式をとりながら持続過程のなか

にあることをあらわす点において，アスペクトのうえでも特殊である。

　　（126）七八軒先のスキー製作所からかんなの音がきこえる。（雲国48）

　　（12？）　「なんだかリンゴのにおいがする。ぼくいまリンゴのことをかんがえ

　　　　たためだろうか。」カムパネルラがふしぎそうにあたりをみまわしまし

　　　　た。fほんとうにリンゴのにおいだよ。それから，野いばらのにおいも

　　　　する。」（銀河287～288）

　　（128）　あれ，へんなこえがする。（晴計15）

　　（129）　においます。かいでみてごらんなさい。（戒厳10）

　　（1謝　バイバイして零君，まだみえる。（極私24）

　これらの完成桐形式によってあらわされている状態は，発話時よりまえから

存在しており，また，そのあとにも存在しつづける。つまり，発話時という基

準時間が持続過程のなかにある。その点において，これらは，継続相アスペク

トと共通である。非過去形によって現在のことをあらわすことができるのは，

そのためである。

　けれども，継続相アスペクトは，動詞のあらわす動作過程から一定の局面を

とりだして，その局面のなかにあるすがたで動作をさしだすのである。だとす
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れば，この「みえる」やrきこえる」のように，動作から局面をぬきだしたの

でなく，はじめから状態である持続過程のなかにあるすがたをさしだしている

ものは，継続相の基本的なアスペクト的意味とおなじ意味をあらわしていると

はいえない。

　継続椙のばあい，分割か非分割かで完成相と対立する。それは，その動詞が

動作過程をあらわすという前提のうえになりたつことである。ところがこの「み

える」や「きこえる」のばあい，動詞が状態過程をあらわしていて，形式的な

対立をもっていても，アスペクト的な意味のうえでは対立しない。ここにあげ

た例は，すべて「みえている」「きこえている」のように継続構形式にかえられ

るのだが，そのようにかえてみても，おなじことをあらわしてしまって，内容

としては，アスペクト的な対立をもたないのである。そのことは，実は，これ

を継続相形式にかえても，その継続相形式が継続掘の基本的なアスペクト的意

味をもたないこととつながっている。奥田靖雄1977が，このfみえる」と「み

えている」のような形式上の対立を「えせアスペクト」とよんだのは，このこ

とを意味している。

　この「みえる」や「きこえる」などがアスペクト的に特殊だというのは，完

成梱形式をとりながら継続網のアスペクト的意味をもっているから特殊だとい

うのではなくて，アスペクトのうえで完成樒の基本的な意味も継続相の基本的

な意味ももっていないということが特殊なのである。

　それでは，動作過程の分割・非分割の対立をもっていないということがアス

ペクトからの完全な解放を意味するかというと，それはそうでない。なぜなら，

状態もできごと過程のひとつであって，基準時間がこの過程とかかわっている

からである。そのことは，つぎの第4章でのべるアスペクトから解放されたも

のとくらべると，あきちかになる。この報皆では，状態持続の過程のなかにあ

るすがたをあらわすものを「準アスペクト」として位置づける。

　2）　モーダルな性格

　「みえる」ヂきこえる」などの知覚動詞の非過去形が現在の外界の状態をのべ

るとき，それは，現在の話し手の認識をのべるしかたでのべている。このばあ

い，現在の認識をのべるということとからんで，のべる形式としての陳述性が

まじりこむ。「～とみえる」のような陳述的形式に発展する可能性は，この段階
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でも，すでにめばえとして存在しているといってよいだろう。

　話しの内容としての対象に話しの形式としての陳述性がわりこむと，対象の

できごと過程を話しの過程と客観的につきあわせることができなくなって，そ

のできごと過程のアスペクト的なすがたをあらわせなくなる。こうして，第4

章でのべるように，「おもう」「かんがえる」などは，アスペクトから解放され

る。

　けれども，「みえる」や「きこえる」などは，「おもう」や「かんがえる」な

どとちがって，はなしの内容である知覚の対象が外界の現実として答観的に存

在している。このため，「みえる」「きこえる」のばあいは，アスペクトから完

全には解放されないで，状態持続のなかにあることをあらわすのだろう。

　おなじ「みえる」「きこえる」であっても，知覚そのものをあらわすばあいに

は，アスペクトからの解放の度あいがたかくなるといってよいだろう。つぎの

2例は，電話の会話であって，これにちかいとおもわれる。

　　（131）　こちらはひどいふぶきですよ一一はなしがきこえますか。（伸子93）

　　（132）一またご病気。いいえ一ええ，きこえます。（真知！69）

第2節　　「存在する」「すむ」「つづく」など

　存在や持続をあらわす動詞も完成根の形式で持続のなかにあることをあらわ

すぼあいがある。

　　（133＞　この問題は，依然として残存する。（人格82＞

　　q鋤　　（四月×H）ベニの帰らないHがつづく。三三205＞

　これらは，その単語のあらわす意味が動作でなく，状態であるので，動作過

程の分割・非分割が問題にならず，本来のアスペクト性をもたないのだろう。

これらも，継続掘形式にかえて「残存している」「つづいている」にすることが

できるが，その意味はおなじである。この対立もえせアスペクト的な対立であ

る。

　実際のはなしや文章のなかでは，完成相形式で準アスペクト的になるものは，

終止形をとることはひじょうにすくない。終止形であっても，ほとんどの例は，

文の終止につかわれていない。

　　（135）　これに反して，枯尾花なるものは実在すると信じられている。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（哲学218）

（1謝　この山にサルがすむといううわさだけはあったが，（高崎32）

第3節 「ある」「いる」について

　「ある」やヂいる」は存在をあらわす動詞であって，「ある」「あった」，「いる」

fいた」の形で状態持続のなかにあることをあらわし，アスペクト的な意味の

点から，準アスペクトであるということができる。金剛…春彦1955がこれを状

態租にいれたのは，この性質に注冒したからである。

　「ある」「いる」は，ゼあっている」「いている」という形式がなく，形式的な

藤でアスペクトの対立をもたない。したがって，この「ある1「いる」を形式的

にも完成相形式であるといえない。ただし，意味的にはアスペクトから完全に

は解放されておらず，準アスペクト的な性格をもっているので，ここにとりあ

げた。
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第4章　アスペクトからの解放

第1節　現在の直接的な心理体験を
　　　　　そのままのべるばあい

　1）　「おもう」「かんがえる」「儒じる」「気になる」など

　「おもう」「かんがえる」「信じる」「気になる3など，かんがえやおもいをあ

らわす動詞の完成梱非訟宏形が一人称につかわれると現在の動作をあらわすこ
　　　　　　　　　　｛注〉
とは，すでにしられている。

　　（137＞なあ健ちゃん。わかいうちはいろんなことがあってもいい，とぼくも

　　　　おもう。（八月59）

　　（138）このいちいちの光るつぶがみんな私どもの太陽とおなじようにじぶ

　　　　んで光っている星だとかんがえます。（銀河246）

　　（139）　あなたの信心は堅固なものだと存じます。（姻家52）

　　（1劒　しかし私どもがかんがえましても，先生のような人格者がでてくだ

　　　　されば，政界浄化のために，このうえないことだと信じます。（帰郷317）

　　（141）　ぼくはそのひとにほんとうに気のどくで，そしてすまないような気

　　　　がする。（銀河292）

　　（142＞私も気になります。（本欄57）

　　（143）わかる，本当，わかる！（カニ45）

　のべたてる文では一人称だけがこの常法をもつが，それがたずねる文になる

と，二人称になる。

　　（144）　そんなことばを信じるほど，われわれがあまいとおもうか。（宵待45）

　これらは，テンスのうえでも特殊であるが，アスペクトのうえでも特殊であ

る。アスペクトのうえでの特殊性がテンスのうえでの特殊性をひきおこしてい

るのである。

（注）　鈴木重幸1965で指ξ蕗されている。
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　2）　分割。非分割からの解放

　「わたしはそうおもう。」というとき，そうおもうのは，まさに，それをいう

ときのことであり，そのまえのことでもあとのことでもないので，話しの時点

のことだという意味で瞬間的といえるかもしれない。けれども，その瞬間に始

発から終了までふくんだまるごとの動作としてのべているわけではない。それ

が話しの瞬闘のことをのべているとしても，その動作がそのまえからつづいて

いたのかどうか，そのあとまでつづくものかどうかが考慮にはいっていない。

このことは，その〈おもう〉〈かんがえる〉などの動作の過程が基準時問である

話しの時点とどうかかわるかが問題になっていないということである。つまり，

それは，基準時問によって動作過程が分割されるか分割されないかということ

と関係がない。したがって，この「おもう」は，アスペクi・的な意味において，

完成相でも継続相でもないのである。

　このことは，完成相の基本的な意味をもちながら現在の瞬間的な動作をあら

わすものとくらべてみると，よくわかる。たとえば，手品の動作をしながら「こ

うして，ひもをひっぱりだします。」というばあいには，そのすぐあとに「は

い，ひっぱりだしました。」といえる。つまり，このfひっぱりだします。」は，

始発から終了までをふくめて，まるごとのすがたでさしだされているのである。

　また，つぎのような，「おねがいします」「さんせいする」など，発言そのも

のが行為となっているもののばあいでも，アスペクト的には，完成相の意味を

もっている。

　　（1紛　ちょいと，でかけますから，おねがいします。（自由25）

　　（146）　いそがしんだから，はやくたのみます。（わが75）

　　（147）わたしはさんせいする。

　このばあいも，すぐあとに「たのみましたよ」「おれ，さんせいしたぞ」とい

うことができる。けれども，ヂおもいます」や「信じます」は，そのようにはな

らない。「おもいます」や「信じます」は，完成相の意味をもっていないのであ

る。

　つぎの「感謝する」なども，「おもいます」のグループだろう。もし，「感謝

の念をささげます」なら，完成相かもしれない。

　　（148）諸君の協力を感謝する。（得待66）
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　3）　モーダルな性格

　一入称現在の「おもう」や「かんがえる」が動作過程の分割・非分割に無関

心であるのは，これによってつくられる述語の内容としての動作過程の対象性

と，形式としての発話過程の陳述性とが未分化だからである。

　「ひもをひっぱりだします。」というとき，その動作はことばのぞとにある。

だから，その客体としての動作とそれをのべることばは分化していて，動作過

程と発話時とのあいだにアスペクト的な関係が成立する。ところが，「わたしは

そうおもいます。」というときは，その内容としての心的過程は，そのことばを

成立させている心的過程とおなじものであるために，関係心血のものとなって

しまって，アスペクト的な関係が成立しないのである。

　こういうと，「おねがいします」のばあいにも，ことばそのものが動作ではな

いかという問いがかえってくるかもしれない。けれども，「おねがいします。」

ということばの内容は，ことばそのものではない。それは，話し手の聞き手に

対する行為であって，そのことばをはなすという動作として，そのことばを成

立させている心的過程のぞとに，客観的に存在する。したがって，その内容で

ある動作と発話時とのアスペクト的な関係が成立するのである。

　fおもう」ということばの内容はこころのなかにあって，音声形式をもった

ことばからみれば，そとにあるのではないかという反論があるかもしれない。

けれども，思考濡動は，ことばのかたちで存在するのである。過去におもった

ということをはなすときはべつだが，一人称現在のばあいは，おもいながらは

なすのであり，思考活動としての内言と表現活動としての外書が分化していな

い。まさに，そのことばが思考活動と表現活動の統一として存在するのである。

話し手の現在の思考活動の表現がアスペクト性をもちえないのは，そのためで

ある。

　「おもう」や「かんがえる」などがmodusの要素をもっていることは，文法

形式のいろんなところにその証拠がみられる。そのひとつとして，陳述副詞「ま

さか」「よもや」との呼応のことにふれておこう。「まさか」や「よもや」は，

「まさか死なないだろう」「よもやいくまい」のように，うちけしと推量のあわ

さった述語形式と呼応するのだが，「おもう」「かんがえる」などが述語になる

ばあいには，rまさか死ぬとはかんがえなかったjfよもやいくとはおもわなか

った」のように，推量形式を必要としなくなる。そのようなモーダルな性格が
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これらの動詞の語い的意味のなかにひそんでいるからである。また，「おねがい

します3というかわりに，「おねがいしたいとおもいます」というばあいの「お

もいます」なども，陳述的な性格のほうが勝っているといえるだろう。

　　（149）けれども，そのまえに，われわれはここで，全翼でですね，ここで黙

　　　　とうをささげたいとおもいます。……黙とう！（水俣20の

　これは，目本語だけのことではない。「おそらく」の意味でつかう英語の“，I

think，”などもmorda至word化しているといえるだろう。それから，　fおもう」が

アスペクトから解放されているということは，英語で“lam　thi紐くh｝g．”といわな

いこととも無関係ではないだろう。

　寺村秀夫1971も「おもう」がムード・テンス的に特殊である点をとらえ，「彼

ハ死ヌi・思ウ」のようなものは，…人称しかないのに，蹟本語を学んでBの浅

い外国人は，実際，上の文をHe　thinks……’と角孕釈しがちである。」とのべてい

る。

　以上，「おもう」や「かんがえる」がアスペクトから解放されていることにつ

いてのべてきたが，われわれの関心は，それらがアスペクトから解放されてい

ることよりも，むしろ，アスペクトというものが，ムードやテンスよりも．客体

的なものだということを確認することにある。つまり，これらが陳述的なもの

に対する客体性の欠如によってアスペクトから解放されたのだということを，

うらがえしにしていえば，アスペクトから解放されないものは，客体的なもの

だということである。このことは，アスペクトというものをとらえるために，

だいじなことである。

　4）　ヂおもった］εおもっている」について

　おなじ一人称であっても，「おもった」や「おもっている」は，アスペクトか

ら解放されていない。過去におもったということは，「おもった」ということば

を言うときの言語活動のぞとに存在する。この完成網点島形は，過湿の心的動

作を始発から終了までまるごとのすがたでさしだしていて，完成相の基本的な

アスペクト的意味を実現している。また，「おもっている」は，現荘をふくむ持

続過程がことばのぞとに存在していて，動作を，その持続過程のなかにあるす

がたでさしだしている。ここでは，継続掘の基本的なアスペク1・的意味を実－現

しているのである。
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（翻

（151）

（152）

（153）

（IM）

　完成相のアスペク｝

そのときの私ははらのなかで先生をにくらしくおもった。にご81）

かれは杉子と一軒家をもつことをかんがえた。（友情70）

安吉はほっとして助かった気がした。（むら24）

おれはうまいとおもっている。（末枯40）

これが実にまた，武蔵野第一の特色だろうと自分はしみじみ感じて

　いる。（武蔵／9）

（155）ぼくはただ理くつなしに民子はどんな境涯にはいろうとも，ぼくを

　　おもっている心はけっしてかわらぬものと信じている。（野菊45）

　5）　「つかれる」「すっとする」など

　ヂつかれる」「すっとする」「はらがへる」など内的な感覚をあらわす動詞は，

完成相良過去形で一人称現在の内的な状態をあらわすことができる。

　　（156）　「つかれるわ，わたし。……ねむらせて。ねむらせて」彼女はうわご

　　　　とをいいつづけつつ，ひんぱんにひきつけた。（伸子66）

　　（157）　ときどきなまあくびをして，かすかなかすれこえで，「ねむい。」とい

　　　　う。「のどがかわく。」という。（本M・98）

　　（1謝　どういうものか，ふしぎなほどいたみます。（本日77）

　これらは思考活動ではないので，ことばとその内容である対象とがひとつの

ものではない。感覚活動でとらえる対象は，その感覚活動を統括する大脳の活

動のぞとにある。その点で，これらは第3章の第1節でとりあげた「みえる」

や「きこえる」などの知覚活動のばあいとおなじである。けれども，それは，

ことばのぞとにあっても，話し手のなかにある。そのために内容が対象化しに

くく，現在のばあいは，「おもう」「かんがえる」と同様に活動の側薗が強調さ

れて，アスペクトから解放されるのであろう。

　6）　「おどろく」「よわる」など

　「おどろく」「よわる」など，感情活動，または，感情的な態度をあらわす動

詞も，完成相非過去形が話し手の現在のことをあらわすことができる。

　　（159）　「まア，おどろきますわ……」これは，駒子が，ぼう然とするのが当

　　　　然であろう。（自由113）

　　（1鋤　おまえのごへいかつぎにもあきれるよ。」（出家27）
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　　（161）　ほんとに，むしゃくしゃするよ，はらたつよ，ころしてやりたいくら

　　　　いだよ，あの男は。（極私20）

　　（i62）　まよってばかり。自分でも，いやになりますわ。（f｛i　／／II331）

　　（163）女子高生A「またちこうた」女子高生B「あたまいとうなるねえ，こ

　　　　まったあ。」（旅の3）

　　（1醐　f十四臼のH一日だけ。」「こまるな。」「午後からでもいいわ，半日。」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（｝黄1∠←107）

　　（165）　ミナコ「おばさん，つれてきたわよ。」まさ子「（見もせず）あアたす

　　　　かるよオゴ（妹67）

　感情活動，とくに感情的な態度のばあいには，その感情のむけられる対象は，

話し手のぞとにある。けれども，それは知覚活動のようなコピー的な反映活動

ではないので，感情の対象は対象にすぎず，けっきょく，そのことばは，うち

なる感情活動をあらわすことになって，思考活動と岡様，内容が対象化されず，

そのため，アスペクトから解放される。

　7）　「つかれた」ギいやになった」などについて

　感覚活動や感情活動をあらわす動詞のばあいは，完成相過玄形でも，話し手

の現在の状態をのべることができる。

　　（1鋤　ああおなかがすいた！（伸子72＞

　　（167）　哲郎「つかれた？」志乃「いいえ」（忍ぶ149）

　　（闘　ああ，せいせいした。（銀河283）

　　（169）　おどろいたな。これが当年の園田だとおもうと。（波20）

　　（1㈲　あきれた。こりやてばなしだ。（波18＞

　　（17i）　おれはあたまにきた。あんたはキタナイ。（八月27）

　　（172）　おらあ，おまえがいやになった。（野火39）

　　（173）　しかしよわったな。あッしゃアこのごろ，すっかり奥方をしくじって

　　　　るひとなんだから。（多情32）

　　（174＞　こまったね。だからわかい空想家はだめだというんだ。（蒲団43）

　　（175）　たすかった。（脊待55＞

　これらは，変化動詞のばあい（ヂはらがへる」「つかれる」など）には変化の

局面が，動作動詞のばあい（「おどろく」ゼあきれる」など）には始発の局面が
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現在以前にまるごと成立したことをあらわすのだが，その変化なり始発なりの

局画のあとにつづく局面が話し手の内部の心的現象であるので，ふたつの局面

のさかいめがはっきりせず，結局は，変化と結果，あるいは始発と動作をとも

にあらわしてしまって，基準時間との関係がわからなくなる。こうして，アス

ペクトから解放される。

なお，この考察のまとめは，第V部第4章第2節にある。

第2節　過程的な側面をうしなった動詞

　1）　できごと過程にかかわらない羽慣

　文の名づけ的な意味において，述語ができごと過程のなかにない属性をあら

わすばあい，その述語をかたちづくる単語は，アスペクト的な意味から解放さ

れている。その典型は，名詞述語文である。

　　ア）　クジラはほ乳動物である。

　　イ）　これはペンです。

　形容詞述語文は，このばあいと，状態というできごと過程のなかにある属性

をあらわすばあい（準アスペクト）とがある。つぎのウ）は前者であり，エ）

は後者である。

　　ウ）　きのうのかれの話しはおもしろかった。

　　エ〉へやにはいると，まっくらだった。

　動詞述語文であっても，できごと過程から解放された属性をあらわすぼあい

がある。つぎのオ）は名調述語文にちかいものであり，カ）は形容詞述語文に

ちかいものである。

　　オ）精神は性格とことなる。

　　カ）　あんなことをするなんて，ばかげている。

　アスペクトは，動詞のあらわす動作の過程を分割・非分割のどちらのすがた

でとらえてのべるかにかかわるカテゴリーである。したがって，動作過程をあ

らわさない単語はアスペクトのカテゴリーをもたない。けれども，動作過程で

なくても，状態過程をもったできごとをあらわすばあいには，一定の時間（基

準芳野）とのかかわりのなかでそれを分割的にあらわす。たとえば，エ）では，

へやにはいった時点が，まっくらであるという状態持続のなかにあって，それ
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を分割している。これは，動作ではないけれども，アスペクトに準ずるものと

して位麗づけることができる。現実をできごとの過程としてとらえている文の

述語は，すくなくとも，なんらかのしかたで基準時間による分割または非分割

のすがたでとらえていて，アスペクト的な側面をもつ。

　ところが，ものごとをできごと過程のなかで直接にとらえるのでなく，その

できごと過程からひっぱりだした二次的な属性としてとらえると，できごと過

程の側面がきりすてられることによって，特定時間とのアスペクト的な関係が

成立しなくなる。たとえば，〈クジラが子どもをうむ〉あるいは〈クジラが子ど

もにちぢをのませる〉などというできごとから，個々のできごと過程の側面を

きりすてて〈ほ乳動物である〉という属性をひっぱりだしたばあい，できごと

過程の平衝がきりすてられているために，特定の時間とのアスペクト的な関係

が成立しない。ウ）の例のばあいも，〈ああ搾った〉〈こう醤つた〉というでき

ごとからひっぱりだした属性をのべていて，できごと過程としてのべていない。

そのため，特定時間とアスペクト的な関係をとりむすぶことができない。ここ

に過去形がつかわれているのは，その属性のもちぬしが過去に存在したという

時間的位置の問題であって，過程と時聞とのかかわりはない。テンスはあるが，

アスペクトからは解放されているのである。

　このように，文が，そして，その属性の表現者としての述語が，現実とのか

かわりの一次的な属性をしめすか，二次的な属性をしめすかによって，アスペ

クト性のありなしがきまるのである。このことは，つぎのようにまとめられる

だろう。

　　　下等息響皆既蟹生一「濃：垂；夏筆録り

　
　
［

　　　現実との関係が二次的な属性　　　　性質：アスペクトから解放

　　　　（できごと過程からひっぱりだされた属性〉

　動詞はほんらい運動をあらわす単語であるが，動詞のなかには状態や質をあ

らわすものもあり，そうしたものは，アスペクト性がよわまったり，なくなっ

たりすることになる。この節では，質をあらわす動詞をとりあげる。こうした

動詞のなかには，継続相のかたちで質をあらわすもの，完成梱のかたちで質を

あらわすもの，爾志のかたちで質をあらわすものがあるが，ここでは，後二者

の完成相であらわれるものをとりあげる。
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　2）　ものごとの蒋徴をあらわす動詞

　ものごとの特徴をあらわす動詞は，形式としては動詞であっても，意味的に

は，形容詞にちかい。形容詞語幹に「すぎる」のついたものなど，動詞に転成

していても，依然として形容詞性をつよくのこしていて，「～すぎている」とい

う継続権形式をもたない。つまり，完成相と継続相の対立をもたず，はじめか

ら，アスペクトから解放されている。

　　（176）　おかあさんがあんまりあますぎる。（野菊32）

　　（177）することがあまりに良心がなさすぎる。（暗夜71＞

　　（178）　しかしそれもあるかもしれないが，それだけで解決をつけるのは簡

　　　　単すぎる。（友情57）

　　（179）今まではあまり木がなさすぎた。（高野22）

　継続絹形式のばあいには意味が形容詞的になるものがおおいが，完成網形式

のばあいは，そういう例は，あまりみつからなかった。

　　（1鋤　山の手電車のなかで，彼のふうがわりのさげている笠がめだった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（無限5）

　　（181）翌Rからの胡軍の攻撃は猛烈をきわめた。（李陵162）

　　（182）　そこの木の間をとおして見はらしがよくきいた。（生海37～！38）

　　（1鋤　あの子はよくできる。

　　（IM）　「（略）」と二本ある釣竿の一本を徹男のほうへよこす。徹男「ふん，

　　　　気がきくな」（津軽38）

　3）　関係をあらわす動詞

　動詞には関係をあらわすものがあるが，その関係は，動作過程をふくんでい

ない。

　　（1鋤　われわれの誤謬は第一の部類に属する。（人格35＞

　　（1鮒　そのかぎり現象は偶然性をふくむ。（革命143）

　　（187）双方がかみそりの刃のようにするどく対立する。（もの114）

　　（1脚　しかし，この意味の価値意識を現実とよぶことは，われわれの従来も

　　　　ちいて来た用語例に反する。（人格38）

　　（199）　芸術はこれとことなる。（むら14）

　　（lee）　いえ，そんなのとちがいます。（本日99）
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　　（191）　あんたの笑顔をみたかった……わらったかおのほうが，あんたには

　　　　にあう。（約束9）

　　（192）城のような家ばかりがすきまもなくならんでいる閑静な町の外観は，

　　　　失望に価した。（帰郷15）

　　（193）哲郎「せっかちでなければ，そでにしないか」　志乃「（くすっとわ

　　　　らって）おひとによります。」（忍ぶ10＞

　これらの動詞はたいてい継続相にかえることができる。そして，かえても，

意味がかわらない。これらの動詞のあらわす関係はできごと過程性をもってお

らず，アスペクトから解放されているので，完成稲と継続旙の形式的な対立が

意味的な内容をともなわないのである。つまり，えせアスペクトである。

　これらの動詞は，非過去形のばあいには完成相もつかわれるが，過去形にな

ると，継続網がつかわれることがおおい。

　の　動詞述語文から名詞述語文へ

　関係をあらわす動詞は，コピュラのようにはたらいて，それとくみあわさる

名詞といっしょになって，あわせ述語のようになることがよくある。たとえば，

（185）は，つぎのようにいいかえてもよいだろう。

　　（185t）　われわれの誤謬は，第一の部類である。

　もし（185）をこれとおなじ構造としてとらえることができるとすれば，そのば

あいの「属する」はコピュラ化しており，この文は名詞述語文化していること

になる。（189）や（190）は，もっとコピュラ化しているといえるだろう。

　　（189’）　芸術はこれではない。

　　卿’）いえ，そんなのではありません。

　つぎのような動詞も，かなりのていどにコピュラ化しているとおもわれる。

　　（194）　そもそもは佐渡のうまれ，この山国におちついたは今から十年ほど

　　　まえにあたる。（破戒101＞

　　（195＞　大企業が，中小企業などを圧迫するのもこれにあてはまる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（間革147＞

　　（196）　ここはシンガポールの銀座，ハイ・ストリートといいます。（湾明302）
　　　　　　　にん　　　　　　　　　　ひと
　　（197）五，入……これは人とかく。六，天。七，声聞……声を聞くとかく。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（聞：革142）
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　　（198）　伯父は野沼大作といった。（思出46）

　つぎのような「なる」は，過去形「なった」のばあいは，変化をあらわす動

詞としてはたらいていて，完成相の基本的なアスペクト的意味が実現している

が，非過去形になると，コピュラ化して，アスペクトから解放される。

　　（199）　ほうら，おひるになりました。（波75）

　　（2eG）　おまえさん，いくつになんなすったっけな今年……ウムニ十七か，な

　　　　るほど。（二代臼柳家小さんギ不動坊火焔」『口語速記明治大正落語集成濤）

　　（201）　おや，もう九時になる。（波22）

　　（2e2）　同行一「おいくつにおなりなされますか。」親らん「七十五になりま

　　　　す。」（出家80）

　　（203）　国をでてから十年目なります。（出家80）

　　（204）へえ，もうそんなになりますかね。（厚物12）

　つぎのヂたつ」も，コピュラ化して，アスペクトから解放されているといっ

てよいだろう。

　　（2⑪5）　あかんぼがうまれて，三時間半もたちます。おたすけなすって，死ぬ

　　　　のかしれない，あのとおりです。（本B　96）

　　（206）　ほほう，九年たちますかなあ。（厚物13）

第3節 過程的な側面を要求しない

述語のなかで

　第2節では，語い的意味のレベルでできごと過程性をうしなっている動詞を

とりあげた。第3節では，語い的な意味の点ではふつうの動詞としてできごと

過程性をもった意味があるのに，述語のレベルで，その動詞ができごと過程の

側面をきりすててアスペクトから解放されるばあいのことをとりあげる。現実

を，できごととしてでなく，ありさまとしてとらえてのべる文は，そういう述

語を要求するのである。

　1）　ものごとの質的な属性をのべる文のなかで

　ものごとの質的な属性をのべる文の述語は，典型的には，性質をしめす形容

詞，または，コピュラとくみあわさった名詞によってつくられる。また，語い
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的な意味においてできごと過程性をうしなった動詞もこれに参加する。第2節

にあげた例文は，ほとんどがこれであった。ところが，このタイプの文は，さ

らに，語い的意昧のなかにできごと過程性をもったふつうの動詞を述語にくみ

こんだばあいにも，その動詞に対して，そのできごと過程の側面をきりすてさ

せて，その動詞をアスペクトから解放する。

　鈴木重宰！979が院成心現在未来形（非過去形のこと）」の「非アクチュアル

な現在」のなかの，「（その2）コンスタントな属性の現在」にあげているもの

のうち，「．一一般的な条件がしめされるばあい」をのぞいたものがここにあてはま

るので，その例文をかりてあげておく。

76）

78）

82）

｛1＞

98）

99）

水は100．でふっとうする。

あさがおは夏さきます。

下聞はいろいろなことをいいますわ。（徳田秋声「縮図」！37＞

うちの子はマンガばかりよむ。

彼はじょうずに英語をはなします。

「あの入はたいへんにぎやかなひとですね。」「ええ，よくしゃべります。」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（夏眠漱石「三三凶鄭」錘3＞

　これらの文の述語は動詞でできているが，一定の時聞とむすびついたできご

と過程をあらわしていない。たとえば，鈴木の78）は，つぎのようにかえても，

意味するところは，それほどかわらない。

　　78’）　あさがおは夏さくという性質がある。

　　78”）　あさがおは夏さく植物である。

2）特定のできごとをさししめして，質的な属性としてのべるばあい

　鈴木重幸1979が「非アクチュアルな現在」の「（その3）一一H寺的な状態の当屋」

でのべていることがちょうどここにあたるので，そのまま引用させていただく。

ただし，122）～125），130）は，つぎの3）のほうにまわしたほうがよいだろ

っ。　　（その3）　一・時的な状態の現在

　　（20）性質をあらわす形答詞は現雀未来形（あるいは現在形〉において…・ll彙に

　　コンスタントな属性の現在をあらわすが，現在の比較的みじかい図入帯における

　主体の状態をあらわすこともある。

　　　121）a＞　○○温泉のお湯はあつい。

　　　　　　b）　きょうのお湯はばかにあついね。
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　これによくにた用法が動詞の現在未来形のコンスタントな属性の現在にもみら

れる。

　　122）併しそれから半月ほどすぎて訪ねていった時には，駿は少しも泣かず

　　　　に，彼に抱かった。ヂきょうはよく抱っこしますね。～」（波151～152）

　　123）　ヂ思ったより沢山出る」医者は綿を巻いた針金を差し込んで，中の水

　　　　を何事も，それへ吸い取らせた。綿には血がついて来た。（暗夜220＞

　　124）　「眠ってますね，相変らず」「随分眠るな。もう十時間近く眠っている」

　　　　（まぼろし8）

　　125）　「ああ，いい風がくるね」

　このようなばあい，動きや変化は発言の瞬間にすでにおこったことか，現にお

こっていることであるが，これらの文は，主体の欄々の動きや変化の実現をあら

わしているのではなく，その質的，量的な側面を主体の属性として表現している

といえるであろう。そして，その属性は単に潜在的なものでなく，現に目のまえ

に顕在化している点で，コンスタントな属性の現在とことなっている。これをコ

ンスタントな属性の変種とみるか，それから派生したものとみるかについてはな

お検討を要する。

　つぎの例も，この類であろう。さきの例119とくらべよ。

　　126）　「あら，この氷のう，もるのかしら。もりますわね。」（体の中を106）

　　127）　「ほら，みてごらん，ぼく，かもいに手がとどくよ。」

　　　（21）話し手のEの前でおこなわれた聞き手または第三者の動作をとりあ

　　げて，非難，意外，あきれ，感心など感清的な評価の気もちをこめて，現在

　　未来形がもちいられることがある。

　　128）　「六さんは怪しからん。女学生と組むと，実力以上のプレーをする……」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（tttい74）

　　129）富永の足首には，一ケ所，かわいたドロのあとがついていたが，彼は

　　　　それを発見すると，人浮薄にツバをタップリなすって，こすり落してし

　　　　まった。「ネコみたいな真似をしますね。富永さんは一一」と，おとくは

　　　　あきれて嘆声をもらした。（青い107）

　　i30）　「なんですって！」と，田中教師は色をなして，テーブルに身体を乗

　　　　り出させた。「聞きすてならんことをいいますね。どうして私が生徒をた

　　　　きつけたというんです？」（青い88）

　　131）　「お前は本当に俺を馬鹿にするね。」（その妹107）

　　132）　「だからやつぱし，あなたが好きになつちまうんだわ，あたし。」～。

　　　　「君はまたすぐ常談をいう一」（波272）
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　　　133＞　キャディを呼んでクラブを選ぶ松尾。若松f……（話を中断して）し

　　　　　かし，よくお飛ばしになりますな，総裁は」（金環蝕p294）

　　この種の文は，直接，直前の動作を表現しているのではない。直接表現してい

　　るのは，非アクチュアルな現衣の意味（主体の習慣，くせ，性質，くりかえしの

　　動作）である。そうした文を，鶏の前でおこった動作に関連して発言したという

　　場爵との関係で，上にあげたモーダルなニュアンスがつきまとうのだろう。

　これらは，文のタイプは，1）とおなじである。ただ，さししめしているのが

現在の状態や動作である点がちがうだけである。このちがいは，さしかたのち

がいであって，潮湯のちがいではないだろう。なお，鈴木はヂ状態」といって

いるが，述語がのべているのは状態ではなくて，質的な属性である。アスペク

トから解放されているのは，そのためである。

　鈴木ユ979のユ26）～133＞の式例は，目のまえのできごとをあらわしながらも，

コンスタントな属性としてのべている。けれども，121）のb）がそうであるよ

うに，その属性が現在縛に限定されていても，その属性が質的な属性であれば，
　　　　　　　　　　　　　　　　　く　く
やはりアスペクトから解放されるだろう。

　　（207）　それにしても，きょうの海はよくしゃべる。（旅の52）

　さししめすことがらが過去のことであって，述語が非過去形であるばあいに

は，質的な属性をあらわすことになる。

　　（2e8）　「そのとき，あいつが“そんなことは，こどもがすることだ”って，

　　　　いったんだよ。」「さすがにいいことをいうね，あいつは。」

　　（2⑪9）　「おれ，30キロオーバーで，免許証とりあげられた。」「おまえも，ら

　　　　んぼうなことするなあ。」

　これを過去形にすると，できごと過程性がでてきて，完成相の基本的なアス

ペクト的意味が実現する。

　　（21の　そうだ，君はあたまのいいことをいいました。（冬の50）

　　（211）　ひでえことしたな……（女生43）

3）できごと過程からひっぱりだした質的な属牲をあらわす文のなかで

鈴木重幸1979の「（その3）一　｝K＄的な状態の現在」の最後のところには，「な

鈴本1979の「コンスタントなllという用語は，「質的な」にかえると，よくわかる，，いつも賜じ

であるということよりも，質的であるということのほうが，より本質的なのだから。
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お，どこに位置づけたらよいか不明であるが，次のような現在未来形の用法が

ある。」として，つぎの3例をあげている。

　　　134＞　「この即しってる？」「いやはじめてみる。」

　　　135＞　「そんな穿きいてない。今はじめてきく。」

　　　　　　　　　　　　つぎ　　　136）　fあ，あなたが飛台さんですか。…つい，かけ違って，一はじめて

　　　　　お眼にかかります。」（波178＞

　これらの文は，述語が主語のあらわすものの質的な属性をのべているのでな

い点において，いままでのべてきたものとはちがつたタイプの文である。これ

らは，できごとをできごと過程としてさしだしているのでなく，そのできごと

の特徴的な側面をひっぱりだしてのべているのである。134）や135）は，「い

や，はじめてだ」といっても意味が通じる。主要な情報伝達のやくめは「はじ

めて」のほうがひきうけている。だから，「みるjfきく」のほうは，述語をつ

くるためのコピュラのような側面をもっているのだといってもよいかもしれな

い。また，これらの文は，つぎのようにくみかえると，1）や2）であつかっ

たものとおなじタイプの文になる。

　　　134’）みるのははじめてだ

　　　／35’）きくのははじめてだ

　　　136’）おめにかかるのははじめてです

　この3）であつかう文は，主語でしめされたものごとの属性でなく，できご

とそのものの属性をのべている点がのや2）とちがうのだが，現実から二次

的な属性をひっぱりだしてのべている点において共通している。ともにアスペ

クトから解放されるのは，そのためである。

　完成梢非過去形が二人称につかわれて，あいての直前の，または，直前から

つづく行為に対するなじりをあらわすばあいがある。このばあい，なじりとい

う話し手のきもちがくっついているのだが，できごと過程としてのべておらず，

アスペクトから解放されている点は，まえのものと共通である。

　　（212）　これこれ，またしゃべる。（時計44）

　　（213）　また，あんたいらだっ，いらだつとうちしゃべる気ないそ。（極私11）

　　（214）　また，あんたうそいうわ。（雪国65）

　　（215）　きみはかくしますね。（冬の鋤

　疑問詞がつくばあいもある。
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（216）　ワ，わりゃ……なにぬかす！（女囚38）

（217）　とつぜん，彼女の右手があがり，彼のほおが，したたかな音をたて

た。「なにをする？」（9由377＞

（218）ペイ患でもねえてめえがなぜ麻薬をほしがる？（女閃22）

　この3）であげたものは，すべて現実のできごとを，その過程的な側面をき

りすててのべている。デキゴトの属性をのべている点が，1）や2）であげた

モノゴトの属性をのべた文とことなる。また，董）や2）が，属性のもちぬし

であるモノゴトと，モノゴトの属性とを部分として分化させてくみたてている

のに対して，3）の文が，デキゴトとデキゴトの属性とを部分として分化させな

いでくみたてられている点も，皆野をことなった文のタイプにわけている。2）

で引嗣した鈴木1979の122）や124）などは，この爾者の申間かもしれない。

　この3）にあげた例文のおおくは，過去形にかえることができる。

　　（219）　そうなの，ああはじめてきいた。（極私5）

　　（220）　いや，これは旦那，よいところでおめにかかりました。（貧乏35）

　　（221）　寅「（かんかんになって）またわらったなこの野郎，ばかにしやがっ

　　　　て，おぼえてろ！」（寅次9）

　　（222）　野郎！なんでわらった。（寅次5の

　過去形のばあいにはできごと過程性があって，アスペクトから解放されてい

ない。

　4）　ものごとの性格，特徴を記述した籔条がきのなかで

　箇条がき的なもののなかでは，完成槽形式の動詞がテンスやアスペクトから

解放されることがおおい。

　辞欝のはんれいや図・表のあらわしかたの説明のなかなどでは，スル，シタ

の字形がかなり葭由につかわれる。

　　（223＞下下出しは，1かな表記，2品詞別，3和語漢語の別，4漢字表記，

　　　　の順にそれぞれ一un’i定の配列法にてらして配列する。備州閣語大辞典）

　　（224）　項囲の配列は，現代かなつかいによる五十音順とした。（国語学大辞

　　　　典）

　　（225）図2－19にEl鉄建材の職階溺年齢分布を示す。また図2－2eに，各職

　　　　階の圏答者の5％以上が属する年齢のはばを函示した。（国立糊語研究
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　　　　所報告73「企業の中の敬語」67）

　過去形のばあいは，その作業の事実をできごととしてのべているので，テン

ス・アスペクトから解放されていない。非過玄形のばあいは，その説明される

内容の性格をのべたものであって，このばあいは，テンス・アスペクトから解

放されている。

　箇条がきは，モダリティーの面で述語性（陳述性）が希薄である点において，

1）～3）にのべたものとちがっている。

第4節　アスペクトからの解放と
　　　　　テンスからの解放

　1）　アスペクトからの解放とテンスからの解放

　アスペクトから解放されているもののなかには，テンスからも解放されてい

るものがかなりある。たとえば，ものごとのコンスタントな質的属性をあらわ

す文や，ものごとの性格，特徴を記述した箇条がきなどには，そのようなもの

があらわれる。

　　（226）　つばめは，なつにくる。

　　（227）　あのながれは，どんなやまいにでもよくききます。（高野57）

　　（228）分類語彙表における分類の大体をしめすために，本表の各項に与え

　　　　た見出しの語句を，分類番号の順で掲げる。（分類語彙表）

　けれども，いつもそうなるのではなく，アスペクトからは解放されていても

テンスからは解放されていないものや，ぎゃくに，テンスからは解放されてい

てもアスペクトからは解放されていないものなどもある。この問題は，必要に

おうじて，またのべるが，完成槽のアスペクト的な性格の理解をたすけるとお

もわれるものにかぎって，ここで，かんたんにのべておく。

　2）　アスペクトから解放されていて，テンスをもつもの

　a）　「おもう」「かんがえる」など

　「おもう」「かんがえる」など心的活動をあらわす動詞の完成相馬過去形が一

人称の現在の心的活動をあらわすばあいには，その活動が現在実現していると

いうテンス的な意味をあらわしているが，アスペクトからは解放されている。
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　　（229）　あたし……どんなひとだって，なにかあるとおもう。（忍ぶ76）

　　（23⑪）　だけど，君とはなんだかわかりあえるような気がする。（日本81）

　b）　「めだったjfちがった」など

　形容詞またはコピュラにちかい意味をもった動詞の過去形が，主語であらわ

されるものごとの過去における質的な属性をあらわす述語のなかでつかわれる

とき，テンスはあるが，アスペクトからは解放されている。

　　（231）　そのころは，洋服すがたの女はよくめだった。

　　（232＞　無撒で愛嬌がないかとおもえば，急に娘らしくわらいだし，ぼうっと

　　　　しているようでいて，なかなかよく気がついた。（潮騒42）

　　（233）　夏閉漱石は幼名を金之助といった。

　　（2鋤恋という字は，むかしは，イトシイトシトイウココw（懸）とかい

　　　　左。

　c＞現在の質的な属性

　現在存在するものごとの現在あらわれている質的な属性をあらわす’文のばあ

いも，その述語につかわれている動詞は，テンスをもっていて，アスペクトか

らは解放されている。

　　（235）　ほら，このポンプすごくとぶ。

　　（236）　波のうねりがさつきとちがうね。

　d）　「5才になる」「5年たつ」など

　コピュラ化した「なる」や「たつ」の完成根非過去形が，現在の時刻，年齢

や，現在までの経過時間などをあらわすときは，はっきりと現在のことをあら

わす点でテンスをもっているのだが，アスペクトからは解放されている。

　　（237）　「いまなん時ですか。」「6時半になります。」

　　（238）　この子は5オになる。

　　（239）　あれから3年になる。

　　（240）　しごとをはじめてから，5時間たちます。

　e）　fはじめてみる」「なにをいう」など

　現在，または，直前のできごとを，そのできごと過程的な側面をきりすてて

のべる文のばあい（第3節の3））の述語になる動詞は，アスペクトからは解放

されているが，テンスはもっている。このばあいのテンスのあらわれかたは，

完成相がその基本的なアスペクト的な意味をあらわすときとくらべて，精密さ
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がゆるやかである。

　　（241）　「まえからしっていたの？」「いや，いまはじめてみる。」

　　（242＞　また，そんなことをいう。

　　（243）　なにをいうか，いまごろになって。

　3）テンスから解放されていてfアスペクトをもつもの

　a）一般的な命題の文のなかで動作をあらわす動詞

　なりたつ時問的位置に関係のない命題をあらわす文は，テンポラリティーか

ら解放されている。

　　（244）およぎの上手は川で死ぬ，で気象者は気象でかえってしくじります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（恩出48）

　　（245）　天気のよいHは，ここから富士山がみえる。

　　（246）　水は酸素と水素からなる。

　うえの3例は，一般的な命題をあらわしていて，時間的な位置から解放され

ている。この3文の述語のあらわす属性の性格はことなっていて，それぞれ運

動，状態，質をあらわしている。述語が運動をあらわすぼあい，その運動の過

程をどのようなすがたでとらえるかによって，アスペクトが実現する。たとえ

ば，つぎのア）とイ〉は，それぞれ，「なくなる」と「なくなっている」をとり

かえることができない。

　　ア）　おたまじゃくしは成長すると，しっぽがなくなる。

　　イ）　おとなになったかえるは，しっぽがなくなっている。

　ここでは，完成稲と継続網が対立しているのである。

　一般的な命題の述語になる動詞は，テンスから解放されていて，特定の時聞

的な位置とかかわらない。けれども，すべての時間性をうしなうわけではない。

一一ﾊ的命題の述語になった動詞も，それが運動をあらわすかぎり，その運動の

過程が基準時問とかかわりをもつのである。ただ，その基準時問の発話時との

位置関係が特定されないだけである。だから，テンスから解放されても，アス

ペクトからは解放されないのである。

　b）完成梱があらわす非連続のくりかえし

　鈴木重幸1979は，「非アクチュアルな現在」の「（その1）非連続のくりかえ

このことについては，第W離隔4章第2節才5よぴ第V部第1～3第1節4）b）を参照、，
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しの現在」で，非連続のくりかえしを，完成網でも継続相でもあらわせること

にふれ，つぎのi）とii）は両方ありうるが，「たとえば，職業としての動作

は，ふつう継続構だけがもちいられ，完成網はもちいられないようである」と

のべている。また，「職業のばあいiii）と同様に完成相ではいいにくい」として

iv）の例をあげている。

i）

ii）

iii）

iv）

このごろは毎朝6時におきます。

このごろは毎朝6時におきています。

寅「何してるんだい，商売はj　リリー「私？……歌うたってるのよ。」

　　　（年鑑代表シナリオ集’73「男はつらいよ・寅次郎忘れな草jp64＞

このごろは英会話をならっている。

　継続相がくりかえしをあらわすことについては，第III部第2章でのべるが，

そのばあいは，ある動作がくりかえしておこるような持続過程のなかにあるこ

とをあらわしているのである。つまり，アスペクト的な意味として，その持続

過程をあらわしているのである。ii＞～v）が継続栢でいえるのは，そのため

である。

　　v）　あいつは毎藍1あそびあるいている。

　これに対して，完成相がくりかえす動作をあらわすのは，アスペクト的意味

の変容ではなくて，テンス性のうすまりによる。つまり，その動作の成立する

時聞的位置がひとつに固定されないでくりかえすことをあらわしているのであ

って，アスペクト的にみれば，そのひとつひとつの動作は，まるごとのすがた

でさしだされているのである。iii）～v＞は，くりかえしがまとまることによ

って生ずる継続相の派生的なアスペクト的蝉吟が実現しているので，ひとつひ

とつの動作について基本的なアスペクト的意味の実現してしまう完成相形式で

はあらわせないのである。

　このことは，つぎのふたつをくらべてみると，よくわかる。

　　ウ〉　彼女はわたしがいくと，いつもないた。

　　エ）　彼女はわたしがいくと，いつもないていた。

　この2例は，どちらも，一次的には，それぞれの基本的なアスペクト的な意

味がいきていて，おたがいにいれかえることができない。けれども，エ）のほ

うは，継続相の派生的な意味に転ずると，ウ）と同じ事実をさししめすことも

（注＞　x）のようなものについては，第ill部第2章第2簸でのべる，



84　第II部　完成相のアスペクト

できる。それに対して，ウ）のほうは，エ）と同じ事実をさししめすことがで

きない。つまり，継続網がくりかえしをあらわすときは，アスペクトからは解

放されず，テンスが変容されるばあいと，アスペクトが変容し，テンスは基本

的にはたらくばあいがあるのに対して，完成相がくりかえしをあらわすときは，

いつも前者のばあいだけにかぎられるのである。

　なお，くりかえしがテンスの野州として生じるということは，アスペクトと

関係をもたない名詞述語文のばあいにもそれがあることによっても，はっきり

するだろう。

　　オ）　かれが会社につくのは，いつも11時だった。

　　カ〉　このところは，勝つのはいつも西軍だ。

　c）　モーダルな性格によって変容されたテンスをもつ動詞

　つぎの例は，過去のできごとを非過去形でのべている。

　　（247）　ま，ジイさんも，立場上ああいうわさ。（宵待47）

　これは，それが当然だという気もちをこめて，のべている。このばあい，過

去形にもできるが，ふつうは，非過去形がつかわれる。この文では，その動作

がまるごとのすがたでさしだされているから完成相になっているのである。そ

のことは，つぎの例を完成相にかえられないこととくらべると，よくわかる。

　　（248）　ま，ジイさんも，立場上あそこにたっているわさ。

　モーダルな性格によって，テンスは変容するが，アスペクト的な意味はかわ

らない。たとえば，非現実の仮定に対する帰結の文は，未来のことでも，過去

形をつかったりする。

　　サ）　もしきみが（中止を）おしえてくれなかったら，おれ，あしたいく

　　　孟。

　　シ）　もしきみがおしえてくれなかったら，おれ，あしたいったよ。

　なお，このことに醐連して，第VI部ag　4章を参照されたい。
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第III部　継続相のアスペクト

第1章　持続過程をなす局面の

　　　　　　なかにあるすがた

第1節継続相形式があらわすアスペクト的な意味

　1＞　持続過程をなす局面のなかにあるすがた（基本的な意味）

　継続網のもつ基本的なアスペクト的意味は，動詞のさししめす勤作が，その

動詞のあらわす動作や変化の過程の，持続過程をなす局面のなかにあるすがた

をさしだすことである。

　さきに第H点訳1章第1節でつぎのような図と例文をしめした。

　
　

　
　

　
　

　
　

ラ

オ
カ
キ
ク
ケ

　これらの完成相が成立するのは，

動詞のあらわす動作またはその局面を，始発

とけいが2時にとま・た・　　　，急　，3’，？，　誌

とけいが2時から3時までとまった。

3時から4時までうこいた。

　　　　　　　　　　　これらが

一
と
ま
っ
た
（
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ー
と
ま
っ
た
（
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ー
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た
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から終了までふくめてまるごとのすがたでさしだすことができるからである。

そして，そのク）やケ）のさししめしている局面が継続相でもあらわせること

ものべた。

　　コ）　とけいが2時から3時までとまっていた。

　　サ）　とけいが3時から4時までうこいていた。

　そして，そのちがいは，それらの局面の両端をふくみこんでいるかいないか

のちがいだということものべた。つまり，完成格がその局面の両端をふくみこ

んであらわすのに対して，継続相は，その両端のあいだにわりこんだすがたで

あらわすのである。
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　さて，これからこちらのばなしにうつるのだが，第一にいわなければならな

いのは，オ），カ），キ）のさししめしているような局面は，継続穣ではあらわ

せないことである。なぜそうなるかというと，それらの局面が瞬間過程をなし

ていて，始発から終了までが時間的にくっついてしまっているので，そのあい

だにわりこむ余地がないからである。つまり，継続相が実現するためには，そ

のさししめす局面が持続過程をなすことが必要条件なのである。

　いままでみてきたことだけをながめると，この五つの局面はすべて完成相で

あらわせるのに対して，継続網は待続をなす局面しかあらわせないのであるか

ら，完成相のほうが継続網よりも，さししめしうる領域がひろいかにみえる。

けれども，事実はそうでない。そのことをつぎにのべる。

　第二にいわなければならないのは，始発と終了の時点にはさまれた持続のな

かにあるすがた（タ，チ）は，継続相であら　　　　　　　　　3

わす・とができても洗麟ではあらわす・　k・，i　zポ擁

とができない・とである．　　　　　紫
　　タ）　とけいは，2時半にはとまってい

　　　左。

　　チ＞　3時半には，とけいはうこいてい

　　　皇。

　これをなぜ継続相であらわせるかといえば，

それが，その局面の始発と終了のあいだにわ

争
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りこんだすがただからである。そして，完成相でなぜあらわせないかといえば，

そのわりこんだ時闘は，その局面を始発から終了までまるごとふくみこむこと

ができないからである。

　ここで，第一一のことと第二のことをあわせてながめると，完成掘と継続相の

対立が，まるごととわりこみの対立，つまり，非分割と分割のちがいであるこ

とが，はっきりとあらわれてくるのである。奥田1977がみじかいことばでのべ

ている完成相と継続相の対立は，ひきのばしてのべると，このようになるだろう。

　ここで，いままでつかってきた「2時」「2時半」「2時から3時まで」など

を「基準時間」とよぶことにする。そうすると，完成穰では，動作の一定の局

面が成立する時問が基準時間をまたいでおらず，継続相では，それが基準時問

〔注）　lh慕準時1｝｝しについては，第1部第2購第4節4）に（注）がある。
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をまたいでいることになる。つまり，アスペクトは，動作の局面の基準暗間に

よる非分割と分翻の対立だということになる。

　なお，テンスは，その基準時間の時評的位置が発話時よりまえかあとか，ま

たは同時かの対立である。

　2）　継続相と響町

　継続相の基本的なアスペクト的意味が実現する局面は，動作動詞のばあいと

変化動詞のばあいでことなっている。動作動詞というのは，動作（運動〉の局

面がおわったあと，主体の状態がもとにもどるような運動をあらわす動詞であ

り，変化動詞というのは，変化（運動）の局面がおわったあと，主体の状態が
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　
変化しているような運動をあらわす動詞である。継続相の形式をとるばあい，

動作動詞は，動詞のさししめす動作が，持続過程をなす勤作（運動）の局衝のな

かにあるすがたをさしだし，変化動詞は，動詞のさししめす，変化（運動）の局

醸がおわったあと，持続過程をなす，結果（静止）の局面のなかにあるすがたを

さしだす。つぎの前2例は動作動詞，あとの2例は変化動詞のばあいである。

　　（1）子やぎはたったままのしせいで目だけをうこかし，さも満足らしくく

　　　っている。（暗夜38＞

　　（2＞むこう岸の暗い±手にも灯が七つ八つうこいていました。（銀河261＞

　　（3）ながいあいだのるすでほこりがたまっている。磁本36）

　　（4）二階にしずかにあがってみると，へやに灯がともっていた。（冬の136＞

　完成相のばあいには，動作動詞は動作の局面，変化動詞は変化の周面をとり

だして，その始発から終了までをふくめて，まるごとのすがたでさしだすので

あるが，動作の局面も変化の局面もともに運動の局面であるので，そのちがい

は基本的には問題にならない。けれども，継続梢のばあいには，一一方が運動の

局薗（動作の翌年）であり，他方が静止の局面（結果の局面）であるので，そ

のちがいが大きなものとなる。

　このため，従来のアスペクト研究がこの点に中心をおいて展開され，完成権

と継続相の対立のほうがおろそかにされてきたことは，奥田靖雄！977の指摘し

たとおりである。

（注〉　この二つの1諺語は，奥ill靖雄1977によるもグ）であって，金田一一99f2　1955の「動作動講」，吉川武

　時1973の「変化動詞」は，それぞれべつの概念をもっている。
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　3＞　「進行の状態」というとらえかたについて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ　
　これまでの記述では，おおくのものが継続動詞は「進行の状態」をあらわし，

瞬間動詞（結果動詞）は結果の状態をあらわすといってきた。このヂ進行の状

態」というとらえかたは，英語の“be＋～lng”という形式を「進行形」とよぶの

をうけついだものとおもわれるが，これが適切かどうかは，検討にあたいする。

　動作動詞の継続相は持続過程をなす動作の局諏のなかにあることをあらわす

のであるが，この，持続過程のなかにあることを進行の状態にあるといってよ

いかどうかは問題である。たとえば，「やぎが草をたべている」というばあい，

たべる動作が進行しているといえるだろうか。その動作は一定の単位的な運動

をくりかえしているだけであって，時間とともに状態がかわっていくような動

作ではない。その点では，「まどがあいている」という状態が時間とともに変化

していかないのとおなじである。そして，もしある時間からつぎの時間へうつ

ることを進行とよぶならば，それは，たべている状態もあいている状態もおな

じであって，前者を後者から区別する理由はない。

　動作のなかには，結果として，なんらかの意味で進行につながる動作がある。

たとえば，〈あるく〉という動作は，結・果として位置をかえて進行することにな

る。けれども，「あるいている」というのは，そのような運動の持続のなかにあ

ることをあらわすだけで，進行することをあらわさないだろう。だから，エス

カレーターにのって，その進行方向と反対の方向にそれと岡じ速さであるくば

あいも「あるいている」ということができる。

　ほんとうに進行をあらわすためには，「あるいていく」「あるいてくる」とい

わなければならない。そして，この「あるいていく」や「あるいてくる」がう

えのエスカレーターのばあいに適用できないこととくらべると，「あるいてい

る」が進行を積極的にあらわさないことがわかる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　お
　しだいに変化する変化をあらわす変化動詞の継続相は，一定の条件のもとに，

変化の局面のなかにあるすがたをあらわして，動作動調のようにつかわれるこ

とがある。つぎの2例のうち，あとの例がそれである。（教科研1963から借用〉

　　（5）海がみえた。潮はあんがいひいている。

（lli三1，2）この「継続動詞」，「瞬間動講」は，この報告では，奥田1977にしたがって，それぞれ「動作動

　詞」「変化動詞」とよんで’いる。「結栄動詞」は、藤井ia966および高橋太郷1969でつかわれた用

　語である。

（注3）賓壌目時1973では，このような動詞を「変化動詞」とよんだ。
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　　（6）潮はいまさかんにひいている。

　この例も，それを「ひいていく」「ひいてくる」とくらべると，進行性のよわ

いことに気づかれるだろう。

　進行のすがたをあらわすのは，「していく」「してくる」のような形式であっ

て，fしている」ではない。その点で，「している」を「進行の状態にあること

をあらわす」というのはまずいだろう。やはり，「運動の局面のなかにある」と

いうほうが事実をただしくとらえており，しかも，結果の局爾のなかにあるこ

ととの共通性も，もとめやすい。

　なお，第II部第2章でとりあげたのは，まさに進行のすがたである。

　4）　「結果の状態」というとらえかたについて

　これまで変化動詞の継続網は結果の状態をあらわすといわれてきたが，この

いいかたはあいまいで，あいいれない二様のものをともにふくみこむ可能性を

もっているので，そのことについてのべる。

　継続摺の基本的なアスペクト的意味は，その動作が持続過程をなす局量のな

かにあるすがたをあらわすことである。したがって，変化動詞が結果の局颪の

なかにあるすがたで動作をさしだすとき，その局面の片はしである始発つまり

変化の周面は，きりおとされている。

　　（7＞家にかえった。家は園田がいうように戸がしまっていた。（波10）

　　（8）　まえにもかいたように，当時京都の町はひととおりならず衰微してい

　　　た。（羅生7）

　これらの例の戸がしまった局面，衰微という変化が進行した局面は，きりお

とされたカスのほうにはいっていて，このすがたとは，きれている。図示する

と，この継続網は，つぎの実線にかこまれたところだけをとりだすことになる。

　　　　　　（あいている状態！・、　　　しま。ていた

　　　　　　　しまった／・、　Li　　／

　　　　　　（さかん鰍鞍…一＼、、　　すいびしていた
　　　　　　すいびしたン・一一t“．一i≡　／

　ところが，つぎのようなばあいには，その結果の局面の始発，つまり変化の

局面がいっしょにいいこめられている。
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　　（9）つめたいあけがたの空気が，いつのまにか，しらんでいた。（ない7王）
　　　　　　さんさいぞうりゅう
　　鋤　隠居三々起立もまだ存命で，七十九才になっている。（阿部26）

　これらは，図示すると，つぎのようになるだろう。このばあい，変化の局面
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注三）
をへて結果の局面のなかにあることがのべられているのであって，それぞれ二

つの実線部があらわしこめられている。なお，二つの実線部が接しているかは

なれているかには，このばあい関心がない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　砕存しらんでいた

しらんだ し二＝5なっている

　　　　　　　　　　　　なった
　こちらのばあいには，結果の局面のなかにあることだけがのべられているの

ではないので，継続樵の基本的なアスペクト的な意味が実現しているとはいえ
　　　　（注2＞
ないのである。

　ところで，「結果の状態をあらわす」といういいかたがされたとき，このふた

つが，はっきりと区別されないことがおおかった。その点で，前者，つまり変

化動詞の継続網の基本的な意味が実現されるばあいには，「結果の局面のなかに

あるJということをきちんとのべておくほうがよいだろう。

　5）　動作の断続的なく砂かえしについて

　いままでのアスペクト研究では，断続的なくりかえしは，継続相の派生的な

意味として記述されてきた。この用法は，たくさんの動作をひとつの動作相当

にしていること，これになる資格として，動作動調と変化動詞を差別しないこ

となどで，たしかに，派生的用法といえる。けれども，基本的なものからはず

れる度あいは，前項であげた変化の敷革と結果の局面とをともにあらわすもの

とくらべると，ずっとひくい。なぜなら，それは，たくさんの動作をひっくる

めてひとつのようにあつかっている点が基本的でないだけであって，そのひっ

くるめてひとつにしたおおきな持続過程のなかにあるすがたをあらわしている

点は，基本的なものと，まったくかわらないからである。その点では，動作の

（泣1＞この文法的な意味は，伝統的な鴛語学において完了（perfect）とよばれてきたものであるとお

　　もわれるが，完了をめぐっては，いろんなとらえかたがありうるので，誤解をさけるため，この

　　報告では，「完了1という用語をつかわなかった。

（波2＞このちがいは，工藤真由美1973、1976，角張薪治1976Bや，荒井孝一1984がのべている。
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断続的なくりかえしは，継続根の基本的な意味のヴァリアントであるにすぎな

いといえるかもしれない。この用法の名づけば，「断続的な動作のくりかえし」

といいすてるよりは，「断続的なくりかえしの持続過程のなかにあるすがた」と

いったほうがよいだろう。

　まえの4）にあげたものが，網対的テンスとアスペクトとの複合したものを

あらわしているのに対して，こちらは，純粋なアスペクト形武である。偶は，

教爺葎牙1963から）

　　㈱　十Hに一一一一ぺんぐらいのわりでけんかをしていた。（坊ちゃん）

　　（i2）実輝をうしなった当時は私はkig　ffiないていた。（Nの死と新しい舞〉

　6）　「単なる状態」について

　変化動詞の継続相は動詞のあらわす変化の結果の局面のなかにあるすがたを

あらわす。その局面は静止の局面であり，しかも，そのあらわすすがたは，変

化の局面をきりおとしたすがたである。その点で，変化動詞の継続相は，静止

的な状態の持続過程のなかにあるすがたをあらわすといえるだろう。この側面

だけに注賦すると，それは，つぎのような，いわゆる「単なる状態」をあらわ

すものと共通である。

　　（13）　由がそびえている。

　　（14＞道がまがっている。

　けれども，単なる状態というのは，変化の結果としてそうなったのではなく

て，はじめからそうなのである。この点が継続相の基本的な意味とことなる。

変化動詞の継続梢があらわすのは，変化の結果の局面であるところの静止的な

状態の持続過程のなかにあるすがたであって，変化の結果の局礪であるかない

かという点が爾者をおおきくわける。継続網は，動作の一定の局面を，その始

発と終了のあいだのどこかできりとってさしだすのであって，その点で，完成

掘がその始発から終了までをふくめてまるごとさしだすのと対立するのである。

それに対して，単なる状態のほうは，対立する完成穣をもたない。だから，き

びしくいうと，それは継続相でさえないのである。

　つぎの㈲の例は，継続相の基本的な意味が実現しており，⑯の例は，単なる

状態をあらわしている。

　　㈲　いつもの場所にぬぎすてたゆかたをきょうとすると，どうしたわけか，
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　　　そのゆかたに砂がいっぱいついていた。にこ10）

　　⑯　カムパネルラは，ゆびでそっと，さぎの三B月がたの白いつむった眼

　　　にさわりました。あたまのうえの槍のような白い毛もちゃんとついてい

　　　ました。（銀河279）

　単なる状態のばあいは，すくなくとも，基本的なアスペクト的意味をもたな

い。「単なる状態」といわれてきたもののなかには，状態の持続過程のなかにあ

るすがたをあらわすものと，アスペクトから解放されているものがあるが，そ

のことについては，あとで問題にする。

　7）　状態か動作の局面か

　状態をあらわしているか，動作の局面をあらわしているかということは，こ

こでは，文法の問題であって，単にさししめしていることがらの事象としての

ありかたでそれをわけているのではない。たとえば，つぎのようなものは，一

見状態をあらわしているようにみえるが，動詞のあらわす動作の局面のなかに

あるすがたをあらわしていて，その局面をまるごとあらわす完成相と対立する。

なぜなら，これらは，「光った」「ただよった」「しずまりかえった」の形で，ま

るごとのすがたをさしだすことができるからである。

　　（17）焼，藏があやしくギラギラと光っている。（娩と41）

　　（18）いなかまちをめぐっての行商の中途でもあろうか，寅の表情にはめっ

　　　きりと疲労のかげがただよっている。（寅次98）

　　⑲　それらにかこまれた庭は，虫一びき，いきもののすんでいないかのよ

　　　うに，しずまりかえっている。（腕と3＞

第2節　持続過程をなす運動の局面の
　　　　　なかにあるすがた

　　　　　　　　　　　　（注）
　1）　この意味が実現する条件

　この継続相形式は，そのさししめす動作が持続過程をなす運動の局面のなか

にあることをあらわすが，それが成立するためには一定の条件が必要である。

骸）継続相の基本的なアスペクト的意味が運動の局面と結果の局面のどちらをとりだすかをきめる

　条件については，工藤真由美1982に，動詞のりストをふくめて，くわしい考察がある。
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この点は，「しつつある」という形式とことなる。「しつつある」は専門にこの

意味をあらわす形式であって，変化動詞であってもヂかわりつつある」「うえつ

つある」のようにその運動の周面をとりだすし，また，下問的な動作をあらわ

す動詞であっても，「まえにのめりつつある」「とまりつつある」のように，そ

の動作を，高速度写真がそうするように拡大して，持続過程にもっていくこと

ができる。これにくらべると，ヂしている」はずっと希11限がある。

　第一に，動作動詞であることが基本的である。動作動詞というのは，動作後

にその動作主体がもとの状態にもどるような動詞である。変化動詞も運動（変

化）の局面をもっているが，継続相形式のばあいには，ふつうはその局面をと

りださず，結果の局面をとりだす。

　第二に，その動詞のさししめす動作の運動の局面が持続過程をなしうるもの

でなければならない。「つづく」F持続する」のような動詞は，その語い的意味

から当然に持続過程をあらわすし，「はしる」「はたらく」のような動詞は，そ

のあらわす動作が瞬間的には成立しえないので，これも当然にこの用法をもつ。

「みる」fさわる」のような動詞のあらわす動作は，瞬間過程をなすものもある

が，持続過程をなすものもあるので，この用法をもつ。「たたく」「切る」のよ

うな動詞は，1回の瞬間的な動作もあらわすが，連続動作をひとつの持続過程

としてあらわすこともできるのでこの用法をもつ。

　けれども，その動詞のあらわす動作がどうしても下問的にしかなりたたない

ようなものであれば，このアスペクト的な意味を実現しない。ドはっとする」「直

覚する」「でくわす」「命中する」などは，持続過程のなかにあるすがたをあら

わすことができない。

　第三に，動作の局面を始発，終了からきりはなしてさししめすことのできる

動詞でなければ，この用法をもたない。たとえば，「かすめる」「急停車する」

「名づけるjfこみみにはさむ」などは，現実には持続時問をもつばあいがあ

り，その動作をべつの動詞で「すぐそばをとおっていた（＝かすめる過程），「そ

のとき名まえをつけていた」（　・；名づける過程），「きこえていた」（＝こみみに

はさむ過程）などということができるのだが，はじめにあげた動詞は，そうい

ういいかたをすることができない。

　第四に，第一から第三にのべたような条件にあわない動詞でも，一定の環境

があれば，この用法になることがある。たとえば，ヂすこしずつかわっている」
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ヂどんどんつもっている」のように進行性の副詞にかざられると，変化動詞が

運動の三三をとりだすし，持続過程をまるごとしかあらわせない動詞でも，持

続過程をあらわす名詞をかざる連体的な用法のなかでは「かすめている回申の

高速度写真」のようなものも，ありうるだろう。しかし，これは，ひじょうに

特殊である。

　2）動作動詞であるばあい

動作動詞は，つぎのようなばあいに，持続過程をなす運動の局面のなかにあ

るすがたをあらわす。

　a＞持続をあらわす動詞

　　（20）戸田の声がつづいている。（間華176）

　　⑳　それでも，国民の間の不和は，ずっとひきつづいている。（もの111）

　　⑳　こうした始末で，皮ふ泌尿器科病室のまえにいくまで，かれは看うち

　　　をずっとつづけていた。（故旧24）

　　㈱　～研究会は，（中略）あいかわらずの討論をかさねている。（根源13！）

　　㈱　風立ちぬ，いざいきめやも。ふと口をついてできたそんな詩句を，私

　　　は私にもたれているおまえのかたに手をかげながら，口のうちでくりか

　　　えしていた。（風立72）

　b）持続的なうごきをあらわす動詞

　　㈱　森をぬけたところに浅瀬の川がながれている。（娩と135）

　　㈱　荒川車庫ゆきの都電がゆらゆらと不安定にはしっている。（妹65）

　　⑳　まどの外のまっくらななかに，どこかの村の灯が，ゆるやかにあとず

　　　さりしていた。（帰郷309）

　　㈱　西田が電話をかけている。（戒厳48）

　　㈱あくるあさ霞をあくと，駒子がつくえのまえにきちんとすわって，本

　　　をよんでいた。（雪国108）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あっ　し
　　⑳　ある日，梅瞬新道にある柳吉の店のまえをとおりかかると，厚子をき

　　　た三吉がでっちあいてに地方送りの荷づくりを監督していた。（夫婦11）

　　⑳　ほそい繭は，空から，しずかにまっすぐにふっていた。（むら36＞

　　㈱　コンピューターランプがいっぱいに点滅し，記憶装置のテープやドラ

　　　ムがまわっている。（B本50）
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　　（33）おれはうまいとおもっている。（末枯40）

　　㈱　しかし，かれはこの不安をいわれないものとかんがえていた。（暗夜65＞

　　（35）父はかれらのかげぐちを気にしていた。にこ107＞

　「おもう」ドかんがえる」などの完成階下過去形が話し手の現在の心のうごき

をあらわすときには，その内容が対象化されず，アスペクトから解放されるが，

継続網のばあいは，思いやかんがえが基準時間のまえからはじまって，あとま

でつづく持続過程のなかにあることをあらわしていて，アスペクトから解放さ

れていない。

　c）　動作の連続的なくりかえし

　ひとつひとつの動作は瞬間的であっても，それがつづけざまにおこなわれて，

全体として持続的な動作になるものがある。

　　鮒　雨がまどをうっている。（八月55＞

　　⑳　希四郎，やっぱり半裸でまきをわっている。（娩とi23）

　つぎのようなものは，副調などの修飾語によって，くりかえし動作であるこ

とがわかる。

　　㈹相手は函館からもってきたウKスキーを，くすりでものむように，舌

　　　のさきですこしずつなめていた。（カニ53）

　　働　飛島さんはといえば，とおりすがる一一人ごとになにかあいさつしてい

　　　る。（火の75）

　　（4e）一・一ecがスタート，つづいてスタートと，ひきもきらずにとびたってい

　　　る。（B本loe）

　　㈲　つめたい風のなかをただいかだからいかだへと，せわしなくとびうつ

　　　っている。（忍ぶ28）

　擬声語の帯解のばあいもある。

　　幽　その光のなかで，職人がひとりはらばいになってカンカンとかなづち

　　　でたたいている。（冬の173）

　　（43）　ドブーン，ドプーンとゆるくサイドに波があたっている。（カ＝62）

　つぎのようなものは，動作のくりかえし過程をあらわすが，そのくりかえし

過程が全体としてf酒をのむ」という持続動作をあらわしていて，慣用句的で

ある。

　　㈱　田所重喜，女中をあいてにしずかに盃をあけている。（砂の97）
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　d）力学的な運動のない動作

　「だまる」「ひかる」などのあらわす動作は，力学的な運動はないが，くぎり

はあって，それがおわるともとの状態にかえるので，やはり動作動詞の一種で

ある。この種の動作には，瞬間的にも持続的にもなるものがおおい。完成相で

は，この種の動詞は，持続過程または瞬問過程をなす局面をとりだしたり，持

続過程の始発の局面をとりだしたりするが，継続糖のばあいには，動作を持続

過程としてとらえ，その持続過程をなす動作の局藏のなかにあることをあらわ

す。

　　㈲裕佐はことばもなくだまっていた。（青銅53）

　　㈹　戸田，じっと検事のかおをにらむようにしている。二野164）

　　㈲　信之の冒は，けれども，正面に姉の視線をうけとめていた。（多情105）

　うえの例は人聞の動作のばあいであるが，ものの作用のばあいもある。

　　㈹　ね，きれいでしょう。あんなにひかっています。（銀河289）

　　（49）つぎに目をひらいてみると，まどのぞとは，あおあおとかがやいていた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（冬の165～6）

　　㈹　あさつゆをおいたりんどうの花に，朝日があたっている。償次42）

　e＞動作と状態のあいだ

　動作と状態は現実には連続的であって，どこまでを動作といい，どこからを

状態というのかがむずかしい。けれども，ことばの問題としては，その現実を

あらわす表現形式がどのような体系のなかにあるかということでみわけなけれ

ばならない。おなじ状態を完成相でも継続柑でもさししめすことができて，し

かも，完成相のほうは始発から終了までをふくめてまるごとのすがたで，継続

椙のほうは始発と終了のあいだにわりこんだすがたでそれをさしだすとき，そ

の状態は，動作の持続過程をなす局面としてとらえなければならない。つぎの

諸腰は，そのばあいである。

　　㈱　地上は草のあわいまでも紫のかげにみち，陽の熱のなごりと，土と，

　　　水蒸気とからうまれる，あまずっぱいにおいがあたりにただよっていた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（野火29）

　　勧　病室には爆発による重軽傷者とその家族であふれ，ごったがえしてい

　　　る。（華聾161）

　　（53）そのうえあたりには，黒いけむりともみえるものが一面にわだかまつ
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　　　ていた。（生活141＞

　　（54）寺の廃虚の内部にはいると，屋根はなく，つつぬけの青天じSうで，

　　　四方のかべのすきまにも，小さい木が枝をのばしてひげをはやしたよう

　　　にしげっていた。（帰郷9）

　つぎのようなものは，完成相「さむざむとした」がないので，状態持続のな

かにあるすがた（準アスペクト的なすがた）をあらわしているといわなければ

ならないだろう。これについては第4章でのべる。

　　岡寝台のうえは，わらぶとんをむきだしにして，さむざむとしていた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（真空63）

　の　「たっている」「すわっている」など

　吉川1973は，「たっている」「すわっている」などが結果の状態なのか進行の

状態なのかを検討して，結局は結果の状態なのだといっている。

　「たつ」「すわる」などの動詞は，その完成旙がふつうは変化過程をあらわ

す。この動詞の語い的な意味が変化なのだとすれば，「たっている」「すわって

いる」は，変化の結果の局爾のなかにあることをあらわすのだが，もういっぽ

うで，そういう状態を維持する動作をあらわすという意味をもっているのだと

すれば，状態を維持する動作過程のなかの動作の局面のなかにあるすがたをあ

らわしていることになる。

　現在の筆者は，これを両者の中間にあるものとみているが，一定の使用のな

かでは，動作の局面のなかにあるとみたほうがよいとおもわれる。つぎの諸例

では，状況語がデ格であらわれたり，「～ながら」という副動詞や，その他の動

作性の語にかかる修飾語があったりするので，動作の局面のなかにあるとみな

ければならないだろう。

　　㈱　私はひとり茶の問でねころんでいた。（暗夜11）

　　㈹　お安さんは，なすび歯をみせてわらいながらそとにたっていた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（桑の59）

　　㈱　ふたりはしばらくじっとかおをみあわせながらすわっていた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（青銅25＞

　　（59）おくみは下目になってえりのあたりをかきあわせながら，きまりわる

　　　そうにすわっていた。（桑の7の

　’㈹　えんのしたに，ビーグル犬がすましてすわっている。（時計25）
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　　〈61）おもてでためらっていた中年の女が，やっとおもいきって中へはいり，

　　　カウンターのまえにおずおずたっている。（問革33＞

　これが動作性をおびるのは，いったん変化動作でつくりだした結果の状態を

維持するためには，主体自身が一定のちからをくわえつづけなければならない

からであろう。他動詞のばあいには，このことがもっとはっきりするものがあ

る。

　　（62）あばれるのをふたりの回国がおさえこんでいる。（宵待39）

　この動作の過程をみると，まず，おさえこまない状態からおさえこんだ状態

への変化である動作があり，そのあと，その状態を維持する動作がある。そし

て，この文では，継続楕の「おさえこんでいる」は，状態維持の動作の局颪の

なかにあることをあらわしている。

　「あける」「あげる」なども，封象の変化をひきおこすことをあらわす動詞で

あるが，その対象の変化の結果を維持する動作をあらわすことがある。

　　㈹　みんながおりるまで，エレベーターの戸をあけていた。

　　㈹　おれは，しばらく手をあげていた。

　このように完成相と継続相で中心をおく局面がかわってくるのはおもしろい。

こうしたことは，対象の状態を一時的に変化させることをあらわす他動詞のば

あいには，たくさんある。

　　翻　よくふとってはいるが，実際の病人のようなわるいかおいろをして，

　　　スパスムでたえかねるように，なかばまえこごみになりながら爾手で腹

　　　部をおさえていた。（本H69＞

　　㈹　……やっとおきあがった男は上くちびるをきって口をおさえている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（季節43）

　すこしくどくなるようだが，これらが維持の動作をしていることをはっきり

させるために，「しておく」と紺比させてみよう。「しておく」のばあいは，対

象の変化後は，動作として自分の力をくわえている必要がない。

　　ア）　かぜがふくので，手でおさえていた。

　　イ）かぜがふくので，文鎮でおさえておいた。

　　ウ）坂道で車をとめているあいだ，からだでささえていた。

　　エ）坂道で車をとめているあいだ，石でささえておいた。

　さて，ひるがえって，「たっている」「すわっている」にもどろう。この「た
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つ」や「すわる」も，うえの他動詞と同様，二局面の動詞だといえそうである。

つまり，姿勢の変化の局面と変化結果の維持の局強とからなる動作過程をあら

わす動詞である。そして，完成稽または継続梢で文の述語になるばあいは，そ

のどちらかの局面をとりだして，アスペクト的意味を実現する。完成権形式で

は，多くのばあい変化の局面をとりだし，ときに結果維持の局面をとりだす。

そして，継続栢形式では，いつも結果維持の局爵をとりだす。いずれにしても

運動の局面であり，ギたっている」や「すわっている」は，この意味で，持続過

程をなす動作の局藤のなかにあるすがたをあらわすというほうがよいだろう。

　翻～副もそうであるが，実況放送のなかにも，この種のおおくの例をみつけ

だすことができる。

　　㈹　ライトずうっとバック。フェンスぎわ。かまえている。池田とった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（81＞

㈹　この蒲原監督を中心として，いぜんとして白いダッグアウトのまえで

　円陣がくまれています。（81）

㈹　3るいがわ先取得点をあげました印旛高校の蒲原監督もたちあがって

　います。（81＞

㈹　4園のうらのカーブはノーアウトでランナー2るいという絶好の追撫

　得点のチャンスをつかんでいます。（神広）

㈹　6圓表印旛高校，1点をあげ，なお追加点のチャンスをむかえていま

　す。（81）

㈱　栃光いいかっこうになりました。右をさしている。（5月）

㈱　そとにリーガルファミリー，うちにはピーチシャダイ。馬体をあわせ

　　ています。（9R）

㈹　サンエイソwンは環在，先行馬群のちょうどうしろへっけている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（9R）

（75）人気のサクラサワヤカが一馬身半から2馬身’のリードをとっています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（9R＞

9）　fいきている」「くらしている」など

「いきる」「くらす」r住む」などは，ながい期間の持続をあらわす動詞であ

る。これらも動作をあらわす点でいままでのべたものとかわらないが，量的に

大きい持続過程をあらわすので，ここにとりあげておく。
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　　㈹　しかし，老入は生きている。（厭や284＞

　㈹実は私も唯円とおなじ心もちでくらしています。（出家76）

　　㈱　孫四郎は（中略）それを自家の製作のうえにいかし，ゆうゆう自適し

　　　ている。（青銅13）

　　㈲ふたりのお嬢さんが玄関の洋風のへやにすんでいる。体ヨ93）

　　㈱　彼は（中略）施療病院に奉仕的にかよっている。（冬の45）

　　㈹　おれは神田でB本正学館というのをやっている。（間革38）

　これらは，ひとつひとつの具体的な動作はいろいろであるが，全体をとおし

て，ひとつの動作としてあらわしているのである。

　つぎのヂがんばる」「うまくいく」などは，みじかい持続の動作もあらわす

が，つぎのようなものは，ながい持続のなかでなりたっている。

　　幽　吉郎は平穏に店ではたらいていた。（無限84）

　　㈱　君らは，戒厳部隊に編入されたんだろう？うまくいってたじゃないか

　　　……（戒厳48）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あずましげる
　　（84）最近も，わたしのほうの大学院学生の東滋君というのが，ずっとここ

　　　でがんばっていた。（高崎23）

　　（85）そんなに，まえから，あたしをあざむいてたのね。（自由2！）

　3）変化動詞であるばあい

　a）　瞬問的な変化をあらわす動詞

　変化動詞の継続相は，ふつうは，変化の結果の局面のなかにあるすがたで動

作をさしだすのであって，変化（運動）の局面のなかにあるすがたで動作をさ

しだすことはしない。とくに，瞬閥的な変化をあらわす動詞がこの意味を実現

することはまれである。けれども，まったくないわけではない。

　　㈲　とびらがしまっていますから，むりな乗車はやめてください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（鈴木重幸1972）

　　㈱　ぽとぽととおちている水は，十分間でやく1デシリットルになりまし

　　　た。（教科書3下一吉lll武時1973）

　㈹の例は瞬聞を拡大したものであり，㈱の例は，副詞にささえられてくりか

えし運動になっている。いずれにしても，こういう例はあまりない。この例は，

どちらも文の終止につかわれていない。終止形式のなかでは，ほとんどないと
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いってもよいのではないかとおもわれる。

　b）すこしずつの変化をあらわす動詞

　「かわる」「ふえる」「へる」「つもる」などは，変化動詞のなかでも，徐々の

変化をあらわす動詞である。この種の動詞があらわす現実の変化過程は持続性

をもっているが，その継続相は，ふつう結果の局爾のなかにあることをあらわ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（孟1三〉
し，変化（運動）の局面にあることをあらわすばあいは「してくる」になる。

　この種の動詞の継続相は，ふつうは変化の局面のなかにあることをあらわさ

ないのであるが，「ぐんぐん」「どんどん」「徐々に」のような修飾語をうける

と，変化の局面のなかにあることをあらわす。

　　㈱　それに，強嗣開墾で山麓はどんどんひらかれている。（旧石309）

　　㈱　汽車は徐々に進行をゆるめていた。（或る20）

　　働　今ではその知恵はしだいにとぼしくなっている。（人生54）

　継続相の意味をはっきりさせるために，「してくる」「していく」の例もあげ

ておこう。fしてくる」「していく」は進行をあらわす。

　　（91）あたりはしだいにくらくなってきた。（高崎i5）

　　働　木谷の声はしだいに，ゆるくのんびりしたものになっていった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（真空115）

　「していく」「してくる」が継続相になったものもある。

　　倒　そうして，ビタミンとかホルモンとかいう，微量でありながら生活に

　　　不可欠な物質の一覧表が，その欠乏によっておこる異常状態を検出の手

　　　がかりとして，しだいにととのってきてもいたのである。（生命177）

　c）主体の状態をかえる他動詞

　他動詞は，ほんちい対象に対するはたちきかけをあらわすものであるが，そ

の対象が動作主体に所属するものであって，その動作によって主体の状態がか

わるばあいがある。このばあい，この他動調は変化動詞としてはたらくわけで

ある。こういうばあいの継続招は，ふつう変化結果の局面のなかにあることを

あらわす。

　　（94）彼女は，男のようにかみをみじかくきっていた。（高三太郎1969）

　　鯛　はいいろの地に黒い糸をおりこんだ細い格子のせびろをきていた。黒

　　　いくつしたをはいていたとおもう。（故腿72）

（注）吉II1武時1973では，この種の動詞を「変化動詞」とよんでいる。
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　けれども，また，この種の動詞は，変化（運動）の局面のなかにあることを

あらわすばあいもある。

　　飼　ポスターのまえで，野口，ひげをそっている。（やさp41）

　　㈱　〔足がたくさんあって速いかとおもって，むかでにっかいを命じたが，

　　　なかなかもどってこない。ようすをみにいこうと思って，）玄関へでてみ

　　　ると，むかでが玄関の土間で百本の足にいっしょうけんめいにわらじを

　　　はいていた。（昔ばなし）

　4）動作過程をあらわしていても，：の用法をもたない鋤詞

　動作過程をあらわす動詞であっても，継続相で動作の周颪のなかにあるすが

たをあらわすことのできないものがある。たとえば，ドー回する」は，「いま一

礼している」といえない。これは，一・S9，動作が瞬間的だからだとかんがえら

れそうであるが，一礼する動作はかならずしも瞬聞的ではない。たとえば，つ

ぎの例では，あるていど時問をかけているはずである。

　　鱒　はかまをつけた老主人があらわれて，「手料理で，なにかくふうしたも

　　　のをさしあぐべきですが，なにしろ，てまえのからだがこのようでは，

　　　ろくにさしずもできません。それで失礼ですが，略式にねがって，料理

　　　屋のものでごめんをいただきます。」とていねいに一礼した。（河明263）

　このときの主人の動作をみている途中での発言として，「ていねいに一礼して

いる」はいえないけれども，「ていねいにおじぎしている」ならいえるだろう。

このばあいに「一礼しているjがいえないのは，その瞬間性によるのでなく，

動詞の意味に原因がある。それは，「一礼する」が，始発・動作・終了のような

局面に分析することのできない意味をもっているからである。この動詞は，物

理的な動作をあらわすのでなく，そのまるごとの動作をひとつの行為として意

味づけてあらわしているのである。ヂまるごと動詞」といえばよいだろうか。

　「一泊する」「三泊する」などになれば，それが瞬間過程でないことがもっと

はっきりするが，これも「そのときかれは，その旅館で一油していた」などと

はいわない。「失笑する」なども同様で，「いまわらっている」とはいえても「失

笑している」とはいえない。「名づける」という動詞は，つぎのように継続相で

つかうことができる。

　　働　われわれは，この文の部分を状況語と名づけている。
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　けれども，これは，「名づける」「よんでいるjfよぶ」「いっている」「いう」

などにかえても，意味がかわらないように，すでにアスペクトから解放されて

いて，名まえをつけている過程のなかにあることをあらわさない。これに対し

て，完成網のばあいには，完成梱の基本的なアスペクト的意味でつかうことが

できる。

　　（lee）　われわれは，これを「状況語」と名づけた。

　完成相は，まるごとのすがたでさしだすからである。

　「成功する」秩敗する」もまるごと動詞である。それから，「ぬすみをはた

らく」「こみみにはさむ」「うやむやにする」などの慣用句も，まるごと動詞で

ある。ある基準時間がその動作の持続過程をなす局面のなかにあったとしても，

「かれは，そのときそれをうやむやにしていたj「ぬすみをはたらいていた」な

どとはいえないのである。

　まるごと動詞の継続相については，例がないので，事実にもとずいて結論を

だすことが困難なのだが，いまかんがえているのは，このていどである。

第3節　持続過程をなす結果の局面の
　　　　　なかにあるすがた

　1＞　結果の局面をもつ動詞

　継続相は変化の結果の持続過程をなす局面のなかにあるすがたをあらわすこ

とができるが，これが成立するためには，その動詞があらわす運動が変化であ

り，その結果は，動作主体の状態の変化でなければならない。すなわち，変化

動詞がこれをあらわすのである。

　変化動詞は，そのおおくが自動詞である。

　　（lel）門のかんぬきにかけられた錠もさびついている。（娩と3）

　　（1吻　長火鉢にはぴかぴかにみがいた吉原五徳に鉄びんがかかっている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（つゆ73）

　　（le3）　彼がでていったあとで，つくえのひきだしをあけてみたら，　一］y七千

　　　　余閂が，はいっていた。（趨由24）

　　（104）慕門がこしかけた石材も雷にうもれていた。（冬の98）

　　（1㈲　よごれた雪がドロドロにとけている。（津軽6）
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　　（106）麻のU一プが鉄管でもにぎるようにバリバリにこごえている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（カニ25）

　　（107）風雨にあらわれた門扉はふるびている。（娩と3）

　　（108）のちほど，青木さんが外のはこからだしてきてくだすった郵便物の

　　　　なかに，青崩にいる養母からおくみへ久々できた手紙もぬれてまじつ

　　　　ていた。（桑の105）

　　（鵬）　それよりも彼がそれほどに苦心をした飯は，なにか用具についてい

　　　　たのか，彼の手にあったのか，とにかく石油のにおいがしみこんでい

　　　　た。（田園77）

　　（110）　ふりかえると，かおなじみの安田という中年の病兵の，表情のない顔

　　　があった。熱帯潰瘍でかた足がこん棒のようにふくれあがっていた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（野火25）

他動詞であっても，その動作の結＝果として，主体に一定の状態をつくりだす

ものは，このグループへはいってくる。

　　（111）大木のたおれたのが草がくれにその幹をあらわにしている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（高野38）

　　（II2）やかんのふたのうちがわは，冷気がこって，ちいさな玉をむすんでい

　　　　た。（生活ll）

　　（l13）今日一日の漁の仕事着のまま，死んだ父親の形見のズボンとそまつ

　　　　なジャンパアを身につけている。（潮騒8）

　　（114）　［初対面の田代は］部屋にはいっても，これだけは貧穏な黒いべらぺ

　　　　らなマフラアをなぜか首にまきつけていた。（闘牛78）

　　（115）藤村も，先刻のいやなはなしは，わすれたように，一ぱいの酒で，き

　　　　げんよく，ほおをそめていた。（磨由297）

　2）結果の局面をもつ動詞であっても，この意味を実現しないばあい

　変化の局面をもつ動詞が継続相のかたちをとっても，この意味が実現しない

ばあいがある。そのひとつは，変化（運動）の局面のなかにあるすがたをさし

だすばあいだが，これについては前節でのべたので，ここでは，その他のばあ

いのことについてのべる。

　a）変化の局面の完成をふくんでいるばあい
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　継続相の基本的なアスペクト的意味は，動詞のあらわす動作過程の一定の局

面のなかにわりこんだすがたをあらわすことである。そこでは，その局面の始

発と終了はきBおとされている。ところが，変化動詞は，「もう」「いつのまに

か」などにかざられると，その動作過程のなかの変化の局面がまるごと完成し

て，そのあとの結果の局面のなかにあることをあらわすことになる。こうなる

と，継続掘の基本的なアスペクト的意味からぬけだすことになる。

　　（l16）三人は霞ケ浦基地でのりかえ，もう海上へでている。（H本47＞

　　（l17）そして，すこし人ごこちがついたので，おびのあいだがら懐中鏡をと

　　　　りだしてかおをなおそうとすると，鏡がいつのまにかまっぷたつにわ

　　　　れていた。（或る60）

　主体の変化をあらわす動詞のなかには，「もう」や「いつのまにか」などにか

ざられなくても，継続相のかたちがいつも変化の局諏の完成をふくみこんでし

まうものがある。

　　（l18）　ブルトーザーが数台はいって，整地工事をはじめている。（華麗64）

　　（119）哲郎さん，セーターできてたえ。（忍ぶ138）

　これらについては，第3章でのべる。

　b）状態の持続過程のなかにあるすがたをあらわすばあい

　「そびえている」のようなものは，変化のモメントをふくまず，いつも状態

持続のなかにあることをあらわすのだが，動詞そのものは語い的な意味のレベ

ルで変化（運動）のモメントをもっているにもかかわらず，一定の環境のなか

で，状態の持続過程のなかにあることをあらわすばあいがある。これは，以前

から「単なる状態」といわれてきたもので，「道がまがっている」「かおのまん

なかにはながついている」などはその典型である。これらは，文のさししめす

事実との関係でこの意味を実現するので，変化のモメントがあるのかないのか

わかりにくいものもある。

　　（120）　さやをぶちんとおしわると，うすみどりいろのはちきれるような，ま

　　　　るいまめが三つぶはいっていた。

　中間的なものについては，工藤真由美1982がいろいろと例をあげている。

　c）　変化の質をあらわす動詞

　「急停車する」「自殺する」「即死する］などは，語い的意味のなかに変化の

モメントをもっており，完成相のかたちで述語のなかにつかわれると，その変
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化がまるごとのすがたでさしだされる。これらの動詞があらわす動作が完成す

ると，主体の状態は，あきらかに変化する。けれども，これらの動詞は，継続

相のかたちで，変化の結果の局面のなかにあるすがたをあらわさない。

　これらの動詞は，その変化の過程を変化・結果の両局面に分析できない点で，

まるごと動詞である。それから，始発・運動・終了という局面にも分析できな

い。したがって，運動の局面のなかにあるすがたもあらわさない。その全過程

に対して，その変化のしかたを意味づけているのである。ところで，その質な

のだが，これは，結果の質でなく，変化過程の運動の側面についての質である。

そのような運動の側面から質をあらわしているこれらの動詞は，変化をあらわ

しているにもかかわらず，動作動詞的であるということができるであろう。

　「しぬ」のような動詞は，継続樒のかたちで結果の二二のなかにあることを

あらわさないが，いまa）でのべた，変化の完成をふくめて結果の局面にある

すがたをあらわすことができる（第3章）。ところが，これらの動詞は，それも

あらわさない。「すでに急停車している」「かれは即死している」といったとき

は，発話時以前に動作が完成していることをあらわすだけ（第VI部〉であって，

結果の局面のなかにあることはあらわさない。つまり，「いまはしんでいる」ヂい

まはとまっている」という寸法で「いまは自殺している」「いまは急停車してい

る」とはいえないのである。つぎのようにいえズも，その意味は，根対的テン

スまたはそれのテンスから解放された用法になっている。（第Vl部）

　　（121）　あの男は，五年目えに自殺している。

　「病死する」「そっとうする」「失敗する」「成功する」「落第する」「及第する」

「かけおちする」など多くの漢語動詞やあわせ動詞がこのグループにはいって

くるとおもわれるが，いまのところ，はっきりしたことがいえない。
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第2章　くりかえしの過程のなかにあるすがた

第1節　くりかえしの過程のなかにあるすがた

　1＞「くりかえしの過程」について

　ここで「くりかえしの過程」とよんだのは，非連続にくりかえして成立する

動作を，全体としてひとつの過程ととらえてあらわす，その過程のことである。

　　（122）彼は漢方医が調合してくれる安緬な煎薬を持薬にしてのんでいた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　σ祭辱勿17～／8）

　　（123＞　不平で不平でたまらないが，いちいち弁解してもおられんから，私は

　　　　まことによんどころなく不承不承に小狐家の書生にされてしまって，

　　　　そうして月々食料をはらっていた。（平凡72）

　　（124）　こうして打開がもとめられていた1950年ごろ，5メートル望遠鏡に

　　　　よるあたらしい観測・事実がつぎつぎあらわれていた。（掌憲92）

　これらは，ひとつひとつの動作は局面に分解せず，それらをあわせて〈そう

いう動作をくりかえすという状態をつづける〉という過程のなかにあることを

あらわしている。

　この過程を図でしめすと，つぎのようになる。

iのむi　　iのむi　　iのむi　　　iのむi　　iのむi　　iのむi

〈のむ〉と　いう　動作を　くりかえし　つづける一一一のんでいる

　このばあいのアスペクト的な意味は，点線でかこまれたひとつひとつの動作

でなく，実線でかこまれた過程に関して実現している。この全体をあわせた過

程がひとつの大規模な持続的動作に相当し，基準時聞は，この大規模な動作の

持続過程をなす局面にわりこんで，その始発と終了の局面をきりおとして，局

面のなかにあるすがたをあらわしている。その点で，この用法は，継続根の基

本的なアスペクト的意味と共通した局面を実現しているといえよう。

　けれども，たくさんの動作をひとつにまとめるとか，また，そのひとつひと
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つの動作について，動作動詞か変化動詞かに無関心であるといった点で，この

用法は派生的だといわなければならない。ただし，他の基本的でない用法とく

らべてみると，その派生のどあいは，そんなにいちじるしくないといえるであ

ろう。

　おなじくりかえしであっても，連続的なくりかえしであるばあいは，たいて

いの研究者が，ひとつの動作としてとらえている。

　　（125）その光のなかで，職人がひとり腹ばいになってカンカンと金づちで

　　　　たたいている。（冬の173）

　　（126）　欝あら，いいわね。ヨウ，ヨウ。」そばでみんなが，手をたたいた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ない31）

　これらの例では，動作の連続をひとつの動作としてとらえ，それを，前者は

分割のすがたで，後者は非分割のすがたでさしだしている。

iたたくiたたくiたたくi一………iたたくiたたくiたたくi

　　　　　　　　　た　た　く

　連続と断続の中間のようなものがある。つぎのようなばあい，現実には，バ

ッターがかわり，また攻めのとき（先攻なら，オモテ，後攻なら，ウラ）は，

やすんでいるが，それでも，アナウンサーは，その投球を連続にちかいものと

して，のべているといえる。

　　（127）　ピッチャー山根，たんたんと投げております。（神広）

　このような例をとおして，連続的なくりかえしと断続的なくりかえしは連続

しているのだとかんがえられる。

　2）大規模な鋤俘とのあいだ

　「愛読する」や「かよう」などは，動作としては，ひっきりなしにつづくわ

けではない。けれども，こういう動詞は，そうした非連続のくりかえしをひと

まとめにしたものを，ひとつの動作としてあらわすのである。この種の動作は，

第1章第2節2）g）であげたが，大規模な動作といえる。

　ところで，心理活動をあらわすつぎのようなものは，どうとらえたらよいだ
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ろうか。

　　（128＞かれは街道すじにおおきな宿屋稼業をいとなんでいる客商亮の彼の

　　　　実家より，酒づくりの養家のほうを稼業の格が上のようにかんがえて

　　　　いた。（厚：物17）

　　（129）高下は以前から，三池とお加代の恋仲を知っているだけに，姉らしい

　　　　気持で，かるい嫉妬ににた気もちもまじえながら，団賃のうわさにも

　　　　のぼるほどの，好一対の恋愛の行く末に，なんとなく不安を感じてい

　　　　た。（ない22）

　　（1鋤　二三は，高枝を信頼していた。（ない69）

　これらの心理活動も四六時ちゅうつづいているわけではない。それに，この

種の動詞は，「愛読する」や「かよう」のように大規模な持続過程をさししめす

とはかぎらない。その点で，これは，くりかえしのような感じがする。しかし，

この種の動詞のあらわす状態はつづいているようにもおもえる。このようなも

のが存在することは，この爾者がちかい関係にあることをものがたっているの

だといえるだろう。

　3＞　くりかえしの過程になって，つけくわえられる意味

　動作のくりかえし過程を全体としてひとつの過程としてさしだすとき，その

ことによって，あたらしい意味がつけくわえられることがある。

　　（131）春三の話では，この家の主人は元軍人で，現在は会社につとめるかた

　　　　わら，にわとりをかって卵をうっている。（本H・93）

　　（132）　その隣は竹林寺で，門の前のむかって右がわでは鉄冷鉱泉を売って

　　　　おり，左がわ，つまり共岡便所にちかいほうではもちを焼いてうって

　　　　いた。（夫嬬23＞

　これらの例のなかにある「うっている」は，〈カネをうけとってモノをわたす〉

というひとつひとつのくうる〉という動作があつまって，〈そのような商売をし

ている〉，くそのような店をだしている〉という意味がつけくわえられている。

「…一
　　の　　

ヨ　　ロ　　ロ　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　ロ　　ロ　　 へ　　は　　に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ　　の　　 に　　ロ　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　ロ　　ロ　　　　　ぼ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　ロ　　ロ　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　ロ　　ヒ　　の　　 リ　　ギ

　　iうるi　　iうるi　　iうるi　　　iうるi　　iうるi　　iうるi

　　　商売を　している，　店を　だしている一一うっている
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　「うっている」だけが職業をあらわすわけではない。つぎの例もそうである。

　　（133＞私んとこでは農機具を農村にだしています。（闘4・130）

　これは，職業だけのことではない。その全体をひとつにまとめた過程が一一定

の生活を三昧するような例はおおい。

　　（1謝　大一郎は当年十五才，これは東京の叔母一一伯父の妹だ　　にたく

　　　　して某学校に勉強している。鼠戸48）

　　（135）元軍人のご主人と奥さんは真黒になってはたらくのに，お嬢さん二

　　　　人は，にわとりにえさをやる手つだいもしないであそびあるいている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（本EN　93）

　さきに第II部eg　4章第4節3）a＞でのべた継続穣と完成相のちがいも，この

ことと関係している。

　いまうえにあげた諸例は，実際の使壌のなかで臨時的にあたらしい意味がつ

けくわえられるばあいであるが，それが，語い的な意味のレベルでの派生にお

よんだものもある。「自本国博大辞典」の「ごろごろ」の項には，つぎの記載が

あるb

　　④あちこちに，物が雑然ところがっているさまをあらわす語。……※趣味の遺伝

　　　〈夏蹟漱石〉＝「揺鉢の中に聡き廻される里芋の如く紛然雑然とゴmuゴmして居

　　墾」
　　⑥比喩的に，仕事をしないで，むだに暮らしているさまをあらわす語。……※虞

　　美人草く夏跨漱石〉一八「勉強もしない。落第もする。ごろごろして居る」

　これを図にすると，つぎのようになるだろう。

iごろごろする④i

…：：面諭：トー．．．，i［：翌⊇：脳④：…］

　し蝿
鼈黶D一．．．　．一．一一　一一　l！

　このようになって，語い的な意味のレベルであたらしい意味ができてくると，

それは，大規模な動作の持続過程をなす局藤のなかにあるすがたをあらわすこ

とになって，ふたたび継続稽の基本的なアスペクト的意味にもどるわけである。

つぎの旧例は，そういうものである。

　　（136＞　あたしが（中略）はたらいてるあいだに，あんたは，ひと月も，ブラ
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　　　　ブラあそんでたのね。値由22）

　　（137）又七郎は平生阿部弥一右衛門が一家と心安くして，主人どうしはも

　　　　とより，妻女までもたがいに往来していた。（阿部61～62＞

　　（138）うわやくに対し，形容もできないほどペコペコしている。（間革146）

　　（139）東京の東寄りをながれる水流の爾平浅あたりから上を隅田川といい，

　　　　それから下を大川といっている。（河HE　244＞

　このようにみてくると，葬連続のくりかえし過程のなかにあるすがたは，継

続網の基本的なアスペクト的意味にかなりちかいとおもわれる。

　なお，（139）は，さらに発展して，コピュラにちかくなっている。

第2節　すがた的なもののくりかえし

　いま第1節で，葬連続のくりかえしをひとつにまとめて継続相であらわすこ

とについてのべた。このばあいは，ひとつひとつの動作のすがた的な性格は間

題になっていなかった。けれども，これとはちがって，ひとつひとつの動作に

ついて継続相の基本的なアスペクト的意味が実現して，それがくりかえすこと

をあらわすものがある。

　　（14e）　このごろ，私はよく夜の明けかかる時分にHをさます。そんなとき

　　　　は，私はしばしばそっとおきあがって，病入のねがおをしげしげとみ

　　　　つめている。（風立137）

　つぎの例のほうがはっきりしているだろう。

　　（141）　わたしがのぞいたときは，先生はいつも机のまえにすわっていた。

　このことについては，工藤真由美1982がつぎのようにのべている。

　　次のように一見，反復の呪法とみられるものがある。

　　劃螂寒行っても爾をかいていた。（その妹）

　　⑲あの頃のことを思うと，百円ぐらいのお金はしょつちmpう紙入れの中に入って

　　　いたんですがねえ。（家）

　　　前者はヂ動きの継続の反復」であり，後者は「変化の結果の継続の反復」であ

　　る。この場合には，シテイルの意味が動き動詞か変化動詞かで対立すると同時に，

　　スルにおきかえることができない。これも文のアスペクチュアリティとしては反

　　復であるのに違いないが，「動きの継続」「変化の結果の継続」という基本的意味

　　がかわらないままに，「イii｝時行っても」「しょっちゅう」という反復を示す形式が
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　ついたことによって反復の意味がでてくるのであるから，基本的意味の一バリエ

　ーションとして，あるいは基本的意味と派生的意味の中間として位置づけられな

　ければならないだろう。

　工藤1982の指摘するように，このばあいのシテイルはスルにかえられない。

これは，継続柑の基本的なアスペクト的な意味がいきているから，完成相にか

えられないのである。ここでは「バリエーション」とかド中間的」とかいわな

くても，はっきりと継続相の基本的な意味がいきていて，完成相と対立してい

るのである。

　このことをしめすために，つぎのア）とイ）を図であらわして，かんがえよ

う。

　　ア）　わたしがいくと，彼女はいつもないていた。

　i　　　　　ないていた　　　　　ないていた…一…一……ないていた　　　i

i　い、、」　い、と」　い、と」　i

　　イ）　わたしがいくと，彼女はいつもないた。

　　i　　　　撃発　　　　　〔廻…一一…一一一一・一一画　　i

　　iいくと」　　いく、」　　いくと」　　i

　この種のものは，図の実線でしめした，ひとつひとつの動作について継続相

ア）または完成相イ〉の基本的なアスペクト的な意味が実現しているのであって，

くりかえし過程は，アスペクトとしては，とらえられていない。

　これらがくりかえしをあらわすのは，時間軸上の特定または不特定の位置に

くりかえしおかれるというテンスの問題であって，アスペクトの問題ではない。

このことについては，第II三二4章第4節3）b＞でものべたが，第IV部第5

章，第V部第2章第2節，egVll二二5章，第VUI二二1章第6節でものべる。
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第3章ある局面の完成後につぎの局面の

なかにあるすがた

第1節　ある局面の完成後につぎの局面の
　　　　　なかにあるすがた

　1）　そのアスペクト・テンス的な性格

　継続相の基本的な意味は，その動作を基準時間が持続過程をなす局面のなか

にわりこんだすがたでさしだすことである。それは，動作の局面をとりだすば

あいにも，結果の局面をとりだすばあいにも共通していえることである。

　　（142）飛行機が音もたてずにとんでいる。（やさp21）

　　（143）　上原はみじろぎもせずだまってさいていだ。（生活101＞

　　（144＞　そのはなのあたまには赤や青のインクがべったりついている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（寅次9）

　　（145）市太夫や五太夫の宅はあき家になっていた。（阿部60）

　これらは，基準時間において動作がその持続過程をなす局面の始発と終了の

あいだにあることをあらわしている。

〔とんでいる，さいていだ）

　　　動作の愚面
　　　　　尋

発の局浜1　　　→

l　　　l
戟@　　　　l

C　　　　1
ﾒ　　　　　「

　　終了の局←

〔ついている，なっていた〕

　　　　結果の局面

変化の腸面

　　　一 Ψ
｝　　　　　　　　基準時岡

　つぎのばあいにも，基準時間においては動作は持続過程をなす局面のなかに

あるのだが，それを，ただその周面のなかにあるということだけでなく，その

まえの局面が基準時間のまえに完成したこととあわせてさしだしている。

　　（146）研究会はとじていた。雑談がはじまっていた。（むら56＞

　ここでは，くとじる〉（または〈はじまる〉）という変化の局面が基準時間より

まえに完成したことと，基準時間においてその結果の局面のなかにあることと
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が，あわせてあらわされている。

　これは変化動詞のばあいだが，つぎのよう

な動作動詞のばあいには，始発の局面が基準変化の乱言

時間よりまえに成立したことと，基準時間に　　　一→

結論の局面
　　，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　IN（（U，，，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　i
おいて動作の局薗のなかにあることとが，あ　　　　　　　　LY”

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　基準時闘
わせあらわされることになる。

　　（147）駿介はびっくりして老人をみつめていた。（生活114）

　これらは，動詞のあらわす動作過程（変化　　　　　　動作の局面

過程をふくむ）のあいつづにつの願にか　　r＿kp、

かわっているが，さきだつ局面については，　憐　　蹴　　　　　　・．　　瀦’

その始発から終了までをふくめてまるごとの

すがたでさしだし，あとをおう局面について

は，その始発と終了のあいだにわりこんだす

がたでさしだしている。つまり，あいつぐ二つの局面を完成網と継続穣の二つ

のすがたでさしだしているのである。

　つぎに，この用法が成立するばあいのテンス的な意味のことにうつるが，こ

のばあい，この形式は二つの局面をさしだしているので，そのそれぞれについ

て検討しなければならない。さいしょにあとをおう局面についてのテンスであ

るが，これは基準時間におけるすがたであるから，その基準時間が時間軸上の

どこに位置するかが，そのテンス的な意味になる。この時間軸上の位置は，こ

の継続椿形式が非過去形をとるか，過去形をとるかによってきまる。前者のば

あいは現在であるし，後者のばあいは過去である。

　　（148）業務がすでにはじまっている。（華麗！4＞

　　（149）　お島はこのごろよく口にするお株を，またはじめていた。（あら162）

　これは継続網が基本的なアスペクト的意味を実現するばあいにも成立するこ

とであって，このことは，継続相形式をとっているということ自身は，テンス

をあらわすためには，はたらいていないことをものがたっている。

　ところが，さきだつ局面のテンスのことになると，この形式そのものがそれ

にかかわってくる。というのは，さきだつ局面の完成する妻問軸上の位置が基

準時間よりまえであるということは，この形式をとること自身によってきまる

からである。基準時間が現在に位置するか過去に位置するかにかかわらず，さ
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きだっ局面が完成するのは基準時聞よりまえである。これは，発話時を基準と

する絶対的テンスではないけれども，一一定の時点を基準にして，それよりまえ

かあとかにかかわる梱対的テンスである。そうだとすれば，さきだつ局爾のこ

とに関しては，この形式が相対的テンスをあらわすというテンス形式としては

たらいていることになる。

　以上をまとめると，この絹法のなかでは，継続相形式は，動詞のあらわす動

作過程の，あいつづく二つの局面とかかわっていて，さきだつ周面を，アスペ

クト的に完成相の意味，テンス的に格対的過去の意味でさしだし，あとをおう

局面を，継続相の意味でさしだしているといえよう。ここで，テンス的な意味

がくわわることは，継続掘というアスペクト形式がテンス形式としての側面を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注1｝
もちはじめることをものがたっており，注罠すべき現象である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（i．1三2）
　なお，この意味については，角張新治1976Bが「ff　peAe　ul達成後の状態」と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注3）
して，「継続の状態」から区別してくわしく記述している。

（注1＞このことは，第VI部でのべるような，さらにテンス形式的鍵1面をつよダ）たものへとつながって

　いくものとおもわれる。

（注2）npe丑eドいうのはロシア語で「限界」のことで，災語のterminalにあたる。

（注3）角張1976Bは，ガリ版ずりで公刊されていないので，ここにその部分を全文引用しておく。そ

　　れから，方Il！についてではあるが，工藤真由美1976，1983，荒井孝…1984は，これにふれている。

　②fi（・【l　p　e、z　e・1）達成後の）｛ナ1態（T．C．一temporal　centerがうごきのf’1のあとと相関している

　　状懇体はさらt：，いくつかに下位区分噛される）

1。完了の心後の状態

　どうしがうごきの瞬閲盤をあらわす単語，あるいは車語のつらなり

とむすびつきながら，瞬間的におわるうごきをあらわし，T．C，がその

うごきの完了（うごきのおわりの目の達成〉の直後と餐：蕪｝しているば 　“　T，C．

あい，それは，完芋の礁後の，主体の状態をあらわす。麟式するとつぎのようになる。

　　これも鏑瀦，報告している。例をいくつかあげる。

　　11）　そんなこと，我慢なんか黒来るものですか！茜は胸の寧で，艇射的にこう選んでいた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（一の糸296）
　　12＞　あの．女は螢蓉ではないと思うと團時に，お當は本能的に無縁坂の女だと・・うことをさとつ

　　　ていたのである。（雁65）

　　13）　新子は無意識に白いポールを六助にさし出していた。（青62）

　　14）　突然震えを帯びた，低い，重い声が焼きつくように耳近く聞こえたと患うと，葉子は倉地

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が　ヒ　　　の大きな胸と太い腕とで身動きも出来ないように抱きすくめられていた。（或る女138）

　　15）患わず茜は膝の上のζiガ罫を抱きしめていた。←・一213＞

　　16）　rまあ，志渡守を」茜も思わず叫ぶように云っていた。（……一37⑪＞

2．n達威のあとの状態
｛D，fJfi，”uini：の線，点をの弓こえることをみずからの意瞭とするどうしの状態値は，②の意味，すなわ

ち　H達成後の状態をあらわす。
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　17＞　なんとか撚をあかしてやる方法を考えだしたいと，めいめい思っているのだが，なに一・つ

　　思いつかないうちに蜘の道を出はずれていた。〈二十四玉6＞

　18＞参吉は六十を五つ六つも過ぎていた。（金環295＞

　19＞　このお三輪が震災に逢った頃は最早六十の上を三つも四つも越していた。（嵐211）

　20＞　大塚さんは五十を越していた。（旧主入188）

　このばあい，のりこえられる線，点は，を格の名詞によって表現されている。

②．どうしの状態体に，まもなく，やがてなど，T．C．の移動をあらわす単語がむすびつくと，そ

　　こには／r．1の達成／という意味，ニュアンスがつけくわわる。

　21）　その気配は，やがて，蒲鰯の上をちょんちょんとふんづけて歩いていた。（林220＞

　22）　まもなく，富永と和子は星空の下の夜道を歩いていた。（青111）

　　歩行の状態とそれ以薗の状態のあいだにはH（これは歩行の状態にとってはじめのnをなし

　ている）があって，この状態体は／主体はこのはじめのnをこえて，所与のT．C．1：おいて歩

　行の朕態にあったこと／をあらわしている。

　23）敬策が，九度出の誰と名をいわぬのに，花は息を呑み，やがて彼の暗い眼から禮母だとい

　　うことを悟っていた。（紀71＞

　　ここにも／主体は，まださとっていない状態と，さとった状態のあいだのrlをのりこえて，

　所与のT．C．においてさとった状態にあった／という／Bののりこえ／のニュアンスがつけ

　くわわっている。

　24）　そうして時聡が経過していったとき，修一一郎は，頭のなかで’ひとつの夢を組みたててい

　　た。（冬284）

　　経過していったときがあらわすT．C．において，主体はおわりの口を達成した，すなわちうご

　きが完了したあとにあったことをあらわしている。

㈲．動作体と状態体を爾方もつすべてのどうしは，状態体のかたちで，もう（すでに，いっか，

　いつのまにかetc．）～しているという購文論的な構造のなかにおかれると／あらわされている

　状態はどうしのもつ，なんらかのqを達成したあとの時点における状態である／ということ

　をあらわしている。

（4＞．継続するうごきをあらわすどうしは，前にものべたように，本質的には①継続の状態をあら

　矛）すのだが，これがもう～しているという構文論的な溝造のなかにおかれると，B（はじめの，

　あるいはおわりの）達成後の状態をあらわすものへと移行する。

　25）　たか子の蓋で，寝ころんでラジオをきいたりして，十時ごろ自分の室に帰ってみると，宴

　　会のあとはきれいに片づいて，床が二つ並べてしかれ，トミ子はもう休んで’いた。（賜225）

26）

27）

28＞

29＞

ギえ？」ときき返す声がしたが，伸子はもう黙って揺られていた。（坤下259）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　既に営庭の方から溝燈ラッパがなり渡っていた。（真柴上232）
ハ　もう岡は涙ぐんでいた。（或る128＞

　それとともに，妄りに自分でこしらえたこの一場の架空劇をよそ黛に晃て，その荒誕をせ

せら笑う理蜘の力が，もう彼の甲心に働いていた。（明下209）

30）

31）

32）

33）

車はいっか，入宋のない鼠．1道のような所を走っていた。（陽31の

曾騰の考えは，いつの間にか木谷を思想犯として考えて背く方にはしっていた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（＄4’一空！z234）

しかし，相手の箪が横転したのを見履けたときには，彼はもう塵労の車を走らせていた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（冬195）
「もう晃てるσ……」（｝鷺含39＞

これらの例においては，／主体は，非活動の状態と活動の状態とのあいだにある，はじまりの

1．iをのりこえて，所与のT．C．において湧動の状態にあること／をつたえている。

例25）～33）はアクチオンスアルトのひとつである／～しはじめている／とあらわす現実はに
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　ている。もちろん，両者はちがっている。このことはアクチオンスアルト全体を問題にしてい

　くなかであきらかにしていく。

15｝．継続するうごきをあらわすどうしは状態体のかたちをとって，本来①の意味をあらわすわけ

　だが，それがもう～しているという構造のなかにあってうごきの経過の時間的な徽をあらわす

　単語とむすびつくと，うごきの継続におわりの目がもたらされることになり，その状態体は

　②の意味をあらわすものへと移行する。

　34）翼知子はそれを鮪って来て，もう二十分待っていた。（真知274＞

　35）　「その女のひとは，もう随分永いこと勉強しているんです。～」（伸．3二32＞

　36）私達が坂の下の石段を降りるのを足審で聴き知るほど，最早三十．年透くもお徳｛よ私の家に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～一　　奉公していた。（嵐151＞

　　もし，もうという単語がなければ，．：11：十分，ながいこと，三年ちかくもはその時間的な巾に

　わたって主体がうごきの継続の状態にあったわけだから，それらはT．C．としてはたらいている

　ということになる。ところが，ここではそれらはT．C．としてはたらいているわけではない。

　T，C．は，それらの単語がしめしている時閻が経過したあとの時点にある。

　さらに水駅継続するうごきをあらわすどうしが，うごきの対象の量，移動の距離をあらわす皐

　語とむすびついて，やはり②の意味をあらわすようになる。これらの単誘がうごきにおわ量｝の

　目をもちこむからである。このとき，もう，すでにという．冷語がなくてもこの意味は実現され

　るが，あればその意味がはっきりと表現される。

　37）　例によって，西Hは，もう盤三分の一ぐらいのところまで，まぶしく躍りこんでいる。（伸下8）

　38）　昨1ヨの午後これが配達されてから，もう半日以上の時間が空費されている。（開き158）
　　　　　　　　　　　　し　やくしん
　39＞　そこには銀杏と伊吹柏棋の丈たかい木が二列にならんでお1）　t銀杏はすっかり葉が黄ば

　　んで，すでに半分以上が落葉していた。（冬216＞

　40）顧みるとその時からもう半年以上経過していた。（明上202＞

　41）　けれども私が家を出て，方々漂浪して帰って来た時には，その喜久井町が大分広がって，

　　侮時の閣にか根来の方まで延びていた。（硝57）

42＞門を1：tlて急ぎ足に宅へ帰ると，．毎朝出る時刻よりも，もう三十分ほど遅れていた。（門88）

43＞手術後の央を，やっと安静状態に寝かしておいて，自分一一入下へ降りた晦お延はもう約束

の時事をだいぶおくらせていた。（明上126）

44＞銭湯の上り場で秤にかかると一一月ばかりの閲に．一貫身近くやせていた。（妖155）

　　例44）をつぎの例45＞と比較すると，44）は一定の量をこなしたあとの時点（T．C．〉において

　主体の状態をとらえているが，45＞は変化ときりはなして，主体の一淀の状態をそれ1解本として

　あ’）わしている。

　45）少年院で飼っている豚は，養豚業者の飼っている豚よりやせていた。（冬515）

　　結果の状態をあらわす状態体についても37）～44）までの例とおなじことがいえる。

　46）　～時計に眼をやった。八時に二十分からあった。もうそれくらい，彼女は河井の粥にかけ

　　ていた。（真知244＞

（6）．うごきがおこなわれた結果として主体あるいは対象のうちに，一定の状態がのこるようなう

　ごきをあらわすどうしが状態体のかたちをとって，もうすでにetc．とむすびつぐと，単に／主体

　が，T℃．においてうごきの結果の状態にあること／をあらわしているのではなく，その状態を

　うごき，変化の実現との時間的な関係のなかでとらえているのである。主．体に一．・定の状態をも

　たらした変化の契機は，視野のなかにとりこまれている。

47）

48）

49）

roO）

もう，荷物は繍來ていた。（素足184）

何時の間に動いたともなく船は桟僑から遠ざかっていた。（託る79＞

おさえられた手をはね返した彼女は，もう最初の自的を忘れていた。（明．上203）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら　う
寝苦しさのあまりに戸を開けて見た頃は，爾も最早すっかり止んでいた。（管粥109＞
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　2）　基準時問のはじまりとのちがい

　さきだつ局面の完成をあらわすことは，基準時間のはじまりをしめすことと

はちがう。つぎの「～から」は，基準時問のはじまりをしめしているのであっ

て，始発の局面をしめしているのではない。

　　（159）ばあやはもう昨夜から行李をだしてごそごそやってますよ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（桑の21＞

　　（151）　私は二幕めからおちっきをなくしていた。（火の29）

　これらを図でしめすと，つぎのようになる。

〔やっています〕

　　　　　　動作の局面
‘pt一

F＝　：Fm一一u－i

始発の局面
　　　　　　1　　　　：
　　　一　　　　　　聾　　　　　　　　　　扉
　　　　　　1　　　　　　　　　　　1
　　　　　　コ　　　　　　　　　　
　（助三夜から〉プ’v一ノ

　　　　　　基準時間

終了の局諏

一

〔なくしていた〕

　　　　　結果の局晦

変化の局藤

　　　一
（二幕めから）

　これが始発の局面を問題にしていないことは，始発の局面をもっていない準

アスペクトをしめす状態動詞や状態形容詞でも，これが可能であることとかん

がえあわせると，わかるだろう。

　　ア）　さっきからここにあるよ。

　　イ）　きのうからいました。

　　ウ）　だいぶまえからくらかった。

　この第3章に属するものは，「いつのまにか」「いっか」のような状況語でひ

ろげることができる。この「いつのまにか」「いっか」は，さきだつ局面の完成

するときをしめしている。

　　（152）　ちゅうちょなく，二台の自動車も，線路をふみきった。一板僑町

　　　　の家並も，しだいに空隙ができ，いっか，両がわともたんぼの街道を

　　　　はしっている。（ない88）

　けれども，うえのア）～ウ）は，この状況語で拡大することができない。な

ぜなら，それらには始発の局面がないからである。もし，このような状況語に

かざられさせたいならば，運動過程（変化過程）をもつ動詞の継続相の形式に

かえてやらなければならない。

　　エ）　いつのまにかおかれていた。いつのまにかおいてあった。
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　オ）　きのうのうちにきていました。

　カ）　いつのまにか（いつしか）くらくなっていた。

この章でのべている用法は，ふたつの局面をもっているのである。

　．3＞　羨現在，前過玄とのちがい

　この用法は，おなじ継続相形式の，べつの用法である，現在以前または過去

以前に動作が完成したことをあらわすものとはちがう。それは，いままでr経

験・記録とされ，この報告では第V1部で「完成掘のテンス形式に準じる継続相」

としてとりあげるものであるが，それは，つぎのように，動作がまるごとのす

がたで以前に完成したことをのべているだけであって，局面に分析していない。

　　（153）かれは二牽代に画期的な論文をかいている。

　　鰍〉　かれは去年の三飛に彼女と結婚しています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以上2例，鈴木1972から）

　この種のものキ）を，この章で問題にしているものク）とくらべてみよう。

　　キ）　島崎藤村は1872年目長野県でうまれている。

　　ク）　わたしが産院についたときには，あかんぼうはもううまれていた。

　あとの例では，基準時間がしめされていて，基準時間のまえに，さきだつ周

面，つまり〈うまれる〉という変化の局面がまるごと完成し，基準時間には，

その結果の局面，つまり〈母体のぞとに存在している〉という状態のなかにあ

ったことをしめしている。それに対して，まえの例では，結果の局面は問題に

ならず，その動作が以前に完成したことだけをのべている。このようなものは，

すでに意味的にはテンスしめしに移行しており，この章のものがテンスとアス

ペクトの合成的な意味をあらわしているのより徹底している。

第2節　この意味を実現する条件

　この意味を実現するためには，その動詞が一定のカテゴリカルな意味をもっ

ているか，または，一定の状況語や修飾語でかざられているか，すくなくとも，

そのどちらかであることが必要である。
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　1）　この意味を寅現させるi動詞

　角張新治1976Bは，「任意の線，点をのりこえることをみずからの意味とする

動詞」の継続相がこの意味をあらわすことをのべているが，もうすこしくわし

く，いろんな勤詞をあげておこう。

　a）　とおりこしをあらわす動詞

　　（155）　ふと，気がつくと，列車は，横浜をすぎていた。（自由352＞

　　（1紛　食事をおえて，店をでたのは，二時すぎていた。（9由65）

　　（157）　しかも彼らをr中ボス」とよぶほうも，大部分の人が三十をこえてい

　　　　る。（根源13e）

　　（1謝　胎児は四か月をこしている。（季節68）

　b＞　経過をあらわす動詞

　　（159）　前シーンから十二年の月ffがたっている。（娩と86）

　　（lrw）私が水辺に家をさがしはじめてから二か月半かかっている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（消｝明246）

c）到達・接近をあらわす動詞

（161）　そのうわさはかれらの耳にもとどいている。（李陵156）

（162）彼女の猜疑の目は，るすばんと台所のてつだいのために同居してい

く163）

鰍）

る妹のおよねのうえにさえおよんでいた。（生ま192＞

　（1鮨）

　（1ee）

　　　っている。（葦麗256＞

d）　始発をあらわす動詞

　（167）事務駈のなかはあいかわらず通信教授でいそがしいが，一部ではあ

　　　たらしい小説発行の準備が，はじまっている。（間革47）

　（1鋤　野口たちの芝居は，もう立ちげいこにはいっている。（やさp36）

　（169）下のほうの雑木林のなかでは，たいへんなさわぎがおこっている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（未知333）

　（179）　「（略）」あきっぽいようなお島がいいだしていた。（あら162）

電車は，橋の中ほどにさしかかっている。（忍ぶ4）

初江が灯台長の家へいかなければならない時刻がせまっていた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1朝騒29）

夜になっている。

ベッドも洋服だんすもすべて荷造りされて，発送されるばかりに窒
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e）　終了をあらわす動詞

　　（171）　ホテルー室（夜〉　少年と少女，食事をおわっている。少年，大き

　　　　くノビをして「（略）」（遊び60）

　　（172）読経の声がやんでいる。出棺。（時計20）

　　（173）果枝がかおをだしたときは，議案はなかばすんでいた。（ない48）

f）　飴現，発生，消滅をあらわす動詞

　　（174）安吉とおばさんとのあいだには，ほかの学生とはいくらかちがった

　　　　点での親しさもうまれている。（むら9）

　　（175）　絹ごろ，池氏愛用の望遠鏡も，ながい道路をゆられたため，いたると

　　　　ころ故障を生じている。（未知325）

　　（176）哲郎さん，セーターできてたえ。（忍ぶ138）

　　（177）　「（略）」とふりむくと，少女のすがたはきえている。（遊び36＞

　　（178）　それしか気力がなくなっていた。（カニ68）

　　（179）　ことにかれらは屍体であることすでにながく，あらゆるその前身の

　　　　形態をうしなっていた。（野火77）

　9）　発見をあらわす動詞

　　（1鋤　つよい発ガン性物質は，百種類以上みつかっている。（暗号150）

　　（181）駿介は，初対面のあいさつをかわすまえに，彼がこの村のタバコ耕作

　　　者組合長の松川で，洋服の男は，專売局の局貝であることに気づいて

　　　　いた。（生活120＞

　　（182）　ユキは本能的になにかをかぎつけている。（津軽88）

　h）変化そのものをあらわす動詞

　　（1働　ウインチにつるされた雑夫はかおの色がかわっていた。（カニ65）

　　（IM）駒子の心は，先刻のおどろきが，腹だちに転じていた。（自由350）

　i）その他

　　（1SS）　もちろん，五i菱とははなしがついている。（間革260）

　　（186）　火がすぐそばの家にもえうつっている。（時計72）

　　（187）で，どうせ，みっともない女ばかりならと，二桐はすすんで希望して，い

　　　　ちばん年上の迫鍬初を自分の女助手にえらんでいた。（木石55）

以上の各項は分類結果として，そうならべたのでなく，てきとうにくくって，

られつしたものである。したがって，すこしみかたをかえれば，べつの項がた
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つたり，べつの項にうつったりするものもあるはずである。

　2）　この意味を実現させる状況語，修飾語

　a）「～のあいだに」「いつのまにか」など

　さきだつ局面の完成する時間のはんいをしめす状況語でひろげると，継続相

はこの意味を実現する。

　　（1謝　半月ばかりみないうちに，家々にはもう冬こもDの用意，軒たけほど

　　　　の高さに毎年つくりつける粗末なよしずの雪がこいがすっかりできあ

　　　　がっていた。（破戒173）

　　（189）　かえってみると，十年のあいだに世の中はまるっきりかわっていた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（末枯23）

　　（1se）むぎばたけは，知らぬまにいろついている。（無限5）

　　（19D　みとれているうちに，あたりはいつしかとっぷりとくらくなってい

　　　　た。（田園68）

　　（1吻　二郷もいっか泣いていた。（木石90）

　　（193）いつのまにか事務所のなかがシーンとなっている。（間革27）

　　（194）段々畑をのぼり，あるいているあいだにいっか岡の高みに達してい

　　　　た。（厚物41）

　これらでは，状況語はさきだつ局面の完成する時間のはんいをしめしている

が，その時間をきちんとしめす状況語になると，以前に完成したことをしめす

だけで，あとの局勢のなかにあることは，あらわさないようである。

　　（1働　監督は実はけさはやく，本船から十海里ほどはなれたところにとま

　　　　っていた××丸から「突風」の警戒報をうけとっていた。（カ＝　37）

　こうしたものについては，第VI部でのべる。

　b＞ドやがて」「まもなく」「もう」「すでに」など

　これらの副詞は，さきだつ局面の完成時を相対的に位置づける。「やがて」「ま

もなく」は，ある時のあとに，fすでに」fもう」「とっくに」は，現在または，

あるときよりまえに成立したことをあらわす。

　　（196）　ひとはみな結婚生活にはいるとき，あいてと自分に「こうあつてほし

　　　　い」「こうありたい」という期待をもつ。そして，その期待がみたされ

　　　　ないと，結婚生活への違和感に苦しみ，やがては夫婦関係の危機にお
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　　　　ちている。（学問266＞

　　（197）　そして二人は，まえのあの溝原をとおり，改札口の電灯がだんだん大

　　　　きくなって，まもなく二入は，もとの単室の席にすわっていま行って

　　　　きたほうをまどからみていました。（銀河276）

　この例は，あるいは「まもなく→すわって」かもしれない。つぎのような文

なら，この意味がはっきり実現している。

　　○まもなく二人はもとの座席からまどのぞとをみていました。

　　（198）太陽はすでに高くのぼっていた。（風立120）

　　（199）　「だめです」といかにも絶望的な調子でいったが，その翻はすでにわ

　　　　らっていた。（或る199＞

（2ee）

（29至）

（2e2）

（293）

儲）

（2ea）

そらにはもうひばりがないている。（思出38）

男の子はまるでパイをたべるように，もうそれをたべていました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（銀河295）

東海道はもう春になっていた。（冬の172）

三入は霞が浦基地でのりかえ，もう海上へでている。（H本47）

腹案はとうにできあがっていた。（李陵171）

もうとっくに就寝時聞の九時はすぎていた。（風立103）

　c）「やっと」ヂとうとう」など

　期待や反期待の変化の完成の実現とかかわる「やっと」や「とうとう」など

も，ほんらいは完成相にかかる副詞であるが，継続相にかかると，この意味が

実現する。

　　（2㈲　このごろでは，かれの駒子に対するふきげんも，やっと，とけてい

　　　　た。（趨由345）

　　（207）彼はとうとうびっこになっていた。（或る229）

　これは程度副詞であるが，「すっかり」も完成梱とくみあわさる副詞で，おな

じことがいえる。

　　（2謝　すっかりHがかげっている。（忍ぶ35）

　　（209）気がついてみると，へやのなかはもうすっかりうすぐらくなってい

　　　　た。　（風立87～8＞

　d）　「また」fあたらしく」など

　fまた」「ふたたび」「あたらしく」などは，問題のことがらが，（まえと嗣じ
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種類か別の種類かはともかく〉あらためて成立したことをあらわす。そのため，

これらにかざられると，継続梱はこの意味を実現することになる。

　　（210）私は小店翼の去ったあと，また河の雪をながめていた。（河明278）

　　（211）係長がふたたび気をとりなおしてきいている。（砂の42）

　　（212）朝わたしがここをでたときにいた六人から一人が去り，二入がゑな

　　　　らしく到着していた。（野火25）

　つぎの例は副詞ではないけれど，「また」ドあたらしく」「こんどは」などとお

なじはたらきをしている。

　　（2玉3）今西が係畏にかわってきいている。（砂の42）

　e）「おどろいて」「急に」など

　「おどろいて」は動作をおこす原因であり，「おもわず」や「なにげなく」な

どは，その原因が意図的でないことをのべているが，いずれにしても，それは

動作をおこすことにかかわるものであって，そのために，継続相がこの意味を

実現することになる。

　　（214）、駿介はびっくりして老人をみつめていた。（生活114）

　　（215）おもわず鷹夫は縁の欄干に両手をかけて高い声でよんでいた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（女坂159）

　　（216）　彼はごろんとひじまくらをつき，なにげなく欄間の額をみていた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（青銅64）
　　　　　　　　　ママ
　　（217）彼はそれを聞きいりながら，ついそれの口まねを口のなかでして，そ

　　　　のうえ，ねている自分のからだをすこしうきあがらせる心もちにして，

　　　　からだ全体で拍子をとっていた。佃園89）

　修飾語の「急に」も動作をおこすことにかかわるので，おなじことがおこる。

　　（218）　はげしい敵がい心が急にもえあがっていた。（或る152）

　つぎの「日にやけて」は原因をあらわす。

　　（219）　ふかいしわのなかまでがHにやけて，手などは，よごれのしみいった

　　　しわとふるい漁のきずあとが見わけのつかないようになっていた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1朝購蚤15）

　これは「なっていた」で始発の完成もふくみそうであるが，「鷺にやけてまっ

くろであった」のようにもいうことができ，こうなると始発の局面が表現され

ていないことになる。このあたりが境界であろう。
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第1節　状態の持続のなかにあるすがた

　1）　状態の持続のなかにあるすがた

　継続相のかたちで持続過程のなかにあることをあらわしていても，その持続

過程が動作の局面でないばあいがある。

　　（220）寝台のうえはわらぶとんをむきだしにして，さむざむとしていた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（真空63）

　　（221）額はややふとめの赤い絹のうちひもでつるすようになっている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（桑の114）

　　（222）路地のしき石にはうち水があり，そうじがゆきとどいていた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（無限81）

　これらは，基準時間がその持続過程のなかにあることをあらわしている点に

おいて，継続相の基本的なアスペクト的意味と共通である。けれども，アスペ

クトというものが動詞のあらわす動作（変化）の過程のなかの一定の局面をと

りだして，そのすがたをあらわすものであるとすれば，ここであらわしている

ものは動作の局面ではないので，アスペクトだといえない。これは，第II部第

3章でのべたものと同様，アスペクトに準じるものとしてとらえるほうがよい

だろう。

　この準アスペクトの用法は，完成相にくらべて継続相のほうがはるかに多く

の用例をもっている。それは，この用法のもつ意味が継続相の基本的なアスペ

クト的意味と共通の側面をもっているからだろう。じっさい，この二つのあい

だには，中農的なものもかなりあるのである。

　2）結果の局面のなかにあるすがたと，状態持続のなかにあるすがた

　結果の局面のなかにあるすがたと状態持続のなかにあるすがたとの間には中

問的なものがあって，きちんとふたつにわけきるのはむりである。

　おなじ動詞の継続相の形式がどちらの意昧を実現する用法をももっているの
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は，ふつうにみられることである。つぎのア）やウ）は結果の局面のなかに

あることをあらわしているし，イ）やエ）は，状態持続のなかにあることを

あらわしている。

　　　ア）　くぎがまがっている。　　｛

　　　イ〉　みちがまがっている。

　　　ウ）ほっぺたにめしつぶがついている。　　｛

　　　エ）　はなはかおのまんなかについている。

　ここで，それぞれ濁者のちがいをきめているのは，統語論的なレベルで，で

きごとをのべているか，ものの状態的な性質をのべているかのちがいである。

ア）やウ）のばあいは，変化の過程があるので，ここでは，結果の局面をと

りだしていることになるし，イ〉やエ）は，それがコンスタントな属性（状

態的な性質〉をあらわしているので，状態の持続過程のなかにあることになる

のである。

　けれども，じっさいには，どちらかわからないこともある。たとえば，ある

ひとをゆびさしてオ）のようにいうとき，事実問題としては，ホクロなのかゴ

ミなのかが，いつもわかっているわけではない。

　　オ）あのひと，ほっぺたにくろいものがついているね。

　こうしたことは，この両者がきわめてちかいごとをものがたっている。けれ

ども，こうしたことがあるからといって，この爾者の区甥が無意昧なわけでは

ない。変化動調の継続穏は，ほんらい結果の局面のなかにあるすがたで動作を

さしだすものであり，この章のような用法は特殊だということを，いつもここ

ろえていなければならないだろう。

　3＞運動の局彌のなかにあるすがたと，状態持続のなかにあるすがた

　動作と状態をわけるものは，動的か静的かという属性のありかたのちがいで

ある。つぎのカ）は動作の局面のなかにあることを，キ）は状態持続のなかに

あることをあらわしている。

　　カ）　あしがつるつるすべっていた。

　　キ）　表面がつるつるしていた。

運動のあるものは，動作過程としてとらえることができる。

　　（223）　だが，清原と泉田がかおをみあわせ，もじもじしている。欄革145）
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　　　　　　　　　　こうぎょう
　　（224）　「あ，そう」聖業さんはちょっとどぎまぎしていた。（無限120）

　けれども，つぎのようなものは，動作か状態かよくわからない。

　　（225）　ながいことクリームをかおへぬらないので，かおのひふがひりひり

　　　　している。（放浪35）

　　（226）灯台長の家は，ひるねでもしているのか，ひっそりしている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（潮騒25）

　動作ならば，そのおなじ動作の局面を，完成相をつかって，まるごとのすが

たでさしだすことができるはずである。そのような点から完成相へのいいかえ

をこころみてみると，「ひりひりした」のほうはいえそうだが，「ひっそりした」

のほうは，いえそうでない。このへんにさかいめがあるのだろう。

　4）状態である性質と，性質の実現した状態

　継続根形式でものごとの質的な属性をあらわすことがある。

　　（227）　世のむかうところにしたがうが，むしろ当を得・ている。（総長348）

　　（228）このまよいのために，死をはやめるのはばかげている。（野火61＞

　この2例のような属性は，現実のできごと過程からひっぱりだした二次的な

属性であって，アスペクトから解放されている。けれども，おなじく質的な属

性であっても，その属性のもちぬしであるものごとが長期にわたって存在し，

そのものごとがコンスタントに呈している状態がそのものごとの属性となって

いるばあいは，その属性はできごと過程をなしており，そのなかに基準時間が

おかれると，この用法になる。従来「単なる状態」といわれてきたものは，お

おくがこれである。

　　（229）竹矢来をむすぶなわもくちた色をしている。（娩と3）

　　（230）　みると，彼のくつしたには，赤い線が二本はいっていた。

　　（23i）　華喬のlllTは，その橋をわたってから，海岸にそってながくっついている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（・」希婁艮β14）

　ほんらいは，できごと過程から解放された関係をあらわす動詞であっても，

この種の文の述語のなかでつかわれると，アスペクトから完全に解放されない

で，準アスペクトの様根をていする。

　　（232）　この門は，ほかの門とちがっている。

　「ゆきとどいている」なども，ほんらいは状態をあらわす単語ではないが，
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（222）のようにつかわれると，状態持続のなかにあることをあらわす。

　5）　コンスタントな質的属性をあらわすもののアスペクト的な性格

　まえの項でのべたヂ状態である性質」と「性質の実現した状態」は，ともに

コンスタントな質的属性であるということができる。この種のものは，コンス

タントである点で準アスペクトの側面をもち，性質である点で脱アスペクトの

側面をもつ。そして，どちらかいっぽうにおしこめると，すこしかたよりがあ

るようにおもえる。いまのところ，これを両者の中間のどこに位置づけるのが

よいかについて，確信がない。そこで，この報告では，両方のたちばをとって

みた。つまり，この99111部では，第4章，第5章をとおして，かなり準アスペ

クトよりに位置づけてみたが他の部では，だいたい，アスペクトから解放され

たものとしてあつかったわけである。そのため，全体としては，記述に矛盾を

生じることになった。

　こうしたくいちがいは論文としては，みぐるしいことであるが，研究段階の

正直な反映であり，統一的な記述は，今後の研究の成果にまちたい。

第2節　状態持続のなかにあるすがた
　　　　　をあらわす継続相形式

　1）「している」の形で状態をあらわす動詞

　「している」の形でいつも状態をあらわす動詞がある。こうしたものは，形

容詞化しているということができるだろう。

（2認）

（2鍛）

（235）

（236）

（237）

〔患部のてざわりが〕こんにゃくよりざらついている。（本日97）

かれのすることは，しばいがかっている。

九郎兵衛は，九十ちかい老人だが，かくしゃくとしている。（娩と105）

あおざめていたが，自若としていた。（帰郷323＞

古藤はくり戸のガラスごしに，切りわりのがけをながめて，つくねん

　　　　としていた。（躍る9）

　「（部分を）している」「（側面を）している」などは，この連語形式が状態ま

たは状態的性質をあらわす形式となっている。

　　（2謝　腕はまるで二十才の娘のはだをしている。（娩と125）
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（239）　隠岐達三はやや甲高く，年齢よ｝）も若い声をしていた。（帰郷315＞

（240）電子顕微鏡写真でみると，タバコモザイクウイルスは，マッチ棒のよ

　　うな形をしている。（略一畢156）

（241）　彼は怜悌1なかおをしていた。（冬の44）

　2）　「している」の形で質をあらわす動詞のばあい

　「している」の形で質をあらわす動詞は，その質のもちぬしが持続過程のな

かに存在するものであるばあいにこの意味が実現する。

　　（242）　とにかく，主人はかわっている。（機械12）

　　（243）　イギリスのほこりとする大学町は，ケムブリッジとオックスフォー

　　　　ドだ。いずれも片いなかに偏在して，俗塵を超脱している。（総長351）

　　（243）彼は惟倒なかおをしていた。（冬の44）

　3）　「みえている」「きこえている」など

　知覚活動をとおしてモノや現象の存在をあらわす動詞は，継続網の形で状態

持続のなかにあることをあらわす。

　　（244）　どことなく不安の色がみえていた。（本日83）

　　（245）　黒菅の城内では，琴の音がきこえていた。（落城17）

　　（246＞　その花のにおいだけでなく，どの木も華もにおっている。土もにおっ

　　　　ている。（帰郷8＞

　　（247）　それにぶた小屋そっくりの，むねがすぐゲエときそうなにおいがし

　　　　ていた。（カニ10）

　　（248）　そとでははげしい雨音がしていた。（暗夜51）

　　（249）　その初秋の一一一　H，赤城山麓は，まだ草いきれがむんむんしていた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（IH石305）

　これらは，雰過去形のばあい，完成相の形をとったものとおなじことをあら

わすことになる。（第H部第3章第1節）

4＞　f存在している」ギすんでいる」など

存在をあらわす動詞の継続相は，状態持続のなかにあることをあらわす。

　（2謝　私たちはうまれている。そしてこの世界は存在している。（出家48）
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　（251）　ばかはおなじところになお形を存している。（高野49）

　（252）　そのとき安吉はまだ小石川応訴町にすんでいた。（むら63＞

これらも，四過轡形のばあいには，完成網があらわれることもある。

　5）　モノの状態・質的な属姓をあらわすばあい

モノの状態・質的な属性をのべる文の述語につかわれると，運動駐をうしな

って，継続相は状態だけをあらわすことになる。

　　（253）　牛はひずめがふたつにわれている。

　　（2M）予が時々着用するを余儀なくさるるケムプリッジ理博の学位脳は，

　　　緋色で僧衣におなじく，ながいそでがついている。そのそでがH本流

　　　のものとことなって，ほそながいふくろになって左右にぶらさがって

　　　　いる。（総：長352）

　　（255）DNAは，糖と燐酸と塩基という三つの物質からなりたっている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（暗号160）

　s）　空問的な配置の述語

　空間的な配置をのべる文の述語につかわれると，運動性をうしなって，継続

相は状態をあらわすことになる。移動性の動詞と変化動詞がよくつかわれるが，

前者が動作の局面のなかにあることをあらわす用法にちかいのに対して，後者

は，結果の局面のなかにあることをあらわす用法にちかい。

　　（255）海底を何条ものリップルマーク（波状痕）がはしっている。（日本12）

　　（257）山と海にはさまれて，自動車道路と電車の軌道と国鉄とが，せまいお

　　　　びのようにはしっていた。（高麟9）

　　（258）足もとから，かけおりた森林は，ただ一色の枝葉をさしちがえたま

　　　　ま，またむこうの山までひといきにかけのぼっている。（ない11）

　　（259）　そこから階段が二階にある家族たちの居間や寝室にのばっている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ダ膏｝銀碁21）

　　（2鋤　榊の生垣は背丈がふぞろいになって，その一列になったあたまの線

　　　　がぶかっこうにうねっている。（田園23）

　　（261）　片がわの斜面がつきて横谷があらわれ，ながれでる水がおちあって，

　　　　河原をひろげていた。（野火48）



（262）

（263）

（2磁）

（265）
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鉱脈は途中の断層できれていた。（厚物22）

河口は三角形にひらいている。傭本120）

北が高く，南が低い傾斜になっている。（野菊23）

しかもこの凌稽山は，もっともちかい漢塞の居延からでも優に一千

　　五百塁ははなれている。（李陵153）

（2鋤　山は，海岸ぎりぎりまでせまっている。（高崎9）

　7＞状態のかたちで存在する関係

　関係そのものは動作でも状態でもない。けれども，その関係のもちぬしが時

間の持続のなかに存在するものであれば，その関係も持続過程をもつことにな

る。たとえば，つぎのア）は時間性が問題ではなく，アスペクトから解放され

ているが，イ）は持続過程のなかにある。

　　ア）　きのうの彼の意見は，彼女の意見と一一致している。

　　イ）彼の持論は彼女の持論と一致している。

　このようなばあい，ふつうは継続相になるようである。

　　（267）　この一家はいわゆる一一・・任派に属している。（水俣151）

　　（2謝　私の座敷にはひかえの間というような四畳が付属していました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にこ204）
　　　　　みt　　たど　　しtfぐち　　　　　　　 かやま

（26．9）　三方式，田開式，子母口式，田戸上層式，茅山式など，囲転捺型文系

　　とひっかき条痕文系の二系統をふくんでいた。（旧石313）

（27e）　こっけいなことには，〔奈良公園のシカの〕オスの甲羅なわばりの境

　　界線は，公園の，写真屋やせんべい売りのおばさんたちの「なわばり」

　　と，完全に一致していた。（高崎30）

（271＞　積取人夫はカニ工船の漁夫と似ていた。（カニ61）

（272＞総長と予とは意見が隔絶している。（総長341）
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第5章　アスペクトからの解放

第1節　継続相の脱アスペクト化

　1）　継続相の脱アスペクト化

　継続槽の動詞が動作過程との縁をきって，動作の局面でない状態過程のなか

にあることをあらわすと，前章でのべたような準アスペクトになるのだが，状

態過程からもはなれて，ただ特徴的な側面をひっぱりだすと，アスペクトから

解放される。

　継続相の脱アスペクト化は，つぎのふたつのばあいにおこる。そのひとつは，

質的な属性のもちぬしが持続性をもたないアクチュアルな存在であるばあいで

あり，もうひとつは，そのもちぬしがアクチュアルな存在でないばあいである。

つぎの2例は，それぞれ前者と後者の例である。

　　（273）妻のことばは図星をさしていた。（無限123）

　　（274）　懐疑はひとつのところにとどまるというのはまちがっている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（人生29）

　前者の例をすこしあげる。

　　（275）　「姉さん，代ってまいてください。」と，K：は同いどしの松子をそう

　　　よんだ。お国なまりがついていた。（無限12e）

　　（276）　ただ「畜生！」とどなった。くらがりで，それは憎悪にみちた牡牛の

　　　うなりこえににていた。（カニ69）

　　（277）かんじょうしてみると，先生が毎月例として墓参にいく日が，それか

　　　らちょうど三Hめにあたっていた。（ここ18＞

　　（278）あのひとの今の身じろぎはいっている。おまえは動物だ，動物のめす

　　　だ。本能のはたらきだけでもえる。（火の42）

　後者の例には，つぎのようなものがある。

　　（279）　したがって，評判を気にすることは名誉心でなくて虚栄心に属して

　　　　いる。（人生48＞

　　（2鋤　青年はべつにヤミ物資のボスではなく，単なる売り子にすぎなかっ
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　　　　たので，歩合の収入は，要するに足まめであるかどうかにかかってい

　　　　た。（撫石305）

　　（281）われわれは順序としてまず古典物理学によって定立された客観的世

　　　　界について考察する。ものがあるということは，そこでは空間におい

　　　　てある一定の位置をしめるということを意味していた。（物質258＞

　なお，さいこの2例は過去形で過去のことについてのべているが，それは，

アクチュアルなかたちで過去にべったりつづいていたのではない。個々のこと

については，特定の時間とむすびついていない。

　継続相でアスペクトから解放される動詞は，ほとんどのものが語い的意味の

レベルで動作的な側面，状態的な側颪をうしなっている。

　　（2S2）嘉門のつとめかたは，いっぷうかわっていた。（冬の26）

　　（2謝　しずかなこえで，まちかまえていたというほどではないが，おどろいてね

　　　　とぼけた調子ともちがっていた。（厭や264）

　　〈2鋤　それは形をつくるという生命に内的な本質的な作用に属している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（人生31）

（2陶　それは恋愛によくにている。（幽明261）

（2脚　彼は（中略）正月の飾支度をしていたが，億劫で，御飾はばかげてい

　　た。（無限142）

（287）　歌のなかに三助としてあるから，二重に名をかかなくてもよいと，す

　　なおにかんがえたのが，しぜんに故実にかなっていた。（阿部45）

（2働　目をさました母おやの最初の印象はあたっていた。（潮騒59）

　2＞　完成相の脱アスペクト化とのちがい

　完成相の脱アスペクト化は，完成相と継続相というアスペクト的な分化が問

題となる以前のもののような感じがする。モーダルなもののばあいは，始発と

終了に対する関心が生ずるまえであるし，質的な側面をひっぱりだすもののば

あいには，完成相と継続相の対立をよびおこすもとになる動作の過程性がはじ

めからきりすてられている。

　それに対して，継続相の脱アスペクト化は，継続相の特徴である持続性をと

おして，さらに，それをなくしていく方向で脱アスペクト化している。つまり，

完成相と継続相が分化したのちの脱アスペクト化である。
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　なお，このことは，形づくりのてつづきとも関係するだろう。つまり，完成

梱のほうは，てつづき的にマークされておらず，継続相のほうがマークされて

いる。そこで，来分化性という意味的な特徴とマークされていないというてつ

づき上の特徴が完成相のほうにあらわれるのだろう。

第2節　アスペクトからの解放と
　　　　　テンスからの解放

　1）　アスペクトから解放されているものとテンス

　過虫に存在した特定の個別的なものごとの質的な属性をのべる述語は，過去
　　　　　　　　　　　　　　　　　（注／
形，非過去形の両様になりうることがある。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

ア
イ
ウ
エ
オ
カ

！945年は敗戦の年であった。

1945年は敗戦の年である。

あのしごとは失敗であった。

あのしごとは失敗である。

陸上のちちのみ動物のなかではマンモスがいちばんおおきかった。

陸上のちちのみ動物のなかではマンモスがいちばんおおきい。

　このばあい，過去形のつかわれているものは，その形式によって過去という

テンス的意味が実現しており，罪過去形のほうは，テンスから解放されている

といえるだろう。継続絹が質的な属性をあらわす述語のなかにつかわれるばあ

いにも，このことがいえる。

　　キ）　きのうの会議でのかれの発言は当をえていた。

　　ク〉　きのうの会議でのかれの発言は当をえている。

　前節の（273）（275）（276）（277）などはテンスをもっている例であるが，テンスから

解放されている例をつぎにあげておこう。

　　（289）逮捕後，唾液をださせたということは，石川看の互且液型がわからず

　　　　に，まったくの見込みによる逮捕であったことをものがたっている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（三日3王〉

　属性のもちぬしが現在存在しているものであるばあいには，現在というテン

スをもっているのか，テンスから解放されているのかわからない。

（注〉　このことについては，寺村秀夫1971もかいている。
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　　ケ）　（はなしをききながら）このはなし，おもしろいね。

　薗節の（278）はそれである。これがもし，つぎの3例のように過去のはなしと対

比されているばあいには，そのあいてとの関係でどちらであるかがわかるだろ

う。コ）は現在をあらわし，サ）やシ）は，テンスから解放されている。

　　コ）　きのうのはなしもおもしろかったが，このはなしもおもしろいね。

　　サ）　きのうのはなしもおもしろいけど，このはなしもおもしろいね。

　　シ）　きのうのはなしと，このはなしと，どっちがおもしろい？

　その属性のもちぬしがイ醐舶勺なものでないばあいは，その文の性格からいっ

て，述語であらわされる属性も個別的な時間に特定されるものでない。それは，

非アクチュアルなものである。しかし，これにも，過玄形であらわれるものが

ある。それは，過去の特定された時間におこったことをあらわしているのでは

なく，その属性の成立したはんいが，過去のひろげられた時問帯に属している

ことをあらわしているのである。

　　ス）　そのころは，男女が手をつないであるくことはまれであ丞。

　　セ）　そのころは，手づかみでたべるのが習慣にあっていた。

　前節の（2謝は，これである。

　2）　テンスから解放されていても，アスペクトからは解放されていないもの

　このことはテンスの部であつかうべきことであるが，アスペクトの理解に役

だつとおもわれるので，ここでもふれておく。

　そのひとつは，なりたつ時問的位置に関係のない命題である文の動作的な属

性をあらわす述語のなかにつかわれたばあいである。このばあい，完成格と継

続相が対立していて，そのアスペクト的意味が実現している。

　　ソ〉秋になると，つばめは爾の国へかえります。

　　タ）冬のあいだ，つばめは南の国へかえっています。

　つぎのようなものは，完成相にかえられないだろう。

　　チ）　ふきながしのしっぽが南にむいているときは，風は北からふいていま

　　　立．

　　ツ）　一月には，かえるは土のなかでねている。

　もうひとつは，どの時点を基準にしても持続過程のなかにあるすがたをあら

わすばあいである。
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　（290）　主人によくにた老人が，店先にいつもすわっていた。

このことについては，第2章第2節でのべた。
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第N部　完成相非過去形のテンス

第1章完成相のテンス

第1節　テンス語形

　1）　テンスとアスペクトの語形
　　　　　　　　　　　　　　　（注〉
　現代日本語動詞の終止のべたて形は，そのあらわす動作過程と時間とのかか

わりのなかで，つぎのような語形変化の体系をもつ。

　動詞のテンスは，動詞のあらわ

す動作（または，その一定の局面）

が，発話時を基準として，それよ

りまえ（過去）か，それと同時（現

在）か，それよりあと（未来）か

をあらわしわけることについてのカテゴリーである。発話時を基準とする時間

は，論理的あるいは意味的には，過去，現在，未来にわかれるのであるが，現

代臼本語動詞は，非過去形と過去形のふたつに対立している。

　それぞれのテンス語形のあらわす基本的なテンス的意味についていうと，非

過去形と過去形の対立は，完成相では未来と過去の対立であり，継続相では現

在と過去の対立である。完成網非過去形は，動詞のあらわす動作（または，そ

の～定の局面）がまるごとのすがたで未来に成立することをあらわし，完成根

過去形は，それが過去に成立したことをあらわす。また，継続相雰過去形は，

動詞のあらわす動作・変化過程の一定の局面が現在（発話時）において持続し

ていることをあらわし，継続相過去形は，それが過去に持続していたことをあ

らわす。

　　ア）　かれはあした試験をうける。

　　イ）　かれはきのう試験をうけた。

　　　　アスペクトーアンス

完成相 継続前

非過去形 ス．ル シテ　イル

過　去　形 シタ シテ　イタ

（注）　第王部第1章第1節参照。
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　ウ）　かれはいま試験をうけている。

　エ〉　きのうの正午，かれは試験をうけていた。

　オ）　やがて芦がしまる。

　カ）　さっき戸がしまった。

　キ〉　いまは戸がしまっている。

　ク〉　さっき戸がしまっていた。

　テンスは発話時を基準にして過去，現在，未来をあらわしわけることを基本

とするが，テンスのなかには，過去や未来の一定時を基準にして，以前，同時，

以後をあらわしわけるものがある。これを網対的テンスという。相対的なテン

スと対比するばあいには，原初的なテンスは，絶対的なテンスとよばれる。

　網対的なテンスは，従属節のなかにしばしばあらわれる。

　　ケ〉彼女は夫が戦地からかえる日をまちわびていた。　似後）

　　コ〉彼は試験のおわった日のつぎのHから三日間旅行にでかける。　似

　　　前）

　けれども今回の報告はいいおわり形のテンスとアスペクトを研究の対象にし

ているので，このように従属節のなかにあらわれるものはあつかわない。とは

いえ，もしいいおわり形式のなかに糟対的なテンスをあらわすものがあれば，

それは，今回の報告のなかにいれなければならない。

　ところで，継続絹形式のなかには，つぎのように，動作が以前に成立したこ

と（成立すること）をあらわすものがある。

　　サ）彼女は，ほん訳がでるまえに，原書でそれをよんでいた。

　　シ）　おれのとしをかんがえてみろ。おまえなんかが死ぬよりずっとまえ

　　　に，おれがしんでるよ。

　これらの例では，過去または未来の一定の時点よりまえに動作が成立するこ

とをあらわしている。そして，そのアスペクト的な性格をみると，その〈よむ〉

とかくしぬ〉とかの動作なり変化なりは，まるごとのすがたでさしだされてお

り，完成相の基本的なアスペクト的意昧とおなじ意味が実現している。そうだ

とすると，この用法のなかでは，継続相の形式が，完成相のアスペクト的意味

と，以淺というテンス的意味とを実現していることになる。そこで，こういう

ものをここでは「完成相のテンス形式に準じる継繍則として，継続相につい

ての他の一般的な記述からとりだしてのべることにした。
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鐡V部

第V部

第V王部

第VII部

第Vlll音［玉

門成相非過去形のテンス

完成相過去形のテンス

完成掘のテンス形式に準じる継続相

継続相非過去形のテンス

継続相過去形のテンス

　2）　ムードのなかにあるテンス

　テンス語形として分化しているrする」と「した」（あるいは「している」と

「していた」　　以下，継続相についても同様のことがいえるが省略する。）の
　　　　　　　　　　　　　（注）
形は，また，ムード語形でもある。つまり，それは，「するだろう」「しただろ

う」とともに，「しよう」「しろ」に対して，のべたてのムード語形であり，ま

た，そのなかで，fするだろう」「しただろう」と対立して，いいきり形として

ムード上の位置をしめている。

能機

／
／
ノ

汗
匁
・の

軍

艦晦「蜘一・）テ1ス

の　謔｢き　「欝
　　　　　　おしはかり㌃搾乳形

一さそいかけ形

〔完成相〕　　〔継続相〕

1 i

めいれい形

スル・・……◆…シテイル

シタ・…・……・シテイタ

スルダロウ…シテイルダロウ

シタダロウ…シティタダWウ

シヨウ………シテイヨウ

シロ・……・・…シテイロ

　いいきりは現実を直接にとらえてのべるのであり，おしはかりは，現実を直

接にとらえられないばあいに，話し手の推量をとおしてとらえてのべるのであ

る。つまり，いいきり形とおしはかり形の対立は，現実反映の側面における対

立である。また，のべたては聞き手にただったえるのであり，さそいかけやめ

いれいは，聞き手に行動を要求するのである。つまり，のべたて形，さそいか

け形，めいれい形の対立は，通達の側面における対立である。というわけで，

いいきり形は，ムード的には，現実を直接にとらえて，そのままったえるとい

う，もっとも平叙的なのべかたとして，他のムード語形と対立しているのであ

（注〉　第1部第工章第1節参1照e
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る。

　いいきり形の基本的なムード・テンス的な意味は，平叙的なのべかたのなか

で成立するのだが，そのムード的な意味が基本的でないばあいには，そのこと

がテンス的な意味に影響をもたらすことがおおい。たとえば，葬現実の仮定の

帰結をあらわすぼあいには，テンス的な形式と意味の関係が，基本的な意味の

ばあいからずれる。（たとえば，第VI部第3章第4節）

第2節　完成相のテンス

　1）　完成相のテンスと継続相のテンス

　完成相のテンスは，その基本的な用法において，未来と過去に対立する点が，

継続相のそれが現在と過去に対立するのとちがっている。完成相がなぜ現在の

うごきをあらわせないかといえば，現在つまり話しの時点という瞬間のなかに

始発から終了までをふくめたまるごとのすがたの動作過程がおさまりきらない

からであり，継続相がなぜ現在のことをあらわせるかといえば，それは，現在

という瞬聞におさまるのでなく，それをまたいだ，持続過程をなす局面として
　　　　　　　　　　　く注）
さしだせばよいからである。

　継続相のテンスは，その動詞のさししめす動作の一定の局面が基準時間をま

たいで持続していることをしめすのであって，その局面の持続がいっからいつ

までつづいているかには，基本的には無関心である。このことと関連して，金

田一春彦1955は，「状態禮のテンス（一）」のなかでつぎのようにのべている。

　　　「一た」の形は，過去を表わすこと以上のとおりであるが，これは決して同時

　　に「現在はそうでない」という意味を表わすわけではない。

　　　　この椅子はきのうここにあった。

　　という場合，その椅子は現在そこにはないかもしれないが，あるかもしれない。

　これに対して，完成相のテンスのばあいは，その動詞のさししめす動作（あ

るいは，その局面）が，全体として基準時問のなかにおさまっている。動作（あ

るいは，その周藏）は，その時間のなかにあって，そとにはないのである。

　つぎに，完成相のテンスが運動の時間をしめすのに対して，継続相が静止の

時間をしめすということも，両者の重要な対立点である。完成絹が始発から終

（注〉奥田靖雄1977による。
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了までをふくめてまるごとのすがたで動作をさしだすということは，時間の推

移の観点からのべるならば，一定の時間的位置において，動作（または，その

局面）を，始発から終了まで一過程ぶんすすませるということである。継続相

は，その時間において，過程が存在することをあらわすだけであって，過程が

すすむことはあらわさない。この，動作過程をすすめるかすすめないかという

対立は，文章のなかで文がならべられるばあいに，あいならぶ文が，順次的な

ことがらをあらわすか，同時的なことがらをあらわすかの対立となってあらわ

れる。

　須田一郎1979は，これを発見して，つぎのようにのべた。

　　　運動動詞の使用されているひとつのまとまったはなしのなかで完成獺はそのす

　　がた的な全体性という特徴にもとづいて，他の完成稽に対する時聞的な前後関係

　　を表現する。完成相のこの積極的な特徴は，ついになる継続相の時間的な前後関

　　係を表現しないという消極的な特徴によって補完される。ふたつの特徴は高聞と

　　いう観点で統一し，前後関係をあらわすかあらわさないかで対立する。

　つぎに，このことをしめす段落例を，須田1979のあげたものから，それぞれ

ひとつずつかりて，あげておく。

　　◎　余が籍課の境にかく這記していると，入口の唐紙がすうと開いた。あいたと

　　　ころへまぼろしのごとく女の影がふうとあらわれた。余は驚きもせぬ。恐れも

　　　せぬ。ただ心地よくながめている。ながめるというては，ちとことばが強すぎ

　　　る。余がとじているまぶたのうらに幻影の女がことわりもなくすべりこんでき

　　　たのである。まぼろしはそろりそうりと部屋のなかへはいる。仙女の波をわた

　　　るがごとく，畳の上には人らしい音もたたぬ。閉ずるまなこのなかから見る世

　　　の巾だからしかとはわからぬが，色の白い，髪のこい，えりあしのながい女で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほかげ
　　　ある。近ごろはやる，ぼかした写真を灯影にすかすような気がする。

　　　　まぼろしは戸だなのまえでとまる。戸だながあく。白いうでがそでをすべつ

　　　て暗やみのなかでほのめいた。戸だながしまる。畳の波がおのずから幻影をわ

　　　たしかえす。入口の唐紙がひとりでに閉たる。余がねむりはしだいにこまやか

　　　になる。人の死して，まだ牛にも馬にも生まれかわらない途中はこんなであろ

　　　う。　（：夏目漱石「草枕」）

◎　ところがこの女の表情をみると，余はいずれとも判断にまよった。口は一文

　字にむすんで静かである。匿は五分のすきさえ見いだすべく動いている。顔は

　下ぶくれのうりざねがたで，ゆたかにおちつきをみせているにひきかえて，ひ
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　　たいはせまくるしくも，こせついて，いわゆる富士びたいの俗臭をおびている。

　　のみならず麗は両方からせまって，中間に数回のはっかを点じたるごとく，ぴ

　　くびくじれている。鄭ばかりは軽薄にするどくもない。遅鈍にまるくもない。

　　國にしたら，美しかろう。（草枕〉

　もっとも，テンスから解放されているばあいには，完成梱も順次性をうしな

う。須田1979は，そういうものは，ここからはずさなければならないとして，

いくつかの例をあげている。そのなかのひとつを，ここにあげておく。

　◎　智にはたらけば角がたつ。情にさおさせば流される。意地をとおせばきゅう

　　　くつだ。とかくに人の世はすみにくい。（草枕）

　完成相のもっこの運動性，順次性という特徴は，その時間的な位置が現在に

ちかい過去や未来にあるばあいには，現在とかかわる一一定のニュアンスをうみ

だす原因となる。なぜなら，現在をふくんだ，ひとまとまりの大きなできごと

過程のなかで，完成網過去形によってさししめされた小さなできごと過程は，

その順次性によって，そのあとにつづく小さなできごと過程としての現在ので

きごと過程にかかわり，完成相良過去形によってさししめされた小さなできご

と過程は，その順次性によって，それに先だつ小さいできごと過程としての現

在のできごと過程とかかわるからである。現在となんらかのかかわりをもつぺ
　　　　　　（注）
ルフェクト的過去や，直後未来のもつニュアンスは，このことによって説明で

きるであろう。

　2）　完成相のテンスとモーダルな性格

　完成絹漉過去形の基本的なテンス的意味は，動作が未来に成立することであ

る。ところが，その未来の動作は，発話時において，まだ現実のものとなって

いない。ということは，未来の動作をのべたて・いいきり形でのべるというこ

とが，現実を直接にとらえて，そのままのべるのがのべたて・いいきり形の基

本的なムード的意味であるということと矛盾するということである。このこと

が，未来をあらわすばあいの，いろんなニュアンスとなってあらわれる。

　完成二二過去形が一人称の現在の心理活動をあらわすとき，認識の対象と認

識の活動が分化しにくいため，現実反映の側面で，話し手がわの要素がまじり

こんでくる。そのために，アスペクトの表現形式になりえなくなることについ

ては，第H部第4章第1節でのべたが，ムードの点からみても，名づけ的な意

（注）　鈴木重幸1979による。
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味のなかに陳述的な意味がくわわって，いいきり形としてはモーダルに特殊な

ものとなる。

　いいきり形がムード的意味において，おしはかりの性格をおびると，おしは

かり形がそうであるように，テンス形式がテンス形式としての弁別性をよわめ

て，非過去形と過去形の形式的な対立が，その意味的な対立をになわなくなる。

この傾向は，非現実仮定の帰結のばあいに，もっともいちじるしい。
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第2章　未 来

第1節　未来をあらわすことのモーダルな性格

　1）現寅反映の側面におけるモーダルな牲格

　a）未来の動作とモーダルなニュアンス

　完成相非過去形の基本的なテンス的意味は，未来において動作が成立するこ

とである。ところが，未来の動作は，発話時にはまだ成立しない。このことは，

この形がいいきり形であることと矛盾する。このことについて，鈴木重幸1979

は，つぎのようにかいている。

　（12＞アクチュアルな未来の意味のばあい，発言の瞬間には動きや変化は，㈹のお

　　わりにあげたばあいのほかは，まだ実現していない。したがって，話し手は，

　　その情報をなんらかの方法で認識して聞き手につたえるのである。未来の特定

　　の時事に確実におこることが予定されていることをはっきり認識してつたえる

　　ばあいのほかは，未来における実現を話し手がなんらかのしかたで予測しての

　　べるわけである。また，それが話し手自身の意志的な動きや変化であるばあい，

　　未来における実現を意志としてのべるのである。したがって，アクチュアルな

　　未来の意味は，未来における実現が確実なものとして予定されていることを話

　　　し手がしっているばあいのほかは，話し手の予測的な態度，または意志的な態

　　度というムード的な（モーダルな）ニュアンスが，おおかれすくなかれ，つき

　　　まとう。

　ここで鈴木が「確実におこることが予定されていることをはっきり認識して

いるばあい」というのは，鈴木が（ll）であげているような例をさすのだとおもわ

れるが，ここでは，つぎの例をあげておこう。たとえば，（1）は予言や意志をこ

えてきまっていることだし，（2）も，話し手は話すとき，死ぬかもしれないとい

う可能性を考慮にいれておらず，きまったこととしてのべている。

　　（1＞あと15分で，あたらしい年がやってまいります。（ラジオ放送）

　　②　わたしは，来年の三月で，二十七になDます。（忍ぶ71＞

　また，現実には100％の確実さをもって実現するとはかぎらなくても，予定が
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きまっておれば，当然実現することとしてのべる。

　　（3）父は病気でこられませんが母と姉とはいきます。（青銅45）

　　（4＞ソ連よりTU輸送機が明日七時より，各飛行場に六十機ずつ百八十機

　　　はいる。（日本115）

　けれども，予定されているものでないばあいは，予測的な態度のニュアンス

がつく。

　　（5）いい陽気になったから。　　これからまただんだん酒がうまくなる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（宋枯31＞

　　（6）專務，熱風炉の爆発です。早くしないと二次爆発がおこります！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（華麗159）

　　⑦　もうすぐ“わだっみ2号”が竣工します。そうしたらローテーション

　　　がすこし楽になりま立。償本5）

　　（8＞私がわるかったのでございます。襟子のようにそだった娘は，ここに

　　　いたら，また，ゆく道をあやまります。HE　ffから，氏子はここへっれて

　　　まいりますまい。（木石71）

　また，つぎのようなものは，意志的な態度の＝ユアンスがつく。

　　（9）じゃ先にいってろ。あとからいく。（忍ぶ6）

　　⑲ぼくは，おっかさんがほんとうにさいわいになるなら，どんなことで

　　　もする。（銀河270）

　　（ll）いや，なんとしてでもたのみこむ！（M本32）

　　（12）　うばえ。志乃をうばう！　（忍ぶ90）

　現在や過去のことをはなすときには，現在や過去の現実，あるいは，その現

実を再現した現在像や過去像をみてのべることになる。しかし，未来のことを

はなすときには，現実がないのであるかち，未来像をつくりだしてはなさなけ

ればならない。ただ，そのばあい，その未来像をつくりだしながらのべるのと，

すでにつくりあげられた未来像をみながらのべるのとでは，ちがったいいかた

になる。鈴木1979が「予定されていることをはっきり認識しているばあい」と

いったのは，「すでにつくりあげられた未来像をみながらのべる」といいかえて

もよいだろう。つまり，・（1）～（4）のようなばあいは，未来のできごとをはなすの

に，すでにつくられた未来像を，現実をみるようにみながらのべているのであ

る。予定表を現実とみなして，見ながらのべているのである。
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　未来像をつくりながらのべるばあいには，典型的には，おしはかり形がつか

われる。ゆうやけそらをみて，fあしたははれるだろう。」というのは，高来像

をつくりながらのべているのである。新聞の天気予報をみながら「東京はあし

たあめがふる。」というのは，天気予報という未来像をみて，そのままのべてい

るのである。天気予報を信用しないで，天気図をみながら，それを材料にして

話し手じしんの未来像をつくりながらのべるばあいには，天気予報をみながら

であっても，ヂあしたは，雨がふるだろう。」ということになる。

　いいきり形がいいきり形の基本的なムード的意味でつかわれるばあいには，

未来像をみながらのべるのである。⑤で「酒がうまくなる」といっているのも，

現実の讐語活動では，未来像をみながらのべているのである。これがいいきり

法とおしはかり法の基本的なちがいである。

　ところが，社会的に未来像がまだ通用していないもののばあいには，話し手

が未来像をみながらはなしていても，朱学像をつくったという発霧前の過程ま

でが言語外的につたえられることになるので，その未来像つくりの過程がニュ

アンスとしてくっつくことになるのであろう。そして，それが認知活動である

ばあいには回瀾のニュアンスになり，一人称の行為に関するものであれば，意

志的態度のニュアンスになるのである。

b＞　未来の動作の確定性とモーダルな性格

　完成相非過去形が「きっとJfかならず」のような陳述副詞と共起するばあい

には，これがニュアンスの段階にとどまっているかどうかが問題になる。

　工藤浩1982は，陳述翻詞の「もちろん」「むろん」の類を「断定（あるいは確

定）」とよんで，「推量」の一種としてのゼ確儒」をあらわす「きっと」と区別

している。（つぎのうち前2例は工藤11982から借爾）

　　（13＞退職勧告？　もちろん拒否したよ。（の壁57）

　　ω　むろん，ぼくは，あなたの病気を，重要な研究対象とかんがえている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（木石89）

　　㈱　もちろん私はやります。（の壁283）

　　㈹　ありがとう。きみがそういってくれるなら，ぼくはやるよ。きっとや

　　　る。（の壁262＞

　　（17）そのほうがいいよ。さっぱりして。きっと明子はわかくなるよ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（くれ83＞



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第2章　来　　来　　147

　このかんがえによれば，モーダルな性格は，まず確定と推量にわかれ，その

推量のなかに確イ霧度のていど的対立が存在することになる。

　これを動詞のムード的な意味の対立にあ

べるばあいの度合の対立となる。そして，

いいきり形は，「もちろん」「きっと」「たぶん」と共起するので，いいきり形

のムード的意味も，確定のばあいと，確信度強の推量のばあいとにわかれるこ

とになるだろう。このようにみてくると，推量のばあいは，ニュアンスではな

くて，ムード的に第二の意昧だということになるだろう。

　　側　くる／　きっとあのひとはきてくれる。いっかの，あのHのように！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（約ts（　loO＞

　　（19＞わしが死ねばきっと赦免がくる。（娩と15）

　　（2e）おっかさん，かんにんしてください。きっと私が，私が勉強して，お

　　　つかさんをまたかごにのせてここにきます。（思出41）

　　⑳新さん，すまない。そのうちにきっといくよ。（末枯28）

　　㈱　三三繊本はかならずかつ。（時計56）

　　㈱　この男をマークすれば，かならず奴はあらわれる。（女mq　68）

　　（24）あそこにみえるあの旅館に，十二時……かならずいく。（約束28＞

　この研究は，ムードの分析を厨的にしていないので，これ以上つつこまない

が，いいきり形のムード的性格については，ムード研究として，べつにおこな

う必要があるだろう。

　2）　通達の側面におけるモーダルな性格

　未来の動作が聞き手の参加によってはじめて成立するようなものであるばあ

い，完成相ののべたて形である非過去形が，さそいかけ形やめいれい形と同様

に，聞き手へのはたらきかけの側面をもつことになる。

i）動作の成立が聞き手になんらかの影響をあたえるばあい
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　㈱　阪神銀行と大同銀行の頭取には，おりをみて私からはなす。（華麗132）

　　　　　一だから，おまえは，はなさなくてもよい。

　㈱　ついては，近いうちに新社畏の就任祝いをかねて，ちょっとしたパー

　　ティーをします。（火の66）

　　　　　　　だから，こい。

　ii）聞き手が動作対象になるばあい

　⑳　のちほど，おむかえに参じます。（娩と133）

　　　　　　　　あなたを

　㈱　今夜はいそがしい。ビジネスは銀行できく。（華麗25）

　　　　　一おまえから

　iii）話し手と聞き手がいっしょに動作をするばあい

　㈱　よし，おれたちはいもをほれるだけほったら，出発する。（野火92）

　⑯　われわれの行動については，現在あるたしかなすじを通じて上層部に

　　連絡中であるが，その確認がとれしだい，決行する。（戒厳16）

　iv）　聞き手が動作をするばあい

　㈱　多摩発電所だ。これを爆破する。時間は五月十五H，午後三時。でき

　　　るか？（戒厳24）

　舩看守「裁判所との往復は規則をまもっておとなしくする。さわいだり，

　　　てこずらされたりすると，あとでどうなるか，わかってるな。」（間革92）

　このうち，i）は，言語表現としては，あいてのことをなにもいっていない

し，li＞も，主たる動作は話し季じしんがおこなうものである。

　iii）は，話し手と聞き手がいっしょにおこなう動作をあらわしている点が，

「しよう」のはたらきかけの用法と共通である。

　　㈱百合ちゃん，ここの酒は，まずい。席をかえよう。（自由259）

　　（34）貴様だって生きる権i利はある。のもう，どこかでいっぱいやろう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（プ希多fl＄334）

　　駒　まあ，君，宿屋へいってはなそう。（破戒126）

　これらをiii＞とっきあわせてみると，たがいにfする」あるいは「しよう」

にかえられないことがわかる。「しよう」は話し手と聞き手が対等のたちばにあ

るか，または対等のたちばであるとしてさそいかけているかであるのに対して，

「する」は，たかいたちばから行為を指示している。〈33）～㈲は，この文脈のな
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かでドする」にかえることは不可能だし，㈲，（30）は，ドしよう」にすると，話し

手と聞き手がなかま関係のようになってしまう。iii）は，さそいかけるのでは

なくて，もうかえることのできない未来像をさししめして，聞き手をそのまま

未来像のなかにくみこんでいるのである。その結果として，聞き手は自分の行

為をおこさなければならないのであって，聞き手に行為をおこせといっている

のではない。それが，のべたて法とさそいかけ法のちがいである。

　iv）は，聞き手がおこなう動作をしめしている点が，「しろ」と共通する。

　　㈲　×x沢をぬけて，××山へでろ。あっちにゃだれもまわっていねえ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（宵待72）

　　㈱　二度とこんな不詳事をおこさぬよう管理体制に気をつけろ。（女囚8）

　　鯛　おまえたちは，おまえたちでやれ。（戒厳42）

　このばあいも，これらが動作をはたらきかけているのに対して，iv）は，未

来に実現するはずの動作を，すでにある未来像としてさしだしているのである。

その点で，これものべたてのムードであるということができる。

　以上のように，聞き手の動作を要求するものもあるが，これらが未来の動作

をあらわしている点については，すべておなじである。つまり，テンス的な意

味はみなおなじである。ただし，モーダルな点では，さらに検討すべき問題を

かかえている。この点については，やはりムード研究が必要である。

第2節　未来の動作の種々相

　1）　fアクチュアルな未来」と「葬アクチュアルな未来」について

　鈴木重幸1979は，完成稲現在未来形（非過去形のこと）のあらわす未来を，

アクチュアルな未来と非アクチュアルな来来にわけている。アクチュアルな未

来というのは，「未来すなわち発言の瞬間よりのちのある一つの時間（時点ある

いは期間）に完成相のあらわす動きや変化が実現することをあらわす」もので

あり，これに対して，非アクチュアルな未来というのは，「特定のひとつの時間

と直接関係づけられない」動きや変化をあらわしていて，ただ，未来であると

いうだけの時間的限定のあるものである。そして，「資料にあらわれたのは非連

続のくりかえしだけである」として，つぎのようなものをあげている。

　　㈲　これから一週間に一回ずつ頭の洗濯をしてやる。（井上靖「あすなろ物
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　　　語」）

　　㈹　だからときどきでてくるさ。番町の先生の話などもききにくるよ！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（島崎藤ネ寸　「分目己」）

　けれども，未来の動作の特定，不特定をわけることは，現在のばあいとくら

べて，あまり積極的な意味をもたないのではないかとおもわれる。その理由は，

つぎの三つである。第一に，現在のばあいは，特定時にしぼられるのは特定の

勤詞にかぎられ，他のものが現在をしめすためには非アクチュアルにならざる

をえないという制約があるのに対して，未来のばあいは，そういう制約がない。

第二に，未来の動作というものは，第1節でのべたように，なんらかの意味で

不確定な要素があり，そのこととかかわって，こういう対立として二分するこ

とがむずかしいことである。第三に，これを二分するというかたちでなく，も

うすこしこまかくわけたほうが，記述としては，みのりがおおいとおもわれる

ことである。

　2）　乗来の動作の三々椙

　未来の動作を記述するばあい，つぎの諸点を考慮にいれておくことがのぞま

しいとおもわれる。

　　・未来の動作には，一定の条件があれば成立し，なければ成立しないとい

　　　うものがあること。

　　・未来の動作には，時間的に特定されているものと，特定されていないも

　　　のとがあること。

　　・くりかえしには，騒数の特定されているものと，そうでないものがある

　　　こと。

　　・くりかえしには，サイクルの特定されているものと，そうでないものと

　　　があること。

　　・完成相非過去形で，未来の質的な属性をあらわすものがあること。

　この最：後のことについては，説明がいるだろう。たとえば，18才の少年がヂは

たちになったらタバコをすう。」といったようなばあい，その未来の時間はば

は，20才になった時点からあとということになる。そして，個々の具体的動作

は，それ以後くりかえされることになる。けれども，この「タバコをすう」は，

個々の動作のくりかえしをあらわしているのではなく，そういう習慣をもつこ
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とをあらわしている。つま｝）　tアスペクトから解放されて，質的な属性をあら

わしている。

　以上のようなことを考慮にいれて，未来の動作の種々相をかかげることにす

る。なお，つぎの「A」「N」は，鈴木重幸1979でそれぞれ「アクチュアルな未

来」「非アクチュアルな未来」とされるとかんがえられるものである。A，　Nの

記号のないものは，筆者によって，そのどちらかを判断できなかったものであ

る。

　　　徽琳而「1∴賑三墜鰯1
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N
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ア）に属するもの

　（41）　じゃ，あしたもくる。（忍ぶ10）

　（42）八時間後にはソ連の極東艦隊が輸送船舶とともに，舞鶴と敦賀に入港

　　する。（日本114）

　㈲　じゃ先にいってろ。あとからいく。（忍ぶ6）

　圓　しかし，ぼくは一月一日にはお山へあがる。（問革107）

　㈲　×時の汽車でいく。（生ま211）

　㈹　政府発表は二週間後になる。（H本80）

イ）に属するもの

　（47）　じゃあ，またくる。（生活76）

　㈹　私やめるわ，こんどは。（伸子77）

　㈱　適当な時期をみてうちきる。（間革44）

ウ）に属するもの

　翻　……の聞題について三圃にわたってはなしていただきます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ラジオ放送）

エ）に属するもの

　㈹　私は当分毎日お墓へまいります。（野菊58）

オ）に属するもの

　働　「ずっと世話するつもり？」「あ・，ずっとする。」（故旧57）

カ）に属するもの

　（53）そりゃこれからのちどっかで生きてはたらく。（生活119）

サ）に属するもの

　㈹　あしたもし雨がふったら，へやのかたづけをします。

シ）に属するもの

　㈲　先生が転宗されれば，ぼくも五宗する。（間革94）

　（56）なにかありましたら，またれんらくします。（戒厳4）

ス）に属するもの

　㈲　ことしは，あと2濾きます。

セ）に属するもの

　働　あなたにたのまれたら，もちろん毎日きます。

ソ）～タ）に属するもの
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（59）ぼくはおっかさんが，ほんとうにさいわいになるのなら，どんなこと

　でもする。（銀河270＞

㈹　だから私のやりたいように，やるんだったら，やっぱり，つきあう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（極私20＞

（61）大学にはいったら勉強するさ。

第3節直後未来

　1）複後未来

　未来の動作や変化をのべるもののなかには，発話の直後に成立する動作や変

化をのべるものがある。これらは，現実反映の側面でいいきり性がつよく，通

達の側面で通知性がつよいという特徴をもつ。

　現実反映の側面においていいきり性がつよいのは，成立のための準備や前兆

がすでに見えていることが多いからである。このことは，完成網のもつ順次性

とかかわる。このばあいの完成相非轡虫形であらわされる小さなできごと過程

は，大きなできごと過程のなかで，現在の小さなできごと過程（それは，こと

ばにあらわされていないが，見えている。）のつぎに成立するものであり，その

点において，現在とつながるのである。

　通達の側面で通知性がつよいのは，発言の動機とかかわっているのだろう。

そのきざしがすでに存在するということは，すこしまてば，聞き乎じしんによ

っても観察，認知できるはずのできごとだということである。それなのに，こ

れをあえて聞き季につたえるのは，つたえなければならない理由があるからで

ある。すぐわかることをあえていわなければならないというところに通知性の

つよくなる理由があるのだろう。しかも，すぐあとで実現する動作や変化を，

その成立のまえにつたえなければならないとすれば，そこでまた，その通知性

をつよめる原因ができるだろう。

　このいいきり性と通知性は，どちらも「のべたて」「いいきり」というこの形

式の本来のムード的な意味のなかにあり，ムードの面からみたばあいに，けっ

して質的に特殊なものではない。けれども，その程度において，それがかなり

ぎょう縮されている点は特徴的だといえるだろう。

　また，この用法のばあい，多くが無主語文のなかでつかわれる点も，特徴的
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である。これは，この用法が，話し手と聞き手の共存場藏のなかでつかわれる

ということと関連している。その点では，通達活動のなかでかなり特殊なもの

であるといえる。

　この用法は，完成相非過去形が未来をあらわすというワクのなかからとびだ

してはいない。ただ，その場面と関連して，これのつかわれる無主語文が独立

語的な要素を多少もつとすれば，そのぶんだけ述語性がよわまることになり，

さらに，それに応じて，そのぶんだけ脱テンス化することになる。けれども，

まだ，独立語文化するところまではいっていないだろう。それにしても，ほん

のちょっとだけでもテンス性がよわまっているということは，この用法のテン

スの問題として，いちおう注意しておいてもよいだろう。

　2）前兆を知覚して，しらせるばあい

　直後に成立する動作や変化の前兆を，話し季が知覚してのべるばあいがある。

このばあい，聞き手に対して，その動作や変化への対応をよびかける面がつよ

く，そのために通知性がつよくなる。つよい語調ではなしたり，くりかえした

りすることがおおい。

　　（62）ひとがくる。（やさp35）

　この文が，もし人のすがたをみて発せられたものならば，現在の動作をあら

わすことになるのだが，この例は，気はいを感じてのべたものであるので，こ

こにおいた。なおこの例のばあい，けっきょく，そのあと，だれもこなかった

ことになっている。

　　㈹［お産のぼめん］小林「いたい，いたい」アリ「でる，でる」（極私28）

　　（64）「なあ一なあ，なあ一，お一い，やってよお一，いくいくいく／」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（真空99）

　　㈹　［がけに気づかずあとずさりするあいてをみつけて］おちる！おちる！

　　㈹　1枝にぶらさがりながら］おちる！おちる！　たすけて！

　3）　自分がこれからする動作を宣書するばあい

　自分ではわかっていることなので，いいきり性がつよい。また，あいてに心

がまえや対応を要求するばあいには，通知性がつよくなる。語調は，かならず

しもつよくない。
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　㈹　徹男，いきぐるしくなって立ちあがる。徹男「かえる！」（津軽38）

　㈹　ボーイ，水をもってちかづく。研二「あ，いいの。でる。」（妹48）

　㈹　克之ヂ泳ぐべや」守fうん，泳ぐべ」健「おれも泳ぐ。」（時計58）

　㈹　　「今，火をおこします。」（波27＞

つぎの例は，自分の動作でないが，あいてに対応をせまる点で通知性がつよ

い。

㈹　　「（ひくいこえで）専務，頭取がおかえりになります。」（華麗133）

　4）聞き手の参力fiによって成立する霞分の行為を豊雷するばあい

　これは，自分の動作である点で3）と同様であるが，動作の対象が聞き手で

ある点が3）とことなる。通知性が非常につよく，言語活動のレベルでは，あ

いてにはたらきかけている。

　　㈱　下士欝A「では，血判をとる。」（戒厳16）

　　（73＞もう一度だけ，二二諸君にきく。諸君らは綿貫専務とほんとうに意見，

　　　行動をともにしているのか？（華麗217）

　　㈹　ちょっと診察します。（本H49）

　　㈲　私が，おつぎします。（忍ぶ145）

　5）　聞き手といっしょにする行為を宣言するばあい

　このばあいの動作主体は話し手と聞き手である。つまり，inclusiveな一人称

複数である。つよい通知性のほかに，あいての行動を要求するはたらきをもっ

ている。

　　㈹　われわれはこれより，昭和維新にむかって前進する。械厳38）

　　㈹　それでは，一括して，採決します。（ない5G）

　6）　あいての行鋤を指示するばあい

　あいてに直後の行動を指示するのである。この発言の内容は，聞き手の行動

によって成立する。したがって，つよい通知性とはたらきかけ性をもっている。

　　㈹　護送巡査は，すぐまえの室のとびらをあけて，「はいる！」　とかれを

　　おした。（自由366）

　　㈲　なにをもたもたしてるか！　つぎは火炎ビンをやる！　位置につい
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　　　て！（やさp15）

　この種のものは第1節2）でもあげたが，そのはたらきかけ性は，こちらの

ほうがつよく感じられる。それは，こちらは直後で，そのテンス的意味が醤語

外的条件によってよくったわるため，その役めから解放されるぶんだけ，はた

らきかけ性をつよめているからだろう。だとすれば，あるいは，もうこちらは，

はたらきかけ性のほうへ，この文のモダリティーの重点がうつっているのかも

しれない。もしそうだったら，これは，完成網形式の特殊な用法として，この

第2章から，とりのぞかなければならない。
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第3章現在（1） 現在の動作，状態

　現代農本語動詞の完成相学過去形が基本的に未来の動作をあらわすことは，

すでにのべた。けれども，それが現在の動作をあらわすことがないわけではな

い。完成相非過去形は，つぎのばあいに，現在の動作をあらわすことができる。

　i）　旧聞的な動作であって，始発から終了までの全過程が，話しはじめか

　　ら話しおわりまでのあいだにまるごとおさまるばあい

　ii）　完成相形式であっても，完成相の基本的なアスペクト的意味を実現せ

　　ず，進行過程のなかにあるすがたをあらわしているばあい

　iii）　アスペクト的な意味の側面で，継続相との分化がすすんでいないもの

　なお，このほかに，現笑との関係が二次的となって，質的な特徴をあらわす

ものへ移行しているものがある。これは，現在の質をあらわすのだが，それに

ついては，つぎの章でのべる。

第1節　発話時のなかにおさまる動作

　1＞　発話晴のなかにおさまる動作

　完成相は，動詞のあらわす動作（または，その一定の局面）を，始発から終

了までふくめてまるごとのすがたでさしだすため，その全過程が発話時という

瞬間におさまりきらないので，テンスの面で，非過虫形が現在の動作をあらわ

せないのがふつうなのであるが，特殊なばあいには，その全過程が発話時のな

かにおさまって，非過去形で現在の動作をあらわすことができる。なぜかとい

うと，発話時は，マクロにとらえれば瞬間であるが，数学でいう「点」のよう

に長さがゼロではないからである。発話時は，話しはじめから話しおわりまで

の時間であるが，これには多少のはばがある。大きくとれば，それは一会話と

しての発話の時間であるが，そこまでひろげなくても，文をはなす時間，ある

いは，その動詞の発音しはじめからしおわりまでの時間でも，やはりゼロでな

い。そして，ある種の動作は，そのなかにまるごとのすがたでおさまることが
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できるのである。

　それには，つぎの3種類がある。

　i）成立時を予測できる瞬間的な動作の成立

　ii）　自分の瞬間的な動作に説明をつけるばあい

　iii）発言そのものが，その発言の内容としての行為になっているばあい

　2）成立時を予測できる瞬間的な動伶の成立をのべるばあい

　その成立時を予測できる瞬闘的な動作の成立と同時に発話するばあい，その

動作を完成稲非過去形でのべることができる。

　　㈱　一るいをけって生るいをまわる。……二るいをまわります。（81）

　この例のはじめの「まわる」は未来の動作をしめしている。あとの「まわり

ます」がここの例なのだが，アナウンサーは，「まわります」の前半の「まわり」

の部分を，ランナーがまわりはじめるよりちょっとまえから比較的ゆっくり発

音しはじめ，ランナーがまわる瞬間に後半の「ます」をはやく発音する。この

「ます」のところで発話時を動作の成立時にあわせているのである。

　瞬間的な動作ならば，その成立時間が発話時間のなかにおさまるわけである

が，いくら瞬間的な動作でも，動作が成立してはじめてそれを認識するばあい

には，発話時には動作がすでにおわっていて，過去形でのべざるをえなくなる。

だから，葬過去形がつかえるためには，その動作の成立する時期を予測してお

いて，その動作の成立の多少ともまえから発話のかまえにはいっていることが

必要である。たとえば，野球放送で，投手の投球はいつも「なげました」にな

り，野手がボールをとって，一るいに送球するばあいには「なげます」になる

ことが多い。前者はタイミングをくるわすため，あるいはランナーをけんせい

するため，なげる動作の時点が予測しにくいからである。

　　㈹　ピッチャーがとって，一るいの吉村におくります。（81）

　　幽　ファーストがとった。一るいベースふみます。アウト。（81）

　　㈲　伊三郎軍配をかえします。（5N）

　なお，これらのばあい，過去形もつかわれる。

　　圃　水谷がけんめいに三るいをまわった。さあボールがバックホームされ

　　　る。タッチできません。（神広）

　　㈲　サードがとった。ベースカバーがおくれた。ショートにおくった。（81）
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　　圃　一るいヘオーバースロー。たまがそれたか。ベースをふんだ。アウト。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（81）

　　（87）錦太夫軍配をかえしました。（5月）

　このばあいの現在点は発話の終了時であり，動作と発話がかさなっても，発
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（油）
話の終了時が動作の終了を確認したのちであれば，過虫形がつかえるのである。

　3）鎧分の瞬悶的な動作と暫時の辞世

　自分がおこなう瞬闘的な動作に説明をつけるばあい，動作とことばの成立時

問がほぼ一致するので，非過去形でのべることができる。

　　㈱　　［手晶で］これをここに，こういれます。

　　働　一円ここへおきますよ。（つゆ102＞

　　（ge）ぼくはりっぱな機関車だ。ここは勾配だから速いそ。ぼくはいまその

　　　電灯をとおりこす。そうら，こんどはぼくのかげぼうしはコムパスだ。

　　　あんなにくるつとまわって，まえのほうにきた。（銀河252＞

　鈴木1979は，つぎの2例について，「現在の動作をあらわすようにみえるが，

これもアクチュアルな未来のとくべつなばあいとみてよいだろう。」とのべてい

るが，この例は，いまここでのべているもののなかにいれてもよいのではない

かとおもう。

　　⑲1＞　「約束を実行するからね。これ，ごほうびにやるよ。」いつもちだした

　　　のか，六助は上衣のうちがわからあたらしいたちバサミをとりだしてみ

　　　せ，それを新子のしょったリュックのなかにいれてやった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（石坂洋次郎　「青いlk脈：」）

　　働　相子「（感情をおさえ）あなたにとって，わたしは単なる愛人ではなか

　　　つたはずですわ。（小切手の封筒を手にとる）これは十九年間の退職金と

　　　していただきますわ。」（華麗257）

　手品の説明などでは，じっさいに動作をするひとと話すひととがべつのばあ

いがある。しかし，そのへんまでは，「自分の勤作」を拡大してもよいだろう。

　テレビ体操で，「手をこしにあてます。」「くびをまえにまげます。」などの説

明者のことばと，その動作とが同時に進行する。このばあい，もし，モデルの

動作を説明者がのべているのだとすれば，それはここにはいる。しかし，もし，

第V都第1章第1節4）参熱。
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ことばと動作が共同して，動作のしかたを説明しているのなら，提示的なこと

ばであって，テンスから解放されているといわなければならない。そのばあい

の動作は，はなしの対象なのではなくて，ことばといっしょにはたらく伝達の

メディアだということになる。飛行機のなかでの，救命具のつけかたの説明な

ども同様である。

　4）　行為の実現となる発書

　「おねがいします」や「さんせいします」などは，そのように二品すること

じしんがその内容としての行為を実現したことになる。これは，表現される内

容と表現がおなじものである点で，モーダルに特殊な用法だということになる。

けれども，テンスの颪からは，ここに属するものとしてとらえてよいだろう。

つまり，動作の始発と終了が発話の始発と終了に一致し，現在の動作をまるご

とのすがたでさしだしているのである。

　　㈱　あとを万事おねがいする。（暢気13）

　　㈱　ナミッ！たすけてくれッ……たのむ！（女囚92）

　　飼　そんなことはできない。わたしはことわる。（戒厳48）

　　⑲6）戸田「どうだね，三島君！」　三島「（ギュッとくちびるをかみ）みと

　　　めます！」（間二王08）

　　働　けさのミーティングはこれでおわる。（華麗62）

　　㈱　これより説明会にうつります。（水俣209）

　　働　（前略）徴役七年の刑を宣します。（約束63）

　　（1ea）　（前略）和賀英良に対し，逮捕状を請求致します。（砂の128）

　　（101）野中覧，娩，将，右のもの，このたび格別のこ慈悲をもって幽獄をと

　　　　き，門外一歩をさしゅるす。（娩と9）

　このうち，㈱のようなものは，過去形にかえることができる。このことにつ

いては，第V部第1章第1節4）c）でのべる。

第2節　動作の進行のすがた

　「いく」「くる」，またはそれに準ずる「むかう」「おう」「ながれる」のよう

な移動動詞，「～していく」「～してくる」の形をとるもの，ザどんどん」「ぐん
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ぐん」のような進行性の謝詞にかざられた変化動詞が現在つまり発話時におい

て進行過程のなかにあるすがたをあらわすことについては，すでに第II三二2

章でのべた。このアスペクト的な意味が実現するばあい，進行過程のなかにあ

ることをあらわしていて，動作の始発から終了までの全過程をあらわすのでは

ないから，非過去形で現在の動作をあらわすことができる。
（le2）

（10a）

鰍）

（105）

（los）

（lg7）

（lgg）

（los）

　　（11の

　この，基準時間において進行過程のなかにある，

が実現されるのは，その基準時聞が現在のときだけであって，過去のばあいに

は，「していた」になる。このように基準時間が現在にしばられているというこ

とは，このアスペクト的な意味が，完成縮の意味として基本的でないことをし

めしているのだということは，第II部第2章でかいたが，このアスペクト的意

味をもつものが完成相の形で非過去形と過去形の対立をもたないことは，完成

相非過宏形のテンス的意味としても基本的でないことをものがたっている。

ちkつときてごらん。およめさんがいくよ。（鈴木重幸1979＞

なんだ。いたよ。むこうからくるよ，にこにこして。（寅次75）

千代の富士が頭をつけにいく。（7月）

ぐんぐん打球はのびる。センターバックする。（81）

佐田の海でる。佐田の海でる。（5月）

ああ，血がながれる。ちょっとまってね。（極私26）

さらに大外からはグロリヤターフがあがってまいります。（6R＞

そうですが，だんだんこういうところがすくなくなりますわ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（寅次48）

（四月×it＞ベニの帰らない日がつづく。倣浪205）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　というアスペクト的な意味

第3節　意味的に継続相と未分化なもの

　1）意味的に継続相と未分化なもの

　形式のうえでは完成稲形式をとっていても，継続網と対立する完成相として

のアスペクト的意味をそなえていないものは，全動作過程を現在の瞬間におさ

めることが要請されないので，雰過去形で現在の動作または状態をあらわすこ

とができる。

　これにはつぎのようなものがある。
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　i）話し季のかんがえやおもいをあらわすもの

　ii）話し手の感覚をあらわすもの

　iii）話し手の知覚によってとらえた外的現象をあらわすもの

　iv）　存在をあらわすもの

　このうち，i）は動作的であり，　iii），　iv）は状態的であって，　ii）は，その

中問である。アスペクトの観点でいうと，i）はアスペクトから解放され，

iii），　iv）は状態過程のなかにあることをあらわす，つまり準アスペクト的であ

り，ii）は，その中間である。なお，これらは，第II部の第3章と第4章第1

節とでとりあげた。

　2）「おもう」「かんがえる」など

　「おもう」「かんがえる」「信じる」「気になる」「感じるjなど，話し手の現

在のこころのうごきをそのままのべるばあいには，完成相非過去形をつかう。

これらは，話しの時間と動作（心的活動）の時間が一致している点で，「たのむ」

「さんせいする」などと共通であるが，動作の始発と終了に関心がない点で，

これらとことなる。このことは，第H部第4章第1節でのべたとおりである。

　　（lll）　なあ健ちゃん。わかいうちは，いろんなことがあっていい，とぼくも

　　　　おもう。（八E59）

　　（l12）　あなたの信心は堅固なものだと存じます。（出家52）

　　（113＞　わたしも気になります。（本H57）

　　（l14）　このいちいちの光るつぶがみんな私どもの太陽とおなじように自分

　　　　で光っている星だとかんがえます。（銀河246＞

　　（l15）おれは若いRの軽率妄動をくいる。（帰郷33）

　3＞ヂつかれる」fはらがへる」など

　「つかれるj「はらがへる」「のどがかわく」「すっとする」などは，話し手の

感覚活動そのものと感覚活動の対象である話し手の内的状態とを未分化にあら

わすが，完成相葬過去形が一人称の現在のことをあらわすばあいには，その感

覚活動の側面がおもてにでて，思考活動や感情活動そのものをあらわす「かん

がえる」「おもう」「感じる」などと同様，アスペクトから解放されている。

　　（i16）つかれるわ，わたし……ねむらせて。ねむらせて。　　（伸子66）
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（l17）　ゾクゾクする。（極私7＞

（118）　ほんとに，むしゃくしゃするよ。はらたつよ。ころしてやりたいくら

　　いだよ，あのおとこは。（三一20）

　4）「みえる」「きこえる」など

　「みえる」「きこえる」「においがする」などは，話し手の知覚活動と，その

知覚の対象である外界の現象が未分化なかたちであらわされている。これらは，

活動とその対象が未分化な点で前項とにているが，対象が外界の現象であるの

で，その客観性によって状態をあらわすことになる。そこで，アスペクトから

完全に解放されず，状態過程のなかにあるすがたをあらわすことになる。この

ことは，第11部第3章でのべた。

　　（119＞　バイバイして二三。まだみえる。（三園24）

　　（120）　［電話で］またご病気。いいえ一ええきこえます。（真知169）

　　（121）　なんだかリンゴのにおいがする。（銀河287）

　　（玉22）　あれ，へんな声がする。（時計15）

　5）ヂ存在する」など

　「存在する」「点在する」ヂ現存する」など，存在をあらわす動詞も，完成相

と継続相のアスペクト的意味の対立がほとんどなく，完成相でも持続過程をな

す状態のなかにあることをあらわすので，完成格非過去形が，現在の状態をあ

らわす。

　　（123）　この問題は依然として残存する。（人格82）

　6）「ある」「いる」について

　標準語の「ある」「いる」は「あっている」「いている」という形式をもたな
　　　　　　　　　　　　　　　　　　磁三〉
いので，完成楕といえないという意見もある。けれども，この対立は，動詞と

いうグループにおける対立であるので，個々の動詞については，どちらかの形

式しかないものがあってもよいともかんがえられる。「ある」や「いる」は完成

相形式しかなく，また，アスペクト的な意味の点からみると，状態過程のなか

にあるという準アスペクトをあらわす特殊な動詞である。そして，これは，そ

（言＝｝三）　　．奥［H立lta薦it1977。
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のようなアスペクト的な意味（準アスペクト）をもつおかげで，非過去形が現

在の状態をあらわす。

　　（124）　わかったな……それからここにボタンがある，用事があったら，これ

　　　　をおすんだぞ。（間革91）

　　（125）お娩どの……わしには……妻子がある。（娩と133）
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第4章現在（2） 現在の質的な属性

　文の名づけ的な意味において述語ができごと過程にない属性をあらわすばあ

い，あるいは，できごと過程からその特徴的な側面をぬきだしてのべるばあい，

述語となる動詞はアスペクトから解放される。このことは，第H部第4章の第

2節と第3節でのべた。こうしたもののなかには，テンスからも解放されてい

るものもあるが，アスペクトからは解放されていても，テンスからは解放され

ていないものもある。このばあい，動詞のさししめす質的な属性のもちぬしが

現在にしぼられた時点において存在していると，テンスとしては，現在をあら

わすことになる。

　この種のものは，二種類ある。ひとつは，動詞が語い的意味のレベルででき

ごと過程性をうしなうばあいであり，もうひとつは，語い的意味のレベルでは

できごと過程性をうしなわず，述語のレベルで，そのできごと過程からぬきだ

した特徴をのべるばあいである。

第1節　できごと過程にかかわらない動詞

　1）質的な属性をあらわす動詞

　「ちがう」「にあう」「気がきく」「おおきすぎる」などは，語い的意味のレベ

ルでものごとの質（関係をふくむ）の意味をもち，いわば性質形容詞にちかい

ものになっている。これらは，テンスから解放されたり，ひろげられた現在に

もちいられたりすることがおおいが，その属性のもちぬしが現在点に存在する

ものであるばあいには，現在の質的な属性をあらわすことになる。

　　（126）　「（略）」と二本ある釣竿の一本を徹男のほうへよこす。徹男「ふん，

　　　　気がきくな。」（津軽38）

　　（127）　おい，こえがおおきすぎるよ。

　　（128）　わかった！　Hやけがこわいんだ。ちがう？（八月106）
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　2）「よく」「いやに」などにかざられるばあい

　「よく」や「いやに」でかざられると，動詞ができごと過程性をうしなって，

その動作をするような性質をもっているという，形容詞的な意昧に転じること

がある。そのばあい，その性質のもちぬしが現在存在するものであり，その性

質が現在にしぼられて実現する性質であると，現在の質的な属性をあらわすこ

とになる。鈴木重幸1979で「コンスタントな属性の現在」（129はそこから借罵）

とよんでいるのは，これである。

　　（1謝　きょうはよくだっこしますね。（波152）

　　　　　　　　pm
　　（1鋤　それにしても，きょうの海はよくしゃべる。（旅の52＞
　　　　　　　　　　　　　　　　　pm
　　（131）　いやにお・やじぶるな。（波20）

　3）「九時になる」ヂ半年たつ」など

　つぎのように，現在における時間量的な二三をあらわすのに，「なる」と「な

った」の両形がつかわれる。

（132）

（1ss）

（IM）

（1sa）

（136）

　　（137）

　　（13g）

　この「なる」が変化動詞としてつかわれると，ドなった」になるはずなのだ

が，実例は「なる」のほうがおおかった。非過去形になるのは，たぶんコピュ

ラ化しているためで，「十年だ」「もう九時です」とおなじだろう。だとすれば，

名詞述語文相当だということになる。ともあれ，これは，現在の二三的な属性

をしめしている。なお，時間をあらわすばあいには，無主語文になる。

　また，つぎのような「たつ」も同様にかんがえてよいだろう。

　　（139）あかんぼがうまれて，三時聞半もたちます。おたすけなすって。死

　　　　ぬかもしれない，あのとおりです。（本日96＞

　　（149）　ほほう，九年たちますかなあ。（厚物13）

国をでてから十年になります。（出家80＞

もうHもくれてだいぶになるな。（出家28＞

もうそんなになりますかね。（厚物12）

おや，もう九時になる。（波22）

同行一「おいくっにおなりなされますか」親らん「七十五になります。j

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（出家80）

こちらへきて十年になった。

ひさしぶりだな。おまえいくつになった。
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第2節　できごと過程の特徴的な側面

　さきに第II部eg　4章第3節3）で，できごと過程の特微的な側面をぬきだし

てのべる文の述語になる動詞のことについてのべたが，そのときにあげた鈴木

重幸1979の3例をもういちど借用する。

　　（141）　「この本知ってる？」「いや，はじめてみる。」

　　（142）　「そんな話さいていない。今はじめてきく。」

　　（143）　「はじめてお臼にかかります。」（波178～179）

　これらの文は，その動詞のあらわす語い的意味をとおしてさししめす動作の

できごと過程的な側面をきりすてて，二次的にひっぱりだした特徴的な側面を

のべている。つまり，それらが2騒めでも3畳めでもなく，はじめてだという

ことをのべている。そして，そのことによって，アスペクトから解放されてい

る。

　これらの文でさししめされているできごと過程は，精密にみると，発話の直

前に成立している。だから，これを完成相過去形でのべることもできる。

　　（1㊥　そうなの。ああ，はじめてきいた。（極私5）

　　（145）　いや，これは旦那，よいところでおめにかかDました。（貧乏35）

　直前におわった動作，あるいは，直前にはじまったあいての動作をなじるば

あいにも，非過ま形と過去形の両方がつかわれる。

〈14g）

（147）

（148）

（149）

（翻

（151）

（玉52）

（153）

これこれ，またしゃべる。（時計44）

また，あんたいらだっ。（極私王王）

また，あんたうそいうわ。（雪国65）

翼はかくしますね。（冬の31）

ペイ愚でもねえてめえがなぜ麻薬をほしがる？（女囚22）

寅（カンカンになって）「また笑ったな。」（寅次9）

そら，また，わるいくせをはじめたね。（自由7）

野郎！　なんでわらった。（寅次54）

　これらのアスペクト性については，第H部第4章第3節3）でのべた。高橋

太郎1983Bでは，「その事実ができごととしてもつ時間性をきりすててその質的

な側瀬だけをとりだしたものとしてとらえる。」とのべた。つまり，テンスから
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解放されているものとしてとらえた。けれども，この報告では，これ（非過去

形でのべられたもの）を現在のこととしてとらえる。なぜなら，話し手による

テンスのとらえかたには精密度があって，できごと過程がきりすてられたばあ

いの現在は，それをきりすてない現在よりも，前後に多少のはばのひろがりが
　　　　　　　　　　　　（注）
できるとおもわれるからである。

　つぎのようなばあいは，できごとの時間が多少かわる。（IM）は，あきらかに現

在だが，（155）は，現在までなのか，現在もそうなのかがはっきりしない。

　　（IM）　ほら，みてごらん。ぼくかもいに手がとどくよ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（鈴木重幸1979から借用）

　　（1謝　君子さんのかおをみると，やっぱりいろいろなことをおもいだすよ。

　　　　むかしのことはさっぱりわすれてしまうつもりでいたんだが……

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（つゆ109）

　　（1謝　どうもとんだこめいわくをかけますな。紳子59）

　これらは，アスペクトから解放されていて，始発と終了の時点に関心がいか

ないので，時間的位置があいまいになるのである。

　つぎのような，なじりのたずね文のばあいには，直前の動作であっても，非

過去形でしかいえないものがある。

　　（157）　ワ，わりゃ……なにぬかす！（女囚38）

　　（158）　とつぜん彼女の右手があがり，彼のほおが，したたかな音をたてた。

　　　　「なにをする？」（自由377）

　こうしたものも，現在の動作の質的な属性をあらわすものとしてとらえたい。

（注）三朝はばの精密度については，第V蔀第1章第1節4）でのべる。
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第5章ひろげられた現在

　1）　ひろげられた現在

　ひろげられた現在というのは，発話時をふくんで，過去と未来の両方向に，

ある程度のながさでひろがっている期間のことである。

　このはばがかぎりなくひろがると，現在という限定をつけることと矛盾する

ので，そうしたものは，テンスから解放されたものとしてとらえて，ng　6章で

のべる。けれども，実際には，それをわけきれないことがおおい。たとえば，

法律の文章は，時間の限定をうたず，一般的な時間を設定している。

　　（159）火炎びんを製造し，又は所持した者は，三年以下の徴役回は十万円以

　　　　下の罰金に処する。（火炎びんの使用等の処罰に関する法律第3条）

　これは，時間が限定されず，テンスから解放されているが，つぎのようなも

のならば，ひろげられた現在に限定されることになる。

　　（1鋤　現行の法律では，火炎びんをつくると，三年以下の徴役か十万円以下

　　　の罰金に処せられる。

　これがなぜ脱テンス化しないかというと，それはつぎのような，過去と対立

するからである。

　　（161）　この法律ができるまでは，刑法にふれるばあいだけ刑に処せられた。

　このちがいは，うえの例のようなばあいははっきりしているが，どちらかわ

からないばあい中間的なものもおおい。つぎの例などがそうである。

　　（162）火炎びんをつくると下せられるよ。

　この報告では，積極的に限定されているばあい，その述語のしめす属性のも

ちぬしが時間的に限定されているばあいに，ここにいれた。

　完成相半過僧形でひろげられた現在のことをあらわすものには，つぎの三つ

のタイプがある。

　i）　ひろげられた現在においてくりかえされる動作

　ii）　ひろげられた現在において，一定の条件のもとに一一般的に成立する動作

　iii）　ひろげられた現在のあいだ持続する性質

　このうち，i）とii）は，完成棺の基本的なアスペクト的意味をもっている

が，iii）は，アスペクトから解放されている。　i＞とii）は，せばめられた現
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在において，その動作が成立するかどうかが問題にされない点で，ふつうの現

：在とことなる。それに対して，iii）は，せばめられた現在においてもその質的

な属性は成立している。その点では，ふつうの現在とおなじである。けれども，

完成網の現准は，ふつうは，前後へのひろがりをもっていない。その点でこれ

は特殊である。けれども継続相の現在は，前後へのひろがりがあるのがふつう

なので，これを継続根のテンス相当であるとして位置づければ，それほど特殊

ではない。なお，継続相のテンスの性格については，第VII部でのべる。

　2）　葬連続のくりかえし

　ひろげられた現在において，おなじ動作や変化が断続的に，くりかえし成立

することをあらわす。

　　（163＞　このごろは毎日八時間ぐらいけいこするわ。（真知87）

　　（IM）　いつもこういつてあるのに，このひとは磨臼のようにあそびにくる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（放浪194）

　　（1働　かれは，いつも，そのとき，じつにためらわずにいう。（旧石317）

　　（1鋤　おれはすきで，よくのぞきにくる。（帰郷137）

　　（167）あなたは，罰せられるたびによわくなります。（戒厳45）

　これらがくりかえしをあらわすのはテンスの問題であって，アスペクトとし

ては・完成梱の意味が実現していることは，第II部eg　4章第4節3）でのべた。

　3＞　一定の粂三のもとになIJたつ動作や変化

　ひろげられた現在において，一定の条件があれば，いつも動作や変化がなり

たつことをあらわすものである。

　　（1鋤　おれはあの男のはなしをきいていると，なんだかなみだがこぼれて

　　　　くるような心もちになる。（末枯40＞

　　（169）　もともとわしはまずしい漁師の家にうまれ，かなしければなき，おか

　　　　しければわらい，はらのたつことがあればひどくおこる……ごくふつ

　　　　うの人間だ。（間革118）

　　（17e）　さいきんは，ひとがあつまると，そのはなしをする。
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　4＞性質の拷続

　述語が一定の質的な属性をさししめし，その属性のもちぬしであるものごと

がひろげられた現在に存在するものであるばあいである。アスペクトからは解

放されている。

　つぎのようなものは，動詞が語い的意味のレベルで質的な属性をあらわす。

　　（171）　そうさ一その子がまたよくできやがるんだ，兄貴の子よりずっと

　　　　できる。（野火38）

　　（172）　あんたのえがおをみたかった・……わらったかおのほうが，あんたに

　　　　はにあう。（約束9）

　　（173）　娩はちがいます！　まことこの流れが世の中なら，流れにさかろう

　　　　てでも生きてみとうございます。（娩と95＞

　　（174）することがあまりに良心がなさすぎる。（暗夜71）

　つぎのようなものは，動詞そのものは特殊でないが，このタイプの文にくみ

こまれることによって，これになる。

　　（175）　このごろ，またがればタバコをすう。

　　（176）　この子はよくねむる。

　以上，この節では，その属性のもちぬしが現在をまたぐ有限の期間のなかに

存在するので，これらの例をここにいれたのだが，もし，その有限の期間とい

うことが表現のなかにはいっていないのだとすると，テンスから解放されてい

ることになる。このことについては，今後の課題である。
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第6章テンスからの解放

　完成格非過去形の形式をもつもののなかには，テンス的な意味から解放され

ているものがある。これには，いくつかの種類がある。

第1節　なりたつ時間が限定されていないもの

　1）　篇ンスタントにくりかえされるできごと

　なりたつ時間を限定せず，コンスタントにくりかえされる動作や変化をあら

わすばあいである。鈴木1979でのべられた「この時間帯が無限にひろげられれ

ば，いわゆる一般時あるいは超時間的なものとなる」といういいかたにもっと

もふさわしいものである。

　　（177）地球は太陽のまわりをまわる。

　　（178）毎年春になると，つばめがやってきます。

　　（179＞　あさがおはなつさく。

　これらと前章のひろげられた時聞におけるくりかえしとのあいだには申問的

なものがある。

　　（180）　むかしは一年を十Hでくらすといわれたすもうとりも，現在では，一

　　　　年に置場所，九十番をとる。

　2）　なりたつ時閤に関係のない命題のなかでの動作

　なりたつ時間的位置に関係のない命題である文の述語になると，完成相非過

去形の動詞はテンスから解放される。それが動作性をうしなわないばあいには，

アスペクトからは解放されない。

　　（181）水は100℃でふっとうする。

　　（182）いたずらな，ういた心でこの関所にむかえば，ひとは盲目になり，ぐ

　　　　うたらになる。（出家71）

　　（1謝　よごれなら，あらえばおちる！（死すp295）

　　（1脇　恋というものは，人問をわかくする。（河明300）

　　（185）　きれいなくつをはいていたものは心してぬかるみをよける。だが一
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　旦くつがどうにそまると，だんだんぬかるみをおそれなくなる。（青銅35）

（1働　くらやみのなかで，政府軍とゲリラがうちあいをしてるときは，その

　　鉄砲のうちかたをきいていれば，どちらがゲリラか∠2璽。（やさp40）

（187）　いえ，だれでもそうもうします。（高野39）

（1鋤　およぎの上手は川で死ぬ，で気象者は気象でかえってしぐじります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（思出48）

（189）それにこの世のなりたちが，私たちに悪をしいます。（出家48）

　3）　なりたつ時間に関係のない命題のなかでの質的属姓

　なりたつ旧聞に関係のない命題である点で前項とおなじであるが，それが，

できごとでなく，ありさまをあらわす文であり，述語が質的な属性をあらわす

ばあいである。動詞は，アスペクトから解放されている。動詞が形容詞化また

はコピュラ化しているといってもよいだろう。

　　（lee）　太平洋のあおさは，やはり瀬戸内海とはちがう。（旅の52）

　　（191）大企業が，中小企業などを圧迫するのもこれにあてはまる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（問革147＞

　　（192）　その町はずれに蛇堀川というすながわがあDまして，橋をわたると
　　　　むかいまち
　　　　向町になる。（破戒200）

　　（193）　（くすっとわらって）お人によります。（忍ぶ王0）

　　（194）　しかしそれもあるかもしれないが，それだけで解決をつけるのは簡

　　　　単すぎる。（友情57）

　　（195）芸術はこれとことなる。（むら14）

　　（lg．6）　そのかぎり現象は偶然性をふくむ。（革命143）

　　（197）女給さんのほうがとにかくうわべだけは素人なんですからね。なに

　　　　をするにもごまかしがききますよ。（つゆ64）

第2節　過去のことの，時間の側面を
　　　　　きりすてた質化

　事実そのものは過去の特定の時間のことであるのだが，そのできごとの時間

的な側面はきりすてて，そこからぬきだした質的な側面だけを問題にしたばあ
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いに非過去形をつかうことができる。これらは，時間の側衝をきりすてないで

過虫形でのべることのできるものもおおい。

　1）　名詞述語文に相当するもの

　過去のあるものごとが，どんなものごとであるか，また，なにであるかをの

べる。動詞が動作をあらわさず，コピュラのようにつかわれて，それとくみあ

わさる名詞といっしょになって名詞述語をつくっているものがおおい。ただし，

fAとBはことなる」のようなタイプの文になると，コピュラではないだろう。

　　（198）　そもそもは佐渡のうまれ，この山国におちついたは今から十年ほど

　　　　まえにあたる。（破戒101）

　　（199＞　明治二十年前後の自由民権時代には，墨時のインテリの一部が，自由

　　　　自由，とさけんだ。そこが，今度の時代と，ちがうといえばちがう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（自由41）

　　（200）　［捜査中に過去の事実に気づいて3「え？（思わず声をあげる）する

　　　　と，六月の二十葭と二十一Hの映画はちがう！」（砂の103）

　　（291）　わたしたち夫婦は同じ日にうまれたのですが，うまれた時劇はちが

　　　　います。

　名詞述語文にこのことがあることは，寺村秀夫1971がつぎのような例をあげ

てのべている。

　　（292）　昭和二十二年ハ戦後最大ノ二丁ノ年ダ。

　2）過虫のことについての解説，評価的ないいかた

　過去の事実が成立した事情を理解して，ナルポドという気もちをこめて解説

的にのべるばあい，非過去形でいうことのほうがおおい。

　　（203）　ま，ジイさんも立場上ああ言うわさ。（宵待47＞

　　（2鱒　男B「おやじににげられてから欲求不満らしいぜ」　兄貴にれじゃ

　　　　男もずらかるさ。しっかりしろよ。」（遊び23）

　評緬をこめていうばあいもある。

　　（205）　さすがにいいことをいうよ，あなたは。（多情48＞

　　（2働　こんな小さい子に焼酎をのませるなんて。あのおやじもひどいこと

　　　　をするねえ。
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（297）野富「おれな……彼女と婚約したよ。」野駈）まぶしげにみかえす宏

　　ヂやるう。」（ジェームズ・三木「さらば夏の光よ」47，年鑑代表シナリオ集76＞

　3＞過去の仮定

　過去の仮淀に対する帰結をのべる述語は，過去形と非過去形の両形をつかう

ことができる。ふつうは一ハズダ，一画モシレナイ，一ダロウ，一トオモウ，

一ナ，一ネのような形になるが，なにもっかないばあいもあるだろう。

　　（208）　これなら十七時二十一分に米原を通過して名古屋ゾーンへはいるが，

　　　　発信ゾーンは一致したはずだ。（森村誠一「新幹線殺人事件」）

　　伽9）　「おれなら暗殺するナ……」安吉にかまわずに斉藤は一気につづけ

　　　　た。（むら47）

　このことについては，あらためて第VI部第3章第4節でとりあげるが，過去

の仮定に対する帰結の文の述語には，つぎのようなものがある。

　　ア）　オレナラ，ソウスルナ。

　　イ）　オレナラ，ソウシタナ。

　　ウ）　オレナラ，ソウシテイルナ。

　　エ）　オレナラ，ソウシテイタナ。

第3節　そ　の　他

　1）操作てつづきの説明，撫示

　操作てつづきの記述や図表のあらわしかたなどには，完成相帯過去形がよく

あらわれる。

　凡例や注記のなかでの動作には，非過去形と過去形の両方があらわれる。過

去形のばあいは，操作したことをできごととしてのべているが，非過去形のば

あいは，アスペクトからも解放されているだろう。

　　（210）図2－19にH鉄建材の職階溺年齢分布をしめす。また図2　一20に，各

　　　　職階の回答者の5％以上が属する年齢のはばを図示した。（国立国語研

　　　　究所「企業の中の敬語」67）

　　（211）分類語彙表における意昧の分類の大体を示すために，本表分類各項

　　　　團に与えた見出しの語句を，分類番号の順で掲げる。（国立露語研究所
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　　　「分類語彙表」）

ルールのなかで，動作は非過去形でしめされる。
　　　　　　にん　　　　　　　　　　ひと
　（212）五，人……これは入とかく。六，天…七，声聞……声を聞くとかく。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（間革142）

　（213）　「勉1とかいて，ツトムとよみます。

　（2王4＞　カケアシシテネ，ンーートネ，フクロヲネ，アシニ　イレル。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（年長幼児一「幼児語の形態論的な分析）

　（215）学問の自由は，これを保障する。（憲法23条）

方法を指示する文のなかでも，動作が非過宏形でしめされる。

　（216）☆図を参照して前身ごろを左右つづけて裁つ。4．5cm裁ち出したとこ

　　　ろのえりぐりぬいしろは，身ごろえりにあわせて裁つ。☆そでは，図

　　　のようにそで丈を延長する。☆前あきの始末は図を参照。☆前身ごろ

　　　の左右にふたつきのポケットをつける。（主婦の友’80．7．付録）

　（217）　「すきみだら」は，表面をさっとあらい，水（流水のほうがよい）に

　　　3～4時聞つけます。（写真①）もどったら，残り皮をとり，小骨もと

　　　って，きれいに掃除します。（写真②〉（主婦の友’72．12．付録）

これらは，ムード的な性格がよわいのではないかとおもわれる。

　2）　提示文のなかでの動作

　まえの文でことがらを提示し，あとの文がそれをうけてはなしを展開する。

そうしたまえの文につかわれる動詞のばあいである。これはいちおう文のかた

ちをしているが，その陳述性はあとの文にまかせている。ということは，陳述

性の点からみると，不完全な文である。こういう文のばあい，脱テンス化して

いることがおおい。

　これらは，ムード，テンス，ていねいさのどれについても欠陥があるので，

ふつうの文とみとめる必要はないかもしれないが，いちおうあげておく。

　　（218）　自由ほんぽうにやりたいことをやる。いいだろう。（入月59）

　　（219）　まつるまつらないはべつにして，うけとるだけはいちおううけとる，

　　　　こういうことでいいのではないかと（間革85）

　　（220）はい，とにかくA子さんとの結婚だけについてかんがえる……こう

　　　　いうことですね。（間革173）



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第6章　テンスからの解放　177

（221）　ポストの争奪をめぐって死闘する，これが企業合併の大前提で，合併

　　はポスト次第ということですよ。（華麗141）

（222）　からだが衰弱して，職務を執るにたえないから退職する　　それを

　　こちらでとめる権利はありません。（破戒25）

　3＞そ　の　他

　新聞の見出し，日記の文章などにもテンスばなれしたものがあるが，これら

は場面が特殊なので，今回の調査からはずす。

　また，小説の地の文のなかでもテンスから解放されたようにみえるものがか

なりある。しかし，小説のばあいには過去の事実が非過去形でかかれていても，

現在のことのようにしてかくことに意味があるばあいもある。そうしたことは，

文脈のなかで位置づけなければならないので，これも今圏の考察からはずした。
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第V部　完成相過去形のテンス

第1章　過去（1）一一過去の動作

　完成相過去形の基本的なテンス的意味は，過去に動作が完成したことをあら

わすことである。完成相の基本的なアスペクト的意味は，動詞のあらわす動作

またはその一定の周面を始発から終了までふくめたまるごとのすがたでさしだ

すことであり，その過門形は，時間的位置を過去にもつ基準時間をまたがない

で，動作またはその局面をまるごとのすがたでさしだしているのである。

　完成相の過去形は過去の動作をあらわすことを基本的な任務とするが，その

ばあい，つぎの二点において，いろんな様椙を呈することになる。

　そのひとつは，過玄という時聞位置が，悠久のむかしから，発雷の直前，あ

るいは，発言終了の直前にまでひろがっていることとかかわる。といっても，

時間量を問題にするときりがなく，ここでは，主として，質的にみた発話時と

の関係が問題になる。というのは，発話時とはなれているか，接しているか，

かさなっているかということで多少ことなったおもむきを呈するからである。

このことは，非過去形との対立のありかたに影響をおよぼす点で，醤語的であ

る。

　もうひとつは，完成相アスペクトが，動詞のあらわす動作過程全体でなく，

その一定の局面をとりだすこととかかわる。現在をふくむ大きなできごと過程

のなかで，現在以前に位置する小さなできごと過程としての変化の局藤を，完

成根過去形の変化動詞がさしだすと，そこにはたらく順次性によって，現在と

いう時点がその結果の局面のなかにあることまで視野にいれてしまう。それが

鈴木重幸1979のいう「ペルフェクト的な過去」である。

　完成稲過去形のテンス的な意昧をあつかうばあいには，これらのことにふれ

なければならない。
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第1節　とおい過去から同時過去まで

　1）過去形であらわす動作の時間的な位置

　過去という時間は，とおいむかしから発話の終了までにわたっている。この

ながい時聞はいろんなしかたでわけることができ，歴史家や地質学者たちは，

それぞれに時代を区分している。

　けれども，現代日本語の完成相のテンスという観点からみると，それは，非

過去形との対立のありかたによって，わけることになり，発話時に接するあた

りのことが問題になる。たとえば，野球放送で，バッターがたかいフライをう

ちあげたあと，「センターバック，バックした。落下点にはいった。かまえま

す。トリマーーシタ。」というとき，ヂトリマシタ」という語形は，ボールがお

ちつつあって，まだグW一ブにおさまらないうちから発書されはじめている。

この「トリマーーシタ」は，発言と動作との機械的な対応をとると，その動作

がまだ未来であるときからはじめられ，現在をとおって，過去のものになった

とき発雷しおわっている。また，たとえば，三遊間にゴロがころがったとき，

「ショートとりました。一るいになげる。アウト。」というのは，よくきかれる

表現であるが，これは「なげた」にかえることができる。このように，話しの

内容である動作の時間的位置が発話時とからんでくると，問題がでてくる。

　そこで，ここでは，過去をつぎの3種にわけて，かんがえる。

　i）　現在ときりはなされた過去の動作

　ii）　現在と接する過去の動作

　iii）　現在といりまじった過去の動作

　なお，この節では，その結果が現在におよんでいる．かどうかは問題にしない。

　2）現在ときりはなされた過去の動作

　ここで「現在ときりはなされた」といっているのは，動作がおわってから話

しはじめるまでのあいだにすきまがあるということである。そのすきまのなが

さは，どんなものであってもよい。ずっとむかしから，すぐまえまでのひろが

りをもっている。

　この用法は，完成相回虫形のもっともふつうの用法であって，資料の大部分
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は，ここにおさまる。

　時をしめす語があると，この用法であることがはっきりする。

　　（1）戸田城聖は，明治三十三年二月十一Hに，ここでうまれた。（間革51）

　　②　春あさい二月の末，先生が江芦へ遊学されたことを風のたよりにきい

　　　た。（娩と127＞

　　（3）父はこのあいだの伊豆地震で死にました。（H本36）

　　（4）きのうぼくは新聞でよんだ。（破戒187）

　　（5）今くるとき，あのひとにあったわ。（真知85）

　　（6）時間におくれるとわるいって，つい今しがたでかけました。（ここ43）

　時をしめす語がなくても，特別の条件がないかぎりこの用法であり，じつは，

時をしめす語がない例のほうが多い。

　　（7＞しかし母は牽何年ぶりに蒲田に帰ったのだといってよろこびました。

　　　（本H57）

　　（8）わしもはじめはそう思った。そうして何人かすくいだしてみた。だが，

　　　いまはもうやめている。（波65）

　　（9）　「きっぷを拝見いたします。」あかい帳子をかぶったせいの高い車掌

　　　が，いっか三人の席のよこに，まっすぐに立っていていいました。鳥捕

　　　りはだまってかくしから，小さな紙ぎれをだしました。車掌はちょっと

　　　みて，すぐ陵をそらして（あなたがたのは？〉というように，指をうこ

　　　かしながら，手をジョバンニたちのほうへだしました。（銀河284）

　その動作は，みじかい時間のものもあるし，つぎのように，ながい時間はば

のものもある。

　　（鋤　この十H間，おれと黒木さんでじっくり計画をねった。情待31）

　　（ll）わたしは女給もやったし，かつぎ屋もやった。女中もやったし，ホス

　　　テスもやった。（死すp297）

　3）現在と接する目覚の動作

　発話の直前に成立した瞬間的な動作，また，発話の直前におわった持続的な

動作は過去形であらわす。厳密にいうと，動作がおわってから発話までに多少

のすきまがあるばあいもあるが，ここにふくめておく。現在ときりはなされた

過去の動作と，過去という点でのちがいはない。
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　a）　直前過去の動作

　発話時の直前に成立した瞬間的な動作を完成相過二形であらわす。実況放送

のばあいが典型的である。

　　働バッター月山に対して投球2球め。第2球。なげた。うった。ファウ

　　　ル。（81）

　　（13）あっと，けたぐりにいった，鷲羽山。北の湖，これはのこした。見て

　　　いる。北の湖はたいた。ひいた。北の湖おした。おしだし，北の湖のか

　　　ち。（7月）

　　（14）先頭はアスキットダイオー。ふみきってジャンプしました。（7月）

　眼前描写のばあい，全動作過程のうち主体の動作の始発，または始発から終

了までだけをあらわしている。ドなげた」というのは，ボールがピッチャーの手

をはなれるまで，「うった」は，ボールがバットをはなれるまでをさしている。

このような，対象に変化をあたえる動作をあらわすのに，対象の変化の成立で

はなく，主体の動作の終了までを一局面ととらえるのは，眼前描写の特徴であ

る。ふつうのばあいには，「ホームランをうった」とかfストライクをなげた」

のように，結果の成立までをふくめる。

　ふつうの会話のばあいには，たぶん動作の成立から発話の開始までの半弓が

もうすこしあくだろう。

　　㈱　「いま，またおやじのこえがした。」「いま？　なんにもきこえやしな

　　　かったじゃないか。」

　　⑯　　「あら，また，くりがおちた……」彼女は目をほそめにあけて私をみ

　　　ながら，そうささやいた。（風立126）

　発話の直前にくりがおちたら，発話の時点では，くりは地上におちているこ

とになる。しかし，この例の表現では，そうした結果の局面に無関心である。

変化動詞のばあいには，直前の変化は当然に発話の時点での結果の状態をひき

おこしているのだが，眼前描写のようなときには，多くのばあい，動作（変化）

そのものに関心があって，結果がのこることは，あまり問題にしない。つぎの

ようなものは，すくない。

　　（17）次長が角田の胸に耳をあてる。次長「死んだ……」（華麗55）

　　㈱　うん，もうすこし……できた。（やさp35＞

　それが結果の雪避に関係するばあいのことについては，第2節でのべる。
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　動作動詞のあらわす動作過程のうちの始発の局面だけをとりだして完成相の

過去形でのべることがある。このばあい，運動の局面はまだつづいているのだ

が，始発の局面は直前にまるごと完成している。

　　㈲　佐藤第2球。ランナーがはしりました。（81）

　　⑳　ワンエンドワンから土麗，第3球。ランナーがはしった。（8王）

　　（21）　ほっと，岩波がよった。（7月）

　　㈱　いま，家にいるもうひとりの姉ちゃんがいたでしょう。一ほら，き

　　　た，きた。（子を183）

　　㈱　ちょっと，あかちゃん，ああ，ないた。よしょしよし。（極私26）

　b）　直前までの動作

　鈴木重幸1979は，「話し手があたらしい情報をえたため，その時点で自分の考

えや行為が過去のものとなったことをしめしている。」として，つぎのような例

をあげている。

　　㈱　　「へえ，そう。あたしはまた，その方の魚がつれなかったんで，こん

　　　なところにきているのかと思ったわ。」（波248）

　　㈱　「小野寺さん……ずいぶんさがしたわ。」儲本76）

　また，fその動きが完了したこと（ひとまとまりの動きが実現したこと）をあ

らわすばあいとして，つぎの例などをあげている。

　　㈱　　「先生，かきました。」（作文の時間における子どもの発謝

　　㈱　　「ああ，よくねむった。いま何時？」

　これらは，直前までつづいていた動作が終了したことをあらわしているとい

ってよいだろう。もうすこしあげておく。

　　㈱　しばらくごぶさたしたね。（冬の167）

　　㈱　先生，どうもお手数かけました。（本日72）

　　㈹　いや，長居をしました。（戒厳10）

　　〈31）　じゃましたな。（雑誌）

　　劒　くったね，じつに。（腹をおさえて〉（問革49）

　　㈱　じゃあ，そのかたには恋でなくって，学問の好奇心でひかれていった

　　　のね。道理で，あなた，河川のことにくわしいとおもった。（河明290）

　c）現在途中まですんだ動作や変化

　動作や変化そのものは現在をまたいでつづいているのだが，それを途中でち
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よんぎってとらえ，現在までのぶんをまとめてのべるばあいがある。

　圃　「あれから十分たった。」といって自分でたしかめるようにうで時計を
　　　　　　　　pm
　　　みる。（むら171＞

　　㈲　これで30分あるいた。

　　㈱　ぼくははじめてこんな会議に出席したんですが，中央のようすがだい

　　　ぶわかりました。（の壁235）

　　㈹　……鎌倉関係の本などよんで，だいぶ，くわしくなった。（帰郷124）

　これらは，その動作や変化の，全過程のうちのあるていどが発話の直前まで

に成立したことをのべている。

　d）罪過去形との対比

　以上a）～c）でのべたもののうち，a）と。）に，おなじ事実を非過去形でもあ

らわすことのできるものがあるので，そのことにふれておく。

　1）　うえのa）に属するもののうち，「岩波よった」のようなものは，「よる」

ということもできる。非過去形のばあいは，第IV部第3章第2節でのべたよう

に，進行のなかにあることをあらわしている。この両者をくらべると，過宏形

のばあいは始発の局面をとりだし，非過去形のばあいは進行の局面をとりだし

ていて，とりだす局面がちがっている。このことは，その動作過程が現在点を

またいでいるという，この進行動作の時間的位置の特殊性によって生じるので

ある。

　ii）うえのa＞に属するもののなかには，つぎのように，過去形と非過去形

の雨方でいえるものがある。

　　㈱　そうだ，慰はあたまのいいことをいいました。（冬の50）

　　㈲　さすがにいいことをいうよ，あなたは。（多情48）

　　㈲　：寅「（カンカンになって）またわらったな。」（寅次9）

　　㈲　これこれ，またしゃべる。（時計44）

　　綱　そうなの，ああ，はじめてきいた。（極私5）

　　㈲　　「この本しってる？」「いや，はじめてみる。」（鈴木重幸1979）

　　（44）どうだいちがったかね？（多情72）

　　㈱　わかった！日やけがこわいんだ。ちがう？（八月　106）

　これらを過宏形でいえるのは，直前過去の動作だからである。これらを非過

日形でいうと，できごと過程のなかから特徴的な側面をひっぱりだしてのべる
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ことになり，アスペクトから解放される。そうすると，始発，終了のきれめが

ぼやけるので，現在ワクが精密さをうしなうのである。これも，直前過虫とい

う発話時に接したできごとであるためにそうなるのである。

　なお，評言的であっても，非過去形にできないものもある。

　　㈹　　「ようきた。ようきた。」とよろこんで，（無限14e）

　これも，なじりならば，「また，くる！」のようにいえるだろう。

　iii）　うえの。）の経過をしめす「たった」は，「たつ」にかえることができ

る。これは第IV部第4章第1節でのべたことだが，非過去形のばあいには，コ

ピュラ化しているのだろう。

　4）現在といりまじった過去の動作

　発話の始発の時には，まだ動作が完成していないばあいがある。これを，発

話の終了直前におわる動作と，発話の終了と同時におわる動作にわけてのべる。

　a）　発話の終了直前に完成する動作

　瞬間的な動作が成立しそうになったときにいいはじめて，成立するやいなや，

発話をおわりまでもっていくという言いかたがされるばあいがある。これは，

きわめて特殊なばあいである。バッターがヒットをうって，2るいランナーが

3るいをまわることをのべるのに，3るいベースにさしかかる1薮前に「マ」と

いいだして，まわった直後に「タ」まですすめておわる。「マワリマシタ」のヂリ

マ」のへんで3るいをまわる動作が実現するようなばあいである。

　刻々とかわる眼前のうごきをつたえるとき，時間においまくられることにな

る。つぎの例でもわかるように，「ベースをふみます」という情報のまえにヂと

った」という情報をつたえなければならない。

　　㈲　ファーストゴロ。たかいバウンド。ファーストがとった。ベースをふ

　　　みます。（81）

　このばあい，「とった」という情報をはやくったえねばならず，そのために，

まちがいをおかすことがある。

　　㈹　セカンド，右にはしった。とった。おてだま。とった。1るいへ送球。

　　　アウト。まにあいました。いったんグラブにあてておてだましましたが，

　　　辻本よくおちついてさばきました。（81）

　これは，はじめの「とった」があやまりである。このようなあやまりをふせ
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ぐために，疑問形にすることがある。

　　（49）フェンスいっぱい，ジャンプ。とったか。とりました，とりました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（81）

　このようなテクニックをつかいそこなったとき，「トリマシタ」といいはじめ

て，まだと気がついて，rトリマーーシタ」となるようなことがあるのである。

　東京都町田甫は神奈川県と接している。境川という規をはさんでいるところ

もあるが，道にただ標識が立っているだけのところもある。あるとき，そこを

とおったら，子どもが数人，足をおおまたにひろげて，東京都と神奈規県をい

っしょにふんだといって，さわいでいたが，そのとき，ひとりが東京都がわか

ら片足をあげながら，「××くん，ただいま神奈川県にハイリ」までいって，す

こし動作をとめ，足をおろしてドマシタ」といった。

　以上，ひじょうに特殊な，とりあげるにたりないような例をあげたが，これ

は，過去形のあらわす過玄とはいつのことかということを精密にかんがえてみ

たかったからである。

　b）精密な現在点はいっか

　ところで，いまあげた「まわりました」「とった」「はいDました」は，「まわ

ります」ドとる」「はいります」のように，非過去形でもいいあらわすことがで

きる。そうすると，このばあいの現在点はいつなのかということが問題になる。

　さきに，第IV部第3章：第1節において，発話時間のなかにおさまる瞬間的な

現在の動作は完成二二過去形であらわせることをのべた。このばあいの現在点

は，発話の瞬間，つまり，発話の始発から終了までの，みじかい時間はばであ

る。ところが，「まわりました」「はいりました」などのばあいも同じ現在点だ

とすれば，現在という時問に動作がおわることになって，過去形の基本的なテ

ンス的意味がくるうことになる。しかし，この過去形にも，現在以前の終了を

みとめたい。そうだとすれば，現在点のとらえかたが，非過去形と過去形とで

ことなるとかんがえたほうがよさそうである。

　こうしたちがいがなぜでてくるかについては，つぎのようにかんがえる。完

成相の動詞は，動詞のあらわす動作またはその一楚の局面を，始発から終了ま

でふくめて，まるごとのすがたでさしだす。これを現在の動作としてとらえる

ためには，現塵点にはばをもたせなければならない。けれども，過去の動作と

してとらえるためには，現在点と関係するのは終了の時点だけであり，それと
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の関係で，現在点も点であることがのぞましい。そのことが，このようなちが

いをもたらすことになるのだろう。

　これらは，いずれにしても，現在点をかなり精密にみたばあいのことである。

さきに第W部eg　4章でものべたように，できごと過程から質的な属性をひっぱ

りだすばあいには，現在はばがすこしひろがる。また，第IV二二5章でのべた，

ひろげられた現在のばあいは，現在はばが，もっとずっとながくなる。このよ

うにみてくると，現在点というものは，ばあいによって，かなりのちがいがあ

るようである。そういうことを考慮にいれて，これを，つぎのように図示して

みた。

ふつうのとらえかた 発諒1寺　
腱

　　　　　　　　　過宏

動作を質的にみるとらえかた

一覇灘羅灘灘醗懸醗瞬脇一　　　　　　　　　　　　　　　未来

　　　　　　　　　過去

constantな質とみるとらえかた

　　　　　　　　　　　　　　　未来

　　　　過去

精密なとらえかた

現在

発話時　
躍

　1

現解

発i謡時

　踊

　1

ひろげられた現在 　未来

非過去形

過去形
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　ここで，とくに精密なとらえかたについて，説明しておくと，非過去形のば

あいは，発話の瞬間全体が現在点であり，過去形のばあいは，発話の終了時に

現在点がある。このようにとらえるとき，非過去形と丁丁形の，事象のテンス

的なあらわしかたのちがいが理解できるとおもう。

　c）発話の終了と問時に完成する動作

　おにごっこの途中で「ヤーメタ」といってやめるとき，議長が「これでおわ

りました」といったとき，あいてに「ひきうけた」といったときなど，その発

話の終了と同時に，その動作が成立することになる。

　　働　　（清，真紀からからだをはなす）清「ヤーメタ」（八月28）

　　㈹　きょうの会議はこれでおわりました。

　　勧　あれにきめたッ，あれをのがしたらおまえら今夜酒をのまさねえから。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（季節23）

　　（53）話の件は，しかと，おれがひきうけた。（帰郷31＞

　　翻准尉は，「はあ，承知しました。」とつつたったまま言った。（真空20）

　これらが発話の終了と同時に成立するのは，発雷すること自身が発言の内容

である行為を遂行することになるという特殊な用法のなかでつかわれているか

らである。その点では，葬過去形であらわれるつぎのようなものと同類である。

　　㈲　あとを万事お願いする。（暢気13）

　　㈲　懲役七年の刑を宣します。（約束63）

　　働　和賀英撲に対し，逮捕状を請求致します。（砂の128＞

　そして，うえの例も，ドやめる」「おわります」「きめる」「ひきうける」など

にいいかえることができるし，実際につぎのような例もある。

　　（58）三好先生あッしアもうよしますよ。（多情92）

　　㈹　けさのミーティングはこれでおわる。（華麗62）

　けれども，これらは「おねがいする」「宣します」「請求します」などと，ま

ったくおなじではない。「おねがいします」の類は，過去形にかえると，この用

法にならないからである。

　「おねがいする」の類は，語い的意味のレベルで発言行為をあらわす動作動

詞であって，一人称の現在の行為をことばでのべれば，どうしても遂行的な発

言にならざるをえないような種類の単語である。このことは，あいてのいない

場面で内書として「おねがいする」といえば，どうしても未来のことになって
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しまうということに考えをめぐらせば，わかるだろう。

　それに対して，「やめる」の類は，語い的意味のレベルでは発言行為をあらわ

しておらず，一一定の回書活動の環境のなかで遂行的な発言になるだけである。

だから，あいてがいないばめんでも，内言でドやめる」といって，じぶんのし

ごとをやめることができる。ただ，共同のしごとのばあいに，一定の社会的ル

ールによって，「やめる」と発言しないとやめることにならないだけである。「や

める1という発釜が一次的にあらわしているのは，〈やめる〉という行為であっ

て，すやめる」と発言する〉という行為ではない。そこが「おねがいする」と

ちがっている。

　もうひとつのちがいは，「やめる」の類があらわす運動は旧聞的な変化であ

り，「おねがいする」があらわす運動は持続的な動作だということである。「お

ねがいする」のあらわす動作は，発話動作と過不足なくかさなっている。だか

ら，過去形にして，動作をすこし過去にずらすと，どうしても，そのときの発

話動作でなく，それ以前の発言行為をあらわしてしまうのである。つぎの例で

は，前文がまえのたのみの発言行為である。

　　㈹娩，谷どのによう礼をいうてくれ。そして，わしにかわって文をつづ

　　　けるのじゃ……のう，たのんだぞ。（娩と87）

　「やめる」のばあいは，「やめる」あるいは「やめた」という発言と〈やめる〉

という行為は，語い的意味の要請としては，ぴったりかさなる必要はない。精

密な時間関係でみたばあい，「やめる」のばあいは，そのさししめす行為が発話

時のなかにあればよいし，fやめた」のばあいは，それが発話の終了までにあれ

ばよい。そのことが，「おねがいする」とのちがいとなってあらわれるのだとお

もう。

第2節　結果の局面が現在存在している
　　　　　ばあいのこと

　1）　変化動詞と結果の局面

　変化動詞の完成網は変化の局面（運動の局面）を始発から終了までふくめて，

まるごとのすがたでさしだす。そして，それが基本的なアスペクト的意味でつ

かわれているかぎり，結果の局面の持続過程まではあらわさない。
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　　ア）　そのNもわたしは9時に家にかえりました。

　けれども，ひとつの大きなできごと過程のなかでの小さなできごと過程とし

て，変化動詞がひとつの変化をさしだすとき，その順次性によって，そのつぎ

の小さなできごと過程は，その結果の局面のなかにあることが前提としてみこ

まれる。

　　㈹　私は女ののろいが胸の底にこたえて夢中で山の上までかえった。ゑa

　　　夜はまんじりともしなかった。（出家73）

　この例で，あとの文がしめすその夜の状態は，まえの文のしめす〈かえる〉

という動作の結果としてのく山の上にいる〉という状態のなかで成立している。

　大きなできごと過程のなかに現在のことが小さなできごと過程としてくみこ

まれ，現在のまえの小さなできごと過程が変化動詞の完成柏過去形でさしださ

れるとき，現在は，その変化の結果のなかにあることになる。

　　イ）　Aくんですか。Aくんなら，さっき，ここをでましたよ。

　こうして，イ）は，Aくんがいまここにいないことまであらわすことになる。

　けれども，このような順次性によって，後続するできごと過程にまで結果が

およぶのは，その大きなできごと過程と小さなできごと過程の関係によるので

あって，それをしめす形式は段落の構造であり，文のタイプは，その要素の一
　　　　（注）
部にすぎない。そのような順次性は一一一一・一定の段落の構造のなかでおこることであ

って，たとえば，つぎの文の「死んだ」は，後続の文に結果性をもちこまない。

　　働　翌黛，志乃の父は，死んだ。私は，はじめて，ひとりの人間が尋常に

　　　死んでゆくさまをつぶさにみることができた。肉親の異常な死にかたに

　　　なれた私は。（忍ぶ113＞

　変化動詞のしめす変化の結果が現在におよんでいることを，文のレベルでた

しかにいいあらわすためには，それなりの形式が必要である。たとえば，つぎ

のように継続相をつかえば，それを動詞の形態のレベルでいいあらわすことが

できる。

　　ウ）父はかえっています。

　また，完成梢であっても，つぎのように「今は」でかざると，そのことがあ

きらかになる。

（漆〉段落の構造のなかでのテンスの研究は，言語学研究会において，奥田靖雄の提案によって，は

　じめられよっとしている。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注）
　　㈹　十βまえまで発電機が故障しとって，村じゅうランプをつかっとった，

　　　今はもうなおった。（潮騒56）

　　　　　このようなものになると，おなじ完成相過去形の形式をとっていても，ただ

過去の変化をあらわしているだけでなく，その結果が現在におよんでいること

まであらわしている。これは，すでに完成相過去形の基本的な意味ではない。

これについては，第4章でのべる。

　ここでは，現在とのつながりが感じられるものを，それのうすいものから，

こいものへ，いろんな段階にあるものをならべておく。なお，このあたりのこ

とについては，鈴木重幸1979がいろいろとのべている。

　2）現在の麟態をもたらした過去の鋤作や変化の説明

　つぎのようなものは，どうしてこの事1態があるのかを説明している。

　　㈹　むこうの芋穴からこんなものがでました。（狭山7＞

　　㈹　浜でこれひろいました。新治さんの名まえがかいてあったのオで…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（漣月形蚤37）

　　㈹　話は県警からの連絡でききました。三木謙一さんのことでね。（砂の63）

　これは，なにが現在の：事態をもたらしたかをしめしているが，あきらかに過

去のこととしてのべている。「さっき」とか「きのう」とかのような，はっきり

した過去の状況語でひろげることができ，fいまは」などとむすびつかない。鈴

木1979では，これは，アオリスト的過去のなかにいれている。

　3）直前の変化
　発話の直前に変化のおわったものは，発話時には，当然に変化の結果の局面

のなかにある。

　　（67）そら，ふくらんだ。よいしょ，よいしょ。（死すp291＞

　　㈱　ホラ！一あかくなった！あかくなった！つまったでしょ。（青銅29）

　これらは，みじかい時間の徐々の変化の終了であり，つぎのようなものは，

瞬闘的な変化の成立である。

　　㈲　あ，とまった。（死すp291）

　　㈹　欝あいた，あいた。ああ，大丈夫。漁の気がおびてきた。（極私28）

（注〉　「つかっとった」は，方言では，「つかいおった」になるだろう。
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　また，つぎのようなものは，動作のおわりの成立である。

　　（71）ああ，やっとすんだ！（二子90）

　　㈱　さあ，できた。（波17）

　自分の直前の変化動作をのべるものもある。

　　㈲　田川，ただいま，演習よりかえりました。（真空28）

　　㈹　課長，受話器をうけとる。「もしもし，かわりました。はい，はあはあ。」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（狭山18）

　あいてに対するサービスの完了をのべるものもある。

　　㈲　お嬢さま，お食事をおもちしました。（宵待21）

　　㈹女中「全部おはこびしました。さめないうちにどうぞ」（遊び54）

　これらは直前の変化をのべているのだが，直前というのは，現在と接する過

虫であって，その変化と結果をわけてとらえることができない。［いまはなおっ

た」というばあい，この一一つの形式のなかに，過去の変化と現在の状態という

分離可能な二つの事態があわせてこめられているのだが，こちらは，それを分

離することができない。これをムリに「いまは」でひろげてみると，その変化

は，直前ではなくて，現在とはなれた過去のことになってしまう。これらの表

現は，現在の状態をもたらす変化が直前に成立したことをのべているのである。

これらの表現は，現在現象している変化の結果に無関心ではないが，それは，

現在点が結果の局面のなかにあることをあらわしているのではなくて，結果を

生じるという変化の最：終点までをふくみこんで，変化をまるごとのすがたでさ

しだしているのである。その点で，完成相の基本的なアスペクト的意味が実現

していて，テンス的にもひとつの変化しかあらわしていない。

　4）彊前までの変化の成立

　あるていどの時間，期間をかけて現在の状態が成立したことをのべるものが

ある。

　　㈹　おふろわいたよ。

　　㈱　ほんと，うちこのごろようやくわかった。（極私7）

　　㈲　おばあちゃん，おらげにきてからふとったね。（厭が294）

　これらは事実上現在の状態もあらわしているのだが，前項と同様に変化の終

点を現在にもってきて，のべている。だから，やはり現在に終了点をもつ完成
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相の過去としてとらえるべきであろう。

　5）現窪に結果がのこっている過去の変化

　大きなできごと過程のなかで，過去に変化が完成して，その結果が現在にの

こっているばあい，その変化を完成網過去形でのべても，現在その結果の局面

のなかにあることがったわることが多い。

　　㈹　叛乱軍は，すべて帰順しました。（戒厳50）

　　（81）これは，昨夜，羽越の信用金庫をおそって現金を強奪iした事件の一人

　　　と思われ，捜査本部では犯人たちの仲間われが原因とみて，傷害事件お

　　　よび現金強奪事件の両面から捜査を始めました。（約束74）

　　圃　瀕死の重傷の男は，東京・新宿の暴力団明政会の幹部高野口と判明し

　　　ました。（約束74＞

　　㈹　ええ，さまざまな角度から調査しました結果，わが社としましては，

　　　あなたのお父さんと兄さんは故意に船を放置して難破せしめたとの見方

　　　をかためました。（津軽75）

　この4例のうち，はじめの3例はラジオニュースであり，第4例は，保険会

社がすでにとった処置をお客に説明している。これらは，いずれも過去のでき

ごととしてのべているが，同時にその結果としての現在の状態もつたわってい

る。けれども，これらが過去のできごととしてのべることに重点があることは，

これらの動詞を「帰順しています」「始めています」「判明しています」「かため

ています」のような継続根にかえたものとの対立としてみるとき，はっきりす

る。継続相にかえると，現在の状態をあらわすことに重点がおかれるからであ

る。

　けれども，どちらのいいかたにしても，それのさししめす事実はおなじであ

り，意味もそうかわらない点から，これらの両対立形式がかなりのていどに中

和しているといえるかもしれない。

　けれども，これらを時の状況語でひろげるとすれば，完成相のほうは「××

Nに」であり，継続相のほうは「××臼から」あるいは「×x日以来」となる。

だとすれば，やはり，その対立は，いきているとみなければならない。

　ただ，完成相のばあいでも，「今は」「現在では」のような状況語でひろげる

と，継続相と同じ意味になるという点で，あるていど継続相に近づいていると
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はいえるだろっ。

　完成網のばあいは「現在に結果がのこっている過去の変化jをあらわし，継

続絹のほうは，「過去の変化によってひきおこされた結果の状態」をあらわすと

いえば，そのちがいをあらわすことができようか。
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第2章過去（2）一一過去の性質，

ひろげられた過去など

　テンス的な意味をおおきくわけると，過去，現在，未来にわかれる。ところ

が，…定のテンス形式がさししめすテンス的意味は，かならずしもそれをきち

んと反映しない。たとえば，完成根非過虫形がひろげられた現在をあらわして，

「最近毎日10時間ねる。」といったようなばあい，そのひろげられた時闘帯は，

実際の時間でいえば，過去や来来をふくんでいるし，また，起きてそれを話し

ている現時点ではそれが実現していない。このように三つの区分のさかいめを

こすところで，テンス語形のしめすテンス的な意味はいろんな問題をもたらす。

ところが，おなじひろげられた時間帯でも，過去や未来のばあいは，「そのころ

は毎日10時問ねた。」にしても，「これから毎日10時間ねる。」にしても，過去，

現在，来来のさかいめをまたがない。過去は過宏，未来は未来である。そのよ

うなことから，第IV部の完成相非過去形で未来をあつかったときには，「未来の

動作の諸樒」として，第2章で未来のことをのべるなかで，いろんなものを記

述した。それとの関係で，過去のばあいもおなじようにあつかおうとおもった

のであるが，資料がおおく，また，多様性にとんでいるので，基本的なもの，

つまり過去の動作をのぞいたものを，第2章でのべることにした。未来とのあ

つかいのちがいは，そのような量的な差にもとずくものである。

第1節　過去の質的な属性

　1）　過去の一時的な旧姓

　過去に一時的に存在したものごとの質的な属性，あるいは，過去または過宏

から現在にかけて持続的に存在したものごとの過去の特定時における質的な属

性をあらわすものがある。これは，アスペクトから解放されているが，アクチ

ュアルである。

　　（84）しかし，駒ちゃんは，よく戦ったね。あれで，わしは，よほど溜飲が

　　　さがったよ。わしのようにむやみに興奮しないで，するどく論理の欠陥

　　　をついてくところは，敬服にあたいしたね。（自由347）
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　　㈲　そんなへりくつをいう叔父まで，きょうは，軽蔑にあたいした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（自由39）

　　㈹　翌田からの胡軍の攻撃は猛烈をきわめた。（李陵162）

　　〈87＞三Hたつと柳吉はかえってきた。いそいそとした蝶子をみるなり，ゼあ

　　　ほやな，おまえのひとことで何もかもめちゃくちゃや」ふきげんきわま

　　　つた。（夫婦32）

　　㈱　山の手電車のなかで，彼のふうがわりの，さげている笠がめだった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（無限5）

　つぎのようなものは，現実にはコンスタントにつづいている属性だとおもう。

けれども，この文が問題にしているのは過去の特定の時間のことである。一時

的なものかコンスタントなものかという問題は，完成相には問題になることが

すくないので，継続相のテンスのなかで問題にする。ここでは，それをみたと

きのこととして，ここにあげておく。

　　㈲午後に，駿介は，妹のじゅんといっしょに天神さんの山にのぼった。

　　　そこの木の間をとおして，見はらしがよくきいた。（生活137～！38）

　　㈹　というのは，目のまえに大森林があらわれたので。（中略）今まではあ

　　　まりに樹がなさすぎた。（高野22）

　2）　ひろげられた過去における質的な属性

　過去または過去から現在にかけて存在していたものごとの属性で，その属性

が長期にわたって存在していたばあいである。

　　〈91）あごがはりすぎるようにめだった。（河明283＞

　　⑲2＞灯台長も奥さんも，新入りの初江に好意をいだいた。無口で愛嬌がな

　　　いかとおもえば，急に娘らしくわらいだし，ぼうっとしているようで，

　　　なかなかよく気がついた。（潮騒42）

　　（93）大宮は仏語と英語ができた。野島はドイツ語と英語ができた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（友情101）

　　図　わかいころは，米だわらを二俵かついだ。

　　（95）秀吉は幼名を日吉丸といった。

　　圃恋という字は，むかしは，イトシイi・シトイウココロ（癬糸八い）とかいた。

　これらは，アスペクトから解放されている。
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第2節　ひろげられた過去における動作

　1）　過去における葬連続のくりかえし

　過去の長期にわたる非連続のくりかえしをあらわすばあいがある。このばあ

いの，ひとつひとつの動作については完成相の基本的なアスペクト的意味がは

たらいていることは，すでに第II部第4章第4節3）a），および第III部第2章

でのべた。

　　㈱　私は六角堂からの帰りによく三条の橋の欄干にもたれて往来のひとび

　　　とをながめた。（出家73～74）

　　鯛　三よしは柳生さんにはいろいろおせわになりました。（末枯52）

　　醐　未亡人は正しい人でした。またはっきりした人でした。私は軍人の妻

　　　潜というものはみんなこんなものかとおもって感服しました。感服もし

　　　たが，おどろきもしました。この気性でどこがさびしいのだろうとうた

　　　がいもしました。（ここ173）

　2）　過去の，なりたつ時間に関係のない命題のなかでの動作

　なりたつ時闘に関係のない命題である文の述語になると，完成相非過去形の

動詞はテンスから解放されるのだが，それが過去形になると，なりたつ時間の

おおはばが過去に限定されるので，テンスから解放されなくなる。また，動作

をあらわしていれば，アスペクトからも解放されない。

　　（10G）むかしは，このあたりでは，大雨がふると，いつも橋がながれた。

　　（101）戦前は，兄が死ぬと，弟がその家督を相続した。

第3節　過去の状態について

　知覚によってとらえた外界の現象をあらわす「みえる」「きこえる」「におう」

などや，存在をあらわす「存在する」「佐む」などは，非過去形で現在をあらわ

すばあいには，その状態過程のなかにあることをあらわすことになって，アス

ペクトの側面において「みえている」「存在しているjなどの継続相との対立が

中和するのだが，過去形のばあいには，ふつう，「みえた」と「みえていた」，
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「存在した」と「存在していた」などが，そのアスペクト的な意味においても

対立する。

　　ア）　そこをとおったとき，子どものすがたがみえた。

　　イ）　そこをとおったとき，子どものすがたがみえていた。

　　ウ）わたしは，はじめて東京にきたとき，高円寺にすんだ。

　　エ）わたしがはじめて東京にきたとき，かれは高円寺にすんでいた。

　うえのイ）やエ）が継続糊のアスペクト的な意味を実現しているのに対して，

ア）やウ）は，完成相の意味をりっぱに実現している。このことは，「おもった」

や「かんがえた」のばあいと同様だろう。

　　（102）彼の決心がようやくかたまったころに，街道のかなたから，急ぎ足に

　　　　近づいてくる男女のすがたがみえた。（恩讐65）

　　（193）物おきの横手からまわっていくときに，うらの山羊がもうおきて小

　　　　屋からでているのがみえた。（桑の37）

　　（1〔羅）　たのしそうなわらいこえが，くりの下座敷のほうから，とぎれとぎれ

　　　　にきこえた。（破戒206）

　　（1勧　すると，彼の怒声とまつ子の悲鳴とがほとんど同時にきこえた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（冬の103）

　　（1㈲　彼女は匿をつぶりながら，頭をすこしうごかした。髪の毛がかすかに

　　　　におった。（風立125～i26）

　　（1⑪7）徳川時代の儒教的教養にしても，それが明治以後の洋学摂取を可能

　　　　にした基礎をなしていると同時に，その儒教的な思想や教養も，明治

　　　　以後は半ばは洋学といれかわりながら，しかも半ばはそのまま共存し

　　　　た。（もの137）

　　（1働　さすがに用心深い父はひとめにっかない村はずれをえらんだので，

　　　　根津の西町から八町ほどはなれて，とある小高い丘のすそのところに

　　　　すんだ。（破戒106＞

　この種の動詞の完成相過去形は，いつも完成網の基本的な意味を実現すると

はかぎらない。

　　（109）　びろうどに似たあつい布がおもたくたれて，窓のありかを目かくし

　　　　していた。そのためにガラスの車においた小さな花びんの花が，つよ

　　　　くにおっている。くちなしの花に似た白色の花で，甘く，きっすぎる
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　　　　くらいににおった。（煽郷48）

　この例のばあい，完成相過去形がしめしている現象は，継続相「におってい

る」がさししめす現象とおなじであって，始発から終了までをまるごとさしだ

してはいない。その点で，完成根の意味は実現していない。けれども，それは

継続相とおなじ意味をあらわしているわけでもないだろう。このヂにおった」

は，過去における現象の質的属性をしめしていて，アスペクトから解放されて

いるといってよいだろう。

　過去形になると，持続過程のなかにあるというアスペクト的意味は実現され

ないのだとおもう。
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第3章　現在以前

　動作動詞の完成格過去形が「もう」「すでに」などにかざられて，現在以前に

動作が成立したことをあらわすことがある。これは特殊な用法であり，また，

現在以前ということは事実上過去とおなじであって，過去の動作をあらわすと

いう完成相過去形の基本的なテンス的意味の変種ともおもえるが，このあとの

第4章でのべることと関連があり，また，第VI部でのべる，完成相のテンス形

式に準じる「している」の形との対立のこともあるので，いちおう，ひとつの

章をおこしてのべておく。

第1節　「モウタベタ」と「キノウタベタ」に

　　　　　ついて

　1）　寺村秀夫1971のとらえかた

　寺村秀夫1971は，f動作・でき事動詞」の「…タ」に完了（アスペクト）と過

去（テンス）をあらわすものがあるとしてつぎのようにのべた。

　　私は，動作・でき事を示す動詞のタ形には，

　　　　［5〕　モウ昼飯をタベタ

　　のように完了（アスペクト）を表わすものと，

　　　　［6］　キノウハ昼飯ヲタベタ

　　のように過去（テンス）を表わすものがある，と考えるのであるが，タにこのよ

　　うな二つの異種のものがあるということは，次のような問いに対する答えを比べ

　　てみると分かる。

　　　　［7］　モウ昼飯ヲタベタカ

　　　　［8］　キノウ昼飯ヲタベタカ

　　に対して，肯定の答えは叢うまでもなく。……ダだが，否定の答えは，それぞれ，

　　　　［・’］代（マダ）｛欝警

　　　　　　　　（×食べナカッタ）

　　　　［8’］　イヤ，タベナカッタ

　　　　　　　　（X食べテイナイ／食べナイ）
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でなければならない。

　この事は，tモヴ竃キノウ’というような副詞に助けられて，同じ㌧タ’という形式

が，ある場合には現時点での動作が終ったか否かを，またある場合には現時点と

（いかに短かい聞であっても）隔絶しだ過去’における動作を表わすのだ，という

事が，決して観察者たる文法家の頭の中だけにある区別でなくて，実際に話し手

と聞き手の問で了解されているという事を示している。その異なる二つの薗の，

いずれかと限定するような補助的要素（上例でぱモヴとがキノヴとかの副詞）

のない，例えば〔4］のような文三者注：［4］昼食ヲタベタ1は，だから，

少なくとも二義的である，という事になる。

2）　鈴木重幸1979の批判

これに対して鈴木重幸1979は，二つの点から批判した。

　　（第i）テンスとアスペクトの対立とみるのはまちがいである。

　　この形に二つの意味をみとめるとしても，一方をアスペクトの意味，他方をテ

　ンスの意味とみとめることはできない。テンス的な意味とアスペクト的な意味は

排他的でなく，終止的な述語動詞の意味として相互作用しながら共存しているも

　のだからである。（とけあっていることはあっても）。

　　（第2）この両者のちがいは，意味のちがいではない。

　　わたしは，このようなばあいは二義的ではなく，単なる過去（アクチュアルな

過去）であるとみとめるべきだとかんがえる。二義的ということはambiguityが生

　じるということであるが，この文のテンス的意味，アスペクト的意味は明確であ

　る。ただ，ペルフェクト的ニュアンス，アオリスト的ニュアンスはついていない

のだとかんがえる。つまり，〔7］と［8】のちがいは，独立の文法的な意味の，

文脈，場藤，話し手の予期のありなしなどによって生じるニュアンスのちがいで

　あるとかんがえるのである。

　　なお，きのうかきあげることになっていた原稿について，Bが

　　　きのう原稿をかきあげましたか？

　と口番したのに対し，Aは，

　　　いや，まだかきあげていない。

　　　いや，かきあげなかった。

　の両方のこたえがありうるだろう。はじめの問いに対する

　　かきあげたよ。

は，どちらの意味とすべきか？
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　3）　理乱以前と過査の対立

　寺村秀夫1971の「モウタベタ」と「キノウタベタ」のちがいの指摘は，現在

以前における動作の完成と過去における動作の完成のちがいを指摘したものと

して重要である。ただし，これは，相対的テンスか絶対的テンスかというテン

スのちがいであって，分割か非分割かというアスペクトのちがいではない。テ

ンスとアスペクトは，鈴木1979がいうように，共：存するもので，排他的なもの

ではない。このふたつの「タベタ」は，どちらも完成椙の基本的なアスペクト

的意味を実現させている。その点では，鈴木1979の第1の批判はただしい。

　けれども，鈴木のこの挑判がただしいのは，用語レベルのことである。鈴木

のいうテンスとアスペクトのとらえかた（筆者も鈴木とおなじとらえかたであ

るが〉からすれば，テンスとアスペクトは共存するのだが，寺村1971は，網対

的テンスのことを「アスペクト」とよんでいるのであるから，この両者は，一

次的には，両立しなくてよいのである。

　絶対的テンスというのは，発話時を基準にして，それよりまえを「過去」，そ

れと同時をF現在」，それよりあとを「未来」として区別するものである。相対

的テンスは，一定の時間的位置を規準にして，「以前」「同時」「以後」を区別す

るものであり，以繭に関するものについては，過去以前（前過去），現在以前（前

現在），未来以前（前未来）がある。

　　（前過去）かれがうまれた時は，わたしはすでに大学を卒業していた。

　　（前現在）かれは，もう大学を卒業している。

　　（前未来）かれが死ぬころは，わたしはすでに死んでいる。

　この意味を実現する「している」については第VI部でのべるが，前現在のfも

う卒業している」は，おなじ前現在の意味をもつ「もう卒業した」にかえても

よい。それが寺村1971の「モウタベタ」である。（ただし，前未来や前過去は，

完成根の形式にできない。）

　けれども，前現在と過去とは，事実上，どちらも岡様に現在よりまえである。

だからとくにマークがないかぎりは，それは，おなじになってしまう。います

こしまえで「一次的には」といったのは，二次的には，おなじになってもかま

わないからである。

　ここで形式の対立が問題になる。ザした」は過去をあらわし，この意昧での「し

ている」が前現在をあらわすととらえるのが事実に忠実だろう。そして，完成
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摺過去形rした」が前現在をあらわすのは，「もう」「すでに」などでかざられ

たばあいにかぎられるといったほうがよいとおもう。「モウ」も「キノウ」もっ

かない形にambiguityはないと鈴木1979がいっているのは，そのとおりである。

この章のはじめに「特殊な用法」とかいたのは，「すでに」や「もう」などでか

ざられたものだけがこの用法になり，そうでないものは，ここに属さないとい

う意味である。

　なお，寺村がヂ現時点と隔絶しだ過去’における動作をあらわす」といってい

るのは言いすぎで，第1章第1節にのべたように，糧去’は，発話の終了と同時

までのひろがりをもっている。また，「モウタベタ」のほうも，事実上の動作の

臨は，懸去’のばあいと同様，何千年もまえのことでもよく，「現時点での動作」

といわなくても，「現在よりまえに」といっておけばよいだろう。このあたりの

寺村の記述は，肯定のばあいのテンスのありかたを否定のばあいといっしょに

しているきらいがある。「まだ」が現在時にまでつづいていることをあらわすば

あいは，それにかざられる動詞は継続相になる。「まだたべていない」だけでな

く，「まだたべているjも，縁だたべる」にはできない。「まだたべる」にする

と，「まだ」の意味が「もっと」の意味にかわってしまう。

　「もう」にかざられる動調のさししめす動作は，現在までにおわっていなけ

ればならない。その点では，t過去’とおなじである。｛モウタベタ’どキノウタベ

タ’のちがいは，現在とくっついているかはなれているかの問題ではなく，動作

成立の時間的位置を設定するばあいに，座標軸に現在点からの方向だけを設定

しているか，軸上の定点に固定しているかのちがいである。アスペクトでなく

て，テンスの問題であるというのは，その時間的位置の設定の問題だというこ

とである。そして，「もう」にかざられるばあいが特殊であるというのは，その

ばあいには，時間軸のどこかに固定されることをきらうという積極的な性格を

かなりつよくおびているからである。「すでに」のばあいは，この積極性はすこ

しよわくなる。（つぎの×○は可能性の程度をしめす。）

　　ア）　鯛飯ハモウ十一一時ニタベタ　（××××○）

　　イ）　昼飯ハスデニ十一時肝心ベタ（×××○○）

　「モウタベタ」のもつ特殊性は，あまり強調しないほうがよいだろう。
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第2節　現在以前の成立

　完成根過去形が「もう」「すでに」にかざられると，現在以前に成立したこと

をあらわすことがある。

　　（lle）　もうあたしベルをならした。（波295）

　　（lll）床屋さんはもう廃業したのね。（生まigO）

　　（l12）おきぬはもう売っちゃったんだよ。くえねえからたたきうっちゃっ
　　　　　　　　pm
　　　　たんだよ（波56）

　　（113）物理学の中心が原子核から素粒子へうつったことはすでにのべた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（原子331）

　　（l14）駒井先生はすでに故人となった。（思出11王）

　　（115）　ここではすでに，数百例のサルの病理解剖がおこなわれた。（高剛7）

　　（l16）物質や因果性に関する哲学的概念の絶対性と，物理学の発展のある

　　　　段階におけるそれらの物理学的概念の相対性を混同したところに哲学

　　　　的混乱の発生する原因があったことはすでにみた。（原子328＞

　けれども，これらは特殊であり，「もう」「すでに」にかざられて現在以前の

成立をあらわすものは，多くの例が「している」の形をとっている。

　また，時間的な位置をしめす状況語と共存することもあって，第1章でのべ

た基本的な意味との差がちいさいことをものがたっている。

　　（117）　このことはすでにまえにものべた。（人格62）

　「もう」「すでに」にかざられていても，その「もうjや「すでに」がfはや

くも」とおなじように，予想よりはやいことをあらわすばあいには，この用法

ではない。

　　（l18）　つぎの朝からもう勘次のすがたは林にみいだされた。（土104）

　　（l19）岸子が，まだねむいというかおをわXX’と子どもつぼく強調して，まぶ

　　　　しそうに目をほそめて寝室からでてきた。「もうおきたの，いい天気
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　mu
　　　　ね。」（くれ14）

　　（⑳　それから三十数年の時がながれた。明治維新からすでに一世紀がす

　　　　ぎた。ところが，そのはるかにとおいはずの明治が“明治百年”のこ

　　　　とばとともに，急にみちかな問題となってきた。（学問262）
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　それから，「もう」にかざられても，変化動詞のばあいには，また，テンス・

アスペクト的な意味をことにする。そのことについては，第4章でのべる。
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第4章過去から現在へ

　変化動詞の完成相過去形がその動詞のあらわす動作過程の変化の局面が完成

したことをあらわすばあい，現在点がその結果の局面のなかにあることまでつ

たわってしまうことがある。このことについては，すでに第1章第2節でのべ

た。そのばあい，段落のレベルでつたわるのでなく，動詞の形態のレベルで，

あるいは，すくなくとも文のレベルでそれがったわるものについて，ここでの

べる。

　これには，つぎの2種類がある。

　i）　変化がおわって，現在結果の局面のなかにあること

　ii）　内的な感覚や感情の変化の結＝果が現在あること

　このうち，i）のほうがより文論的であり，　ii）のほうがより形態論的であ

る。また，i）は過去の変化に中心があり，　ii）は現在の状態に中心がある。

　この第4章は，ふたつの節をもつが，この両者の形式の実現するテンス・ア

スペクト的な意味はことなる。第1節のものは，テンスもアスペクトもダブル

にはたらいて，その結合としてさしだしている。ところが，第2節のものは，

アスペクト的には変化の局面と結果の局面が未分化であり，テンス的には過去

と現在が未分化である。テンスもアスペクトも未分化なひとつのものとしてさ

しだしている。この章は，この異質のものを「過去から現在へ」としてひとつ

にまとめたものである。

第1節　変化がおわって，現在結果の
　　　　　局面のなかにあること

　変化がおわって，現在結果の局面のなかにあるということは，テンス的には

回虫と現在の意味が，アスペクト的には完成相と継続耀の意味がそれぞれ共存

していて，ダブルテンス，ダブルアスペクトの様相を呈しているということで

ある。とはいっても，おなじことを継続相形式であらわすのとくらべると，こ

ちらは過去の変化に中心があって，その点では，ダブル性がよわいという感じ

がする。たぶんこれは，継続相が形づくりのてつづきのうえで分析形式をとる
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のに対して，完成相は総合形式をとるということと関係があるだろう。

　このような意味になるのは，「今は」「もう」などでひろげられることによる

面がつよいので，あるいは，文論の問題であって，形態論としては，そこまで

記述しなくてもよいのかもしれない。けれどもそうしたものにかざられること

ができるという統語能力が，この形態のもつアスペクト・テンス的意味による

のだとすれば，それを記述しないわけにはいかないだろう。

　これにもいろんな程度がある。ここでは，現在性のつよいものから順になら

べるが，たぶん，ある線からあとは，ここでわざわざとりあげなくてもよいも

のがはいってくるだろう。

　1）　「今は」でかざられたもの

　「今は」（「今のでかざられるということが，それが現在のことであることを

要請している。

　　（121）十Hまえまで発電機が故障しとって，（中略）今はもうなおった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　pm
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（潮騒56）

　　（122）でも今はくぎりがっきました。（M本57）

　　（123＞　くわしくはわかりませんが，わすれましたが，右か左のうでじゃなか

　　　　つたかとおもいますが，すこし不自由なだけで，ほかは異常がないと，

　　　　出発時間なども回答があったとおもいますが，今，わすれました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2っカi“134）

　2）　「もう」「すっかり」でかざられたもの

　このばあいの「もう」は，「すでに」とちがって，変化の時をしめす状況語と

は共起しない。なお，ここに属するのは変化動詞のばあいであって，「もうたべ

た」などは，ng　3章のほうに属する。

　　（124）　「気分はもうなおりましたね」とつけくわえた。（回る25＞

　　（125）　いや勝負はもうついた。（間革32）

　　　　　　　　　mu　　（126）　「ごはんは？」「もうすみました。」（暗夜39）

　　（127）　わたしは，もうすっかり心もちがなおった。（野菊畦3）

　　　　　　　　　rw
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　3）現状をさして，のべるばあい

　現状をさしているということは，まさに現在のことをいっているのだが，こ

のばあい，形態論的レベルでそれがいえるかどうかは，はっきりしない。

　　（128）ごらんのとおり杖もすてました。（高野22）

　　（129）　［へやのなかにはいってきた蝶をさして］「そらそらまたきたわ。……

　　　　大兄さま，これつかまえてよ。」（女坂164）

　4）　現状に気づいて，のべるばあい

　　（1鋤　豊美はあまりほがらかでない表情で，夫の頭を見，夫にくらべるとず

　　　つと骨太でがんじょうな指さきで毛髪をなでているうち，あらととんき

　　　ような声をあげた。えっと言って首をあげようとする夫のくびすじをつ

　　　かまえたまま，あら，あらと言った。あら，はげができたわ。（故旧22）

　　（131）鷺，ずいぶん美しくめかしたね。ちょっと握手……（ない24）

　　（132）　やあ，これやさっぱりしましたね。（田園33）

　　（133）　お㍉つもった，つもった。（高野62）

　　　　mu　　（1鋤　［かごの戸があいていて，インコのいないのに気づく。〕ギあっ，にげ

　　丞！」

　つぎの例は，変化動詞ではなく，「買っているね」にかえることができない。

それでも現状をあらわすことができている。とすれば，うえの例も，形態論的

な記述からはおとしたほうがよいのかもしれない。

　　（135）私のうでにはめられた腕時計に気がつく。少年「あ，買ったね。」私

　　　　「五年まえにかった」（死すp302）

　5）副詞や感動詞と共起していない例

　つぎのようなものは，第1章第2節5）であげたのと同種のものである。こ

こに属するものではないが，その連続性をしめすために，ここでもあげておく。

　　（1謝　お師匠さまもだいぶお年をめしましたね。（出家59）

　　（137）　えらいことになったね。（砂の42）

　　（i謝　話はついた。あすの×時出港だ。（宵待82）

　　（139）武器調達のメドはついた。（宵待33）
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　6）　完成相過去形と継続相非過去形

　うえの1）～4）にあげた多くの例は，おなじことを継続相非過虫形のかた

ちでもあらわすことができる。

　　・今はなおっている。

　　・勝負はもうついている。

　　・ごらんのとおり，つえもすてています。

　　・あら，はげができてるわ。

　　・あ，にげている！

　そしてそのほうが現在性がつよい。これらのアスペクト的な性格については，

第IH部第3章でのべたし，またテンス的な性格は，　ngVII部第3章でのべる。

　けれども，つぎのようなものは，過去の変化との縁がきれて，現在結果の局

面のなかにあることだけをあらわしている。つまD，アスペクト的にもテンス

的にも，その基本的な意味が実現している。

　　・やあ，ずいぶんめかしてるね。

　　・お・，つもってる，つもってる。

　このちがいが動詞のカテゴリカルな意味のちがいによることは，すでに第III

部第3章でのべたが，これが完成網のばあいにどうひびくのかということは，

いまのところわからない。

第2節 内的な感覚や感情の変化の

結果が現在あること

　「はらがへる」「つかれる」のような内的感覚をあらわす動詞，「いやになる」

「よわる」「こまる」のような態度的な感情をあらわす動詞の完成相過去形の形

式は，話し手の現在よりすこしまえから現在にもちこされた内的感覚や感情の

状態をあらわすことができる。

（140）

（141）

（142）

（143）

（1aj）

腹へった。あたし，カメラなんてどうでもいいわ。（極私27）

ああおなかがすいた／（伸子72）

ああつかれた。クタクタ。おやすみなさい。（女生55）

じゃア君，ねよう。きょうはつかれた。（暢気20＞

「今晩はすこしあるきすぎたからくたびれた。」とおっしゃる。（桑の
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　　　　53）

　　（145）　おらあ，おまえがいやになった。（野火39＞

　　（146）　おれはあたまにきた。あんたはキタナイ。（八月27）

　　（147＞　しかしよわったな。あッしゃアこのごろ，すっかり奥方をしくじって

　　　　る入なんだから……。（多情32）

　　（148）　こまったね。だから若い空想家はだめだというんだ。（蒲団43）

　　（149）　密生，こまった！どうしたってねれないや。（カニ50）

　これらのアスペクト・テンス的な性格が特殊になるのは，これらの動詞のさ

ししめすうごきが話し手の内的活動であって，それを話し手が認識表現する

過程が，認識・表現活動とその活動の内容とにきちんと分化しきっていないか

らである。この過程については，第11部第4章第1節7）でのべたが，ここで

整理しておく。

　i）　表現内容の対象性の観点からみると，「つかれる」「よわる」の類は，

　　ドおもう」「かんがえる」の類とゼみえる」「におう」の類の中間にある。

　　・これらはすべて認識活動の側面をもっており，その側面では，認識内容

　　　（表現内容）が認識活動と一致していて，対象と活動が未分化である。

　　・けれども，ヂおもう」「かんがえる」が認識活動の側面（思考活動〉しか

　　　もっていないのに対して，「つかれる」「よわる」は認識活動の側面（感

　　　覚・感情活動）のほかにその対象としての内的現象の側面をもっている

　　　し，「みえる」「におう」は，認識活動の側面（知覚活動）のほかに，そ

　　　の対象としての外的現象の側面をもっている。

　　・知覚活動の対象が外的現象であって，対象が活動と分化しやすいのに対

　　　して，感覚・感情活動の対象は内的現象であるので，対象が活動と分化

　　　しにくい。

　　・fみえる」「におう」の完成巴戦過去形が現在の外的現象をあらわして準

　　　アスペクト的になるのに対して，「おもう」や「つかれる」の完成椙非過

　　　去形が一人称の現在の活動をあらわしてアスペクトから解放されるのは，

　　　対象を分化しだすことができないからである。

　ii＞　「つかれる」や「よわる」は変化動詞である。

　　・「つかれる」「よわる」は変化動詞であり，その完成相過去形は，過去に

　　　おける，その変化の全過程（変化の結果がおわるまで），または変化の局
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　　面（結果が生じるまで）を，まるごとのすがたでさしだす。一入称であ

　　っても，過去のばあいは，その表現の内容は，おもいだしの内容として

　　対象化されるので，アスペクトから解放されない。

　・現在をふくむ大きなできごと過程のなかで，「つかれる」「よわる」の完

　　成相過去形が，現在のまえの小さなできごと過程として，その変化の局

　　爾をまるごとのすがたでさしだすとき，現在は，その結果の局面のなか

　　にあることになる。

　・ところが，その結果の局面は，話し手の現在の内的現象であるので，対

　　象化することができず，アスペクトから解放される。つまり，変化の局

　　面の終了であり，かつ結果の局面の始発であるさかいめがはっきりしな

　　い。このため，変化とその結果が未分化となる。

iii＞　完成枳非過去形「つかれる」「よわる」と完成稽過去形「つかれた」「よ

　わった」はおなじことをあらわす。

　・葬過去形は，話し手の心的活動とその対象を未分化なすがたでさしだし，

　　アスペクトから解放されている。

　・過去形は，対象としての内的現象をその変化と結果の未分化なすがたで

　　さしだし，こちらもアスペクトから解放されている。

　・こうして，両方がおなじ内的現象をあらわすことになる。
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第5章　モーダルな性格とテンス

　テンス語形はムード語形のなかにある。第IV＆B第1章牛王節でのべたように，

テンス語形「する」「した」は，ムード語形の観点にたつと，現実反映の側面に

おいて，いいきり形であり，通達の側面において，のべたて形である。いまま

でのべてきたテンス語形のテンス的な意味は，これらの語形が，ムード語形の

側面からみた「のべたて形・いいきり形」としての基本的なムード的意味が実

現しているばあいに実現するのである。ムード的に基本的な意味でなくなると，

テンス的な意味のほうもすがたをかえる。このことは，ムードを正面にすえて

研究したのちにおいて，あきらかになるものであるが，ここでも，めだつこと

だけについてのべておこう。

第1節過去の推量

　過去のことについて推量するばあいは，「シタダロウ」という，おしはかり形

の過去形をつかったり，確率を推定するコピュラとくみあわせて「シタカモシ

レナイ」「シタニチガイナイ」のような形式をつかったりするのがふつうであ

る。

　　（劒　まったくもし芸術がなかったら，ぼくは破滅したでしょう。（青銅50）

　　（151）伯父の大音はおそらく四五丁はなれてもきこえたであろう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　偲出95）

　　（152）　もし弥兵衛老人のみであったら，あまりおのれをいさぎょうずるに

　　　　すぎて，一家親類知己朋友の交際もずいぶん円滑をかいたかもしれぬ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（思出74）

　こうした過去の推量をあらわすのに，いいきり過去形「シタ」がっかわれる

ことがある。ひじょうにすくないが，まったくないわけではない。

　　（153）これらの屍体の前身たる日本の敗残兵は，おそらく米兵が通過した

　　　　後にこの村にあらわれ，掠奪して住民の報復をうけたのである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（野火79）
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　これは「シタノダ」の形であるが，つぎは，「シタ」である。

　　（翻　したがってあがっただけの踵は靴からでるかんじょうで，いただい

　　　　た晩，先生のお宅から渋谷の駅まであるくあいだにまめができた。い

　　　　やおそらくできたりつぶれたりした。（私の25）

　つぎのようなものもあるだろう。

　　（155）あいつのこ．とだから，ゆうべきっといったよ。

　過去の非現実の仮定に対する帰結の述語にもあらわれる。

　　（156）　わたしならば，かならず，そうした！（帰郷323）

　寺村秀夫1971も，つぎのような例をしめして，このことをのべている。

　　（157）広島側は野球ルールを引いて「妨害がなければ捕球できた」と抗議。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（朝日新聞）

　　棚）スミス機長は……「fよどxの石田機長は福岡空港により，時聞かせ

　　　　ぎをしたり，金浦空港で機内に長時聞とじ込められるハメになったが，

　　　　私ならすぐいうことを聞いて平壌に飛んだ」という。潮H新聞）

　非現実仮想のばあいは，「スル」「シタ」「シテイル」「シテイタ」など，いろ

んな形がつかえるが，このことについては，第VI部第3章第4節でのべる。

第2節決定の完成

　1）　「買った！」とrやめた／」

　バナナのたたきうりのようなばあいに，客が「よし買った」と意思表示をす

ることがある。このことについて，鈴木重幸1965は，「話の瞬間にはまだ金をは

らっていないから，《買う》という動作はまだ過去のものではない」といってい

る。このように，動作は未来のものであるが，決定が成立したときに，それを

完成格過去形であらわすことがある。

　　（159）先生「おらア，教師をやめた。」斉藤「そうだ，やめろ，おめえなん

　　　　か教師の資格はねえ。」（わが26）

　　（1鋤　すが子ヂ行くのやめた，行くのやめた，美由紀，行くのやめた。」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（三三5）

　　（161）　わるいけど，おれ，しばらく休暇もらったよ。（死すp301）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さうき
　　（162）　よしょしそれでなにもいうことはなし。早月さんはわしがひきうけ
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　　　　た。（或る225）

　これらは決定が完成したとたんに発しているが，いつも成立と同時に発雷す

るとはかぎらない。つぎのようなばあいは，発書よりまえにきめている。

　　（1鋤　今度の旅行にいくの，ぼくやめたよ。

　　（1⑭　　こ売約済のはり紙をみて3これはうれました。

　これらは，どんな動詞でも，そうなれるわけではない。これになれる動詞の

グループについては，まだわかっていない。

　2＞　「した」と「なった」

　「することにする」「することになる」というのは，そのような形式が語い的

意味のレベルでfすることにきめる」「することにきまる」の意味になってい

る。

　　（155）潜の荷物はあした神戸へおくることにした。嘩麗256）

　　（1鋤　諸君の洋服についている金ボタンを供出してもらうことになった。

　ところが，つぎの「した」は，そのような形式ではない。

　　（167＞　「船はきまったのかい？」しばらくして謙作が沈黙をやぶった。「十

　　　　一月十II　Mの船にユ丞。」　（暗夜25）

　つぎのようなものもあるだろう。

　　（1鋤　B曜預が運動会なので，来週の月曜はやすみになった。

　　（169）教授は，学会出張のため，来週の授業を休講にした。

　このつぎの会合がC一　Hくりあがった」「二Eのびた」というようなものもあ

るだろう。これらが「することにした」「することになった」とちがうのは，き

めたHをしめす状況語でひろげられないことである。

　　・きのう，十：Nの船にのることにした。（○）

　　・きのう，十二日の船にした。（×）

　ただし，時の状況語でなければよい。

　　・きのうの会議であしたから休みになった。

　これをモーダルなものとしてとらえたのは，実現か決定かということが，文

のあらわす意味と現実との関係にかかわるからであるが，あるいは，これは，

ギする」「なる」の何番臣かの派生的意味にくきめる〉〈きまる〉があって，そ
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れが一定の環境条件のなかで実現するということかもしれない。

　なお，疑問文とそのこたえのなかには，いろいろありそうである。

　　・いつにした？一来月の三日にした。

　　・あしたのパーティーどうなった？一たちぐい会になった。

　　・どの服にした？一こないだかったアレにした。

　　・旅行はハワイにした？一いや，シルクW一ドにした。

　3）　「する3と「した」

　このfする」と「した」は，両方いえる。ところが，その意味がおなじかち

がうかはきめた時と発言時との関係によってことなる。

　　・きめてすぐ発言するばあいは，「する」と「した」がおなじ意味になる。

　　・きまったあと，実現するまでのあいだのばあいは，ける」が未来の実現

　　　をあらわし，「した」が過去の決定をあらわす。

　しかし，これらの例が資料になかったので，爾方いえることを証拠づけるた

めに，つぎの調査をおこなった。被調査者は，環本語教育センターの研修生20

名である。

　　つぎの各回の口のなかに次の要領で記号をいれてください。

　　　i）　どちらかしかいえないとおもうものは，いえるほうに「Oj，いえないほ

　　　　うに「×」

　　　ii）　どちらもいえるばあいは両方にゼ○」

　　iii＞　一方がスゴクふつうのいいかただと思うものには「◎」

　　　iv）　すこしあぶないとおもうものには「△」

　　A　休講の掲示をみてきた学生が同級生に

　　　　ア）来週の火曜は休講になるよ。　　　日

　　　　イ）来週の火曜は休講になったよ。　　目

　　B　ゼ休講にする」と学生にいって，もどってきた先生が同僚に

　　　　ア）来週の火曜は休講にするよ。　　ロ

　　　　イ）来週の火曜は休講にしたよ。　　巳

　　C　来年からの週休2日制がきまってから，社外の友人に

　　　　ア）うちの会社，来年から土曜も休みになるよ。　　ロ

　　　　イ）うちの会社，来年から土曜も休みになったよ。　［コ

　これの結果は，つぎのとおりであった。
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　　　A：ア）◎3，012，△3，×1，無記入1

　　　　　イ）◎11，08，△1

　　　Blア）◎1，015，△3，×1

　　　　　K）　＠13，　06，　Al

　　　C：ア）◎5，013，△2

　　　　　イ）◎4，010，④1，△4，×i

　この調査の結果，このようなばあいに，たしかに「する」と「した」の両形

式がなりたつことがわかった。

第3節　発見，確認，おもいだし

　現在持続過程のなかにあること，あるいは，現在その質的な属性があること

を発見したり，おもいだしたりして，すぐのべるばあい，あるいは，それを，

あいてにたしかめるばあいに，過去形がつかわれる。これは，完成相の基本的

な意味が実現しているばあいには成立しないので，このことについての説明は，

第四1部の継続相過去形のところでおこなうが，形式的に完成相過去形をとって

いるものについて，ここで例をあげておく。

　1）発　　見

現在存在しているものを発見したとき，「あった」「いた」であらわすことが

ある。これは，「ある」「いる」でもあらわせるのだが，過去形にすると，発見

という認識活動が成立したということも，あらわすことになる。

　　（17の　こんなとこにあった。ころんだとき，うしろのほうへ放ったんだろ

　　　　う。　（潮焉蚤48）

　　（171）　あった，あった。なあんだ。こんなところにつっこんであったんだ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（波14）

　　（172）朝子「いた。」康「兄ちゃ一ん」康，兄たちのほうへとんでいく。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（H寺言†55）

　　（173）　「いた！，いた！」声がして，清がくる。（八月75）
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2）確　　認

あいてにたしかめるばあいにも，過去形がつかわれる。

　（174）　ところで，はなしはちがうけれど，先生のクラスに浅井吉男という子

　　　がいましたね。（の壁201）

　（175）石川君とかいいましたね。きけば，あんたも死刑囚だそうだが，よく

　　　おちついていられますね。（狭山126）

つぎの例では，できごとは，未来にある。

　（176）　きょう職貴会がありましたね。

3）　おもいだし

存在をおもいだしたときに，すぐそれをのべるものである。

　（177）　ああ，そうだ。手りゅう弾があった。（野火149）

　（178）　そういえばそんなような歌があったなア。（故旧57）

　（179）　（ハッとおもいだして，まじまじみる）ああ，市さんの娘で……いた

　　　いた，女の子が……そだそだ，塚本の息子といっしょに東京サいった

　　　んだべ，あんた？（津軽9）

　（1鋤　あの人，なんとかいったね。（多情30）

第4節　いますぐの命令

　「した」が命令をあらわすことがある。この用法は鈴木重幸1965によって「ぞ

んざいな命令」といわれたものであるが，ぞんざいというほかに，今すぐの成

立を要求するという特徴をもっている。この点は，命令形や，それに準ずる形

とことなっている。

　　・あしたいけ！（○）

　　・あしたいきなさい！（○）

　　・あしたいってください！（○）

　　・おまえは，あしたいく！（○）

　　・あしたいくんだぞ！（○）

　　・あしたいった！（×）

　この用法の位置づけはむずかしい。けれども，いますぐでなければならない
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ということと，過去形であるということとは，関係があるだろう。

寺村秀夫1971は，これを「さし迫った要求を，既に実現したことのように欝

いなして表わす」ものとしてとらえている。

　　（181）　はなよめさん，こちらをむいてください。じゃまものはどいたどい

　　　た。……ハーイ……（妹81）

　　（182）　いそいだ，いそいだ。（時計65）

（lee）

（IM）

（lss）

（lss）

（187）

ちょっと，まった。（約束27）

後家だよ。……まだ色気あるぜ。……はったはった！（津軽49＞

さアさ，のいたのいた。しごとのじゃまだ。（女生31）

いいから，だんだんにはなす。のんだのんだ。（砂の50）

いいな，ひっこんだ，ひっこんだ。（寅次8）

　応答詞，または，かけこえにちかいものに，「よしきた」「ほらきた」のよう

なものがあるが，これらは，この用法からの派生ではないかとおもわれる。

　　（188）　よしきた，ひきうけた。（時計65）

　　（189）思案六ポウ……ほいきた！（津軽62）
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第VI部 完成相のテンス形式に
準じる継続相

第1章　完成相あわせテンス形に

　　　　　　相当する継続相について

第1節 前非過去形と前場墨形に相当する
「している」と「していた」

　継続69　fしている」「していた」は，ほんらい継続絹アスペクト，つまり，動

詞のあらわす動作をその一一定の局面のなかにあるすがたでさしだすというアス

ペクト的な意味をもつ形式である。ところが，この形式は，一定の時以前に，

動詞のあらわす動作またはその一定の局面がまるごとのすがたで完成したとい

うテンス・アスペクト的な意味をあらわす形式として，はたらくことがある。

つまり，アスペクト的には完成相の意味を，テンス的には相対的テンスとして

の以離の意味をあらわす形式として，はたらくことがある。完成栢の絶対的な

テンスをあらわすテンス語形は，「する」「したjのように総合形式のてつづき

でっくられるが，この相対的テンスをあらわす形式は，「して」と，ヂいる」ま

たは「いた」とがくみあわさる分析形式としてつくられる。あわせテンス形に

網嶺するというのは，分析形によってつくられるテンス形式に根当するという

意味である。このあわせ形式は，継続相の形式と同じである。したがって，こ

の形式をおもんじて，継続相のひとつの胴法としてとらえることにする。そし

て，意昧的にテンス形式に準ずるものとして，この部のタイトルのようなかた

ちで，この形式を名づけた。

　この「している」は，現在，または未来の一定時を基準として，それよりま

えに完成することをあらわすので，完成相前非過去形に相当する継続格非過去

形とよび，また，この「していた」は，過去の一定時よりまえに完成すること

をあらわすので，完成網前丁丁形に門田する継続網過去形とよぶことにする。

（もっとも，このよびかたは長いので，適宜ちぢめてよぶ。）
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　この「している」は，現在または未来のある時点より以前に動作が完成する

こと，したことをあらわし，「していた」は，過去のある時点より以前に動作が

完成したことをあらわすのが，テンス・アスペクトとしての基本的な意味であ

る。

　〔前回過去形に相当する形〕

　　ア）むすこはすでに大学を卒業している。……現在以前に完成（前現在）

　　イ）　わたしが定年になるまえに，むすごは大学を卒業している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　…・・未来のある時以前に完成（前未来〉

　〔前過門形に相当する形］

　　ウ）　わたしが定年になるまえに，むすごは大学を卒業していた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　…・・過労のある時以前に完成（前過宏）

　ギ～まえに」というのは，それ自身がひとつの時をしめすので，イ）は「卒

業する」に，ア），ウ）は「卒業した」にかえることができるが，「現在では」

「～ときには」にして，その以前に完成したことをあらわすためには，ふつう，

この形式をもちいなければならないだろう。

　　エ）現在では，むすこは大学を卒業している。

　　オ）　わたしが定年になるときには，むすごは大学を卒業している。

　　カ）　わたしが定年になったときには，むすこは大学を卒業していた。

第2節　いわゆる「経験・記録」について

　この用法は，従来，継続網アスペクトの派生的な意味として，「経験あるいは
　　　　　　　　　　　　　　（油〉
記録」をあらわすものとされていた。その例を，鈴木重幸1972からひく。

　　（1）かれは二十代目画期的な論文をかいている。

　　（2＞かれは去年の三月彼女と結婚しています。

　　（3）かれはこれまでに保証人のことでなんどもひどいめにあっています。

　この経験・記録は，継続相の基本的な意味のひとつである結果の局面のなか

にあるすがたからの派生としぐ位置づけられていた。つまり，過去の動作が現

在となんらかのつながりのあるものとしてとらえられていたのである。このと

らえかたは，工藤真由美1982の「現在有効な，過去の運動の実現」という名づ

（注）　高橋太郎1969も，そのようにあつかっている。
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けがよくあらわしてくれている。工藤は「この派生的な意味に二つの爾法があ

る」としている。

　　①は過去に実現した運動が，記録として現在残されていることを表わしている

　　ものであり，②は，過去に実現した運動が現在の状態になんらかのかかわ　1）をも

　　っているものである。

　工藤のあげた①，②の例から二つずつひいておく。

　〔①の例〕

　　（4）中山種が大室よしのに宛てた葉書きによると，種は昭和二十四年七月

　　　に霧積で入尾出身の人物×に会っています。（入間の証明）

　　⑤　具志満文若は一七五七年に書いた「独物語」のなかで，「（略）」となげ

　　　いている。（沖縄）

　〔②の例〕

　　（6）これまでに幾つも見ているの。（星と祭）

　　（7）しかし君はおととしも出席が悪くて落ちてるぞ。（二十一才の父〉

　工藤1982は，これまで「経験・記録」といわれてきたものから，まさに記録

の名にふさわしいもの（①）と，経験の名にふさわしいもの（②）を分けてとり

だしたところに功績がある。工藤の①は，記録が現在にあるということで現在

とむすびつけようとしているが，これは，かならずしも文書上の記録にむすび

つけなくてもよいだろう。また，②も，現在と「なんらかのかかわり」という，

その内容がはっきりしない。

　たとえば，第1節のア）を，つぎのキ）とくらべてみよう。

　　ア）むすごはすでに大学を卒業している。

　　キ）　むすこは大学を卒業している。

　このキ）のほうは，ク）のようにかえても，その内容はかわらないとおもわ

れるが，ア）は，ク）のようにかえることができない。

　　ク）むすごは大学出である。

　キ）のばあいは，その経験が経歴として現在のむすこの質的な属性になって

いるが，ア）は，そうはいえない。ア）に現在とのつながりをもとめるとすれ

ば，現在以前であるということしかないだろう。そうすると，ア）は②でない

ことになる。しかも，これは現在記録がのこっているわけでもないから，①で

もなく，ゆきばをうしなってしまう。この①②を，筆者は，どちらも，現在以
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前の動作やできごとを質化したものとしてとらえる。それは，このあわせテン

ス形に根鳴する「している」のなかで派生的な意味であって，アスペクトから

解放されている。このことについては，つぎの節でのべる。

　この用法としての基本的なものは，アスペクト的には完成穣の基本的な意味

をそなえ，テンス的には，相対的テンスとしての以前をあらわすのである。そ

れがアスペクトから解放されたものは派生的であるとかんがえられる。歴史的

なプロセスはおっていないのでわからないが，現代語のなかでは，こちらの「し

ている」は，そういう三二的テンスに中心があって，その派生として，アスペ

クトから解放された「経験」「記録」をあらわすものがあるとかんがえるほう

が，とらえやすい。

　なお，これをテンス形式網点ととらえることは，第5節，および，第3章第

4節でのべる非現実の仮定のばあいに，ムードとテンスの関係としてのみあつ

かえて，アスペクトの側面をからませる必要がない点でも有利である。

第3節　現在以前の動作やできごとの質化

　現在以前に完成した動作というのは，事・実上，過去に完成した動作とおなじ

ことである。このため，完成槽前非過去形に棺当する継続二二過去形が，完成

網過去形とおなじ事実をあらわすことができる。

　　ケ）昨年の夏の大会は，A校が優勝している。

　　コ）　彼は三年まえに一度離婚している。

　　サ）昨年の夏の大会は，A校が優勝した。

　　シ）　彼は三年まえに一度離婚｝した。

　このようにテンス的にシノニムであることが，その形武の内容を分化させる

力としてはたらいたのであろうか，この「している」の形は，アスペクトから

解放されて，質をあらわすものへと移行してくる。ケ）の文は，できごと過程

としてA校が優勝したということよりは，優勝校がA校であることをのべてい

る。つまり，できごと過程から，特徴的な側面をひっぱりだしてのべているの

である。これは，第H二二4章第3節でのべた「いや，はじめてみる」と同種

の質化である。そして，非過去形「している」のばあいには，テンスからも解

放されていることになる。これが記録であるとかんがえる。そして，この記録



　　　　　　　　　　　　第1章　完成梢あわせテンス形に相当する継続相について　223

に属するもののうち，述語が主語のさししめすものの質的な属性をのべること

になるコ）のようなものは，主体の経歴をのべるものとして，とりだすことが

できるのだとおもう。これが「経験」である。

　これらは，過去形「していた」にすることもできる。そのばあいには，アス

ペクトから解放されるだけで，テンスからは解放されないことになる。このあ

たりのテンスとアスペクトの関係は，第II部第4章でのべたのとおなじである。

　こうしてできた（テンス・〉アスペクトから解放された記録の用法は，実況

放送の，事後の解説にさかんにつかわれる。

　　ス）　ファール。バットのさきをかすめています。

　　セ）　ファール。バットのさきをかすめていました。

　工藤真由美1982のあげた例も，この質化したものに属するだろう。

第4節発見，確認，おもいだしの
　　　　　ばあいの「していた」

　完成相のテンス形式に準じる継続相も，ふつうの継続槽と同様，過去形にし

て，発兇，確認，おもいだしをあらわすことができる。

　戸籍抄本をとりよせて，はじめてみつけたとき，過去形でいうことができる。

　　ソ）　あいつ，三年まえに離婚してたよ。

　このばあいは，発見であり，つぎのばあいは，おもいだしである。

　　タ）　あ，そうだ。去年の正月Aさんのうちで，あのひとにあってました。

　また，つぎのばあいは，確認である。

　　チ）　あなたもまえに，たしか，あのひとにあってましたね。

第5節　非現実の仮定のばあいの
　　　　　テンスの諸形式

　動詞は，「する」「した」「している」「していた」などの，いろいろのかたち

になって，非現実の仮定の帰結の述語につかわれる。この四つの形は，形式的

には，前二者が完成相，後二者が継続網であるが，アスペクト的な意味は，後

二形も定成相相当である。



224　第W部　完成相のテンス形式に準じる継続根

　　ツ）　あのとき，もしおまえだったら，ないたね。

　この：文のなかの，「ないたね」は，「なくね」「ないているね」ドないていたね」

にかえても，その意味するところはかわらない。同様に，つぎの文の「いくよ」

も，「いったよ」「いってるよ」「いってたよ」のどれにでもかえることができる。

　　テ）おまえが知らせてくれなかったら，おれ，あした，いくよ。

　さししめす時の面からみると，前文は過去のこと，後文は未来のことをいっ

ているが，それは，そのテンス形式と一一致しない。つまり，テンス的な意味が

テンス形式から解放されている。

　これらの例の「しているjrしていた」を，この部に属する，完成相のテンス

形式に準じるものとしてとらえるとき，これらの四形のどれをつかってもよい

ということの理由として，このようにテンスから解放されるのは，反実仮想と

いうムードによるものとして，つまり，ムードとテンスの関係による説明を適

嗣することができる。この点からも，これをテンス形式相当ととらえることは，

体系性にかなっている。
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第2章　完成相前非過去形に相当する

　　　　継続相非過去形

第1節　現在以前における動作の完成

　1）　現在以前の完成

　前非過去形の基本的な意味は，現在以前に動作なりできごとなりがまるごと

のすがたで完成したことをあらわすことである。

　　（8）一雄君，君は横領もやってるね。（狭山40）

　　（9）ですが，叔父さんは久美子さんにおあいになっている。

　　　　　　　　　　　　　　　　（松本清張「球形の荒野」284，ポケット文春）

　　⑲　6回の表，印旛高校が待望の先取点をあげています。（81）

　　（11）6圃の表にタイムリーヒットをうたれて，1点をゆるしています。（81）

　　ω　最：初の障害で5ワクのバmンエイトが落馬しています。これから第1

　　　コーナー，第4コーナーにむかってまいります。（7R）

　以上の例は，rすでに」をおぎなっても意味がかわらないだろう。じっさいにfすで

に」や「はやくも」などのついたものもある。

　働　エンゲルスは，すでに自然弁証法のなかで物理学の常数は量が質へ転

　　化する接合点を表示するものであることを指摘している。（原子334）

　㈲　いやわが国は，H本からの要請ですでに百万受け入れの内示をしてい

　　る。（臼本98）

　㈱　連中は，重臣たちをすでに六人もころしている。（戒厳42）

　⑯　真弓が今シーズンはやくも2本のホームランをうっています。（神広）

　2）継続根とのちがい

　ここでいう「継続稲」は，第1H部第3章でのべた，継続相の「ある局面の完

成後につぎの局面のなかにあるすがた」をあらわす用法である。

　　（17）業務がすでにはじまっている。（華麗14）

　　（i8）日ごろ，池氏愛用の望遠鏡も，長い道路をゆられたため，いたるとこ

　　　ろ故障を生じている。（未知325）
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　これらの例は，その動作の変化過程がおわったことをあらわしている点では，

前非過去形門川の形式と共通している。けれども，それと同時に，現在，持続

過程をなす変化結果の局面のなかにあることをあらわしている点がちがってい

る。なぜなら，前葬過去形梢当の形式のばあいは結果の局面は問題にされてお

らず，動作の全過程が完成したものとしてさしだされているからである。

　けれども，結果の過程がひじょうにながくつづくものについては，現在が，

まだ大きなできごと過程のなかで結果の局面のなかにあるともとれ，中間的で

あると，いえるかもしれない。

　　働　強い発ガン性物質は，百種以上みつかっている。（暗号150）

　　（20）いえ，辺見時代は，とっくにすぎてますよ。（自由333）

第2節　現在以前の動作やできごとの質化

　1）　現在以前の動作やできごとの質化

　つぎのようなものは，「すでに」をつけられない。なぜなら，それがそれ以前

のことであるということは強調されておらず，現在以前におこったそれは，そ

ういうものであったということをのべているのだからである。できごと過程か

ら特徴的なものをぬきだすことによってアスペクトから解放され，過去の動作

やできごとであるのに，非過去形でのべる点で，テンスからも解放されている。

　　⑳マキャベリの「君主論」はイタリア・ルネサンスの先駆をなすフィレ

　　　ンツェ自曲都市のはつらつとした空気のなかで生まれている。（学問239＞

　　吻　　「ライフ誌」はアメリカ軍では特攻隊：のことを「バカ」というアダナ

　　　をつけていたことを報じている。（革命144）

　　㈱　2月6日15時羽田発日航311便は，大阪伊丹空港に定時の16時55分目つ

　　　いています。これは，17時10分に福岡板付にむかってたち，予定どおり，

　　　板付空港には19時10分についています。（松本清張「時閥の習俗」光文社

　　　KAPPA　NOVELS85）

　　鋤　　「その男はさいごまで一行と行動をともにしたでしょうか？」「いや，

　　　やはり途中で帰っています。」（同上324）

　　㈱　きていました。私はその人が葬儀委員の二人とあいさつをかわしてい

　　　たのをみています。（同上57）
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　これらは，過去のできごとがそういうものであったことをのべているのであ

る。動作が完成したことをのべているのではなく，そのような質であったこと

をのべているので，特徴が動作からぬきだされていて，アスペクトかち解放さ

れている。そして，それが過去のことであるにもかかわらず非過去形でのべら

れているのは，テンスからも解放されているということである。これは，つぎ

のア）とイ）がおなじことを非過去形と過去形のどちらででもいえるのとにて

いる。

　　ア）　あのときのできごとは，そういうものである。

　　イ）　あのときのできごとは，そういうものであった。

　つぎのようなものは，もしこれが過去のある時（本件犯罪のとき）を基準に

してそれよりまえに完成したことをのべるなら，前過去形相当の形「ひっこし

していた」にならなければならない。これは，本件の2か月まえにひっこした

という事実があるということをのべているのであって，質化して，テンスから

解放されているのである。

　　㈱　ところが証入は今年の四月，本件犯罪の二か月まえ，厚木から長後町

　　　へひっこしている。なぜですか。（新藤兼入「事件j79，年鑑代衰シナリオ禦78＞

　2＞　基本的ということについて

　この第2節の意味をもつものは，第！節のそれよりずっと使用例がおおい。

また，第1節のようなものが「すでに」「とっくに」などの状況語との共起とい

う構造にしばられることが多いのに対して，こちらはかなり自由である点から

みると，こちらのほうが基本的だということになるかもしれない。

　つぎのような例は，どちらにも解釈できるが，構造的に「すでに」がないの

で，こちらのように解釈してもよいだろう。

　　（27＞1963年の第9團米国人工臓器学会では，米国の一一医学者が，つぎのよ

　　　うに発言している。（人工372）

　　㈱　その年の十二月に，今西・川村・井谷の三人は，さっそくに都井岬か

　　　ら高畑山をこえて市木にでて，幸島のサルの下しらべにいっている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（高崎30）

　こうしたこともふくめて，現代語のなかでは，質化しているもののほうが中

心であるといえる。けれども，派生の過程をかんがえると，第1節のようなも



228　第W部　完成穣のテンス形式に準じる継続相

のがまずあって，それが変質して，アスペクトから解放されたととらえるほう

が，全体の説明がしゃすいので，このような記述をすることにした。

　3）　解説的ないいかた

　この用法は，実況放送において，以前の事実を解説的にのべるとき，ひじょ

うによくつかわれる。

　（29）ストライク。はいりました。インサイド，直球が，おもい痘球がイン

　　　サイドにはいっています。（81）

　（3e）うった。ファウル。打球が足にあたっています。（巨神）

　⑳　たかいところがらすうっとキャッチャーの月山のミットにおさまると

　　　　きには，ボールがすとんとおちています。（81）

　　㈱　ボール。ハーフスイングのバットをとめています。（巨神）

　　㈹蔵王錦，左のこしにくっつきまして，右からかいなをひきつけまして，

　　　　さいごは右足で若島津の足をはらっています。（7月）

　　圃　富士桜の首すじをはたきますと，富士桜，足がながれて頭から土俵に

　　　　おちております。（5月）

　　岡　第52鳳東京障害オープンのハンデー戦がおこなわれました。二番人気

　　　　のトキノツヨシが1番でゴールインしています。（7R）

第3節　未来のある時以前の動作の完成

　前未来の用法は，じっさいの話しのなかでときどき耳にするのだが，今回の

資料のなかでは見いだすことができなかった。そこで，いたしかたなく調査を

こころみた。この調査は，女子短大生とOL35人に対しておこなったものであ

る。結果は，解答らんの右にしめす。なお，第4問と第5問は，「していた」の

形であるので，第3章でだす。

　いえるものには「Ojを，いえないものには「×」を，いえるかいえないかわ

からないものには「△」をかきいれてください。（ぜんぷが○になっても，ぜんぶ

が×になってもかまいません。そんなことは，気にしないでやってください。）

1．　［あのひとは，いまでもすでにおばあさんなのだから，あなたが死ぬまえに



［＝＝＝＝＝コ．」

　　死にますよ。
　
｛　　死にましたよ。

　　死んでいますよ。

第2章　　完成引目前非過去形｛こ相当する継続牲疹｝…過綾ξ形　　22．9

口035
D×3s　　　　　　　　　　　計　35名
［＝］　032，　zts　2，　×　1

2．

璽＝＝コ．」
　　　　　　　　　　　nO20，　A8，×　7　　死にますよ。

　
　
｛
　　　　　　　　　　　n×35　　死にましたよ。

　　死んでいますよ。　［コ034，×1

　　死んでいましたよ。［＝］03，x32

3．　fえっ？　十一年そ妾二？

［二＝＝＝＝］．」

死んでいましたよ。［コム1，×34

fあのひとは，いまでもすでにおばあさんなのだから，あなたが死ぬころに

計　35名

十年もたてば，その程度のことは，だれかが

A．5年後ぐらいにやることを

　想定して。

　　やるよ。　　［コ024，△6，×5
　
｛　　やったよ。□04，△4，×27

　　やってるよ。［＝］035

　　やってたよ．□03，△2，x3G

B．10年後ぐらいにやることを

　想定して。　　　　　　　　計　35名

　　やるよ。　　［二］035
　
｛　　やったよ。　［］02，△2，×31

　　やってるよ。［コ032，△2，×1

　　やってたよ。［コム1，X33，劇

　　6．「彼女（現在大学1年生）は，大学を卒業するまえに，たぶん三曲ぐらい

　　［＝＝＝一脈コ．」

　　　　　　作曲するよ。　　［コ033
　　　　　　｛
　　　　　　作曲したよ。　　［コ01，×32

　　　　　　作｝掬しているよ。［＝］033　　　　　　　計　33名

　　　　　　作曲していたよ。□×33

　　7．f彼女（現在大学1年生）は，大学を卒業するころにはたぶん三曲ぐらい

　　［＝＝＝＝コ．」

　　　　　　作曲するよ。　　□028，△4，xl
　　　　　　｛
　　　　　　作曲したよ。　　［二］×33

　　　　　　作曲しているよ。［］033　　　　　　　　計　33名

　　　　　　作曲していたよ。□×33

　この結果をみると，どれにも，完成相非過去形「する」と完成糊前非過去形

に相当する継続相非過去形「している」とがあって，その両方が可能であるこ
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とをしめしている。

　しかし，基準の時点を「スルマエニ」としたもの（1，6）は，「する」のほ

うが多いか（1），両者がおなじであるか㈲であるのに対し，「スルコロニハ」とし

たもの（2，7）では，「している」のほうが多い点は，前未来という文法的意

味がいきているのだとおもう。この点は，第3問のA，Bについても，同様にあ

らわれる。

　この調査は，「している」という形が前未来の意味をもっていることをしめし

ている。

　なお，つぎの2点に注意しておく。

　　i）　「～スルマエニ」のときにも「シテイル」があらわれることは，継続

　　　栢アスペクトとしての結果の状態でなく，前未来というテンス的な意味

　　　があることをしめしている。

　　ii）　少数ではあるが，「した」や「していた」に○をつけているものがあ

　　　つた。これについては，まちがい反応としてうけとめておく。



2，31

第3章完成相前過去形に相当する

　　　　　　継続相過去形

第1節　過去のある時以前の動作の完成

　過去のある時のことが問題になっているとき，それよりまえに動作が完成し

たことをあらわすのに，完成相前過ま形に格当する継続槽過去形がつかわれる。

　　㈹　ところがこの二年前に，湯川秀樹氏が，それだけでは理論的にわりき

　　　れないとして，「申間子」の存在を予言していた。（根源105）

　　㈱　歴たちは城をでるとき，重治に穏通りしていた。子たちはそれだけで

　　　重治のために死ぬことをよろこんでいるのだった。（落城40）

　　㈱豊は前夜それを平岡にもらっていた。（暗夜37）

　　㈲　彼女は，《チャッタレー夫人の恋人》という本も，戦前によんでいた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（自由5！＞

　　（40）翁は上京後諏訪の方へあて手紙をよこしていた。（無限9）

　　（41）すでに1915年（大正4年）東京帝国大学教授で，医学部病理学教室の

　　　主任であった山際勝三郎博士と，その助手であった市川厚一氏は，ガン

　　　を人工的につくることに成功していた。（暗号149）

　みじかい町鳶差であっても，前後関係が問題になるときには，このかたちが

っかわれる。

　　（42＞ライト。ライナーがのびすぎました。ランナーがスタートしている。

　　　　　　ママ　　　ボールが一るいおくった。ダブルプレー。初球うち。みごとなヒッティ

　　　ングをみせました6番の土歴。ライトへ糸をひくようなあたり。ランナ

　　　一がスタートをきっていました。そのために辻井もどることができませ

　　　んで，ライトからファーストの吉村にかえってダブルプレー。（81＞

　なお，「スタートしている」は，前非過去形に相当する継続相非過去形が現在

以前をあらわしている例である。

　さきに第2章でひいた調査の第4問，第5問は，つぎのとおりである。

　　4．かれ（現在50才）は大学を出るまえに三曲［＝＝＝＝＝コ。」
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　　　　作曲する。　　□03，△5，×27

　
　
　
｛
　　　　作頗した。　　□035

　　　　作噛している。［＝］032，△2，×1

　　　　作曲していた。［二］034，△1

計　35名

　　5．「かれ（現在5G才）は，大学を卒業したときには三曲［コ。」

　　　　作曲する。　　［ニコ×34
撒三：蒐：目ll：念1：毒心隅

　この「作曲していた」がこの項にあたる。なお，「作曲している」は，第2章

第2節でのべた質化されたものである。

第2節　現在以前の動作やできごとの
　　　　　質化されたものの過去

　さきに第2章第2節で，二三の動作やできごとが質化されたものをとりあげ

た。そして，それがアスペクト，テンスから解放されているとのべた。

　つぎのようなものも，やはり現在以前の動作を質化したもので，アスペクト

から解放されている。これは瞬間的な動作であって，継続相の基本的な意昧が

実現されているわけではない。ところで，こちらは，第2章でとりあげたもの

とちがって，ヂしていた」の形がつかわれている。これは，現在以前の動作の質

を過去であらわしているのであって，テンス的な意味がはたらいている。

　　㈲　ファウル。外角ストレートをねらいましたが，ちょっとふりおくれて

　　　おりました。（81）

　　㈹　あたりはよかったが，レフト門田の正面をついておりました。（81）

　　㈲　ファウル，ファウルです。わずかにバットにかすっておりました。（81）

　つぎのようになると，ここに属するもののようでもあり，継続相の意味がは

たらいているようでもあり，はっきりしない。

　　㈲右からすくいなげでなげをうちかえしたんですけれども，千代の富士

　　　は，あごをひいていました。（7月）

　　㈲　出羽の花もきょうはよくふみこんでおりました。（7月）
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回忌翌日の新聞は，不況の経営をきりぬけるために首きり役としてとくに

　就任した社長が，争議団を不法侵入でうったえ，一宮と争議団があらそ

　って，けが人がでた，と報じていた。（火の86＞

㈹　先だって，三好達治君が，信州丁丁のことを新聞にかいていた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（私の35）

㈹　「だれがそんなことをいった。」「久米公がきて，そういっていた。」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（末枯31）

第3節　現在以前に完成した動作の
　　　　　発見，おもいだし

　現在以前に動作が完成したことは，ふつうは，過去形，または前非過去形に

網当する継続相非過去形であらわすのだが，そのことに気づいたとき，そのこ

とをおもいだしたときには，前過去形に梢当する継続相過去形であらわすこと

もできる。

　これも，今回の資料のなかにみつからなかったので，アンケート調査をおこ

なった。インフ■一マントは，第1～3問は前章と等質の20名，第4～5問は，

おなじく22名である。

　　i．校長が養護教諭に「あなたは，A子の目の検査をもうしましたか？」とたずね

　　　たとき，

　　　　1）はい，月曜日にしました。　　□◎5，015

　　　　2）はい，月ee　9にしています。　［コ　　　011，△4，×5

　　　　3）はい，月曜日にしていました。［＝コ　　　　　　　　　×20

　　2．「B子の検査もしましたか？」一一rちょっとまってください」といって記録

　　をみる。先月のはじめにした記録をみつけて，

　　　　1）あっ，しました，しました。　［＝］　　　O19，　　×1

　　　2）あっ，しています。　　　　　［コ◎4，015，　　×1

　　　3）あっ，B子もしてました。　　□　　　016，△3

　　3．「C子はどうですか？1一「あの子はP組ですので，記録がむこうのへやに

　　あります。ちょっとまってください。」といって見にいく。そして，かえってき

　　て，

　　　　1）C子も　しました。　　［コ◎i，013，△1，×5
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　　　2）C子も　しています。　　［コ　　　018，△1，xl

　　　3）C子も　していました。　［＝］◎4，015，△1

　4．「あなたは，Aさんにあったことがありますか？」

　　　1＞はい，去年の正月に一度あいました。　　［コ◎9，013

　　　2）はい，去年の正月に一度あっています。　［＝1　　019，△2，×1

　　　3）はい，去年の正月に一度あっていました。［コ　　　　　　ム1，×21

　5．「では，Bさんにあったことは？」「ありません。lfほんとうですか。よくかん

　　がえてください。おもいだしませんか。」そこでおもいをめぐらしていると，C

　　子のうちで玄年の夏にあったことをトツゼンおもいだす。

　　　王）あっ，あいました，あいました。　　　　［＝］◎3，016，△1，×2

　　　2）あっ，あってます。　　　　　　　　　　［コ　　　O11，△3，　x　8

　　　3）あっ，あってました。おもいだしました。［コ◎1，017，　　　×3

　これをみると，発見やおもいだしでないばあい（1，4）は，完成相過去形

や，完成縮前非過去形に根当する継続相非過去形がつかわれるのに対して，発

見やおもいだしのばあい（2，3，5）には，それにくわえて，完成桐前過去

形に相当する継続相過去形もつかわれることがわかる。

第4節　非現実の仮定のばあいのテンス

　つぎの例では，二三の非現実の仮定に対する帰結の述語に，完成栢過去形が

つかわれている。

　　㈹　その気になれば宏さんが払ったわ。五万円も欝金していたのよ，宏さ

　　　ん。（新藤兼人f事件」44，年鑑代表シナリオ集’78）

　この「払ったわ」は，「払ってるわ」「払ってたわ」にしてもよいだろう。

　これについても，調査をこころみた。第5，6問は，比較のため，単なる推

量のばあいの例をあげた。結果の点は，当研究所日本語教育センターの研修生

10名があたえた点の総計である。

　1番ぴったりするもの4点，2番3点，3番2点，4番1点。ただし，まった

くダメなものは0点。（そのばあいでも，1番は4点，2番は3点，3番は2点を

つけてください。）



　　　　　　　　　　　　　　第3章　充成梢前過去形に杜i当する継続相過去形　2，3J「

1）もし，もう1蒋間はやくガスが爆発していたら，

2）なに？P子，やらなかったの？だらしないわね。

…・き）旧き・・

・一とき一一・

　やるわ。

　やったわ。

　やってるわ。

　やってたわ。

　やるわ。

　やったわ。

　やってるわ。

　やってたわ。

一z点

挺点

釜骨

盤浄

土重

三点

鐘点

£点

塁点

堕
鐙点

立点

至．点

埜点

量減

鐘点

14点

27点

34点

33点

16点

22点

29点

32点

4）　もしおまえが（中止を）知らせてくれなかったら，

一燦｝：

5）　「Aのやつ，　　”

…う・・

6）

　　　　　　　　つくよ。　　　　　　　　｛

　　　　　　　　ついたよ。

　　　　　　　　ついてるよ。

　　　　　　　　ついてたよ。

7＞

　　　　　　　　つくね。　　　　　　　　｛

　　　　　　　　ついたね。

　　　　　　　　ついてるね。

　　　　　　　　ついてたね。

きのっどっしたかな」一あいつのことだから，

fBのやつどうしたかな」一一ちょうどいまごろ京都駅に

もし事．故がなかったら，わたしたち，いまごろ東京駅に
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　これをみると，仮定の動作の時聞が過去，現筏，未来のいつであっても，完

成相前非過去形に槽当する継続相非過去形「している」と完成相前過去形に相

当する継続相過去形「していた」とがでやすく，完成相単純過去形がそれにつ

ぎ，単純非過去形がいちばんでにくいことがわかる。

　この調査で，第1問の「する」が0点で，第2～3問の「する」がそれよ1）

高い点をとっているのは，たぶん第1問が過玄の個別的なできごととしてはっ

きり位置づけられていることによるのだとおもわれるが，この調査だけからは，

それ以上いわないほうがよいだろう。「している」と「していた」のちがいも，

個別性，あるいは，できごと過程の時間的位置などがたぶんきいているのだと

おもわれるが，ここでは，あまりふかいりしないほうがよいだろう。ここでは，

ともかく，そうした形がつかわれるということをのべておこう。

　現在の単なる推量のばあいは，「していた」はっかわれない。現在の単なる推

量で，fしている」がもっとも優勢であることは特筆にあたいする。けれども，

このことも，将来「するだろう」「しているだろう」などの形をしらべてから結

論をだしたい。

　非現実の仮定のテンスは，ムードとからめないと，とけないものであり，こ

こではこうした事実があることをのべるにとどめる。ただし，くりかえしにな

るが，各問ごとに，これらの諸形式は，それぞれおなじアスペクト的な意味を

実現しており，これらのちがいが，テンスとムードのかかわりのなかにあるの

だということを強調しておきたい。
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第1章継続相のテンス

第1節継続相のテンスのふたつの
　　　　　あらわれかた

　1）ある時間位置において持続過程のなかにあること

　継続相は，アスペクトの面で完成楕と対立している。つまり，完成相が動詞

のあらわす動作またはその一定の局面を始発から終了までふくめたまるごとの

すがたでさしだすのに対して，継続絹は，その動作を，持続過程をなす一定の

局面のなかにあるすがたでさしだす。このことは，テンスの面での両老の対立

ともつながる。つまり，完成相のテンスは，動作またはその一定の局面が，一

定の時間位置において，まるごとのすがたで成立することをあらわし，継続相

は，動作が，一定の時間位置において，持続過程をなす一定の局面のなかにあ

ることをあらわす。

　たとえば，タ）が，その動作がまるごとのすがたでさっき成立したことをあ

らわすのに対して，チ）は，さっきその動作が運動の局面のなかにあったこと

をあらわす。したがって，タ）のばあいは，現在は，すでにその運動がすんで

いるのに対して，チ）のばあいには，その動作がいつおわったかに無関心であ

って，現在もはしっているのかどうかがわからない。

　　タ）太郎はさっき運動場ではしった。

　　チ）太郎はさっき運動場ではしっていた。

　継続相のこのようなテンス的な意味は，その時間位置が過去，現在，未来の

どこにあっても，同様になりたつ。

　　チ）太郎はさっき運動場ではしっていた。

　　ツ）太郎はいま運動場ではしっている。

　　テ）30分後に運動場へいけば，太郎はトラックをはしっているよ。

　このテ〉のばあいも，現在のことにふれていないが，現在もはしっているの
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かもしれない。つぎの例なら，たぶん，いまもはしっている。

　　ト〉　このしごとをすませてからいけ。30分ぐらいたったって，太郎は，ま

　　　　だ運動場をはしっているよ。

　こうしたばあいの基準時聞は，瞬間にかぎられない。

　　ナ）　ぼくは運動場に2時間ほどいたが，そのあいだ，太郎は，ずっとはし

　　　　っていた。

　このばあいも，その2時聞のまえのいつから，あるいは，そのあといつまで

はしっていたかには無関心である。

　以上1）でのべたことは，継続相のアスペクトの性格と単純なかたちでかか

わっている。そして，これが継続相のテンスのあらわれかたの，かなりの部分

をしめている。

　2）　ある時聞位置のなかで持続が成立すること

　継続相のテンスが，いつも一定の時悶位置において持続過程のなかにあるこ

とをしめしていれば簡単なのだが，もうひとつ，持続過程そのものがその時間

的位置にあることをあらわすぼあいがある。そして，こちらも，かなりおおく

の使用例をもっている。

　　二）　きのうは，あさの8時からばんの8時まで店があいていた。

　　ヌ）　きのうは，12時聞店をあけていた。

　　ネ）　では，2時から2時半までまっています。

　　ノ）　じゃ，2時から30分目ってるよ。

　これらの文は，その時間帯のことだけでなく，その時閥帯の前後にはそのよ

うな状態がないことまでつたえている。とくに，12時間とか30分とか持続時間

のながさが指定されているばあいには，そのことが積極的につたえられている

といってもよいだろう。そして，これらは，完成網にかえて，「あいた」「あけ

た」「まちます」「まつよ」にしても，そのさししめすことがらがかわらない。

このことは，チ）～ナ）のばあいとは，ちがっている。このことをかんがえる

と，やはり，一定の時間位置において持続過程が成立するという意味は，一定

の時間位置において持続過程のなかにあるという意味と区別しておかなければ

ならないだろう。

　ここで，テンスとアスペクトの関係にふれておく必要がある。
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　さきに鍛1部第1章第1節で，つぎの4例がしめすアスペクト的なちがいを

しめすために図をもちいたのを，もういちど，ここでとりあげる。

　
　
　
　
　
　

　

サ
コ
ケ
ク

時計は3時から4時までうこいていた。

2時から3聴までとまっていた。

3時から4時までうこいた。

2時から3時までとまった。

2
碍

3　　　　　　4
時・’一一鼎一”“一s．時

　　　　　　　　　　　　　　　｝
　　　　　　　le，：．．：＝＝一］一ii））LM

　　　　　　　　、一一1”’一　　　l

　　　　　　　　　　l　　　　　一一一一一一一一一一一一うこいていた（サ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とまっていた（コ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うこいた（ケ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とまった（ク）

　アスペクトのばあいには，動詞のあらわす動作が，基準時間において，その

過程の局藏とかかわるすがたが問題であった。したがって，実線でかこまれた

ところと点線でかこまれたところとは，質的なちがいとなってあらわれた。と

ころが，テンスのばあいには，動作が成立する時間位置が問題になる。そうす

ると，このばあいの完成相と継続絹のちがいは，ちいさいものとなる。

　継続網のテンスが一定の時問位置に持続過程が成立することをあらわすと，

そのテンス的な性格が完成縮のテンスとにてくる。それは，持続過程の始発と

終了がしめされるからである。

　さきに第IV部第1章第2節で，完成縮のテンスは基準時間のなかで動作過程

が始発から終了まですすむことをあらわすのであり，そのために，文章のなか

で，あいならぶ文とのあいだに順次性が生ずることをのべたが，継続糖であっ

ても，この2）の用法のばあいには，そのようなものがあらわれてくる。

　　（1）「どうもいろいろおせわになります。」父はこういつた。そうしてまた昏

　　　睡状態におちいった。学べをとりまいている人は無言のまましばらく病

　　　人のようすをみつめていた。やがてそのうちの一一人が立って次の間へで

　　　た。するとまた一人立った。私も三人目にとうとう席をはずして，自分
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　　のへやへきた。にこ143～144）

ただし，いつも順次性があらわれるとはかぎらない。

　（2）話しつかれた二人はしばらくだまっていた。波うちぎわをゆっくりあ

　　るいてくる娘と社長のすがたがみえた。ほたるの火がひとすじヤシのな

　　みきのなかからながれてきた。娘は手にもっていたうちわをさしあげた。

　　ほたるの光はそれにちょっとからまったが，ひくくはずれて海のうえを

　　わたり，またたかくあがって，星かげにまぎれこんでみえなくなった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（河明340）

第2節　継続相のテンスと現在

　1）　現在をまたぐ継続相

　完成絹は，基本的なテンス的丁丁において，四過玄形が未来をあらわし，過

去形が過宏をあらわす。それに対して，継続相は，過弓形は過去をあらわすが，

非過去形は，現在をあらわすのが基本である。このことは，すでに多くのひと

によってのべられてきた。

　完成相の非過去形が現在をあらわさないのは，完成摺が始発から終了までふ

くみこんでまるごとのすがたで動作をさしだすので，現在という話しの瞬間に

おさまらないからである。これに対して，継続相が現在をあらわすのは，現在

という瞬問で持続過程を分割することができるからである。このことについて

は，すでに奥田靖雄1977がのべている。

　2）　現在をまたがない継続相

　継続相が一定の三三位置において動作が持続過程をなすその一定の局面のな

かにあることをあらわすばあいには，現在をまたぐことができるのであるが，

一定の時間位置において持続が成立することをあらわすぼあいには，現在をま

たぐことができない。つぎのア）は成立するが，イ）のような文は成立しない

とおもう。

　　ア）　いま美術館で××展をひらいています。（○）
　　　　　pm
　　イ）　先週から来週まで美術館で××展をひらいています。（×〉

　もっとも，文の述語としてつかわれないばあいには，つぎのようなものもあ
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りうるだろう。けれども，これは，ただいまの問題ではない。

　　ウ）　きのうからあさってまで出張しているAさんたちは，きょうとあすの

　　　視察団招待のしごとをまぬがれるわけだ。

　継続相のこの用法が現在をまたがないのは，その持続の始発と終了がしめさ

れているからであって，このことは，完成相が現在をまたがないのとおなじで

ある。

　現在にかかっていても，過去から現在まで，あるいは，現在から朱来までな

ら，この用法でもしめすことができる。

　　エ）展覧会は先週からひらかれている。

　　オ〉展覧会は来週までひらかれている。

　これが可能なのは，現在をまたぐ両はしがしめされないかぎり，現在のなか

に始発から終了までをとじこめる必要がないからである。

　過言から現在までの持続は，継続網の非過去形でも過去形でもあらわすこと

ができる。

　　カ）　あのひとは，さっきからあそこにたってますよ。

　　キ）　あのひとは，さっきからあそこにたっていましたよ。

　どちらもおなじ事実をあらわしているのだが，非過去形のばあいは現在に，

過去形のばあいは過去に中心をおいてのべている。このことについては，「アル」

をつかっての説明ではあるが，すでに三上章1953や金田一春彦1955がのべてい

る。なお，三上1953は，「経験として報告する（間接的に）か，知覚として表出

する（直接的に）か，そういう主観的相違によってテンスをかえる」といって

いる。

　かたがわがとじているばあいには，完成相にかえることのできるものもある。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ク
ケ
コ
サ
シ

あと30分まっている。

あと30分まつ。

もう2時間もまってるよ。

もう2時…間もまってたよ。

もう2時聞もまったよ。
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第3節　継続相のテンスにおける
　　　　　現在とひろげられた現在

　1）　完成相のばあいのひろげられた現在

　ひろげられた現在というのは，現在をふくんで，過去と未来の方向にあるて

いどひきのばされた時間帯のことである。このような時問帯に成立する動作を

あらわす用法があることは，完成掘も継続相も共通なのだが，そのありかたは

三者のあいだでことなる。

　完成相のばあいの，ひろげられた現在における動作というのは，その時間帯

に，いくつかの動作がとびとびにおこることをいっていて，その時間帯のあい

だじゅう，動作がべったりつまっているわけではない。

　　ア）わたしは，このごろ毎朝五時におきます。

　　イ）　一才児のマアちゃんは，はだしのまま，にわへ隻。

　もっとも，完成網形式をとっていても，意味的にアスペクトから解放されて

いるばあいは，そのかぎりではない。

　　ウ）　かれのいまっかっている自動車は，まえのとだいぶちがう。

　けれども，完成相の基本的な意味が実現しているかぎり，現在の動作は，始

発から終了までまるごとのすがたであらわれるひとつの動作であり，ひろげら

れた現在の動作は，まるごとさしだされる動作のくりかえし，つまり複数の動

作である。

　2＞継続相のばあいのひろげられた現在

　継続柑のばあいのひろげられた現在のばあいは，その時三三が持続過程のな

かにある，あるいは，その時問帯いっぱいに持続過程が成立するということに

なるので，その時間帯のあいだじゅう，持続過程がきれめなく，べったりとつ

まっていることになる。この点が，完成糊のばあいのそれと質的にことなる。

　　X）彼女は，大学につとめています。

　　オ）　この門は，このごろずっとしまっている。

　くりかえしのばあいも，継続網は，そのようなくりかえし状態の持続のなか

にあるという意味になって，これも，うえの例とおなじになる。
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　　カ）　彼は，さいきん流体力学の研究をしている。

　なお，くりかえしのうち，ひとつひとつの動作について継続相の基本的意昧

が実現しているばあいには，完成相のばあいと問様，動作と動作のあいだにす

きまができる。

　　キ）　あそこのうち，ぼくがとおるときは，いつも戸があいてるよ。

　ひろげられない現在と質的にことなるのは，さいこのばあいだけである。

　3）　継続相のばあいの，現在とひろげられた現在

　継続先非過宏形が現在の動作を（持続過程をなす局面のなかにあるすがたで）

さしだすばあいの現在はばは，完成相のばあいほど精密でない。つぎの前例は

挙例よりも現在はばがみじかいとおもわれるが，それにしても，発話時の始発

から終了までというほど厳密なものではない。要するに，発話時間が持続時間

よりもみじかければよいのである。

　　ク）　ほら，あそこにとんびがとんでいる。

　　ケ〉美術館で××展をやってい並。

　これに「いま」「ただいま」などの状況語をおぎなってみても，時聞が精密な

発話時になるわけではない。

　　コ）　ただいま美術館で××展をやっています。

　「いま」という語は，完成網非過去形では直後未来，継続国警過去形では現
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1注〉
在，完成相でも継続相でも過去形ならば直前過去をあらわすのである。

　　サ）いま昼めしをたべます。

　　シ）　いま昼めしをたべています。

　　ス〉いま昼めしをたべました。

　　セ）　いま昼めしをたべていました。

　継続網のばあい，基準時聞は持続過程のなかにあればよいのであるから，み

じかくても，ながくてもよい。そうすると，みじかいものからながいものまで，

いろいろのものがありえて，結局は，ひろげられた現在とのあいだがきれなく

なる。

　　ソ）　いま電話にでています。

　　タ）　いま入院しています。

このことは，現鹿までの辞1聖こはかかれていない。
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　　チ）　いま東京にすんでいます。

　　ツ）　いま百年に1メートルのわりで隆起しています。

　過去や未来のことであれば，完成相についても同様のことがいえる。

　　テ）　この島の面積は，十万年のあいだに五倍にふえた。

　　ト）定年まであと四年間，この会社ではたらきます。

　現在のことにかぎってみると，このように現在はばをひろげられるのは，継

続網非過去形のばあいだけである。（もちろん，アスペクトから解放されれば，

完成相形式のものでもこれになれるが。〉そうだとすれば，継続相のテンスの性

格として，このことが記述されなければならない。

　ただ，それを，「現在」のなかで記述すればよいのか，発話時とかさなる「現

在」と，それよりはるかにながい「ひろげられた現在」とにわけて記述すれば

よいのか，ということが，理論上の問題としてはよくわからない。ここでは，

いちおう前者のたちばにたって，「現在」のなかた「ひろげられた現在」を位置

づけておく。
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第2章　現 在

第1節　現在持続過程のなかにあること

　1）持続過程をなす幌別のなかにあること

　継続相非過去形のテンスは，発話時点において，その動作が持続過程をなす

局面のなかにあることをあらわすのが，もっとも基本的である。

　　（3）木のうえで子どもが見てるよ。（雪pal15＞

　　（4）少年rあ，時計だ。それオモチャ？　空気女「これ？　本物だよ。」少

　　　年「うこいている。」（死すp290）

　これらは，現在点において動作がその運動の局面のなかにあることをあらわ

している。このばあい，その持続過程そのもののながさはとわれない。うえの

2例のうち，あとの時計の例のほうが持続過程はながいとおもわれる。

　つぎのようなものは持続過程がみじかいだろう。

　　（5）あら，ないてる〃　　　（宵待83）

　　（6）あれ，今ごろなってらあ，空襲警報。（時計57）

　　（7）ははっ，テレてる，かわゆ一い。（奮待87）

　　（8）センター前進。ショートバック。ショートバックしている。（81）

　それにくらべると，つぎのようなもののほうが持続過程がながいだろう。

　　（9）ねえ，みて，汽車がはしってる。（育待51）

　　（IO）上空の風ライトからレフトへつよくふいています。（巨神）

　このことは，変化動詞が結果の局面のなかにあるすがたをあらわすぼあいに

もいえる。つぎの最：初の例は，そのあとの2例より持続時聞がみじかいだろう。

　　（11）先頭からしんがりまでは，IO馬身のなかにおさまっています。（10R）

　　⑰右中間がかなりせまくなっています。（81）

　　㈲　右のバッターボックスに月山がはいっています。（81）

　つぎの例は，そのような状態があとどのていどつづくのかわからないし，そ

のつぎの例は，このあとずっとながい期間持続するとおもわれるが，そういう

こととは関係なく，現在の時点において持続過程のなかにあることをあらわし

ている。



246　第畷部　継続相非過去形のテンス

　㈲胸のあたりに黒い土が，甲子園の土がついています。（81）

　㈲　お・，アミダさまのお像がこわれています。（出家55）

　2＞　現在はばのひろがり

　以上のべたように，継続相非過去形の基本的なテンス的意味は，現在時にお

いて持続過程をなす三三のなかにあることをあらわしているのであって，その

持続過程のながさは問題ではない。しかし，このばあい，基準時間が発話時間

のなかにおさまるかどうかということは，現在というものの性格とかかわって

問題になる。つぎの2例も，基準時問が発話時間よりながいだろう。

　　⑯fだって，あたしの話，きいてないんだもの。話さしといて，ずるいや。」

　　　「きいてるさ。ききながらちょっとかんがえていたんだ。j（暢気28）

　　㈹今，とってもほがらかにさわいでます。（雪国129）

　持続時間でなく，基準時聞のほうの長さにいろいろあることは，つぎのよう

な会話をみると，はっきりするだろう。

　　㈹　A「あの本屋しまってるね。」Bfきょうはあさからしまってるよ。」C

　　　「いや，すくなくとも，こここ三日はしまってるよ。jD「このごろずつ

　　　としまってるよ。おやじさんが入院してるんだって。」

　このばあい，〈しまっている〉持続時間は，この会話からはわからない。けれ

ども，基準時問は，BCDの順にながくなっている。

　基準時聞がひろがるということは，現在はばがひろがるということである。

このように現在はばが発話時をこえるということは，現在の意味として特筆し

ておく必要があるだろう。けれども，それがどれだけのながさになるかという

ことは，はっきりしない。ここのところに継続相非過玄形のテンスの特徴があ

る。つぎの諸例は，あとのものほど基準時聞がながいといえるだろう。

　　（玉9）センターバックしている。（81）

　　伽）きょうは休診で，看護婦がみんなではらっています。体腿8）

　　⑳　おい，糧秣いくらもっている。（野火27）

　　鋤　あの子はこのごろ学校をやすんでいる。

　　㈱　わたしはいま中学校の教師をしている。
　　　　　　　　AAAA
　　㈱　この規は，現在は，むかしとくらべて，ずっと西のほうをながれてい

　　　ゑ・
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　これらは，アスペクトを問題にするかぎり，いずれも基準時間が持続過程の

なかにあるすがたをしめしているので，そのちがいが問題にならないのである

が，テンスのばあいには，その基準時間の時間的位置が問題になるので，その

ひろがりは，完成相のばあいとちがうものとして設定されなければならない。

　3）　持続や連続のなかにあること

　fたもつ」「つづく」などは，積極的に持続をあらわす動詞である。これらの

動詞の継続網非過去形のテンス的な意味は，その動詞のあらわす動作の一定の

周面が現在持続過程のなかにあることをあらわすのであって，いままでのべて

きたものとかわりない。

　　（25）6対1と印旛高校が5点のリードをたもっています。（81）

　　㈱　いぜんとして，小雨がふりつづいています。

　　（27）わかったか。わかったら，おくっていってあげよう。追川初はねないti

　　　で待っている。（木石81）

　　㈱　朝永先生はとても親切で，何をきいてもパッパッとすぐにこたえられ

　　　たのが印象にのこっています。（根源110）

　　㈲　印旛高校，PL学園，決勝戦はきんばくした好ゲームを展開していま

　　　す。（81＞

　連続的なくりかえしのばあい，それがくりかえし過程のなかにあることは，

その1回分だけをみる瞬間的な観察ではとらえることができない。それは，多

少ひろげられた現在を基準時聞としている。けれども，それは基準時聞が多少

ひろがっているだけで，その連続過程そのものの長さを問題にしているわけで

はない。その点で，いままでのべてきたものと同様である。

　　（3e）白木のバットを1圓，2回とふっています。（神広）

　　翻　ゲリラのほうは，一発一発，時間をおいてうってる。（やさp40）

　　働　山根投手，たんたんとなげています。（神広）

　　㈱　てっていしてインサイドをついてきています。（81）

　4）状態持続のなかにあること

動詞が動作性をうしなって，fしている」の形で状態持続の過程のなかにある

ことをあらわすものがある。これについては，第HI部第4章で準アスペクトと
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してとらえたが，その非過去形は，テンスとしては，ふつうの継続相アスペク

トのばあいと同様，現在，持続過程のなかにあることをあらわす。

　（34）みろ。あいつ，あんだけたたかれても，けろっとしてる。

　㈲　なにをぐずぐずしてる，はやくせんかい！　（女囚13）

　㈱　権威にしがみつかねばやっていけなかった国民は，権威をとりさられ

　　　て荘然自失している。（革命133）

　　（37）このあたり，朝潮の動作はひじょうにゆっくりとしております。（5月）

　5）　はばのひろい現在

長期聞にわたる持続過程のなかにあるばあいも，短時聞のものと質的にかわ

らないことは，すでにのべたとおりである。
　　　　　　　よ　ら
　　㈱　小諸の与良という町には私のおじがすんでいます。（破戒200）

　　㈱私のせがれもなんとかしてくらしています。（出家53）

　　㈹養母はまもなく，かんがえどおりに，青山のほうのある伯爵家へお針

　　　女にはいって今そこにっとめている。（桑の8）

　　（41）　うん……座長さんか，みんな，元気にやってるかい。（寅次98）

　　㈱　忍ぶ川に，だいぶ熱心にかよってるな。（忍ぶ77）

　　㈹　いま自分は教師をしている。（波33）

　　㈹　長女のむこの美馬中です。大蔵省の主計局次長をやっています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　晶晶34＞

　6）長期にわたるくりかえしの持続過程

　葬連続のくりかえしであっても，継続相であらわすと，ひとつづきの持続過

程になることは，第1H部第2章でのべた。このばあいも，前項とおなじである。

　　㈲　わたしはなぜこうなのだろうといつも自分をせめています。（出家76）

　　㈹　　（かあちゃんは）こごとばかりいっている。（死すp303）

　　㈲　お宅だけじゃなく，同じようなことが全国でおきています。（日本30）

　　㈹　あなたのものをどれも感心して拝見しています。（友情74）

　　㈹　私んとこでは農機具を農村にだしています。（閣集130）

　　㈱　春三の話では，この家の主人は元軍人で，現在は会社につとめるかた

　　　わら鶏をかって卵をうっている。（本H　93）
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第2節　現在の質的な属性

　1）　現在点における質的な属性

　動詞が継続相形式で脱アスペクト化して，ものの質的な属性をしめす形容詞

のようにはたらいているものがある。このばあいのテンスは，その属性のもち

ぬしのありかたによってきまる。そのもちぬしが現在存在するものであるばあ

い，その属性は現在の属性だということになる。

　　㈹　1球目，一るい線にうまくバントした。打球がしんでいる。ピッチャ

　　　一がとった。（81）

　　（52）　うちました。つまっている。（81）

　　鮒　　（敵機がとびさったあとに空襲警報のサイレンがなった。）「間がぬけ

　　　てるなあ。」（時計57）

　もし属性のもちぬしが過去に存在したもので，属性が非過去形でしめされる

ばあいには，「前回のかれの打球はしんでいる。」のように，テンスから解放され

ることになる。

　2）長期にわたる現在における質的な属性

　属性のもちぬしが長期にわたって存在するものであり，また，その属性も長

期にわたって存在するばあいがある。

　　翻　その弁天さまのことを，みんなビタイテンとよんでいる。（高崎21）

　　㈲　　「こんどは何ていっている。やはり京子というのか。」「いいえ，京葉

　　　さんていうのよ。」（つゆ42）

　　　　　　　　　　　　　　　　　しゃばな
　　㈹　だから彼は，人があやまって湯花という名を，シャカと音よみにして

　　　もゆるしている。（やさp28）

　ここにあげた例は，くりかえしの持続過程に近いかもしれない。

第3節　過去から現在までの持続

1）過去から現在までの持続

継続槽過去形は，「～から～まで」のような両がわのとじた期間をあらわす状
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況語でかざることができる。

　　ア）　8時から9時までまっていた。

　非過去形でも，未来のことならいえる。

　　イ）　あすは8時から9時までまっています。

　けれども，現在をまたぐばあいは，それがいえなV㌔現在がはいるばあいは，

かたがわのはしが現在のばあいだけである。

　　ウ）　3時からいままで2時間まっている。

　　エ）　これから6時までまっている。

　このような，r～から」や「～まで」でかざられるばあい，ふつうは，持続過

程そのものの始発や終了をあらわすことになる。

　継続相非過去形は，このようにして，過去から現在まで持続過程がつづくこ

とをあらわすことができる。

　　㈱　ばあやはもう昨夜から行李をだしてごそごそやってますよ。傑の21）

　　㈹　「つるはたくさんいますか。」fいますとも，さっきからないてまさあ。」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（銀河278）

　　鯛　戦後の日本史の理解の変革にもかかわらずH本史研究は基本的にはN

　　　本列島内で完結している，という見かたが今までつづいている。（学問257）

　「～から」や「～まで」がなくても，現在までの持続をあらわしているもの

がある。

　　㈹　その後，芹沢氏らは（中略）さらに調査をつづけている。（学問251）

　　（61）それでも，国民の問の不和は，ずっとひきつづいている。（もの111）

　　（62）かれはずっとここにすみついています。

　　（63）戦争のない状態が40年ちかくつづいている。

　　㈱　こっちこそごぶさたしています。（青銅42）

　2）　「～からしでいる」と「～からしでいた」

　うえにあげた例の多くのものは，その継続栢非過去形を過去形にかえること

ができる。

　　オ）ばあやは昨夜から行李をだしてごそごそやってましたよ。

　　カ）　こっちこそごぶさたしていました。

　このように過去形にかえられるということが，このテンス的な意味の特徴で
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あり，その点で，第1節でのべたものとは，ちがうのである。それは，過去か

ら現在までをあらわしているのであろう。

　しかし，過去形のばあいと非過去形のばあいがまったくおなじなのではない。

非過去形のばあいは，現在に申心があるのに対して過去形のばあいには過去に

中心がある。そして，非過去形のばあいには現在のことをどうしてもはずせな

いのに対して，過去形のばあいは現在のまえにおわってもよい。

　　キ）おや，いませんか？　さっきからごそごそやってましたがね。

　この例は非過去形にはかえられない。過去形でもいえるということは，かな

らずしも非過去形とおなじことがいえるということではない。非過去形のばあ

いには，現在のことをあらわすことが必須であり，そこに中心があるというこ

とをだいじにしたい。

　「まだ」でかざられると，以前にはじまった状態が現在でもつづいているこ

とをあらわす。

　　（65）おや，かおるねえさんまだねてるねえ。（銀河295）

　　㈹　あなたまだ信心やっている？（油鼠148）

　けれども，「まだ」は，あくまで現在のことをいっているのであって，過去か

ら現在までのことをいっているのではない。「まだ」でかざられたものを，過去

形にすると，過去のことになって，テンス的な意味がかわる。「まだ」でかざら

れたものを，テンス的な意味をかえないでつかうと，モーダルな意味がかわっ

て，発見，確認，おもいだしになる。

　　㈹　まだおきてたの？

　　㈱　あっそうだ！　まだ，もうひとつのこってた。
　　　　　　　　　　mu
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第3章　未 来

　継続梢も非過去形で未来のことをあらわすことができる。

　　㈱　じゃ，ピッツバーグであなたをまっています。嘩麗218＞

　けれども現在にくらべて例がひじょうにすくない。また，それが未来である

ことをしめすためには，現在のばあいとくらべて，より多く文脈，場彌にたよ

っている。そうした点から，現在のほうが基本的な意味であるとかんがえられ

る。

　1）未来に持続過程のなかにあること，未来に持続過程が成立すること

　現在のばあいと同様，未来のある時に持続過程のなかにあることをあらわす

ものと，未来に持続過程が成立することをあらわすものとがある。例がすくな

いので，どちらが基本的なのか，いまのところわからない。

　　㈹　それでは2時置まっています。

　　㈹　自分がすこし有名になる時分に［杉子は］ちょうど十九か，二十にな

　　　っている。（友情7）

　これらは持続過程のなかにあることをあらわしているが，つぎの例は，持続

過程が成立することをあらわしている。

　　㈱　ぼくは慰の幸福をいのっているよ。（：友情96）

　　（73＞2時から3時までまっています。

　2）現在ときれた未来と，現在からつづく未来

　持続過程が成立することをあらわすばあい，現在ときれているものと，現在

からつづいているものとがある。つぎの例は，現在ときれている。

　　㈹　うん，かえってまってる。（妹47）

　　㈲　さきにいって，きみがくるまで練習しているよ。

　つぎのようなものは，現在からつづいている。

　　㈹　ま，当分のあいだ，おとなしくしてるしかないな。（宵待6）

　　㈹　もうしばらくまっています。

　　㈱　いま工事がおわったところですから，あと2時間ぐらいにごっていま

　　　！o
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　3）　ひろげられた未来

　未来のひろげられた時間帯のなかで持続過程がくりかえされることをあらわ

すものがある。

　　㈲　さびしいときはわたしがついています。（友情15）

　　⑯　先生，これからはぼく，H曜田ごとに先生のかばんもちをしたいんで

　　　す。患者のうちで，先生が診察なさるとき，ぼくは先生のくつのみはり

　　　をしています。（本配91）

　これらは，ひとつひとつが持続過程をあらわしていて，ひとまとめにしたた

めに継続相になったのではない。したがって，あいだに空白があり，ひろげら

れた未来となるわけである。



251　　第瓢部　継続権非過去形のテンス

第4章現在以前から現在へ

　1）変化（始発）がおわって，現在結果（運動）の局面のなかにある二と

　第II互部第3章でのべた，ある局面の完成後につぎの局面のなかにあるすがた

をあらわすというアスペクト的な意味をもつ継続相が非過去形のかたちをとる

と，このテンス的な意味が実現する。

　㈱　軍配はさっと栃光，西にあがっています。（5月〉

　　鴎　そのあいだにランナーの佐々木かけぬけております。（81）

　　（83）はじまってるぞ，もう。（やさp21）

　　　　　　　　　　　pm
　圃　どうやらちょっとブルペンがうごきだしております。（巨神）

　この用法は変化の局面が現在以前に完成し，現在その結果の局面のなかにあ

ることをしめしている。たとえば，〈さっとあがる〉という変化が現在以前にお

こって，現在は，その結果としてのあがった状態のなかにあることをあらわし

ている。ここでは，変化がおこったのが現在以前であり，その結果のなかにあ

るのが現在なのであるから，ふたつのテンスがしめされているわけである。

　2）　このテンス的な葱味の性格

　この翔法は，テンスがふたつあるところに大きな特徴がある。さきに第2章

において，過去から現在までの持続をあらわすものがあることをのべた。

　　㈱　ばあやはもう昨夜から行李をだしてごそごそやってますよ。（桑の21）

　　㈱　　fつるはたくさんいますか。」「いますとも，さっきからないてまさあ。

　　　きかなかったのですか。」（銀河278）

　これらは状態持続の始発野冊がしめされているが，それは，ひとつの状態持

続のはじまりが，昨夜であり，さっきであることをのべているだけであって，

「昨夜」なり「さっき」なりにそのはじまりが完成したということを積極的に

あらわしているわけではない。ところが，この第4章に属するものは，両方の

局面のことを積極的にあらわしている。「さっと」はくあがる動作〉であり，「あ

がっている」は，結果の状態である。これらが，ふたつながらあらわされてい

るところに，このテンス的な意味の特徴がある。

　このダブルテンスの，はじめのテンスは第VI部でのべた完成相前非過去形相
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当の継続稲非過去形の基本的な意味とおなじである。そして，あとのテンスは

継続相葬過去形の基本的なテンス的意味とおなじである。そうだとすれば，こ

のテンス的な意味は，両者のあいだの中間的なものである。おそらくこれは，

移行過程のなかであらわれてきたものであろう。
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第5章ひろげられた現在

　ひろげられた現在を，ただその現在はばという点だけからとらえると，継続

相のばあいは，ひろげられない現在とつながっていて，質的なちがいをみいだ

すことができない。そのことは，第2章の第1節に，5），6）をもうけて，の

べた。とくに，6）では，「長期にわたるくりかえしの持続過程」は，全体をひ

とつづきの持続過程としてとらえられるとして，第2章のあつかいにした。

　けれども，99　III部第2章第2節でとりあげたようなものは，発話時における

持続過程の存在には無関心であり，そのテンスのありかたは，完成相によるく

りかえしの表現のばあいとおなじである。したがって，これを，完成梱のばあ

いとそろえて，「ひろげられた現在」として，ひとつの章にした。

　しかし，実際には，ほとんど用例がない。けれども，質的なちがいに注目し

て，あえて一章をもうけた。

　　㈲　池田さんの家のまえをとおると，いつもお嬢さんがうたをうたってい

　　　並．

　　㈹　そうとう早いつもりで行っても，いつもあのメガネ婦人が，さきにい

　　　ちばんよい席をとっている。

　　㈱　おれのいく時球がわるいのかな。いついってもしまっている。
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第6章恒常的な状態

第1節　恒常的な状態とはなにか

　1）　恒常的な持続の状態

　継続堀の非過去形のあらわす持続の状態が期限つきの持続過程としてでなく，

ずっとそういう状態がつづくものとしてとらえられるばあいがある。

　　ア）　地球は自転している。

　　イ）道路のかたがわに歩道がつくられている。

　　ウ）　出がそびえている。

　　エ）　この道はまがっている。

　これらは，アスペクトの観点からいうと，ひとつの種類にかぎられてはいな

い。うえの前2例は，継続根の基本的なアスペクト的意味をそなえている。そ

して，ア）は動作の局面をとりだし，イ）は結果の局面をとりだしている。そ

して，あとの2例は，ウ）が語い的意味のレベルで動作から解放されており，

エ）は文のレベルで動作から解放されるというふうに，ちがっている。けれど

も，いずれにしても，これらの継続相非過去形がさししめしている事象は，恒

常的に持続している。このように，事象の性格として，事実上恒常的な持続の

なかにあるということが，これらの例全体をとおしての共通の特徴であるとい

うことができる。

　2）事象の性格とテンスの性格

　いまうえにのべたように，これらのさししめす事象は，恒常的な状態である。

けれども，そのことが，ただちにテンスとして恒常的な状態をあらわすとはい

えない。たとえば，つぎのオ）やカ）は，現在のことをのべているというべき

であろう。

　　オ）現在ただいまも，地球はまわっています。

　　カ）　もちろん，いまみても，あの山がそびえている。

　だから，これがテンスとして恒常的な状態をあらわすためには，その文がも
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のごとの質的な属性をのべる文であって，その状態が垣常的な質的属性になっ

ているという条件が必要である。

　けれども，事象として恒常的な状態であるものをあらわす文は，オ）やカ）

のような限定がつかないかぎり，恒常的な状態的属性をあらわす形式になって

いるとおもわれるので，ア）～エ）は，その表現にかかわるテンスとして，恒

常的な状態をあらわしているといってよいだろう。

　ただ，この種の継続四葬過去形が過周防と対立することがあるので，その点

にふれておく必要があるだろう。

　たとえば，ふたりで道をすすんできて，その道がゆきどまりになっているこ

とに気づいたとき，キ）のようにいうことができる。

　　キ）　おや，この道，がけにぶつかってるね。

　そして，つぎのBにそのことを第三のひとに報告するとき，つぎのようにい

うことができる。

　　ク）　あの道はがけにぶつかっていました。

　もし，このキ）とク）とが現在と過玄の対立ならば，キ〉のほうは，恒常的

な状態でなく，現在のことをのべているということになるだろう。

　しかし，つぎのHに第三のひとに報告するばあいにも，じつは，ケ）のように

もいうことができる。これは，恒常的な状態としてのべている。

　　ケ）　あの道はがけにぶつかっていますよ。

　そして，もしキ）とケ）がおなじものであれば，キ）もまた恒常的な状態を

のべているということになる。ところで，さきにのべたように，事象的に恒常

的状態であることがあきらかなものごとについてのべるときは，それを認識し

た時期をしめす状況語がないかぎり，檀當的な状態をのべることになるという

ことであるならば，このばあいのキ）もケ）とおなじとみてよいだろうとおも

う。

　そうすると，ク）がなぜ過去形になっているかというと，それは，発見のニ

ュアンスがついているからである。これは，発見してすぐ発言するのではない

から，その発見の時点が過去である。したがって，それが過去であることにつ

いては，問題がない。けれども，慎常的な状態であることがあきらかなものに

ついて，このように継続相過去形でのべると，発見のニュアンスがつく。この

ことについては，第Vlll部第3章でのべる。
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　3＞虚辞的に存在するものの軽質

　継続相撃過去形の形式をもつもののなかには，できごと過程をあらわさず，

ものごとの質的な属性をあらわして，アスペクトから解放されているものがあ

る。

　　コ）　（チャイムをききながら）この音は，いつもとちがっているね。

　　サ）　さっきのチャイムは，いつもとちがっているね。

　　シ）　ここの玄関は，このあたりのふつうの家の玄関とちがっている。

　これらの「ちがっている」は，語い的意味はおなじであり，それは，そのレ

ベルですでに動作性をうしなって，質をあらわすものになっている。そして，

そのことによって，文のなかで，いずれもアスペクトから解放されることにな

る。けれども，そのテンス的な意味は，この三つがおなじなのではない。それ

は，その質的な属性のもちぬしであるチャイムの音や，玄関の存在する時聞位

置とかかわっている。コ）のばあいの音は現在のみじかい時間に存在するもの

であって，その属性をしめすrちがっている」は現在の属性をしめしている。

サ）のチャイムの音は，過去に存在して現在は存在しないのであるから，これ

の属性を雰過去形でさししめすと，テンスから解放される。そして，シ）の玄

関は恒常的に存在しているものであり，それの属性としての「ちがっている」

も下平的に持続することになる。

　このことは，性質形容詞のテンスとおなじである。つぎの3例は，それぞれ，

コ），サ），シ）と対着する。

　　ス）　（空で妙にゆれているタコをゆびさしながら）あのあがりかた，おか

　　　　しいね。

　　セ）　きのうのあいつの発言はおかしいね。

　　ソ）　この戸のつきかたはおかしいね。

　4）纏常的な状態の性質性と，性質の恒常性

　うえの2）でのべた，ある状態が匝常的につづくということは，それが常に

その状態のなかにあるということで，恒常的な性質だということができる。3）

でのべたもののうち，その属性のもちぬしが盧常的に存在するものについては，

その属性も，もちぬしとともに存在するのであるから，これも恒常的な性質だ

ということができる。そしてまた，その性質が恒常的につづくということは，
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そのような性質であるという状態がつづくのだといいかえることもできるだろ

う。こうしたことから，両者は，恒常的な性質，状態であるということで共通

する。

　5）　そのテンス的な伊州

　恒常的な性質であるということは，現在から過去と未来へ，すきまなくひろ

がっているという点で，現在はばを無限にひろげたものだということができる。

この意味で，この用法におけるテンスは，現在をあらわすという側面をもって

いる。

　ところが，無限にひろがるということは，いつでも成立しているということ

であって，テンス的に時間位置を限定されていない。したがって，テンスから

解放されているということもできる。この点で，これは，脱テンスの側面をも

っている。

　こうした点から，これのテンス的性格は，現在と脱テンスの中間にあるもの

として位置づけられるだろう。例文をみたとき，いろいろに感じられるのは，

そのためだとおもわれる。

　6）　恒常的な状態と，ひろげられた現在における状態

　すべてのものは変化のなかにあるという世界観をもつことができる。たとえ

ば，地球の存在にしても，宇宙史のなかでは，その生成と消滅のあいだの一定

期間になりたつ事象にすぎない。その意味では，絶対的に恒常的な状態という

ものはない。けれども，微視的な世界に中心をおいて世界観をつくるばあいに

は，相対的に長期にわたる存在者は，無限期間の存在とみなすこともできる。

いまここでテンスを問題にするばあい，もし，無限期間のなかのものとして表

現しているならば，それは，個別的なテンスをこえたものとなるし，現在をふ

くむ有限期間のなかのものとして表現しているならば，それは，（ひろげられた）

現在というテンスとなる。

　ところが，実際には，そのことが積極的に言語化されていないものが大部分

であり，恒常的状態か現在かはっきりしないものがひじょうにおおい。たとえ

ば，つぎのばあい，性質のもちぬしは，一定の寿命をもった人間であり，事実

として，あきらかに有限期間のなかにある。
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　　タ）　田中というひとは，しっかりしているねえ。

　しかし，これをのべたひとは，田中の寿命を，よりながい期間のなかの一事

象であるととらえたかどうかは，はっきりしない。こうしたものについて，こ

の報告では，二二的な状態のほうにもつていったが，いろんな例のあつかいの

なかでは，かならずしも限界がはっきりしていない。こうしたことは，今後の

課題である。

第2節　恒常的な状態のいろんなタイプ

　つぎのようなものがこれに属する。

　継続相としての基本的なアスペクト的意味をもっているものであっても，そ

の状態のもちぬしが恒常的に存在し，また，その状態が恒常的につづくばあい

には，これになる。

　　㈱　地球は太陽のまわりをまわっている。

　　（89）加茂川は京都のまちをながれている。

　　㈹　ひろい野原のまんなかに一軒の家がたっている。

　語い的三昧としては動作や変化をあらわす動詞であっても，文のなかで，継

続椙非過去形で恒常的につづく一定の状態をあらわすばあいはこれになる。

　　㈱　そこから階段が寝室にのぼっている。

　　働　海底を何条ものリップルマーク（波条痕）がはしっている。（日本12）

　　（93）ハカマカズラのふといつるが，奇怪なかたちにはいずりまわっている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（高崎19）

　　画　ストッキングのふくらはぎのあたりにあかいすじがはいっております。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（81）

　継続絹のかたちが語い的意味のレベルで状態をあらわすものがある。

　　陶　山がそびえている。

　　㈹　おまえもいい友達をもってるなあ。

　　㈱　　（かれは）強情ひとつでもっている。（末枯56）

　「～をしている」のかたちで状態的性質をあらわすものがある。

　㈱　あんた，やわらかい手してるね。（津軽25）

　　（99＞きれいなからだしてるね。（旅の67）
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　　（1ee）　あのかべは，くすんだような色をしている。

　継続根の形が語い的意味のレベルで性質をあらわしていて，その性質のもち

ぬしがi亘常的に存在するもののばあいもこれになる。

　　（191）　「大宮というひとはずいぶんあたまのしっかりしているひとらしい

　　　　ね。」「あ・，ずいぶんしっかりしている。」（友情43）

　　（102）　「（あいつは）しかし，かわってるなア。」（女生75）

　　伽3）　びわ湖はあわじ島と形がにている。
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第7章テンスからの解放

第1節なりたつ時聞に関係のない
　　　　　命題のなかでの状態

　つぎのようなものは，実際には橿常的なものなのであるが，

では，時間は考慮にはいっていない。

この命題のなか

　　（104）　人間は虚栄によっていきている。（人生39）

　　（105）　自然においては，そのあらゆる現象に対してつねに普遍的な法則が

　　　　成立している。（社会126）

　実際にはくりかえし成立するが，時間と二二なくのべているとおもわれるも

のもある。

　　鰯）会議がおこなわれているときは，「会議中」のふだがかかっていま

　　　　！o

　　（197）　風がつよいときは，このはたがばたばたと音をたてている。

　これらのばあい，その条件は論理的なものとしてさしだされ，一定の時間的

位置をもったものとしては，さしだされていない。

　以上は，アスペクト的な意味をもっているが，つぎのようなものは，アスペ

クトからも解放されている。

　　（108）　DNAは，糖と燐酸と塩基という三つの物質からなりたっている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（目一号160）

　　（109）電子顕微鏡写真でみると，タバコモザイクウイルスは，マッチ棒のよ

　　　　うな形をしている。（暗号156）

　　（110）虚栄はもっとも多くのばあい，消費とむすびついている。（人生44）

　　（111）幸福を単に感性的なものとかんがえることはまちがっている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（人生18）

　　（112）このまよいのために，死をはやめるのはばかげている。（野火61）

　とくに，すぐまえの2例は，主語でさししめされていることが現実にあるか

どうかについてかんがえられていない。つぎのようになると，現実にはないこ
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とについて，のべている。

　　（113）魚のように一度に何千ものたまごをうむことは，鳥類の能力をこえ

　　　　ている。

第2節　過去のものごとの性質を
　　　　　非過去形であらわすばあい

　継続根形式がアスペクトから解放されて質的な属性をあらわし，その属性の

もちぬしが過去に存在したものであるばあい，その属性を過晶晶であらわすと，

過去における属性をあらわすことになるが，それを非過去形であらわすと，そ

の時問位置の側面がきりすてられて，テンスから解放される。

　　（114）　しかし，今までのところ，三文三層の測定数値の序列は，考古学的判

　　　　断ともだいたい一致している。（学問253）

　　（l15）記念写真にうつるなんて，先生，芝居じみていますね。（本日　92）

第3節　提示文のなかで

　つぎのようなばあい，いちおう文のかたちをしているが，実際には，つぎの

文といっしょになって，ひとつの文に相当する。こういうばあい，述語の陳述

的な性格をあとの文にゆずるので，テンス，ムードから解放されることになる。

　　（116）　わたしがさきにいく。そして，あなたがくるまでまっている。それで

　　　　いいんじゃないですか。

第4節　モーダルな条件のなかで

仮定の帰結としてのおしはかりの性格をもつ述語は，テンスから解放される。

　（117）それだけの速度があれば，スイッチをきっても，5分ぐらいまわって

　　　堕。

　（l18）　わたしなら，そんなにとびまわらないで，じっとしているな。

　（119＞　それは彼女じゃないよ。彼女なら，こっちが目をそらすまでにらみつ

　　　けているよ。
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平皿部　継続相過去形のテンス

第1章　過 去

　継続相過去形の基本的なテンス的意味は，動作の持続過程をなす局面が弓張

にあることであり，これは，だいたいにおいて継続相非過去形の基本的なテン

ス的意昧と対応するが，ちがうのは，現在形のばあいには始発と終了のしめさ

れた持続過程にかかわるものがないのに対して，過去形のばあいには，それが

あることである。このことは，完成相非過去形が現在の動作をまるごとさしだ

すのが基本的でないのに対して，その過去形は，過去の動作をまるごとさしだ

すのが基本的であるのとにている。

第1節　過去に持続過程のなかにあったこと

　この用法は継続相過去形と対応するもので，過去形のなかでも，もっとも基

本的なテンス的意味だといえる。

　　（1）そこをでたときには，他のふたりはかなりによっていた。（暗夜28）

　このばあい，過去の一定時にその持続過程のなかにあったということをいっ

ているだけであって，その持続過程のひろがりについては，のべていない。

　1）基準時悶が瞬闘であるばあい

　基準時間が過去のある瞬間であることは，みじかい時下をしめす時間の状況

語があるばあい，状況的な条件句や条件節があるばあいには，はっきりわかる。

　つぎのようなものは，状況語や状況側節でそれがわかる。

　　（2）午前七時，私はNHKのスタジオで待機していた。（未知323）

　　（3）眼をあいたときには，あかるい光が棒のように，雨戸のすきますきま

　　　につったっていた。（波36）

　　（4）有楽町の東口におりたときには，他人のことはどうでもいい人たちが，

　　　ゾロゾロあるいていた。（自由59）
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　条件句，条件節でそれがわかることがひじょうに多い。このばあい，条件句

節は発見の条件をしめしている。そのなかでも，移動動詞と，みることや気が

つくことをあらわす動詞の条件形がめだつ。

　　（5）島村も帳場へ行くと，炉ばたにおおがらの女がうしろむきにすわって

　　　いた。（雪国87）

　　⑥　患家のまえまでのりつけると，その家の戸口に春三のおふくろがいて，

　　　先生の来着をまちうけていた。（本H87）

　　（7＞ある日学校からかえってみると，延年寺の相尚様がきていた。偲出32）

　　（8）物見のやぐらにでてみると，峠下の種市の村の野辺のあたりで白いけ

　　　むりがあがっていた。（落城23）

　　⑨　ひょいと上のほうをみると，男の子のあたまだけが，土手のうえへで

　　　ていた。（多情15）

　　（玉⑪）私がようやく広い路面までおりてきたとき，うしろから女の声がよび

　　　とめたので，ふりかえってみると，まつ子が私をおってかけてきていた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（冬の153）

　　（ll）みると，いつのまにか部屋の入口に娘がきて，しょんぼりとたってい

　　　た。（本日60）

　　働　気がつくと，まどのぞとに，我ひとりたそがれの空の光を吸いがおに，

　　　片々と雷がとんでいた。（多情65＞

　　（13）あくる朝目をあくと，駒子が机のまえにきちんとすわって，本をよん

　　　でいた。（雪国108）

　その他の動詞の条件形のばあいも，発見の条件をしめしている。

　　（14）しかし，そういわれてみると，追川初の様子はいつもとかわっていた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（木石68）

　　㈲　いわれてみると，なるほどトラックの車体には岡部の会社である阪神

　　　工業の白い四つの文字がうきでていた。（闘牛117）

　　㈲　半びらきのとびらをおしてはいると，群集が会堂にみち，ひざまずい

　　　て，いのっていた。（野火62＞

　　㈹　瀬谷の妻が病人の手くびをにぎってみると，まだたしかに脈をうって

　　　いた。（厚物25）

　条件形でない従属句や，まえの文でわかるものもある。
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㈱真知子も手くびをのぞいたが，これは衝突の時からとみえて三時四十

　分でとまっていた。（真知206）

㈹　「黒那」せん枝はいった。一せん枝の声はふるえていた。（末枯41）

⑳　私ははっとした。階級章は彼が伍長であることを示していた。（野火90）

（21）伴子は，声をのんだ。興奮はひざにおいた手にみえていた。（帰郷309）

2）基準検問がはばのある晧間であるばあい

基準時間が時点でなく，はばのある時間帯であることも多い。

つぎのようなものは，その時間をしめす状況語でそのことがわかる。

　㈱　新座敷のほうの庭から，丁字形にいりこんでいる中庭にのぞんだ主人
　　　ね　な
　　の寝聞を，お島はある朝，いつもするようにそうじしていた。（あら120）

　㈱五言四年十～月三H，雪は城をうずめてふりつもっていた。（落城48）

　鋤　芳子はそのB医師へいっていた。（蒲國60）

また，魔睡とはそぐわない修飾語があるときも，そのことがわかる。

㈱　幽界と，綿政とは，ちいさい机にむかいあって，しきりと，素人細工

　　な函面をかいていた。（ない76）

　㈱　そのなかに一人の老翁がまざっていて，しきりに若いものの話や歌を

　　まぜっかえしていた。（武蔵29）

　㈱　相手は函館からもってきたウイスキーを，薬でものむように，雪の先

　　で少しずつなめていた。（カニ53）

　㈱　木村は電火にでもうたれたように判断力をうしなって，…一部始終をぼ

　　んやりときいていた。（敵る207）

　（29）私は，りくつからでたとも統計からきたとも知れない，このちんぷな

　　ような母のことばを黙ねんときいていた。にこ106＞

　㈹小稲はそのだらけてゆく座をもちかねて，ただぼんやりとさびしい霞

　　つきをして，そこにあおむけに，長くなっている緒方のかおをじっと皇

　　がめていた。（暗夜78）

　⑳　牛なべはつゆがきれたとみえて，ジイジイ火ばちのうえでうなってい

　　た。（波22）

勧　女の体はすでに屍体の外観をあらわしはじめていた。患が沼からあが

　　るガスのように，ぶつぶつ口からもれていた。（野火85）
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　　⑬登：套子はだまって，くちびるをつけたまま，ただむやみにすっぱすっ

　　　ぱすっていた。（暗夜59）

　「しながら」「しいしい」のような副動詞にかざられていて，その副動詞が時闘

の持続を保証しているばあいにもこれになる。

　　（34）その声をききながら，二桐はボッとして病人のプルスをみる手をわす

　　　れていた。（木石88）

　　㈱　このありさまを丑松は「わらによ」のかげにかくれながらみていた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（破戒59）

　　岡　歩きながらも，彼は，けっして，駒子のさきをあるかないように，注

　　　回していた。（自由71）

　　㈱　男は小さい手帖に鉛筆をなめなめ，なにかかいていた。（カニ12）

　連続的なくりかえしのばあいは，そのこと自身によって，それがわかる。

　　㈱　鷹夫の節の高い長いゆびがピアノでもひくように一本一本うこいて瑠

　　　璃子のかたをたたいていた。（女坂165）

　　働　室内は三十入あまりの婦人部員が，ふぞろいに筆記したり，質問した

　　　り，私語したりしていた。（ない49）

　　㈹　彼はなにげなくそのすがたに時々屠をやっていた。（暗夜63）
　　　　　　　　　　　　　　　　mu
　動詞の意味そのものから，それであることが瞬間には確認できないものであ

ることがわかるばあいがある。

　　㈹　事務室で准尉は犯罪情報をさがしていた。（真空120）

　　働　葉子は怒りにまかせて余白を乱暴にいたずらがきでよごしていた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（懸る179）

　　㈲私はそのゆくえをながめてぼうぜんとしていた。（平凡44）

　　（44＞あるきながら，私は自分の感覚を反すうしていた。（野火68＞

　けれども，瞬間なのか時間帯なのかを区別するマークがついておらず，どち

らであるかわからないものもおおい。

　　㈲ベッドには添いPtのついたハンカチがのこっていた。（冬の165）

　　（46）月は，ほとんど中天にのぼっていた。佃園78）

　　㈲　藍子は町費のオーバー・ブラウスのえりをふかくたてていた。（木石72）

　　㈱　行介はきぬ子のなみだをふいてやったハンケチを，自分の眼におしあ

　　　てていた。（波52）
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　　㈲　フォセット博士の概評室だという建物のよこの枯芝生で，りすがのど

　　　かにあそんでいた。紳子51）

　「なお」r依然として」「まだ」などがあれば，状態そのものはまえからつづい

ていたことがわかるが，基準時聞のほうは瞬聞なのか時間帯：なのか，よくわか

らない。

　　（50＞「う，うん。」なま返事をしながら，園田はなお時計をながめていた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（波19）

　　㈹　依然として内火艇の音が，高く低く海にひびいていた。（野火83）

　　（52）厩にはもう馬は一匹もいないのだが，暗い奥からは生きもののにおい

　　　がまだにおっていた。（落城46）

　基準時間が時点なのか，または，すこしはばのある時聞帯なのかということ

は，この用法にとって本質的なことではない。そのことは継続相のばあいは，

葬過去形が現在をあらわすときにもみられるし，また過去形が過去をあらわす

ばあいには，完成掘でもおなじことなのである。

　ただ，時闘はばをもつものと，つぎの節でのべる持続過程の成立とのさかい

めがはっきりしないので，そのことにかかわるものとして，このの　と2）を

わけてのべた。

第2節　過去に持続過程が成立したこと

　前節では，持続過程のなかにある基準時間が過去に位置するものをとりあげ

たのだが，この節では，持続過程そのものが過去に位置するものをとりあげる。

このばあいには，持続過程の終了も過去のものになっているので，持続過程が

現在までつづいているということはない。その点では，完成相過虫形が過去を

あらわすばあいと共通である。

　の　　時間鰻をしめす修飾語でかざられるばあい

　時満月をしめす修飾語でかざられると，継続相過去形は，過去に持続過程が

その時間のながさだけ成立したことをあらわす。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆきたて
　　㈲　お島はそういって，この商売をはじめた自分の行立をはなして，みん

　　　なをおもしろがらせながら，二時間もはなしこんでいた。（あら171）
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　　翻　二時間そこにしゃがみこんでた。ぼんやりと……それから急にこわく

　　　なって……（妹74）

　　㈲　汽車のなかでは，金ぐさりや，指輪や，風船，絵本などを売る商人が，

　　　ながいことしゃべくっていた。（放浪14＞

　　㈹　二人の検査貫はしばらくなにか話していた。（生活122）

　　㈱　しばらくのあいだ，二人はだまりこくってあるいていた。（蜘日69）

　これらは，完成相にかえても，さししめす事実はかわらない。ただし完成相

と継続網とではアスペクト的な性格がことなるので，テンス・アスペクト的な

麟からみれば，おなじだとはいえない。つぎのような例のばあいは，完成相に

かえると，アスペクトの面からの制約でかなりふしぜんになる。

　　㈱　二人はながいことだまってすわっていた。（闘牛102）

　　㈱　fそう？」と駒子は自分をふりかえるように，ながいことしずかにして

　　　いた。（雪国146）

　　㈹　しばらく天守閣のもえるほのおの音とライフル砲のひびきとが，あっ

　　　まりあって陸奥の耳の底にとけこむようにながれこんでいた。（落城51）

　2）いっからいつまでと指定されたばあい

　状況語によって，はじめとおわりの時点が指示されると，その時問，期間に

持続が成立したことをあらわす。

　　㈹　わたしは，1佃から13Nまで学校をやすんでいた。

　　㈹　見はりがむこうへいってから，ふたたびこちらへもどってくるまで姿

　　　勢をくずしていた。

　じっさいには，「～から」あるいは「～まで」のように一方だけがしめされた

ものが多く，両がわのしめされているものはひじょうにすくない。

　　〈53＞「干鳥」は箏曲では最もポピュラーな麟の一つだから邦枝には自家薬籠

　　　中のものであったが，日本で演奏する最：後の曲，父と同じ日の演奏とい

　　　うことに，なにかさそわれるものがあって，演霞がさだまってから今目

　　　のRまでけんめいにけいこをかさねていた。（有吉佐和子「地唄」211）

　このばあいは，おそらく，1）よりも，完成相に近いのではないかとおもう。
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3＞　ヂあいだ」などでかざられるばあい

「～あいだ」という状況語でかざられたものも，持続過程の成立をあらわす。

（64）病気のあいだはうちにかえっていた。（友：情29）

㈲境内でかの女がおがんでいるあいだ，彼はたたずんでいた。（無限129）

㈱　そのあいだ，松子はたたずんでいた。（無限121）

㈹　私が正式の患者としてこの病院でくらしたあいだ，私はかれらのよう

　　すを注意していた。（野火26）

㈹　こういう話を銀之助と文平とがしているあいだ，丑松はだまって，ラ

　　ンプの火をみつめていた。（破戒47）

翻　私は郊外電車の駅まであるくあいだ，飛島さんにじょうだんばかり言

　　っていた。（火の74）

㈹昼間はねむりつづける。食：欲をわすれているあいだは，ねむっている。

　　そして夜は，一晩中囲をさましていた。（厭が299）

　4）　持続過程のなかにあることをしめす時閾はば

　時聞はばをしめす状況語や修飾語でかざられていても，それが「は」や「も」

などによってとりたてられているものであるばあいは，第1節と同様，持続過

程のなかにあることをあらわすことがある。

　　㈹　彼は下痢患者らしくおそろしいほどやせて，私の返事を待つ間も，じ

　　　つと立っていられないらしく，からだをふらふらふっていた。（野火27＞

　　㈱　石工どもが，畳のつかれを休めている真夜中にも，かたきとかたきは

　　　あいならんで，黙々としてつちをふっていた。（恩讐91）

　　㈱すくなくとも，わたしがいた2時から5時までの3時間は，かれはな

　　　にか書きものをしていた。

第3節　持続過程のいっぽうのはしが
　　　　　しめされるばあい

　1）「～からしでいた」と「～までしていた」

　「○OHから繭がふっていた」「○○臼まで雨がふっていた」などは，持続過

程のはじまるときやおわるときがしめされている。このばあいは，一一一一・方の限界
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がしめされているだけで，他方の限界はしめされていない。

　これらは，持続過程そのもののかたはしがしめされているので，第2節の持

続過程の成立をあらわす意味にちかいが，「～からしでいた」のばあい，文の内

外の環境がしめされないと，現在までつづいているのかいないのかわからず，

第1節にちかいのか，第2節にちかいのか，わからないものがある。

2）　はじめのときがしめされているばあい

㈹　十一月七日の午後，伸子はめずらしく朝からホテルにひきこもってい

　た。（伸子35）

㈲　私は工幕鷺からおちつきをなくしていた。（火の29＞

㈹母親のお辰が四，五Hまえからねついていた。（夫婦40）

㈹　二人はしばらくまえから天井をにらんだままじっとかんがえこんでい

　た。（根源111）

㈱彼は私のところにきた信書をそっとのぞいてみるというくせをはじめ

　からもっていた。（冬の175＞

mu
㈲駿介はそれきりだまりこんでいた。（生活132）

㈹　なあに，君のすがたは三町も先からわかっていた。（波9）

　3）　おわりのときがしめされているばあい

　　㈱　奥まった小さい部屋から，二人のはなしごえが，夜ふけまでぼそぼそ

　　　きこえていた。（あら130）

　　働　二人は十時まえまでそこにすわっていた。（桑の34）

　　㈱　銭湯は，こんでいた。とくに女湯は，十一時ごろまで，赤ん坊や子ど

　　　もたちまでわめき，たちこめる湯気のなかでさわいでいた。（ない63）

　「いつまでも」は，このばあい，「ながいあいだ」の意味になる。どちらにし

ても，持続過程の成立をあらわしている。

　　（84）眼をあいたまま，彼はいつまでもふとんのぬくもりのなかにひたって

　　　いた。（波36）

　　㈱　女はそこをおっばらわれると，外へでていつまでもぶつぶついってい

　　　た。（あら242）
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第4節　過去の長期間の持続

　1）過去の長期間の持続をあらわすばあいの特徴

　しめされる時聞が時問点であるばあい，それは，持続過程を分割する基準時

間である。けれども，それが時間はばになると，持続過程を分割する基準時間

になるばあいと，持続過程をいれこむ時間になるばあいの両方がでてくる。

　　ア〉　わたしは，そこについたとき，まだむねがどきどきしていた。

　　イ）　わたしがそこにいるあいだ，かれはしごとをしていた。

　　ウ）　わたしは，そこにいるあいだ，かれのかおをみていた。

　そして，その時間がながくなればなるほど，持続過程をいれこむほうへうつ

っていく。かなりながい時間になると，つぎのような特殊なものをのぞいて，

だいたいは，いれこむほうであるとかんがえてよいだろう。

　　エ）　いまは知らないが，わたしが東京にいたころは，彼は演白にすんで

　　　　いた。

　長期聞の持続をあらわす動詞や，非連続のくりかえしをひとまとめにする継

続相過去形は，状況語があってもなくても，文脈，場面などでとくべつにしめ

されないかぎり，どちらかといえば，持続過程が成立したことをしめすといっ

てよいだろう。

2）大規模な動作をあらわすもの

㈹　ぼくはそのころ東京をとびだして，奈良でほとんど着のみ着のままの

　すがたでくらしていた。（私の17）

（87）彼はまるでだれともあわず，散歩と読書とものをかくのと泣くのとで

　　Hをおくっていた。（友情leo）

㈱　港の奥の石垣に，土ぐもが一びきすんでました。（やさp35）

（89）最：初の一月ほどは，時雄iの家に仮寓していた。（蒲闇12）

醐　松子はH日髪結いのそれにかようていた。（無限1鋤

㈱　流行歌のおいとこそうだよの唄がはやっていた。倣浪7）

働　父は何十年か，その市役所につとめていた。（冬の166）

鯛　原田は百五十石取で，お側につとめていた。（阿部41）
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　㈱　高等学校で太田はテニスの選手をしていた。（むら26）

　㈹　当初は捜査工係をやっていました。（わがi20）

　㈹　継母は赤十字病院の看護婦長のようなことをしていた。（桑の6）

3＞　断続的なくりかえしの持続過程をあらわすもの

㈱平素はできるだけ父の眼にふれぬようにしてあそんでいた。（冬の53）

㈹ぜいたくずきで，始終金にはこまっていた。（暗夜41）

醐　彼はいつも重：い革外套をきて，はなのあたまにあせをうかべ，せかせ

　かととびあるいていた。（闘牛90）

（1ee）黙止のように，こんな問答をくりかえしていた。（根源王11）

（101）どこにいくあてもなく金もなく，そこで毎厳ごろごろして，空想ばか

　　　りしていた。（私の17）

4）内容や文脈から長期とわかるもの

　（102）　しかし，咲子はよくもならず，わるくもならず，いつまでも岡じよう

　　　な状態をつづけていた。（冬のIOI＞

（193）　しかし，例の研究は著々として進んでいた。（木石68）

　儲）　そこには，さまざまな研究課題がまっていた。（暗号163）

　（105）　そのころの欧州には，量子力学という，新しい物理学が，疾風のよう

　　　にふきまくっていた。（根源103）

（106）藤岡由夫さんらが「老人はあいてにせず」とあばれまわっていまし

　　た。（根源108）

　（107）私はこれに私達の幸福そのものの完全な絵を見出すだろうとゆめみ

　　ていた。（風立98）

5＞　「～から」でかざられた長期のもの

G謝　その職人は，来た時からお島の気にいっていた。（あら243）

（1鋤　しかし不公平には幼児からならされていた。（暗夜9）
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第5節　過去の状態，性質

　状態過程は，持続過程である点で，継続相の基本的なアスペクト的意味と共

通であるが，動作過程の局面でない点がそれとことなり，この報告では，準ア

スペクトとよんできた。また，質的な属性をあらわすものは，アスペクトから

解放されている。けれども，過去形のものは，ふつうテンスからは解放されず，

過去の状態や性質をあらわしている。

1）　過去に状態の持続過程のなかにあったこと

（l19）　あらゆるものが不足していた。くすりはあたえられず，ほうたいはか

　　えられなかった。（野火24＞

（l11）先生の態度はむしろおちついていた。声はむしろしずんでいた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にこ15）

（112）秋の陽ははれていた。（ない10）

　（l13）寝台のうえは，わらぶとんをむきだしにして，さむざむとしていた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（真空63＞

　（l14）　みちはひじょうにぬかっていた。（田園50）

　2）　過去に存在したものの属姓

　継続槽の形で動作性をうしなって，質的な属性をあらわすものがある。こう

したものの過去形が，過去に一時的に存在したものごとの属性をあらわすばあ

いには，テンス的意味として，過去になる。なお，慎常的な属性にかかわるも

のについては，第3章でとりあげる。

　　（115）土浦へついたのは，予定の時聞よりは，はるかにおくれていた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（土29＞

（116）かんじょうしてみると，先生が毎月例として墓参にいくffが，それか

　　らちょうど：三H目にあたっていた。（ここ18＞

（117）　羽根田の叔父のいいぐさは，あきらかに，人をばかにしていた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（自由42）

（118＞　みたてちがいということもあるからと，天王寺の市民病院でみても
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　　　らうと，はたしてちがっていた。（夫婦40）

　（119）私の不安はやはり内地をでて以来の，奇妙な感覚の混乱に属してい

　　　た。（野火22）

第6節　ひろげられた過去

　継続栢形式が一回一蹴の持続過程をあらわしていて，それが非連続にくりか

えされるばあいのことについては，第IH部第2章第2節でのべたが，それが過

去形をとって，過去のひろげられた時間のなかでくりかえし成立するばあいで

ある。

　　（120）先生の宅は夫婦と下女だけであった。行くたびに，たいていはひそり

　　　　としていた。（ここ24＞

　　（121）土曜，fi曜以外館内はひっそりしていた。（伸子22）

　この2例は，状態の持続過程のなかにあることがくりかえされているが，継

続相の基本的なアスペクト的意味が実現されているばあいも，あるはずである。

　　（122）　わたしがいくと，彼女は，いつもないていた。

第7節　直前までの持続

　継続相過去形が発言の直前まで持続過程がつづいたことをあらわすばあいが

ある。これには，聞き手の，話し手に対する発醤のときに，あるいは，話し手

の発雷によって，その持続過程がおわるものがおおい。

　　（玉23＞　そのときにはじめて私に気づいたらしく，fあら，うっかりしていま

　　　　した。」といって立ちあがろうとした。（冬の136）

　　（124）私はうれしゅうございます。一生に一度はおめにかかりたいといの

　　　　っていました。（出家79）

　　（125）清，あわてておきあがる。（中略）早苗「ずっとみてたのよ。ねがお。」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（八月35）

　　（126）いままでうそいっていた。（無限27）

　　（127）今が今まで，きょうの君との話においてさえ，そういう君をのぞむわ

　　　　しの気もちがものをいっていた。（生活114）
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「わすれていた」「おもっていた」「まっていた」という例がおおい。

　（129）　ねり「なにいってんのよ，兄ちゃん！きょうはお母ちゃんの命Hじゃ

　　　ない！　わたしの誕生日もだいじだけど……」秋夫「忘れてたよ，そ

　　　うか！」（妹43）

（lee）

（130）

（131）

（132）

（1鋤

（魏〉

寅「あっ，わすれてた。」（寅次37）

ええ，それを，うかがいたいと，おもってました。（自由315）

たぶんそうくるだろうとおもっていた。（波9）

しばらくこないので，どうしているのかとおもっていた。（友情42）

おまちしてましたよ。津上さん！（闘牛93）

「まっていた，まっていた。」ただ一句。しかし伯母ならずばとぼくは

　　　おもった。（思出45）

一人称も多いが，たずねる文のなかでの二人称のばあいも多い。

（135）

（玉お）

（137）

（138）

（139）

（140）

香代ねえさん，どこへいってたんだい。（忍ぶ138）

「ねてたのか？」「ああ」（暗夜40）

十分もまたして何していましたの！（わが40）

なにをしていた。いえ。いわぬと，これだそよ。（羅生13）

さくら「（涙ぐむ）お兄ちゃん……そんなこと考えてたの。」（寅次91）

クビになったんじゃないの？　ほんと？　じゃあ，ただ，なまけて，

　　　社をやすんでたのね。（自由20）

　　（141）　わたしが（中略）はたらいてる聞に，あんたは，ひと月も，ぶらぶら

　　　　あそんでたのね。（自由22）

　　（142）　いつのまにか寅が立っている。社台「あ……き，さいていだのかい」

　　　　寅「きいてたよ」と笑顔で階段の下に近より，一岡をふりむく。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（寅次90）

　つぎの例はたずねるほうが現在形で，こたえるほうが過去形である。たずね

る時点では，まだ持続過程のなかにあったわけである。

　　（143）親らん「そんなところで何をしている。」　二二「ぼんやり町をとお

　　　　る人を見ていました。」（出家66）
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第8節
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注）

三種の時間帯と継続相過去形のテンス

　1）　山田小枝1984の「蕊種の時閤帯」と継続相過垂形のテンス

　山田小枝1984は，そのIIの「事象の時間的構成とその認識」のなかで，「すべ

ての事象は三種の暗間の相対的関係として示されうるということを一つの前提

としておきたい。」として，つぎのような説明をおこなっている。

　　　事象そのものの生起時間帯1と，事象生起が詣者（＝観察者）によって観察さ

　　れる観察時間帯（視野）」，絶対時問Tである。Jは別の用語では事象の背景

　　（background，Hintergrund＞，あるいは事象の生起する世界（world＞，あるいは

　　事象生起の機会（occasion）ともよばれる。更にその背後にあるのが絶対時間T

　　で，事象の生起は1，J，　Tの三段構造としで解析しないと説明のつかない部分

　　が生ずる。これから，必要な場合にはこの三種の時間帯を三本の直線または不連

　　続線で示すことにする。

　　　特にこの三つの時聞への書及が必要でなければ，事象は，」と1だけで示すこ

　　とにするが，その場合にもTの存在は密明のことである。

　　　　　　　　　s

　　　　　　　　　　　　　J

　　　　　　　　　　　　　　王

きのう散：劃した

T：絶対時間軸

s：発話点

」：きのうの時聞帯

1；散：叙した時様帯

止8　三種の時間帯と事象

　この図8は「きのう散歩した。」のばあいであり，図11は「毎Bジョギングす

る。」のばあいである。図11では，」が毎8，1がfジョギングする」になるは

ずである。

　　　　　　　　　s

　毎Hジョギングする

T
J
I魍11　均質不連続（反復〉

（注〉　この節は，山田小枝1984をよんでからつけたした。
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　　　　　　　　　　　　（注）
　2）　継続柏のばあいの時問構成

　山田1984の時間構成を継続掃過高高のテンスにもちこむためには，もうひと

つ，基準時間をしめす。をおぎなったほうがよいだろう。そうすると，つぎの

ア）は，図aのようになるだろう。

　　ア〉　ある浸学校からかえってみると，延年寺の湘尚様がきていた。

　　　　　　　　　　　　　s　　　　　　　　　　　　（思出32）
　　　　　4一一T　J：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あるElの時問帯
　　　　　　　　　　　∫　　　　　　　　至：棟尚がきていた時悶帯

　　　　　　　　T－I　　　　　　　　　　　　　　c：学季交力・らカ・えったII寺点

　　　　　　　　C
　　　　　　　　　　　　図a
　継続相のアスペクトを問題にするばあいは，cが1を分割している点にだけ

注臣すればよいが，そのテンスを問題にするばあいには，cとJの時間位置の

i而方に注鼠しなければならない。このばあい，cは1を分割しているが，　Jは

1を分割していない。つまり，Jと1の関係は，「きのう散歩した。」のような完

成相のばあいとおなじになるのである。

　ところが，継続掘のばあい，いつもそうなるかというと，かならずしもそう

はならない。つぎのイ）のばあいには，1はJよりひろい時間帯をもっている。

　　イ）去年の元旦，先生の家に年賀のあいさつにうかがうと，先生は，暮れ

　　　にかぜをひかれたとかで，床をとってやすんでおられた。

　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　一　　
J：去年の元箆の時悶1｝ll：

　　　　　　　　一∫　　　　　　　　　　1：ねておられた時間帯

　　　　　　一一r一一I　　　　　　　c：うかがったとき
　　　　　　　　C
　　　　　　　　　　　　　図b

　それに，もっとやっかいなことには，1が，sとかさなるかもしれないとい

うことがある。

　　ウ）きのう彼のうちへいったら，ねじりはちまきで，あさっての会の準備

　　　をしていた。
　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　一一一一一一一一　　J：きのうの時間帯
　　　　　　　　　　一一一J　　　　　　I：準備している時閻帯

　　　　　　　　＿一一一一・’一一一一i　c：彼のうちへいったとき
　　　　　　　　　　　C
　　　　　　　　　　　　騒。

（泣〉　これは，由田1984にヒントをえて筆者が展開したものである。たぶん王の内容がil｛i狙984から

　ずれているものとおもわれるが，こちらのほっが，繍aそのものにはちかいだろっ。
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　1に点線をまぜたのは，不確定だからである。

　そして，この1がどのような長さになるかについては，第2節でのべた持続

過程の成立をあらわしているものでないかぎり，その文内または山外の環境に

よってしかわからないのである。このばあいには，基準時聞がないので，1）の

図8とおなじになる。

　　エ）その日は，二人はしばらくのあいだはなしこんでいた。

　3）「観察時圏帯」や基準時間のしめされないばあい

実際の例では，山田の「観察時間帯」（J）のしめされていないものがおおい。

　　オ）島村も帳場へ行くと，炉ばたにおおがらの女がうしろむきにすわって

　　　いた。（雪国87）

　　カ）物見のやぐらにでてみると，峠下の種市の村の野辺のあたりで白いけ

　　　むりがあがっていた。（落城23）

　この例は，基準時問（c）はしめされているが，観察時間帯（J）はしめさ

れていない。けれども，その内容や文脈から，「事象の生起の時間帯」（1）が

発話時点（s）よりまえのことであることがわかる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　s

　　　　　　　　　　“T
　　　　　　　　　　　　　一戸I
　　　　　　　　　　　　　　c
　　　　　　　　　　　　　　　　　　麟d

　それは，文章の構造によって，大きなできごと過程が過去のものであること

がわかるからである。だとすれば，文中にはなくても，やはり観察時間がある

とかんがえたほうがよいだろう。つぎのように基準時間もしめされていないも

のについても，そのことがいえるとおもう。

　　キ）ベッドには，あかい血のついたハンカチがのこっていた。（冬の115）

　　ク）月はほとんど中天にのぼっていた。佃國78）

　この，大きなできごと過程が過去のものであるという点は，文章または段落

の構造の研究によってうらづけられなければならないが，小説の地の文につい

ては，たいてい過宏のものであるといえるだろう。

4）　長期にわたる持続のばあい

長期の持続のばあいも同様のことがいえるが，そこに時間位置をしめす状況
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語があるばあい，ふつう，それは，1ではなく，」であろう。

　　ケ）　そのころの欧州には，量子力学という新しい物理学が疾風のように吏

　　　　きまくっていた。（根源103）

　なお，観察時間帯Jは，継続網と完成相に共通するものであって，完成相の

始発から終了までの時間帯ではない。それは1である。継続相非過去形を「こ

のごろ」「ことし」r今世紀は」などでかざることができるのも，それが1でな

く，」であるからだろう。
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第2章　過去以前から過去へ

第1節　変化（始発）がおわって，過去のあるときに
　　　　　結果（運動）の局面のなかにあること

　継続椙の形式が，ある局諭の完成後につぎの局面のなかにあるすがたをあら

わすことがあることは，第III部第3章でのべた。このばあい，その継続欄が過

宏形をとると，このテンス的な意味が実現する。

　それが変化動詞であれば，そのまえにその動詞のあらわす変化の局薦がおわ

って，そのとき結果の局面のなかにあったことをあらわす。

　　（幽）新治が次にあう手だてもかんがえつかずに，だまってあるくうちに，

　　　　灯台をみおろすところまで二人はきていた。（潮騒30）

　　（145）ふとふりかえると，いつのまにか後方の，車の灯はみえなくなってい

　　　　た。（未知329）

　これらの例では，そのすこしまえに，〈まだきていない〉〈みえている〉とい

う状態があって，それが変化したことと，そのときには，その変化後の状態の

なかにあったことをあらわしている。

　また，それが動作動詞であれば，そのまえにその動詞のあらわす動作の始発

の局面がおわって，そのとき運動の局面のなかにあったことをあらわす。

　　（146）　まつ子と咲子とは，いつのまにか，咲子の知らぬ祖母，大祖母などの

　　　　はなしをしていた。（冬の143）

　　（147）二桐もいっか泣いていた。（木石90）

　これらの例では，そのすこしまえに，〈祖母たちのはなしをしていない〉〈泣

いていない〉状態があって，それがこのような運動の状態にはいったことと，

そのときには，その運動の状態のなかにあったこととをあらわしている。

　これらは，そのまえの局爵がまるごと完成したことをあらわす点において，

部分的に完成相の意味を実現しているが，あとの局面のなかにあることをあら

わしている点において部分的に継続相の意味を実現している。そして，たぶん，

あとのほうに重点があるといってよいだろう。これらが過去以前の完成をあら
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わす側面をもっていることは，第VI部でのべた完成宮前過去形に梱当する継続

相過去形と共通である。けれども，後者は，局面の完成でなく，動詞のあらわ

す動作過程全体の完成をあらわしていて，あとの局面が分析しだされていない

点で，この章でのべているものとちがっている。第V正部の「していた」が，過

去のある時点を大きなできごと過程のぞとにおいているのに対して，agVill部第

2章の「していた」は，それを，大きなできごと過程のなかでとらえているの

である。

　この章でとりあげている「過去以前から過去へ」の用法は，第VII部第4章で

とりあげた継続網非過去形の「現在以前から現在へ」と，テンス的に対立する。

けれども，使用例は，過去形のほうが多い。数そのものは，非過去形もかなり

あるが，そのなかから，小説の地の文の例をとりさって，ほんとうに現在，状

態のなかにあることをあらわすものだけをとりだすと，非過去形の例は，ぐん

とへる。なぜそうなるかについてかんがえてみたい。

　そのひとつは，形式問の対立のありかたの問題である。継続相過去形「して

いた」のく過去以前から過去へ〉は，形式的には，継続蛸壷過去形「している」

のく現在以前から現在へ〉と対立するが，意味的には，完成相過去形の〈過去

から現在へ〉とも対立する。つまり，あとの二者が類義形式であって，それが

前者と対立しているのである。

ア）その・きは・もうなお・ていい｛；1灘霧擬i’る．

　〈現在以前から現在へ〉あるいは，〈過去から現在へ〉のばあいは，話しの時

点と変化の時点のふたつしかない。それに，現在のことは直接にも認知できる

ことである。そのため表現形式による弁別力の精密さがそれほど要求されない

ためだとおもわれるが，ふたつの形式が類義形式として成立する。いいかえる

と，現在以前と過去の分化がそれほどすすんでいないのである。こういうこと

で，継続稠過去形「していた」のく過去以前から過去へ〉は，ふたつの形式と

対立するものとして，そのひとつよりも多くの使用例をもっているとかんがえ

られるのである。・

　なお，現在以前と過去の形式の分化がすすんでいないことは，第V部第3節

の「モウタベタ」と「キノウタベタ」の分化があまりすすんでいないこととも

通じる。この問題については，第V部第3章でのべた。
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　継続相非過去形「している」のく現在以前から現在へ〉の用法が継続相過去

形「していた」のく過去以前から過去へ〉よりもすくない理由は，もうひとつ

あるだろう。それは，現在がかんでいるばあい，わりに理解しやすくて，それ

ほど説明を要しないからである。〈現寝以前から現在へ〉のばあい，「おや，は

じまってるぞ」とか「もうすんだよ」とかのように，発見的要素があったり，

とくに通達の必要があったりするばあいにしぼられる傾向がつよいのだとおも

う。それに対して，〈過去以前から過虫へ〉のばあいは，発話時（現在）と過去

と過去以前という三つの時聞位置がからんでいて，しかも，事象そのものが，

直接認識できない，過去や過去以前のほうにあるので，いきおい，それを説明

する必要がたかまるのだろう。

第2幽いろんなタイプ

　ここは，第III部第3章第2節と項葭がかさなることになるが，使用例をあげ

ておく。

1）　この意味を実現させる動詞

a）　とおりこしをあらわす動詞

　（148）結局これらをすべて運び，くみたてたときには，十一時をかなりオー

　　バーしていた。（未知325）

　（149）信一はマントの聞から帯にゆわえていた時計をひっぱりだした。七

　　時まわっていた。（無限78）

　（翻　市九郎の店に男女二人の旅人がたちよった。それはあきらかに夫婦

　　　であった。男は三十をこしていた。（恩讐63）

b）経過をあらわす動詞

　（151）　それから入年たっていた。（私の79）

　（152）　りきはなぐられとおしだったが，それの数がすくなくなり，なぐられ

　　　るとこわいそという感覚がりきの頭にかげをひそめてから，だいぶ年

　　　月がたっていた。（あに143）

c）隅達をあらわす動詞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　デ　ス　ク　（153＞津上はだれがやっても，失敗するわずらわしい社会部の副部長を三
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　　　年大過なくっとめあげていた。（闘牛82）

d）　始発をあらわす動詞

　（IY）内部では，婦人部役畏会がはじまっていた。（ない48）

　（155）車がうごきだしても，私はその眼のかがやきをおもいだしながら，剣

　　　持がそれをどう思っているかは知らないながら，彼に一種の嫉妬さえ

　　　感じはじめていた。（冬の185）

　（156）　おたがいがくいあうような目で，かおをみあっていたのは，数瞬時の

　　　ことで，車は，なめらかにすべりだしていた。（帰郷33）

e）終了をあらわす動詞

　（157）　タイヤの修理はおわっていた。（帰郷19）

f）　出現，消滅をあらわす動詞

　価8）　だが，敗戦によって，これらの調査のほとんどが国内にもちかえられ

　　　ず，アジア研究には，一種の真空状態がうまれていた。（学問248）

　（159）　高の消息はその後たえていた。（冬の101）

　（1鋤　彼女は，羽根田の十倍も，平常性をうしなっていた。（自由349）

　（161）　魚はにげていた。彼はえさをとりかえて，また，竿をたれた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　休石92）

9）　変化そのものをあらわす動詞

　（162）三浦にいわせると，終戦後，時代はまったくかわっていた。（闘牛125）

　（163）おくみは夕方に行李がついたので，てがるな着物にきかえていた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（桑の30）

h）　「なっていた」

　（1M）　それから三年たったとき，扇朝は五六人の一座をつれて，旅から旅を

　　　またまわってあるく不幸な芸人になっていた。（末柚22＞

　（165）　旛召したときは38だったが，かえってみると，42才になっていた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（闘牛96）

　棚〉　もっともこのときは，増見先生は辞職して，田中先生とかいう髪をて

　　　いねいにわけた若い先生の時代になっていた。（思出23）

i）その他

　（167）　このごろでは，彼の駒子に対する不機嫌も，やっと，とけていた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（磨由345）
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　（1鋤　街路へでたときには，トップリ，日がくれていた。（自由338）

2）　この憲味を寅現させる状況語，修飾語

a）　「～のあいだに」「いつのまにか」など

　（169）　しかし，その沈黙のあいだに，話した以上に，すべてが判明してい

　　　た。（ない69）

　（17⑪）　ながくいるうちに，私は嘉門のそうした発作をあらかじめ感じるこ

　　　とができるような気にさえなっていた。（冬の121）

　（171）　そして，しらずしらずのうちに，この兵隊のことをかんがえるという

　　　ようになっていた。（真空82）

　（172）　われわれの見つめる東の地平線には，いつのまにか朝fiが高くのぼ

　　　っていた。（未知333）

　（173）　つめたいあけがたの空気が，いつのまにか，白んでいた。（ない71）

　（174）　いっか私はねむっていた。（野火83）

　（175）　そして部屋の主もいつしかこの部屋の殺風景なさまが似つかわしい

　　　までに自分をかえていた。（生活55）噛

　（176）　昨夜から今朝にかけて雲になっていた。

b）　「とうに」rとっくに」など

　（177）　わたしはとうにきめていた。（平凡51）

　（178）　もうとっくに就寝時間の九時はすぎていた。（風立103）

c）　「もう」「すでに」

　（179）　山かいは田かげとなるのがはやく，もう寒々と夕暮色がたれていた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（雪国59）

　働）外にでると，もう春の夜はほのぼのとあけていた。偲出77）

　（181）女申が二人とんででたときには，娘はもう上へあがって肩かけやコ

　　　オトをかなぐりすてていた。（多情21＞

　（182）去年のくれのある土曜日一一安吉はもう合宿にはいっていた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（むら23）

　（lee）室内の話し声はとびらの外まできこえたが，もはや二人のおし問答

　　　は終末にちかづいていた。（本目99）

　（IM）彼女はすでにひたいに玉のあせをかいていた。（厭が273）
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　（1陶　ヂだめです」といかにも絶望的な調子でいったが，その眼はすでにわ

　　　らっていた。（或る199）

　（1絢　私はすでにその村にあゆみいっていた。（野火62＞

　（187＞彼とならんでいた韓延年はすでにうたれて死していた。（李陵165）

　（188）　時雄が社から帰ったときには，まだとても帰るまいと思った芳子が

　　　すでにその笑顔を玄関にあらわしていた。（蒲団44＞

d）　「また」「ふたたび」など

　（189）　かえったときは私の気分がまたかわっていました。（ここ226）

　（19⑪）空は大きく雲の位置をかえながら，ときに切れ琶をみせて冬の陽の

　　　ような白い光をなげるかとおもうと，ふたたび小さな雨をおとしてい

　　　た。（くれ115）

e）　「すっかり」

　（191）　江ノ畠から帰ってきたとき，美夜はすっかり元気になっていた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（女坂99）

　（192）　どのくらい時閥がたったか，すきま風がはだ寒く，すっかり夜になつ

　　　ていた。（夫嬬43）

f）　動作にかかる修飾語

　（193）　まどの外に茂子をみとめると，彼はつっとたちあがっていた。

　（1SC）　「あっ」とおもったときには，がたんとぶつかっていた。

9）　動作にかかる状況語

　（195）米子のくちびるは，熱でひからびていた。

　（1％）駿介はびっくりして老人をみつめていた。（生活114）
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第3章　恒常的な質的属性を

　　　　　　継続相過去形であらわすとき

第1節　そのムード・テンス的な性格

　1）恒常的な属性を纏続相過去形であらわすとき

　つぎの描写は，継続相の非過去形でむすんだ文と過去形でむすんだ文がっつ

いている。

　　（1吻　山は，海岸ぎりぎりまでせまっている。山と海にはさまれて，自動車

　　　　道路と電車の軌道と国鉄とが，せまいおびのようにはしっていた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（高崎9）

　この文章は説明：文であって，小説の地の文ではない。まえの文が継続網非過

去形でおわっているのは，いわゆる歴史的現荘ではない。それが，現在をふく

めて恒常的な属性であるので，非過去形がつかわれているのである。そして，

そのあとの文にさししめされていることがらも同様のものであり，これも「は

しっている」のように，非過去形にかえることができる。それでは，それがな

ぜ過去形でかかれているのかというと，それはそれをみたのが過去のことであ

るからである。その点から，まえの文もrせまっていた」と継続稲過門形にか

えることができるのである。このように，恒常的な属性をもっているものをみ

て報告するばあいには，それを恒常的な属性をもつものとしても，また，みた

ときの状態としても，いいあらわすことができる。

　これの筆者の梅棟門は，これをかくとき，これが常常的な属性であることを

しっていたであろうし，また，これをよむ読者にもそれがったわっている。そ

の点では，つぎの例のようなものと，あきらかにちがっている。

　　ア）いまはなくなったが，そのころは，国鉄がはしっていた。

　こちらのばあいは，さししめされた状態そのものが過去である。

　それに対して，恒常的な状態であるものを，話し季がみた時点のこ．とのよう

にしてあらわすほうは，そこに，話し手がみたという，話し手の発見の要素が

はいっているのだということができよう。けれども，それが過去形であるのは，

みたのが脚結であるという，過去的要素もはいっているのだといわなければな
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い。それは，つぎのように，過去的要素のないものとはちがうのである。

　　イ）　「来週出張するところ，国鉄とおってるかな。」「ちょっとまって！（地

　　　　図をみて）とおってた。とおってた。」

　最初にあげた（197＞のなかの「はしっていた」は，その同じ（197）のなかの「せま

っている」と，イ〉のfとおってた」の男望，つまり，過去と発見との中聞の

どこかに位置するものとおもわれる。このことについて，かんがえてみたい。

　2）継続相過去形の基灘時間が発見時であるとき

　三上章1953は，「八　テンスの問題」のなかで過去形の発見や確認の用法につ

いてのべたあと，「以上五通りの対立のうち，心理的ニュアンスのつくのは，イ

ンパアフェクチブに多かった。テンスを明らかにするためには，まずアスペク

トを明かにする必要があると雷つたのは，ここを指したのである。」とのべてい

る。この「インパアフェクチブ」というのは，継続相，または「ある」「～だ」

などをさすのであるが，これは，だいじな指摘である。この三上の指摘にもと

ずいて，継続網過去形についてかんがえてみると，そのいちばん基本的なとこ

ろに，すでに発見の要素がかおをだしてくるのだということがわかる。

　継続相のアスペクト的な意味は，基準時間において持続過程のなかにあるす

がたをあらわすことであった。そして，継続相の非過去形のばあいは，その基

準時間が現荘であり，過去形のばあいは，それが過去に位置するというのが，

その基本的なテンス的意味であった。現在のばあい，その現在というのは，発

話時である。ところが，過去のばあい，その過去というものに，いろんなもの

がある。それを第1章第1節の1）からひろってみる。

ウ）午前七時，私はNHKのスタジオで待機していた。

エ）有楽町の東口におりたときには，他人のことはどうでもいい人たちが

　　ゾロゾロあるいていた。

オ）　島村が帳場へ行くと，炉ばたにおおがらの女がうしろむきにすわって

　　皿。

カ）ひょいと上のほうをみると，男の子のあたまが土手のうえへでてい

　　亙。

キ）気がつくと，まどのぞとに我ひとりたそがれの空の光をすいがおに，

　　片々と雲がとんでいた。
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　　ク）瀬谷の妻が病入の季くびをにぎってみると，まだたしかに脈をうって

　　　並。
　　ケ〉封鎖子も手くびをのぞいてみたが，これは衝突の時からとみえて，三

　　　　時四十分でとまっていた。

　こうしてながめてみると，その基準時間が，その状態を認識した時点である

ことがかなりあることがわかる。とくに，条件句節が基準時問をしめしている

ばあい，その条件句節は，主文のさししめす状態を発見する条件をしめしてい

る。完成相のばあいは，ふつう，つぎのコ）のように，主文のさししめす運動

をひきおこす条件になっているのだが，継続絹のばあいには，条件今節のさし

しめす条件があってもなくても，主文のさししめす状態は存在しているのであ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注）
って，条件今節は，それを発見する条件にしかなっていないことがおおい。

　　コ）　ひょいとうえをみると，男の子があわててあたまをひっこめた。

　つまり，継続根過去形は，過去のあるときに持続過程のなかにあったことを

しめしていると同時に，おおくのばあい，過去のあるときに持続過程のなかに

あることをみつけたことを，かねあらわしているのである。つまり，それは，

つぎのようなものと共通する側ffをもっているのである。

　　サ）雪がとんでいるのに気がついた。

　　シ）手くびをにぎってみると，たしかに脈をうっていることがわかった。

　けれども，ここでは，述語は過去の状態をあらわしている。発見という要素

がつけくわえられるとしても，それはニュアンスであって，これをもって，こ

の「していた」が発見をあらわしているなどということはできない。そのこと

は，これらを継続網非過去形にかえてみると，わかる。小説の地の文のばあい

には，いわゆる歴史的現在として，これらのうちのあるものは成立するかもし

れないが，基本的には，非過全形にかえることができない。これは，過玄のこ

とをあらわすものとして，そのテンス的なものがいきているからである。

　それにしても，こんなところがらすでに発見の要素がうまれているというこ

とは，継続格過去形のテンスにとって，だいじな特徴であるということを，み

のがすわけにはいかない。

（柱）　高橋田部1983Aでは，発見条件のようなものを外的な条件とよんでいる。
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　3）　てい察湾外の文のなかで

　親分から，100mさきにあるやしきの門があいているかどうかをみてこいと命

じられた子分が，かえってきて，つぎのように報告したら，親分は，「それじゃ

いこう」といって，たちあがったとしよう。

　　ス〉　やしきの門はあいていました。

　子分が過去形で報告したのは，みた時という過去において，その状態にあっ

たからであり，親分がFそれじゃいこう」といったのは，子分がみた時（過

宏），親分が「いこう」といった時（現在），みんなが門に到着するとき（未来）

をとおして，その状態がつづくという前提にたったからである。もし子分も，

この前提にたって発誉するならば，現在形で報告してもよいわけである。

　　セ）　やしきの門はあいています。

　このふたつがどちらもおなじ事実をいっているのだとすれば，この二つの形

の対立は，過去と現在の対立のうえに，認識の要素のありなしの対立がのっか

っているということができるだろう。ただ，このうえにのっかったほうの対立

は，状態がつづくという前提に依存しているので，その前提の成立する確率が

関係してくる。したがって，つぎのような，その前提成立の確率がひくいばあ

いには，過去と現在の対立としてしかなりたたないだろう。

　　ソ）　門にカラスがとまっていました。

　　タ）　門にカラスがとまっています。

　それに対して，つぎのようなものは，その前提成立の確率がひじょうにたか

いので，過去形のばあいの発見的ニュアンスが，さらにつよいものとなるだろ

う。

　　チ）　門はだいぶこわれていました。

　　ツ）　門はだいぶこわれています。

　こうしたものをくらべてみると，発見性のつよさは，過去性のよわさと関係

している。この事件のずっとのちになってからの話ならば，つぎの三つは全部

成立するが，てい察して帰ってきた時の発言であれば，文としては，テ）がも

っともしぜんであり，ナ）はもっともふしぜんだろう。（もちろん，てい察内容

の情報としての餌1値については，べつの評価がありうるが。）

　　テ〉　やしきについたとき，カラスが門にとまっていました。

　　ト）　やしきについたとき，門はあいていました。
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　　ナ）　やしきについたとき，門はだいぶこわれていました。

　発見の意味が成立するためには，発見時から発話時までおなじ状態がっつい

ていて，おなじ大きなできごと過程のなかにあるという条件が必要だとおもわ

れるのである。

　発見時と発話時とが接近すればするほど，過去性がよわくなって，発見性が

つよくなるとおもわれる。やしきが80mさきにあるとき，50mさきにあるとき

というふうに，近くなればなるほど発見性がつよくなる。

　このとき，二入の子分がてい察にいったとする。そして，ほとんど同時に二

人がこの門をみたとすれば，おたがいに，つぎのようにいうだろう。

　　二）　あ，あいてた。

　このときは，完全に発見の過去形になって，テンス性は消失する。そして，

それの事象上の意味は，非過去形とおなじである。

　　ヌ）　あ，あいてる。

　以上のようにみてくるとき，継続網の基本的なテンス的意味がきえて，ムー

ド的な意味が発見にかわる過程を，ひとつの仮説としてさしだすことができる。

ただし，これは，あたまのなかの操作でみちびきだしたものであって，歴史的

に実証したわけではない。したがって，この仮説は，あるいは，まちがいかも

しれない。今後の検討が必要である。

　4）　ふたたび，覆常的な属性を継続梢過去形であらわすとき

　恒常的な属性は，時間によってかわるものでないので，それを継続相過去形

であらわすとき，発見・報告性がかなりつよくなる。やしきの門が毎日あいた

りしまったりするのに対して，山や道のようすは，そんなにかんたんにかわる

ものではない。ひと月まえに派遣された調査隊がつぎのように報告しても，さ

っきの子分のばあい以上に発見のニュアンスがつよい。

　　ネ）三の沢の道は，この滝のてまえで尾根すじのほうへのぼっていまし

　　　左。

　それだけでなく，ふつうの叙景文のばあいでも発見のニュアンスがつく。

　　（198）　背景の山は，いまにもむっくりとたちあがろうとしている恐竜のせ

　　　　なかのように，特徴のあるもりあがりをみせていた。山は，まわりか

　　　　ら孤立して海岸ぎりぎりにたっていた。（高崎1G）
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　この例は，「そのとき」「そのころ」など過去の時間位置をしめす語でかざる

ことができない。これは，それをみたときのようすをおもいだしてかかれたも

のだとおもうが，「それをみたとき」のような状況語でひろげることもできな

い。なにかの従属成分でひろげるとすれば，それは，「××からみると」のよう

な条件句だろう。これは，発見の条件である。これを「x×からみたとき」に

かえられないことはないが，そのときでも，すでに，時間性はうしなわれて，

それをヂわたしが××からみたとき」「わたしが××からみると」のように個別

化することができない。

　条件句節でひろげられるのは，継続相過去形の一般的性格である。けれども，

ふつうのばあいには，その条件句節を個別化しても，また，「～したとき」にか

えても，それほどふしぜんではない。そのことは，2＞のオ）～ク）の条件形を

そのようにかえてみれば，すぐわかることである。

　ともかく，ここで恒常的な属性のばあいには，過去形がつかわれても，テン

ス性がよわいということを確認しておく必要があるだろう。

　だからといって，これがまったく過去性をもたないとか，ただ発見・報告を

あらわしているだけだなどとはいえないだろう。こうしたものは，過去性がよ

わまって，発見・報告性が生じてくる過程にあるものとして位置づけておくの

が妥当であろうとおもう。

第2節認識のときと，展開のとき

　アスペクトから解放されて恒常的な属性をしめしている継続相が過去形であ

らわれるばあい，その基準時問は，その状態に気づいたときであることと，話

題にしている事件が展開している時期であることとがある。つまり，小さいで

きごと過程のなかにあるもののばあいと，大きなできごと過程のなかにあるば
　　　　（注〉
あいとがある。

　両者は，それほどきちんとわかれていないし，また，両者をかねることもで

きる。しかし，だいたい，そのようなひろがりをもっているといってもよいだ

ろう。それから，その基準時問は，たいていのばあい，ことばによってしめさ

れていないということも，このタイプのひとつの特徴だろう。

（溢三〉　ここでのべていることは，たぶん，第1章第8節でとりあげたことと関係があるだろう。
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1）認識したときのこと

　G働　よごれた着物をきてあそんでいる子どもたちにあやしまれながら，

　　　がけをつたってその住宅街にのぼっていくと，そこはでこぼこの多い

　　　一帯の高台で，下の工場からの煙でくろくなった屋根が樹々にかこま

　　　れて不規則にならび，そまつな生垣のかげに小月給とりなどの住宅ら

　　　しいものが肩をならべていた。（冬の9）

　（2GO）　「ガン研究施設」一一という表札は，このろうかからすこしおくまつ

　　　たところにぶらさがっていた。（暗号163）

　（201）前颪のかべは雨水によるしみにおおわれ，石段の角はかけていた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（野火77）

　伽2）家の背後は山つづきで竹やぶになっていた。憾園14）

　（2⑬　やはり春三たちの長屋の造りにそっくりで，地面とほとんどすれす

　　　れになるように床をひくくはり，掘立小屋式にできていた。（本M　95）

　（2艇）　この船だけは塩ッくさくない，函館のにおいがしていた。（カニ72）

2）事件が展開した時期のこと
　　　　　　　　わたつみのみこと
（205）八代神社は綿津見命をまつっていた。（潮騒5）

（鮒　由には，ベン・なんとかという，スコットランドふうの名まえがつい

　　ていた。（高崎26）

（2⑪7）　障子をへだてて廊下であるが，それが美濃部たちの台所になってい

　　た。（厭が280＞

　（2㈱　私の座敷には控えの問というような四畳が付属していました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にこ204）
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第4章　モーダルな性格とテンス

第1節　発見，確認，おもいだし

　前章で継続相過去形の，過去をあらわすものから発見をあらわすものへのつ

ながりに言及したが，あきらかに現在のことを過去形であらわすばあいは，過

去性がなくなる。そして，発見，確認，おもいだしなどへとモーダルな意味が

かわることがおおい。

　つぎのようなものは，現在ある状態をみつけての回書である。

　　（2鋤　おや，こんなトゲがささってた。いたいはずだ。

　つぎの例は，みつけての質問であって，確認ではない。

　　（210）　やあ，野上看。きてたの？（八月17）

　つぎのは確認である。

　　（211）　「礼美，おふろわいてたわね。」「はい」（女生16）

つぎのは，おもいだしである。

　　（212）　あア，ビールが一本，のこってたわ。（自由375）

　これらは，すべて非過玄形にすることができる。現在のことを継続相非過去

形でいうと，基本的なテンス的三昧が実現する。それは，ふつうの用法である。

継続網過去形が発見，確認，おもいだしなどをあらわすのは特殊な用法である。

　なお，第V部第5章第3節であげた「あった」，「いた」は，ここでのべてい

るのとおなじ用法である。

第2節　非現実の仮定のばあいのテンス

　今圃の資料にはなかったが，過去，現在，未来に仮定された，持続過程のな

かにあるすがたは，テンスから解放されて，継続相非過去形と過去形とがとも

に使用可能である。

　　（213）　もしきのう天気だったら，ぼくらがついたとき，試合をやっている

　　　　塾。

　　（214）　もしきのう天気だったら，ぼくらがついたとき，試合をやっていた
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　　　塾。

　　（215）　もし合格していたら，いまごろ汽車にのってるね。

　　（216）　もし合格していたら，いまごろ汽車にのってたね。

　　（217）　あなたがおしえてくれなかったら，あとしばらくここでみてるね。

　　（218）　あなたがおしえてくれなかったら，あとしばらくここでみてたね。

　なお，これは，第V1部第3章第4節でのべたものとはちがう。第VI部のもの

は，継続相形式であっても，完成根のアスペクト的意味が実現しているのに対

して，こちらでは，アスペクトとしては，継続相の基本的な意味が実現してい

る。
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第IX部　内容（細部のもくじ）

第1部　序 説…一……一…・……一………・・……一……一……1

第1章　この研究の対象…………・…・…・……………・…・・……………1

　第1節　この研究の対象…・……………・……・………・…・…・…………・…・・1

　第2節　現代B本語動詞のパラダイム………………・…………・……・……2

　　1＞　動詞のとらえかた…………・・…・……………・・…・………・・………・………2

　　2）　基本的な語形変化………………・…………・…・…………・・……・…・…・・…3

　　3）文法的な派生動詞やくみあわせ動詞が表現手段となる

　　　　動詞のカテゴリー……・…・・…・一……………・・……・・…………・……・…5

　第3節　アスペクト語形とテンス語形のパラダイム上の位置づけ………7

　　1）アスペクト動詞のテンス語形・……………・…・…・・……………・…………7

　　2）　ムードのなかにあるテンス・………………・・……・・…………・……………7

　第4節　アスペクト動詞と局面動詞など・………………・・……・…………・・8

　　1）　局腰動詞…………・…・…・……・………・・………………・・………・…………8

　　2）　「していくj「してくる」「しておく」「してある」

　　　　　「しつつある」など…・……………・…・……・・……………・……・……・・…9

第2章　分析の観点…・・…………・・………・………・……・……・……・…10

　第1節　アスペクトについで……………・…・…・…………・……………・…1G

　　l）対立のたちば……………・・…・………………・……・……………・…………10

　　2）　形態論的な対立としての完成稽と継続梱…………………………………1G

　　3）アスペクト形式の，局藤動詞からの分離………………・・……・…………11

　　4）　基準i時間について……………・…・……・……・……・・………………………12

　　5）アスペクト的な意味の実現と，動作の局面・……・・………・………・・……13

　　6）アスペクト的な意味の限定と展開……・……………………………・・……14

　　7）　状態の持続過程のなかにあること…………・・………………………・……15

　　8）アスペクトからの解放（1＞一　modusの要素のあるもの……………15

　　9）アスペクトからの解放（2）一できごと過程のなかにない

　　　　属性をあらわすもの…………・…・…・………・……・…・…………・……・・…16

　第2節　テンスについて・………………・…・…………・…・…・・……………・・18



298　　第班部　内容（細部のもくじ〉

　　1）形態論的な対立としての非過去形と過去形・・………………・……………18

　　2）　絶対的テンスと相対的テンス……・………・…・・………………・・…………18

　　3）　ムードのなかにあるテンス………………・……・……………・……………19

　　4）アスペクトとテンス・………………・……………・・…・……’……’……’●…19

　　5）　現在点の精密度…………・……・・………………・…………………・……・…2G

　　6）　テンスからの解放………・…・……・・………………・・…・……………・・……21

　　7）　コンスタントな属性をあらわすもの…・・……………・…………・・……・…22

　第3節　完成梱の分析的テンス形式に相当する継続相形式………………22

　　1＞前非過虫形と前過去形に梱写する「している」と「していた」………22

　　2）現在以前の動作やできごとの質化・……………・・………・………・・………23

　　3）非現実の仮定のばあいのテンスの諸形式…………・……・・………………23

第3章　用例のための資料……・……・……・…・…・…………・…………24

　　1）文学作品……・・…………・…・………・……・・…・……………・………………24

　　2）論説文など………………・…………………・……・・…………・・……………26

　　3）　シナリオ・……………・・…・……………・・…・……・………・・………………・・27

　　4）　録音資料（ラジオの実況放送）・…・……………・……………・・…・………28

第4章　参考文献…………・……・・………・………・・…………・……・・…2g

第II部品成相のアスペクト・…………・……・…一…一一・………33

第1章　動作のまるごとのすがた・………………・・………・…・……・…33

　第1節　完成栢の基本的な意味………………・…・…・………一・・…・………33

　　1）　「まるごと」の意味………・………・・…・…・…………・………・……・…・…33

　　2）　局面のとらえかたによる多義性・………………・………・……・…・・………35

　　3）　「2時から3時までとまった」と「とまっていた」のちがい…………36

　　4）事象の過程のいろんな部分・……………・・…・・……………・………………37

　　5）動作動詞と変化動詞の局面の構成…・・……………・……・……・……・……38

　　6）アスペクトと局藏………………・………………………………・…・・…・・…38

　　7＞　局面動詞について・…………………………………・…・・……………・…・…39

　第2節　運動の局面でとらえる完成相……・………・…・…・………一…・……40

　　1）　動作動詞と変化動詞・・……………・……………・・…・……・………・…・……40

　　2）　再帰的な動詞のばあい・………………・・…・……・………・・……・…………・41

　　3）　運動の局通……・……………………………・………・……・…・…・…………42

　第3節　動作の局面と始発の局面・…・……………・……………・…・・…………42

　　1）瞬間過程と持続過程………………・…・……………・・………………・・……42
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　　2）　動作の局面と始発の奏薦………………・…………・・……・……………・・…43

　　3）　始発の局面をとりだすばあい（1）・…・………・・………・………・…………44

　　4）　始発の画才をとりだすばあい（2）・…………………………………・・……45

　第4節　結果の局面をふくみこむばあい・……………・…………………・……46

　　1）結果の局面をふくみこむばあい……・…・………・………・………・・………46

　　2）　あいまいなもの…・……・………・・……・…………・…………………………47

　　3）動作動詞化（1）一瞬問的な動作…・…………・………・……・…・……6…47

　　4）　動作動詞化（2）一持続的な動作・………・………・………・…・……・……48

　　5）　対象変化動詞のばあい……………・…・・………………・……………・……・49

　第5節　変化の局面と変化完成の局面・……………・…・…………一…・……50

　　1＞変化の始発から終了までの局面・…………………………………・・………50

　　2）変化の局面と変化完成の局面………………・…・…・…………・…・………・51

　　3）経過をあらわす動詞のばあい・………………・…………………・…………52

　第6節　移動動詞の局面　………………・…………・……・・…………・…・…・…一52

　　1）　　と二審，　移動，　至逢着・・。・・・・・・・・・・・・・…　一一・一r・・・・・・・…　■■・・・・…　。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…　53

　　2）結果の局面をふくみこむばあい…・……………・・……・…………・・………54

第2章　進行過程のなかにあるすがた一………・……・…一………・…・……55

　第1節　進行過程のなかにあるすがたをあらわす「いく」と「くる」一・・55

　　1）　テンスのうえでの特殊性……………・・………………・・……………・・……55

　　2）進行過程のなかにあるすがた……・…………・・…………・……・………・…56

　　3＞　「くる」と「きた」がおなじになる理由…・……………・……・…………56

　第2館i　「いく」ヂくる」に準じる動詞　・…・…………・…………・…・…・……57

　第3節　進行のようすをしめす副詞にかざられるばあい…・……・……・…58

第3章　状態の持続のなかにあるすがた一……一……・……・…・………・60

　第1節　　「みえる」「きこえる」「においがする」など………・・………・…60

　　1）テンスのうえでの特殊性とアスペクトのうえでの特殊性

　　　　　（準アスペクト）……………・…・……………・…・・…………・…・…・・……60

　　2）　モーダルな性格……・…・……・…・…・…………・・……………・…・…………61

　第2節　　「存在するJ「すむ」「つづく」など一・…………・…………………62

　第3節　「ある」「いるJについて一…………・…………一……・……・……63

第4章　アスペクトからの解放……・………・…・……………・・…・・……・…一64

　第1節　現在の直接的な心理体験をそのままのべるばあい一………・・…64

　　1＞　「おもう」「かんがえる」「儒じる」「気になる」など…・……………・・64

　　2）分割・非分割からの解放……………・・…・………・…・……・………………65
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　3）　モーダルな性格………………………・…………・……・・…………・・………66

　4）　「おもった」「おもっているJについて・……・…………・………………67

　5）　「つかれる」「すっとする」など…・…・…………・………………………68

　6）　「おどろく1「よわる」など……・…・………・……………………………68

　7）　「つかれた」「いやになった」などについて・…………・……・…………69

ag　2節　過程的な側面をうしなった動詞…・…・………・……………・…・・……70

　1）できごと過程にかかわらない属性…………・……・……・・…………・…・…70

　2）　ものごとの特徴をあらわす動詞…………………・…………・…・…………72

　3）　関係をあらわす動詞………・…・…・・…・……………・・………………・・……72

　4）動詞述語文から名詞述語文へ……………・・……………………・…………73

第3節　過程的な側面を要求しない述語のなかで…・……・………・………74

　1）　ものごとの質的な属性をのべる文のなかで……・…………・…・…………74

　2）特定のできごとをさししめして，質的な属性としてのべるばあい……75

　3）できごと過程からひっぱりだした質的な属性をあらわす文のなかで…77

　4）　ものごとの性格，特徴を記述した箇条がきのなかで……………………79

第4節　アスペクトからの解放とテンスからの解放…・………・……・……80

　1）アスペクトからの解放とテンスからの解放………………………………80

　2＞　アスペクトから解放されていて，テンスをもつもの…・………・……・…80

　　a）　「おもう」「かんがえる」など・……・…………・…・……………・・……80

　　b）　「めだった」「ちがった」など…・………・……・……・…………・・……8エ

　　c）現在の質的な属性・・………………・……・………・…・・………………・・…81

　　d）　「5才になる」「5年たつJなど…………・……・・……・一………・…81

　　e）　「はじめてみる」「なにをいう」など・……・…………・………………81

　3）　テンスから解放されていて，アスペクトをもつもの……………82

　　a）一般的な命題の文のなかで動作をあらわす動詞……・…・……・………82

　　b）完成相があらわす非連続のくりかえし・・………………・………………82

第III部継続相のアスペクト…一一………・……一一……・………85

第1章　持続過程をなす局面のなかにあるすがた……一……・・…………85

　第1節継続相形式があらわすアスペクト的な意味………一………・……85

　　1）持続過程をなす局瀕のなかにあるすがた……………・…・・………………85

　　2）　糸遽続＄目と局面。…………・………・・…・………・・…・………・…・……・…・……87

　　3）　「進行の状態」というとらえかたについて・t……………・………………88

　　4）　「結果の状態」というとらえかたについて…・・……………・……………89
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　　5）　動作の断続的なくりかえしについて・…………・……・……・………・…・…90

　　6）　「単なる状態」について・………………・・……………・・…・………………91

　　7＞　状態か動作の局颪か・・………・・………………・・……………………………92

　第2節　持続過程をなす運動の局面のなかにあるすがた……・……・……・92

　　1）　この意味が実現する条件………………・……・…・………・…………・……・92

　　2）動作動詞であるばあい…・………………・……………・………・・………・…94

　　　a）　持続をあらわす動詞…………………………………・………・………・…94

　　　b）　持続的なうごきをあらわす動詞………………・…………………・・…・・94

　　　c）　動作の連続的なくりかえし………・……・…・…・………・……・…………95

　　　d）　力学的な運動のない動作……・……・…・・……・…………・………………96

　　　e）動作と状態のあいだ・……………・………………………・……・……・・…96

　　　f）　「たっている」「すわっているJなど・………・………・………………97

　　　9）　「いきている」「くらしている」など…………………………………99

　　3）変化動詞であるばあい・…………・……・……・…一……・・……・…一…100

　　　a）瞬間的な変化をあらわす動詞・…………・・……・…………・…・………leo

　　　b）すこしずつの変化をあらわす動詞………・……・・…………・……・・…101

　　　c）　主体の状態をかえる他動詞…………・……………………・・…………101

　　4）　動作過程をあらわしていても，この常法をもたない動詞……………102

　第3節　持続過程をなす結果の局面のなかにあるすがた…・……………・・103

　　1）結果の局衝をもつ動詞…………・………・……………・……………・……IG3

　　2）　結果の局面をもつ動詞であっても，この意味を実現しないばあい…104

　　　a）変化の局爾の完成をふくんでいるばあい・………・………・…………104

　　　b）状態の持続過程のなかにあるすがたをあらわすばあい……………105

　　　c）変化の質をあらわす動詞………一……・・……・…・………………一105

第2章　くりかえしの過程のなかにあるすがた一・……………・………107

　第1節　くりかえしの過程のなかにあるすがた・………………・…………・107

　　1）　「くりかえしの過程」について……………・…・…………………・……！07

　　2）大規模な動作とのあいだ…………・・……・……一………・・一……一108

　　3＞　くりかえしの過程になって，つけくわえられる意味…………………leg

　第2節　すがた的なもののくりかえし　…………・……t・・………・………・…IU

第3章　ある局面の完成後につぎの局面のなかにあるすがた………113

　第1節　ある局面の完成後につぎの局面のなかにあるすがた……………l13

　　1）そのアスペクト・テンス的な性格t・s・………………………………・・…113

　　2）　基準時間のはじまりとのちがい…・・……………・・……・…………・……118



302　第猟部　内容（細部のもくじ）

　　3）　前現在，前過去とのちがい…………・…・……………………・…………119

　第2節　この意味を実現する条件…………・…一・………・一……・…………119

　　1）この意味を実現させる動詞……・一……・…一……一…・……………120

　　　a）　とおりこしをあらわす動詞………・……・・………・………・・…………120

　　　b）経過をあらわす動詞…・・…………・……………・・…・……・・…………・120

　　　c）到達・接近をあらわす動詞・……・………・…・・……………・…………120

　　　d）始発をあらわす動詞・………・……・……・…・………・……・…・………・120

　　　e）　終了をあらわす動詞・…・…………・・………・………・・…………・……・！21

　　　f）　出現，発生，消滅をあらわす動詞……………………………………121

　　　9）発見をあらわす動詞…・………………・……………・……………・…・・121

　　　h）　変化そのものをあらわす動詞…………・一…・……………・…・・……121

　　　i）その他…・………・……・・…・……………・一一………………・……………121

　　2）　この意味を実現させる状況語，修飾語………………・………・・………122

　　　a）　「～のあいだに」「いつのまにか」など………………………………122

　　　b）　「やがて」「まもなく」「もう」「すでに」など……・・…………・……122

　　　c）　［やっと」「とうとう」など……・…………・・………・………・・………123

　　　d）　「また」「あたらしく」など……………………・………・……・………123

　　　e）　「おどろいて」「急に」など…・……………・……・…………・・…・……124

第4章
　第1節

　　　　状態の持続のなかにあるすがた………………………………・…・・125

　　　　　状態の持続のなかにあるすがた……・・…………・………・・………・125

　　1）　状態の持続のなかにあるすがた……・・…………・……・…………・・……125

　　2）結果の局面のなかにあるすがたと，状態持続のなかにあるすがた…125

　　3）運動の局面のなかにあるすがたと，状態持続のなかにあるすがた…126

　　4）状態である性質と，性質の実現した状態………・………・・……………127

　　5）コンスタントな質的属性をあらわすもののアスペクト的な性格……128

　第2節　状態持続のなかにあるすがたをあらわす継続格形式…・………畷28

　　1）　「している」の形で状態をあらわす動詞・…・…………・………………128

　　2＞　「している」の形で質をあらわす動詞のばあい……・………・…・……129

　　3）　「みえている」「きこえている」など………・・………・……・………・…ny　129

　　4）　「存在している」「すんでいる」など……………・・…・…………・…・…・129

　　5）モノの状態・質的な属性をあらわすばあい………………・…………畦30

　　6）空間的な配置の述語………・………・・…・…・…………・……・…・………・130

　　7）　状態のかたちで存在する関係・……………・・…………・……・・…………131

第5章　アスペクトからの解放・………………・……・・…………・…・…………132



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第班田　内容（細部のもくじ）　30，3

第1節　継続相の脱アスペクト化……………・一・一…・…………・…………132

　1＞継続稽の脱アスペクト化…………………・…………・…・………………132

　2）完成相の脱アスペクト化とのちがい……一・………・……・・…………・133

第2節　アスペクトからの解放とテンスからの解放・……………・…・…134

　1）アスペクトから解放されているものとテンス・…………・……・………134

　2）テンスから解放されていても，アスペクトからは解放されて

　　　いないもの…………・・……・…………・…・…・…・・……………・・………・・135

第IV部　　　　　完成相論過去形のテンス・…・…・一一…・………………137

　第1章　完成相のテンス…一……………・………一………・…・…・…………・…137

　　第1節　テンス語形………………・・……・…………・……・・……………………137

　　　1）テンスとアスペクトの語形・……………・…・・…・……………・…………137

　　　2）　ムードのなかにあるテンスー…・……………………………・…………139

　　第2節　完成相のテンス…・・……………・…………………………………一・…140

　　　1＞完成相のテンスと継続獺のテンス……………・…・・……………・・…・…14e

　　　2）　完成梱のテンスとモーダルな性格………………・・……………・………廻2

　第2章　未　　来……………・…・………・………・・…………・……・・一…………144

　　第1節　未来をあらわすことのモーダルな性格……・・…………・………144

　　　1）現実反映の側薦におけるモーダルな窪格……・・…………・……………144

　　　　a）未来の動作とモーダルなニュアンス・…………・……・………………144

　　　　b）　未来の動作の確定性とモーダルな性格………・…・……・……………146

　　　2）通達の側面におけるモーダルな性格……・………・…・……………・…・t147

　　第2節　未来の動作の種々相………………・……・…………・ny一一・………………149

　　　1）　「アクチュアルな未来」と「非アクチュアルな未来」について……149

　　　2）未来の動作の種々相・……………一・一…………・…・…………一…・・150

　　第3節　直後未来…・…・…………・…・…・…………・……・……・……・…………153

　　　1）　直後未来…………・……・・…………・………・………………………・……153

　　　2）前兆を知覚して，しらせるばあい…・…………・・………………………154

　　　3）　自分がこれからする動作を宣言するばあい……………………………154

　　　4）聞き手の参加によって成立する自分の行為を群言するばあい………155

　　　5）聞き手といっしょにする行為を宣言するばあい……一……一・……155

　　　6）　あいての行動を指示するばあい………………・・…・……………・…・・…155

第3章　現在（1）一現在の動作，状態…一…………・一………・……・・エ57

　　第1節　発話時のなかにおさまる動作…・・……………・・……………・…・157



304　第朕部　内容（細部のもくじ）

　　1）発話時のなかにおさまる動作…・……・……・………！……・…・…………157

　　2）成立時を予測できる瞬間的な動作の成立をのべるばあい……………158

　　3）　自分の瞬間的な動作と同時の発言………………・…………・…・………159

　　4）　行為の実現となる発雷………・・……・・……・・…………・…・…………・…160

　第2節　動作の進行のすがた………一……・…・…………・…・…………・……160

　第3節　意味的に継続相と未分化なもの・………………・・……・・…………・161

　　1）　意味的に継続相と未分化なもの…………・…・…・…………・…・…・……161

　　2）　「おもう」「かんがえる」など…………一一・……一……・…・………162

　　3）　「つかれる」「はらがへる」など・・…………・……………・…・……・……162

　　4）　「みえる！「きこえるJなど…・………・……・…………・・………………・163

　　5）　「存在する」など………・………t・……・……・……・……………・・…・…163

　　6）　「ある」ドいる」について…………・…・…・……………一・・……………163

第4章　現在（2）一現在の質的な属性・……………・……………一・…・165

　第1節　できごと過程にかかわらない動詞……………・・…・……………・一165

　　1）質的な属性をあらわす動詞・……・………・……・………・…・……………165

　　2）　fよく」「いやに」などにかざられるばあい…・…・…………・…………166

　　3）　「九時になる」F半年たつ」など・・………・……・……・……………・……166

　第2節　できごと過程の特徴的な側面……………・………・……・…・…・・…167

第5章　ひろげられた現在……………・…一……………・一…・・……一…169

　　1）　ひろげられた現在………………・・…………・……・…………・……・・…畦69

　　2）　非連続のくりかえし・…………・……・……………・…・・…………………17e

　　3）一定の条件のもとになりたつ動作や変化…………・…・…・……………170

　　4）性質の持続………………・………・……・…・………・………・・…・……・…171

第6章　テンスからの解放…・………一…・一…………一・…………・…・…・172

　第1節　なりたつ時間が限定されていないもの……………………………172

　　1）　コンスタントにくりかえされるできごと……・…・………・……………172

　　2）　なりたつ時聞に関係のない命題のなかでの動作………・・……・………172

　　3）　なりたつ時間に関係のない命題のなかでの質的属性…・…・…………・173

　第2節　過去のことの，時間の側面をきりすてた質化……………………173

　　1）名詞述語文に相当するもの・…・……………・…・・……………・…………174

　　2）　過去のことについての解説，評価的ないいかた・………………・……・174

　　3）過去の仮定………………・・…………一……………………・・…・………175

　第3節その他……………・…・…………・・……・・……………・…・…・…………175

　　1）　操作てつづきの説明，指示　………………・………………………・・……175



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日日部　内容（細部のもくじ）　．？（）5

2）提示文のなかでの動作………・…・…・………………一…………………・176

3）その他……………………・………・……・…………一……・………………177

第V部　完成相過去形のテンス…………一一・一一…一一・・…179

第1章　過去（1）一一一過去の動作一…………・……………・一・…・一・…179

　第1節　とおい過去から同時過去まで……………………・……・………・…180

　　1）過玄形であらわす動作の時間的な位置……………・…・・………………180

　　2）現在ときりはなされた過去の動作………………一・……………・・…・…180

　　3）現在と接する過去の動作・……………・・……………・・…・………………181

　　　a＞　直前過去の動作……………・・…・………………一・・……………・…・…182

　　　b＞　直前までの動作……一一…・…一一………・…・…………一・……183

　　　c）　現在途中まですんだ動作や変化……………………・………・……・…183

　　　d＞　非過半形との対比………………・………………’・・…’…’……………284

　　4）現在といりまじった過去の動作・……………・…・………・……・…・……185

　　　a）発話の終了直前に完成する動作…………………………・……・…・…185

　　　b）精密な現在点はいっか・………………・・………………………………186

　　　c＞　発話の終了と同時に完成する動作……………・・……・……・……・…・188

　第2節　結果の局面が現在存在しているばあいのこと・………………・・…189

　　1）　変化動詞と結果の三等………………………・・………………………・…189

　　2）現在の事態をもたらした過去の動作や変化の説明……・・……………・191

　　3）　直前の変化…………・・…・・…・……………・…・…・…………・…・……・・…191

　　4）　直前までの変化の成立…・…………一・………………・………・・………192

　　5）現在に結果がのこっている過去の変化………・・………・………………193

第2章　過去（2）一過去の性質，ひろげられた過去など…………195

　第1節　過去の質的な属性…・……一………………………・……………・・…・195

　　1）過表の一時的な属性………・………・・………………・・…・…・…………・・195

　　2）ひろげられた過去における質的な属性……………・・…・………………196

　第2節　ひろげられた過去における動作……………一・・………・………・…197

　　1）過玄における鼻連続のくりかえし…・一…………・…………一…・・…197

　　2）過まの，なりたつ時間に関係のない命題のなかでの動作一・…・……197

　第3節　過虫の状態について…………・…・…・……………………………197

第3章現在以前……・…………・…一…………・……一……・…・一………・・200

　第1節　「モウタベタ」と「キノウタベタ」について……・…………・・…20G

　　1）　寺村秀夫1971のとらえかた………・…一…・一…・…………・…………200



306　第IX部　内容（細都のもくじ〉

　　2）鈴木重幸1979の批判・………・…………・……・・……………・…・・……一201

　　3）　現在以前と過玄の対立一……………・…………………・………………202

　第2節　現在以前の成立…・……………・・……………・・…・……・…………・・…204

第4章　過去から現在へ・…一一…・…・・………●……●●……………’’”206

　第1節変化がおわって，現在結果の局面のなかにあること……………206

　　1）　「今は」でかざられたもの………・・………・・………………・・…………2e7

　　2）　「もう」「すつか1）　」でかざられたもの……・・…………・………………2G7

　　3）現状をさして，のべるばあい・・………………・……・………・…・・……・・208

　　4）現状に気づいて，のべるばあい………………・・………一……・…・…・208

　　5）　副詞や感動詞と共起していない例……・………・…一………・…・・……208

　　6）　完成相過去形と継続相非過去形…・……………・…………………・……209

　第2節　内的な感覚や感情の変化の結果が現在あること一…一………・209

第5章モーダルな性格とテンス…・……・………・………・…一…・………212

　第1節　過去の推量……………一・……・・…………・………・…・……・一……212

　第2節　決定の完成・…・……………・・………・………・…・…………・…・………213

　　1）　「買った！」と「やめた！」　………………・・…・……………・……・・…213

　　2）　「したJと「なった」　………………・…………・…・…・…………・…・…2王4

　　3）　「する」と「した」　……・………・……・…………・・………・・………・…・215

　第3節発見，確認，おもいだし……………・…・…………・…・…・・…………216

　　1）発見……………一…・……………・・…・……・………・…・………………216

　　2）　　石窪　　認　 。・・・・・・・・・・・・・・・…
@t－ny■■・・・・…　■・・・・・・・・・・・・・・・・・…　t…　一・…　。・。・・・・・・・・…　■■・・。・・217

　　3）　おもいだし………………………………・………・……………・…………217

　ag　4節　いますぐの命令…・………………………………………………・……・217

第VI部　完成相のテンス形式に準じる継続相一…………219

第1章　完成相あわせテンス形に相当する継続相について……………219

　第1節　前非過去形と前過去形に絹当する「している」と「していた」…219

　第2節　いわゆる「経験・記録」について……一………・……一…一220

　第3節　現在以前の動作やできごとの質化………・・………・………………222

　第4節　発見，確認，おもいだしのばあいの「していた」………………223

　第5節　非現実の仮定のばあいのテンスの諸形式一……………・………223

第2章　完成相前非過去形に相当する継続相非過去形………一・……・225

　第1節　現在以前における動作の完成……・………・…G…………一…・・…225

　　1）　現在以前の完成・………………・……・……・……・一……………………225



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第IX部　内容（細部のもくじ＞　307

　　2＞　継続根とのちがい………………■■・…………・…一・……………一・・…225

　第2節　現在以前の動作やできごとの質化…・………・…・・………………・・226

　　1）現在以前の動作やできごとの質化……・…………・・………・・………・…226

　　2）基本的ということについて…………・…・・………一…一・……………227

　　3）　解説的ないいかた……・……・……・…・……………・・……………………228

　第3節　未来のある時以前の動作の完成………・………・・…………………228

第3章　完成相前過去形に相当する継続相過去形一………………・……231

　第1節　過去のある時以前の動作の完成・……………・…・・……………・…・231

　第2節　現在以前の動作やできごとの質化されたものの過去……………232

　第3節　現在以前に完成した動作の発見，おもいだし…………・…・…・…233

　第4節　非現実の仮定のばあいのテンス・………………・・………………234

第VII部　継続相非過去形のテンス ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・… @一・…　一・…　237

第1章　継続相のテンス…………一…・……………一・…………一…・…237

　第1節　継続相のテンスのふたつのあらわれかた…一…………・…・……237

　　1）　ある沼間位置において持続過程のなかにあること　…………・……・・…237

　　2）　ある時間位置のなかで持続が成立すること　・……………一・…・一・…238

　第2節　継続稲のテンスと現在………・…………………・………・……………240

　　1）　現在をまたぐ継続相……・・……・・……………・…・…………・……・・……240

　　2）現在をまたがない継続稻…………………・…・……・…・・…・……………240

　第3節　継続相のテンスにおける現鹿とひろげられた現在………………242

　　1＞完成相のばあいのひろげられた現在……………・…・・……………・…・・242

　　2）　継続相のばあいのひろげられた現在……………一・………一…・…・・242

　　3）継続相のばあいの，現在とひろげられた現在…………………………243

第2章　　 現　　　　 在・・・…　t・・・・・・・・・・・…　。・・…　。・・・・・・・・・・・…　■■・・・・・…　■・。・・…　。・・・・…　。・・・・・・…　245

　第1節　現在持続過程のなかにあること　…………・…・…・…………一……・245

　　1）持続過程をなす局面のなかにあること　…・・……………・………………245

　　2）　競：在はばのひろがり　一一…………………………・・…・…………・……246

　　3＞持続や連続のなかにあること・・…………………………………・………247

　　4＞状態持続のなかにあること…………・…………・……………・…………247

　　5）　はばのひろい現在・・………………・……・………・…・・一………・………248

　　6）　長期にわたるくりかえしの持続過程………………・…………・・………248

　第2節　現在の質的な属性……………・………・……………・…・…………・…・249

　　1）　現在点における質的な属性…………■一……・…一………・…・・……・一249



308　　第｛X部　内容（細部のもくじ）

　　2）長期にわたる現在における質的な属性…………・…・………・…・……・・249

　第3節　過去から現在までの持続………………・・…・……………・一………249

　　1）過宏から現在までの持続……………・…・……………・…・・………・……249

　　2）　「～からしでいる」と「～からしでいた」　………………・…・…・……250

第3章　未　　来……………一・………一…・・一・…一…………・………一…252

　　i）未来に持続過程のなかにあること，未来に持続過程が成立すること252

　　2）現在ときれた未来と，現在からつづく未来……………・…・・…………252

　　3）　ひろげられた未来…………・…一・……………………・…………・…・…253

第4章　現在以前から現在へ……一……一・……………一・・………………254

　　1）変化（始発）がおわって，現在結果（運動）の局面のなかに

　　　　あること………・………・・………・………・・………・…・……・……………254

　　2）　このテンス的な意味の性格…………………………………・……・・……254

第5章　ひろげられた現在…………・・……t……・……一…・・…・……………・256

第61章　’痘常的な状態…………・…・・………………………………・…・・………257

　第1節　恒常的な状態とはなにか・…一…………・……………一・…………257

　　1）嘉島的な持続の状態………・………・……・……・……・………・…………257

　　2）事象の性格とテンスの性格・…・……………・・……・…………………・…257

　　3）憧常的に存在するものの性質…………・……・・一…………・…・………259

　　4）憧常的な状態の性質性と，性質の擬常性………………・・…………・…259

　　5）　そのテンス的な性格……・…・………・一……………・・………一…一・260

　　6）恒常的な状態と，ひろげられた現在における状態・………………・・…260

　第2節恒當的な状態のいろんなタイプ・………………・・…………・……・・261

第7章テンスからの解放…一………・一………………・……・…・………・・…263

　第1節　なりたつ時間に関係のない命題のなかでの状態一…………・・…263
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ユ7昭和40年度

18昭和4ユ年度

19昭和42奪度

20昭和43年度

21昭和44年度

22昭和45年度

23昭和46年度

24昭和47年度

品切れ

　＃

250円

品切れ

300円

300円

品切れ

450円

品切れ

秀英出版刊

3，800円

3，800円

6，000円

6，000円

6，000円

6，000円

品切れ

1β00円

1，300円

25昭和48年度　品切れ

26　照謎49年度　　　　e

27　鐸召零1］50年度　　700円

28　臼召牽051隼度　　多碁売品

29昭粕52年度　　’

30　懸日53年慶　　800円

31昭和54年度1，200円

32昭和55無度！，300円

33昭和56年度1，300円

34　畷r臼57年度　2，000Fq

35　　嘔日58黛度　2，2◎0円



国　籍　年　鑑

　昭和29年版

　昭和30年版

　昭和31隼版

　昭和32年版

　昭和33年版

　昭和34年版

　昭和35年目

　昭和36年版

　昭和37年版

　昭和38年版

　四半9葎版

秀英出版刊

品切れ

　鐸

昭和40年版

昭秘i年版

昭和42矩版

昭和43無版

昭＄B44年版

昭和45年版

昭和46隼版

昭秘7年版

昭和48年版

昭和49年版

昭和50年版

品切れ

　’

1，500円

2，000円

2，200円

2，700円

3，　seo　m

3，800円

昭和51年版　　　4，000円

昭和52年版　　　品切れ

昭孝1｝53年版　　　　　　　”

昭和54年版　　　”

昭和55年版　　　”

昭和56年版　　　　”

昭和57年版　　5，500円

昭琴目58年版　　　5，500円

昭和59年版　　5，　800円

高校生とtw闘至難醗墾編 秀英出版刊 280円

　　　青年と・ス・・…e・一シ・ン踊灘黒難共編銀翫刊　品励

　　　国立国語研究所三十年間あゆみ…一研究業績のStlftL“”一一　秀英出版刊　　　1，　500円

日本語教育教材

畔識畔語論一鼎灘望立国癌研簿蝦
fi本語と日本語教育一文字・表銘編一国立国語研究所知

B本語の文法（上）一餌儲教育指導参考轡4一

ヨ本語の文法（下）一　　　　〃

日本語教育の評価法一一　　　　”

中　・上級川州法一　　　　”

日本語の指示詞一　　〃
日本誌教脊基本語彙七種　比較対照表一　〃

fi本語教育文献索引一　　　”

談話の研究と教育1－　　　ii

語彙の研究と教育（1）一一　　〃

巻

ユニット　1

1＊　これは

5－

6－

7－

8－

9－

10－

ll－

12一

1
1　
〃
　
　
　
1
1

　
　
　
　
　
〃

　
　
　
　
　
　
　
1
1

　
　
　
　
　
　
　
　
1
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

大蔵省挺rJ舞llJ局刊　700円

臼本語教育映画基礎編一覧
　　　　　　　（各巻16ミリカラー一，5分，

題　　　　　　名

かえるです一fこそあど」＋「は～です」一

1
1　
1
1

　
　
　
〃

　
　
　
　
　
1
1

　
　
　
　
　
　
　
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1

　SSO湧

　450跨

　550円

　700円

　500円

　500円

1，000円

1，40回目

　550円

　600円

H本シネセル社販売）

　　品詞年度（昭和）
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　2＊　さいふは　どこにありますか一「こそあど」÷「～hgある」一

　3＊　やすくないです，たかいです一形容濁一

4＊　きりんは　どこにいますか一rい6」「ある」一

　5＊　　なにを　　しましたか　一動　　　詞一

ユニット　2

　6＊　しずかな　こうえんで一形猫欄一

　7＊　さあ，かぞえ．ましょう　一勘数詞一

　8＊　どちらがすきですか一躍幽穣度の表現一

　9＊　かまくらを　あるきます一移動の表現一一

10＊　もみじが　とても　きれいでした一です，でした，でしょう一

　z＝ット　3

1聲　きょうはあめがふっています一して，している，していた一

12＊　そうじは　してありますか一してある・しzzdく，してしまう一

13＊　おみまいに　いきませんか一依頼働誘の表現一

14＊　なみのおとが　きこえてきます一「いく」「くる」一

15＊　　うつくしい　さらに　なりました一「なる」「する」一

ユニット　4

16＊　みずうみのえを　かいたことが　ありますか一繊・予定の表現一

17＊　あのいわまで　およげますか一可能の表境一

18　　よみせを　みに　いきたいです一意志・希豊の衰現一

ユ9＊　てんきが　いいから　さんぽを　しましよう一原霞・理由の表理一

20＊　さくらが　きれいだそうです一｛云聞・様態の表現一

xニット　5

21＊　おけいこを　みに　いっても　いいですか一諮可・禁止の表現一一

22　あそこにのぼれば　うみがみえます一条件の表現1一一

』23　いえが　たくさんあるのに　とてもしずかです一条件の表現2－

24　　おかねを　とられました一受身の表現1－

25　　あめに　ふられて　こまりました一受身の表現2一

ユニット　6

26　このきっぷを　あげます一やり・もらいの表環1一

Q
》
Q
り
一
◎

嘆
4
5
50
∩
∪
9
郁
1
2

5
r
O
F
D
5
r
O
2
3
3
3
0

5
5
5
5
5
4
4
4
戸
◎
5

5
戸
0
5
5
r
O6
ρ
0
6
1
5

5
5
5
5
5
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27　にもつを　もって　もらいました一やり・もらいの表現2－　　　　　　57

　28　てつだいを　させました一使役の表現一

　29　　よく　いらっしゃいました一待遇袈現1－

　30　せんせいを　おたずねします一待遇表現2一

賊　売　価　絡

　　　　　　　　　16％カラー一　VTRカラー（3／■インチ）

全巻セット　　　　￥720，000　　　　　￥480，000

各ユニッ　ト　　　　　　　　苧112，500　　　　　　　　　翠　75，000

各巻　￥30，000　冨2G，000
　第1巻～笙3巻は文化庁との共同企薩

　物こついては旨本語教育映顧辮説の細子がある。

裁本語教育映爾　関連教紡・資料

　E本語教育映画　基礎編　教師用マニュアル（全6分冊）

　B本語教育映醐　蒸礎編　練禦帳　　　　　　（全6分冊）

　日本語教育映醐　蒸礎編　シナリオ集　　　（全　1冊）

　　　　　　　　　57

　　　　　　　　　58

　　　　　　　　　58

VTRカラー（1／2インチ）

　　￥384，　OOO

　　￥　60，00e

　　￥　16，　oee

　　　　　各分冊1，000円

　　　　　　〃　　500円

　　　　　　〃　1，000円


